
第１章 調査に至る経過

第１節 調査に至る経緯

大塩向山遺跡は越前市（旧 武生市）南部の大塩町に、山腰遺跡は同じく大塩町から今宿町にかけ

て位置する。大塩向山遺跡は大塩町集落の北側にある通称「向山」尾根東側を中心に展開する。また山

腰遺跡は「向山」東側の水田、つまり東側山麓に接した沖積地に広がる。武生市南部の王子保地区はこ

れまで古代須恵器生産の中心として認識され、平野部の集落遺跡などについては発掘調査されることも

少なく、それらが注目されることもほとんどなかった。さらに丘陵や山間部については古墳群など確認

されていなく、古代以前については不明点が多い。また山城については伝承などが残されているほかは、

縄張図などが作成されて検討がなされているものもない。つまり遺跡の存在は大まかに知られてはいる

ものの、具体的な内容は不明のものが多く、中世の山城の状況に代表されるように、個々の詳細も不明

である。埋蔵文化財保護の立場からは、個々の開発に際して綿密な現地の踏査が必要となってくる。こ

のようななかで分布調査と、その結果、開発対象面積全域において試掘調査の機会が与えられた今回の

調査意義は大きい。

この越前市（旧 武生市）南部で計画されたのが、北陸農政局と県企業局が共同して日野川水系の水

を利用した総合開発計画である。その事業概要とこれに関する一連の試掘調査は、１６年度に刊行した『福

井県埋蔵文化財調査報告 第８７集 大塩向山遺跡・山腰遺跡 －国営日野川農業用水水利事業に伴う発

掘調査―』で述べてきたのでここでは省略する。前回の報告はこの事業の中で、農林水産省北陸農政局

の国営事業に伴った発掘調査に関するもので、今回の報告は同事業に関連して福井県企業局の日野川地

区水道用水供給事業に伴った発掘調査に関するものである。発掘調査に至るまでの分布調査・試掘調査

については先の報告書で国営事業分について述べたことは触れたが、ここでは国営事業分も含めた全体

を概観しつつ、企業局分を中心にその概要を述べておく。

赤澤が担当する前の試掘調査の計画では、遺跡内容に山城を想定したものであって、調査区は尾根筋

を中心に計画されていた。これは試掘前に（仮称）王子保山城跡と呼称していたことからも言える。し

かし対象となった尾根の反対側には、北陸有数の須恵器生産地である王子保窯群があり、７基の発掘調

査が行われ、その他にも相当数の窯があることが想定されている。ただし、日野川に面した事業予定地

では全く須恵器窯跡は確認されていないが、手ごろな斜面とその全面に平坦地がある部分（試掘調査の

第１図 ２００１（平成１３）年大塩向山遺跡試掘調査状況写真 （左）Ｃ地区 （右）Ｅ地区
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Ｅ地区・Ｇ地区・Ｌ地区・Ｎ地区など）もあることから、同様な状況になりつつある可能性はあったた

め、斜面と平坦地にも試掘坑を入れて遺漏のないような内容に変更した。調査対象範囲は小さな尾根と

山麓部の平坦面のいくつかに分かれることから、試掘調査が必要なものと判断した地区から地形ごとに

区切ってアルファベット順に番号を付け、Ａ地区からＯ地区までの１６地区に区分して掘削を行った（そ

の後、工事計画の変更により山麓部に位置するＯ地区の上となる南側尾根筋も試掘調査を行い、調査の

対象となったためＰ地区とした）。したがって試掘対象地ごとに順番を付け、そのまま本調査時点での呼

第２図 ２００１（平成１３）年大塩向山遺跡試掘調査状況写真 （左）（右）ともにＮ地区

（左）（右）ともにＧ地区

（左）Ｍ地区 （右）Ｇ地区
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称とした。そして遺物整理で混同しないためそれをそのまま使用したため、順番となっていないことを

断っておく。ちなみにＰ地区はその後の設計内容の変更で調査範囲が確定したため、試掘調査段階では

対象となっていない。

試掘調査は２００１（平成１３）年４月から開始したが、地権者との交渉から５月で一度中断した。中断し

た試掘調査は１１月から再開した。以下に試掘調査の対象とした地区の地形と面積の概要と、想定した遺

跡の性格などについた一覧表を作成した。ここでの面積は対象とした地区の大きさを比較するために、

実際にトレンチを入れた際に、概算しその後に図上で簡易的に行った計測値で、あくまで目安である。

調査が進行すると、少なくとも工事の対象となった範囲には山城は存在せず、範囲外で確認された堀

切も小規模で限定されたものであることから、山城では遺跡内容にふさわしくないと判断したため、先

に報告した国営事業の報告書から大塩向山遺跡と変更した。以下、４月から開始して、夏場の休止期間

を挟んで１２月に終了した長期間の試掘調査について簡単な調査日誌を加える。

第３図 ２００１（平成１３）年山腰遺跡試掘調査状況写真 （左）７トレンチ （右）調査地

（左）１トレンチ （右）３トレンチ
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武生市大塩町（仮称）王子保山試掘調査日誌

２００１年０４月０４日 器材の搬入と作業員へ注意事項の伝達を行い、試掘調査を開始する。Ａ地区の雑木や流木を撤

去し、トレンチを４本設定したが、遺構、遺物とも確認できなかった。順次、Ｂ・Ｃ・Ｄ地区と遺跡が存在する

可能性のある地点を選んで試掘坑を設定し掘削する。

２００１年０４月０６日 Ｃ地区の斜面上平坦面に、１・２・３トレンチから須恵器が出土し（第１図１）、想定外のため、

試掘調査地の見直しを考える。

２００１年０４月１０日 Ｅ・Ｆ地区の掘削を開始し、Ｅ地区では須恵器と縄文土器が出土した（第１図２）。

２００１年０４月１３～１８日 Ｇ地区の雑木や流木を撤去し、トレンチを設定した（第２図１）。ほとんどのトレンチで須

恵器が出土し、５・７トレンチからは遺構を検出した。

２００１年０４月１９日 Ｊ・Ｈ地区の雑木や流木を撤去し、トレンチを７本設定した。摩滅した遺物が少量出土したが、

遺構は確認できなかった。Ｊ地区は尾根の上のＣ地区から、Ｈ地区は横のＧ地区からの流れ込みと判断した。

２００１年０４月２４日 Ｃ地区のトレンチ内を清掃し、遺構検出状況の写真を取る。

２００１年０４月２６日 Ｉ地区の雑木や流木を撤去し、掘削を開始し、須恵器が出土し、遺構を検出した。

２００１年０４月２７日 Ｇ地区では他の地区より多く遺物が出土し、須恵器窯跡が存在している可能性も高く、深堀を

行うなど重点的に掘削を行う（写真③）。斜面の落ち葉を除去し、全体的に遺物の散布状況を確認する。

２００１年０５月１８日 窯跡の明確な存在を確認できない。Ｇ地区の全景写真を撮影した（第２図２）。

２００１年０５月２１日 Ｇ地区における深掘作業を行ったトレンチの一部埋め戻しを行う。

地権者の承諾を得られたＡからＨ地区までの試掘調査をほぼ終え、前半での作業を中断する。

２００１年１１月０８日 試掘調査を再開する。テント設営地の樹木を伐採し、テントを設定する。

２００１年１１月１３日 Ｋ（第２図３）・Ｌ・Ｍ地区から開始する。Ｋ・Ｍ地区では遺構・遺物ともに確認されなかった

が、Ｌ地区からは須恵器が出土し、遺構を検出した（第２図４）。

２００１年１１月１９日 Ｎ地区の雑木や流木を撤去し、トレンチを設定し、順次掘削を行う。山麓のトレンチを中心に

須恵器が多数出土し、一部では炭化物も多く確認できた（第２図５）。平坦面と尾根斜面からも小量ながら須恵器

が確認できた。２２日に立木にさえぎられながら、全体の写真を撮影する（第２図６）。

２００１年１１月２９日 Ｏ地区の雑木や流木を撤去し、トレンチを設定した。須恵器の出土は数点にとどまるが、林道

の断面に窯体らしきものの一部を確認したことから、水田部分に埋め込まれている可能性が高いと判断する。

２００１年１２月１３日 山腰遺跡（水田部分）の試掘調査を開始する。先の試掘（国営日野川関連）で発掘調査が必要

となった武生松下（現在の武生オリジナルプロダクション）に隣接する水田には遺跡が広がるもことは必死と考

え、長大なトレンチを掘削するが（試掘坑№１）、遺構・遺物は全く確認されず、当初の計画に従いグリットでの

掘削に変更する（第３図１・２）。

２００１年１２月１４日 １３～３２グリットを掘削する。１３～２２・２４～２６・２８～３０・３２グリットからは、須恵器、遺構、包

含層等が確認できた。

２００１年１２月１７日 ３３～５１グリットを掘削する。３３～３９・４２・４６・４９からは、須恵器、遺構、包含層等が確認され

た。

２００１年１２月１９日 調査の対象となる部分の内容をさらに把握するため、５２～６７グリットを掘削する。５２～５６（第

３図３）・６２・６４・６６グリットからは、須恵器、遺構、包含層等が確認できた。掘削したグリットの埋め戻しを

確認して（第３図４）、器材の撤収を行い、すべての試掘調査を終了する。
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以下、企業局事業対象部分について、２回にわかれて煩雑ではあるが、それぞれの試掘調査回答を所

載しておく。

平成１３年度日野川地区水道用水供給事業に伴う

埋蔵文化財試掘調査結果について その１（回答）

（中略）

１．試掘調査依頼面積 （仮称）王子保山城跡の山林部分の約８０，０００㎡

今回の回答は上記の面積のうち約５０，０００㎡のみ、残る南側の約３０，０００㎡と山腰遺跡

にかかる水田部分の約３０，０００㎡は未着手

２．本格調査必要面積 （仮称）王子保山城跡の山林部分のうち試掘調査が終了した

約５０，０００㎡について、合計約６，５００㎡

（内訳はＣ地区約２，０００㎡、Ｇ・Ｈ地区の約３，０００㎡、Ｉ地区の約１，５００㎡）

３．立会い調査必要遺跡数および面積 ０㎡

《調査の概要》

試掘調査の対象になったのは昨年の分布調査で、中世の山城の存在が指摘された武生市王子保地区の大塩町字

向山を中心とする標高１００ｍ前後の丘陵状の尾根である。今回の試掘調査に着手した時点で、対象区内の山麓部で

須恵器片を採集した。試掘対象地はこの丘陵の東側の尾根と谷間であるが、西側には本県でも有数の須恵器（古

代の焼き物）生産地である王子保窯跡群が確認されている。王子保窯跡群は数回にわたって武生市教育委員会に

事業 地区 対象地区の地形概要 対象地のおおよその面積 想定内容 調査の有無

福
井
県
企
業
局

Ａ 北へ開く谷の西斜面 約１，２００㎡ 窯跡 無

Ｂ 北へ伸びる尾根の先端 約８００㎡ 曲輪・祭祀 無

Ｃ 北東へ伸びる尾根の先端と広い平坦地の尾根 約７，０００㎡ 曲輪・祭祀 有

国
営
北
陸
農
政
局

Ｄ 北東向きの緩斜面 約６００㎡ 窯跡 無

Ｅ 北に伸びる舌状の平坦地と緩斜面 約８００㎡ 窯跡 有

Ｆ 北東へ伸びる尾根の先端と広い平坦地の尾根 約２，５００㎡ 曲輪・祭祀 無

福

井

県

企

業

局

Ｇ 東向きの緩斜面と沖積地に接した広い平坦地 約３，５００㎡ 窯跡・工房跡 有

Ｈ 東へ開く谷の東斜面 約２，０００㎡ 窯跡 無

Ｉ 南に伸びる尾根の先端とやや広い平坦地 約１，８００㎡ 曲輪・祭祀 有

Ｊ 東向きの緩斜面 約１，５００㎡ 窯跡 無

Ｋ 東へ開く谷の北斜面 約１，２００㎡ 窯跡 無

Ｌ 東へ開く谷に面した小さな舌状の平坦面 約１，０００㎡ 窯跡 有

Ｍ 東へ開く谷の山麓部 約１，５００㎡ 窯跡 無

Ｎ 東へ開く谷に面した緩斜面と広い平坦面 約６，５００㎡ 窯跡・工房跡 有

Ｏ 東へ開く谷入口の山麓部 約２，４００㎡ 窯跡 有

第１表 大塩向山遺跡試掘調査時の各地区概要一覧表

＊Ｐ地区はその後の設計の変更で調査範囲が確定したため、試掘調査の対象とはなっていない。

第１節 調査に至る経緯

－５－



よって発掘調査が実施されて、古代越前の中心である国府を中心に製品を供給したことが判明し、また寺院の屋

根にのせた鴟尾などの貴重なものも生産していたことでも有名である。このため尾根の部分とともに、山麓部も

試掘調査の対象とした。対象地が尾根などによって地形上いくつかに分かれることから、想定される遺跡の性格

からもいくつかの調査区に分けて実施して、それぞれの地区の呼称も調査に着手した順番につけた。

調査の方法はそれぞれの調査区で想定される遺跡の性格から、トレンチを設定して掘削した。

《各調査地区の状況》

ここではこれまでに終了、または調査中の各調査区の状況を説明する。ちなみに図上に落としたトレンチの一

部は、今回の中間報告にさいして大まかな位置として記入したものである。さらに正確なトレンチの配置図は今

回の調査が終了後に、作成の予定である。

Ａ地区 北へ開く谷間の緩斜面で、須恵器窯の可能性を想定して、トレンチを長短合わせて４本設定した。い

ずれのトレンチからも遺物は出土していない。掘削したトレンチの土層の観察からも遺跡の存在する可能性は低

いものと考えられる。

Ｂ地区 北へのびる尾根の先端を中心とする部分である。分布調査で山城の曲輪などの可能性が指摘されてい

た。指摘された部分にトレンチを２本設定した。いずれのトレンチからも遺物は出土していない。掘削したトレ

ンチの土層の観察からも遺跡の存在する可能性は低いものと考えられる。

Ｃ地区 北東にのびる尾根で、広い平坦地がいくつかある。山城の曲輪である可能性が最も高いとされた地区。

平坦地を中心として合計１１本のトレンチを設定した。最も広い平坦地を中心として須恵器が出土し、土坑や柱穴

とおぼしき落ち込みが確認された。日野山、もしくは白山に関連する信仰の遺跡であろうか。本調査の必要な範

囲は約２，０００㎡と想定される。

Ｄ地区 北東を向いた緩斜面で、須恵器窯の可能性を想定して、トレンチを４本設定した。いずれのトレンチ

からも遺物は出土していない。掘削したトレンチの土層の観察からも遺跡の存在する可能性は低いものと考えら

れる。

Ｅ地区 北にのびる舌状の平坦地で、隣接するＤ地区と同様に須恵器窯の可能性が最も高いものとして、トレ

ンチを７本設定した。平坦地のトレンチで柱穴などが確認され、細片ではあるが須恵器・土師器などが出土した。

また縄文土器らしき細片もある。須恵器窯跡が想定される状況はなかった。

Ｆ地区 北東へのびる尾根の先端と平坦地で、山城の曲輪である可能性を想定して、４本のトレンチを設定した。

いずれのトレンチからも遺物は出土していない。掘削したトレンチの土層の観察からも遺跡の存在する可能性は

低いものと考えられる。

Ｇ地区 今回の調査対象地で最も広い平坦地と隣接する東向きの斜面である。最終的に２７本のトレンチを設定

した。山麓部で２ヶ所の須恵器が集中して出土し、直径１ｍの土坑や炭化物を充満したピットなど遺構・遺物と

もに確認されている。出土遺物と地形から斜面には少なくとも２基の須恵器窯跡があるものと想定されるが、窯

跡そのものは現在のところ未確認である。また平坦部は窯で焼くための須恵器の工房跡があるものと想定される。

今回の試掘調査で遺構・遺物ともにもっとも多く確認された地区である。本調査の必要な範囲は約３，０００㎡と想定

される。

Ｈ地区 東向きに開口する谷と入り口付近の両側の斜面で、Ｇ地区の北に隣接する。僅かながら少量の遺物が

確認されている。現在のところ遺構・遺物の出土は確認されていないものの、隣接するＧ地区の遺跡が広がって

いる可能性もあり、一部が本調査の必要性がある（調査必要面積はＧ地区に含めて計算）。

Ｉ地区 南方にのびる尾根のやや広い平坦部を中心とする部分で、Ｇ地区の西側に隣接する。少量ではあるが、
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須恵器が出土し、柱穴などの遺構も確認されている。先に尾根の平坦地で遺構・遺物ともに確認されたＣ地区か

らわずかに下った尾根続きで、同様の信仰に関連する遺跡であろう。約１，５００㎡が本調査の必要がある。

Ｊ地区 Ｈ地区の北側のやや小さな緩斜面である。６本のトレンチを設定した。土器が２片出土したものの摩

滅が著しいことから、斜面の直上にあるＣ地区からの転落したものと考えられる。掘削したトレンチの土層の観

察からも遺跡の存在する可能性は低いものと考えられる。

《現在のところ事業の実施にさいして本格調査が必要な範囲》

本格調査が必要な面積は、合計約６，５００㎡である。その内訳はＣ地区の約２，０００㎡、Ｇ地区とＨ地区の一部の約３，０００

㎡、Ｉ地区の約１，５００㎡である。

また当初から予定されている水田部分とＧ地区より南側の谷と斜面については、まったく試掘調査を実施して

いない。（以上、試掘回答から抜粋。一部改変ならびに省略。）

その後、５月で一度中断した試掘調査は１１月に入って再開した。大塩向山遺跡では南側の谷筋と対象地の南端の

尾根が残されていた。また山腰遺跡はすべてについてである。以下、企業局事業対象部分最後の試掘調査回答を

所載しておく。

平成１３年度日野川地区水道用水供給事業に伴う

埋蔵文化財試掘調査結果について その２（回答）

（中略）

１．試掘調査依頼面積 （仮称）王子保山城跡の山林部分の約８０，０００㎡のうち先に

（その１）で回答した約５０，０００㎡を除いた、残る南側の約３０，０００㎡について

２．本格調査必要面積 （仮称）王子保山城跡の山林部分のうち、先の回答で除外して今回の対象とした約

３０，０００㎡について合計約６，１００㎡

（内訳はＬ地区約６００㎡、Ｎ地区の約３，０００㎡、Ｏ地区の約２，５００㎡）

山腰遺跡にかかる約３０，０００㎡のうち、調査対象範囲の中央部分約２，８００㎡

《調査の概要》

今回の試掘調査の対象になったのは、今年度４月から６月まで実施した山林の南側で、当初段階で地権者の承

諾を得ることができないで中断していた山林部分と、水田部分の山腰遺跡である。先の調査結果から対象となっ

た山林では古代の須恵器窯跡の存在が想定されたので、同様に山麓部と周辺の平坦部を中心に試掘調査を実施し

た。調査地区の呼称は掘削を開始した順番にアルファベット順とした。１１月８日から器材の搬入を再開して、１２

月下旬に水田部分の山腰遺跡を重機による調査を行い、山林部分とともに２０日に器材の撤収を行い終了した。

《王子保山城跡各調査区の状況》

《各調査地区の状況》

Ｄ～Ｆ地区（国営事業部分）とＧ～Ｊ地区（企業局事業部分）の７地区は、その１で回答した範囲であるため

ここでは除外する。

Ｋ地区 谷間の北向きの緩斜面で、地形から須恵器窯の可能性を想定して、トレンチを長短合わせて４本設定

した。いずれのトレンチからも遺物は出土していない。掘削したトレンチの土層の観察からも遺跡の存在する可

能性は低いものと考えられる。

Ｌ地区 南に伸びる尾根の先端を中心とする平坦な部分にトレンチを２本設定した。平坦部に設定したトレン

チから遺物（須恵器）が出土し、直径３０ｃｍ程度の柱穴らしき落ち込みが２箇所で確認されている。小規模なが

らも遺跡があるものと考えられる。本調査の必要な範囲は約６００㎡と想定される。
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Ｍ地区 南に伸びる尾根の西向きの緩斜面で、春に実施した試掘調査では遺跡と想定されたＩ地区はこの尾根

の頂部となる。この緩斜面に１本のトレンチを設定した。遺物は出土せず、掘削したトレンチの土層の観察から

も遺跡の存在する可能性は低いものと想定される。

Ｎ地区 今回の調査対象地で最も広い平坦面と隣接する東向きの緩斜面である。５９本のトレンチを掘削した。

山麓部と尾根境の緩斜面を中心に須恵器が集中して出土した。平坦面でも直径３０～５０ｃｍ前後のピットなどとと

もに確認されている。先に回答したＧ地区と同じような地形であり、遺物の出土状況や地形から斜面には少なく

とも１基前後の須恵器窯跡があるものと想定されるが、窯跡そのものは未確認である。また平坦部は窯で焼くた

めの須恵器の工房跡があるものと想定される。今回の試掘調査で遺構・遺物とともにもっとも多く確認された地

区である。本調査の必要な範囲は約３，０００㎡と想定される。

Ｏ地区 東向きに開口する谷の入口付近の斜面である。僅かながら小量の遺物が確認されている。また谷の奥

に伸びる山道で切られた斜面断面に須恵器窯跡の断面（？）が検出された。窯の本体でも上の部分と想定され、

遺物の残されている可能性のある灰原は北に隣接する水田部分に埋め込まれているか、すでに消失したものと考

えられる。本調査の必要な範囲は山林部分の約１，１００㎡と、窯の灰原が過去の水田造成に伴い埋め込まれていると

推定される水田部分の約１，４００㎡との、合計した約２，５００㎡と推定される。

《山腰遺跡の状況》

山腰遺跡は昨年度に、国営日野川用水農業水利事業のパイプライン敷設に伴い、今回の対象地北側にあたる武生

松下電器（現 Ｔ・Ｐ・Ｏ）の敷地に隣接する道路部分を試掘調査して、遺構・遺物とともに検出されている。

調査対象地はこれに隣接するため、当然遺跡は今回の対象地にも広がっているものと想定された。そのため今回

の試掘調査対象となる範囲の松下電器に隣接する北側から開始した。調査は重機掘削を主に、一部人力掘削を行

った。ところがこのトレンチ（試掘坑№１）では耕作土からは遺物は出土せず、遺物包含層も遺構も検出されな

かった。そこで改めて当初に計画したグリット調査（枡掘り）に変更した。対象区の北側の試掘坑№２の盛土か

ら須恵器が１・２片出土したものの、隣接する試掘坑№３ではまったく出土せず、同じく試掘坑№４でも盛土か

ら須恵器が１点出土したに過ぎない。明確な遺物包含層も遺構も検出されなかった。おそらく先に述べた昨年度

に国営の事業予定地で確認された範囲が遺跡の縁辺部に当たるものと考えられる。その後、試掘坑を逐次南側に

設定して掘削した。その結果、試掘坑№５２・５３を北端とし、試掘坑№３３～３７を南端とする範囲で包含層、または

遺構とともに大量の須恵器が出土した。最終的に６７ヵ所のグリット（１ヵ所はトレンチ）の試掘坑、合計６５４㎡を

調査した。

（以上、試掘回答から抜粋。一部改変ならびに省略。）

以上のように大塩向山遺跡はＡ地区からＯ地区までの合計１５地区に分けて試掘調査を行い、そのなか

のＣ・Ｅ・Ｇ・Ｉ・Ｌ・Ｎ・Ｏの７地区についての本調査が必要となり、Ａ・Ｂ・Ｄ・Ｆ・Ｈ・Ｊ・Ｋ

・Ｍの８地区では調査の対象となる遺跡とはならなかった。ちなみに本調査となったＰ地区については、

この試掘調査時には事業対象地として含まれておらず、本調査に着手してから範囲も確定したため、Ｐ

地区については触れていない。

水田部分の山腰遺跡では地権者の承諾がそろい、大塩向山遺跡の作業が終わりとなった１２月に重機と

人力を合わせて実施した。その結果、試掘調査対象地の多くで、遺構・遺物が確認されたが、発掘調査

が必要な範囲は施設が盛土中で納まる「天日乾燥床」施設部分を除き、その北側で地山を大きく掘り下

げる「沈殿槽」の施工される予定が対象となることが想定されていた。そのため遺跡範囲の大略がわか
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った段階で、さらにその範囲を絞り込むため、それまでに実施した試掘坑の間を埋めるように追加した

（試掘坑№５２から５６）。発掘調査が必要な範囲は今回の事業対象地のほぼ真ん中の約２１，３００㎡で、さらに

その中ほどの約１３，７００㎡が遺構の密度が高く、遺物の出土も多い中核部分と想定された。しかし今回の

事業に際しては、遺跡の北側縁辺部を中心とする約３，０００㎡ほどに絞り込むことができた。

ちなみに国営事業地と今回報告する企業局事業地とは同じ山腰遺跡として報告したが、両者はまった

く同一の遺跡であるとは考えられないことも、今回の試掘調査の結果、さらに本調査の結果として想定

される。この問題については、両者で確認された須恵器などの時期と、検出された遺構の分布状況など

を検討した最後のまとめで検討するとして、ここでは両者とも同じ山腰遺跡として扱っておきたい。

以上、煩雑になったので大塩向山遺跡と山腰遺跡の試掘調査の概要を次に一覧表とした。試掘調査に

当たっては、地権者の承諾が得られた地区の遺跡の存在する可能性の高い地点から着手したため、順番

が前後まちまちになっている。また本調査もこの呼称を踏襲したために統一がとれていないことを、こ

こで断っておきたい。

第２表 大塩向山遺跡各地区試掘調査のトレンチ概要一覧表（第１図参照）

地区 対象地の立地など 試掘トレンチの大きさと数量 試掘内容の概要 試掘面積

Ａ 山麓部の緩斜面
１８ｍ×１ｍ、８ｍ×１ｍ、５
ｍ×１ｍのトレンチを合計３
本。

深いところで８０㎝、浅いところで２０㎝、平均５０㎝前
後の深さまで掘削した。遺構・遺物ともになし。本
調査なし。

３１㎡

Ｂ
北東に伸びる尾根
先端

１０ｍ×０．５ｍを１本と５ｍ×
０．５ｍを２本の合計３本。

掘削深度は１０から２０㎝程度まで掘削。遺構・遺物と
もになし。本調査なし。

１０㎡

Ｃ
東の平野側に突き
出た尾根

長さ４ｍから１７ｍの長短で幅
１ｍのトレンチを合計１１本。

掘削深度は１０から２０㎝程度まで掘削。土坑らしき落
ち込みと須恵器片が出土。約２，０００㎡が本調査対象。

１７５㎡

Ｄ
北東に伸びる尾根
東側先端の平坦部。
Ｅ地区に隣接

長さ１０ｍで幅１㎡のトレンチ
を２本、長 さ５ｍで 幅０．５ｍ
のトレンチを２本の合計４本。

Ｅ地区とした範囲で、小さいがピットなどの遺構と
ともに、細片ではあるが須恵器・土師器などが出土
したが、Ｄ地区とした範囲にはそれらが及んでいな
かった。

２５㎡

Ｅ
北東に伸びる尾根
北川先端部。Ｄ地
区に隣接

掘削早々に須恵器とともに縄
文土器ら騎士者が出土、長短
あわせて７本のトレンチ。

３８㎡

Ｆ 南東に伸びる尾根。９ｍから３ｍのトレンチ４本 遺構・遺物ともになし。本調査なし。 ２６㎡

Ｇ
沖積地に面した平
坦面とその背後の
斜面

長さ１０ｍから１８ｍで幅１ｍの
トレンチを１２本、長さ５ｍか

ら８ｍで
幅０．５ｍのトレンチを１０本の

合計
２２本。

斜面では土器が全く出土しないで、平坦面のみで須
恵器が大量に出土。Ｈ地区の一部を含めて、約３，０００
㎡が本調査の対象。

１８０㎡

Ｈ
Ｇ地区に隣接する
小さな谷

１０ｍ×０．５ｍを３本 と、５ｍ
×１ｍを４本の合計７本。

僅かながら須恵器が出土。Ｇ地区からの流れ込みか？
一部をＧ地区に含めて、本調査の対象。

３５㎡

Ｉ Ｇ地区背後の尾根
長さ３５ｍと１０ｍ、幅１ｍのト
レンチを合計４本。

ピットと小量の須恵器が出土。約１，５００㎡が本調査
の対象。

６５㎡

Ｊ
Ｃ地区直下の急斜
面の谷。

長さ７ｍ、幅１ｍのトレンチ
を６本。

摩滅した須恵器片が２・３片出土。Ｃ地区から転落
したものと思われる。本調査なし。

４２㎡
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このような、長期間にわたる試掘調査の結果、本調査は平成１４年度当初から実施することとなった。

ここでは試掘調査で出土した遺物について、細片でも全体の傾向を捕まえるために図化したので、こ

れらをもとに、ここの内容とあわせて説明していく。また細片が多いため、径や器種の判断において異

なる見解のものもあることを断っておく。なお遺物の出土していない地区・トレンチについては一括し

て記載した。

大塩向山遺跡

Ｃ地区 対象地が尾根の上であることもあって、遺物量は少なかった。須恵器が細片で出土し、焼土

坑らしき遺構も確認された。高台杯１点（第５図５）を図化した。

Ｅ地区 対象地はすでに報告した北陸農政局事業地であるが、他の地区との比較もあって説明する。

地区 対象地の立地など 試掘トレンチの大きさと数量 試掘内容の概要 試掘面積

Ｋ
Ｎ地区の尾根と谷
を挟んだ南側の緩
斜面。

長さ４ｍから１５ｍで幅１ｍの
トレンチを５本。

遺構・遺物ともになし。本調査なし。 ３８㎡

Ｌ
Ｉ地区に並ぶ谷奥
尾根山麓部の平坦
面。

長さ７ｍから１２ｍで幅１ｍの
トレンチを３本。

ピットと小量の須恵器・土師器が出土。約６００㎡が
本調査の対象。

２３㎡

Ｍ
Ｎ地区とは谷を挟
んだ反対側のＩ地
区の山麓部。

長さ５ｍから１５ｍ、幅１ｍか
ら３ｍのトレンチを４本。

遺構・遺物ともになし。本調査なし。 ８５㎡

Ｎ

ＩとＯ地区に挟ま
れた谷奥山麓部の
尾根緩斜面と平坦
部。

長 さ２ｍか ら１３ｍ、幅０．５ｍ
から６ｍの大小さまざまなト
レンチを５９本。

緩斜面では遺構・遺物は出土せず、平坦面でピット
などとともに須恵器がやや大量に出土。約３，０００㎡
が本調査の対象。

６８０㎡

Ｏ
Ｇ地区と谷を挟ん
だ反対側の山麓部
緩斜面。

長さ４ｍから３０ｍ、幅１ｍ前
後のトレンチを１７本。

平坦面で僅かながらの須恵器が出土。既に切られた
尾根の断面に窯体と思しきものが一部残存。斜面部
分約１，１００㎡と水田部分の約１，４００㎡を合わせた約
２，５００㎡が本調査の対象。

２０５㎡

Ｐ
Ｏ地区の上の尾根
平坦面。

その後の設計で変更となり、
本調査中に確認。

ピットと小量の須恵器が出土。 追加で試掘

大
塩
向
山
遺
跡
分
小
計

企業庁範囲で尾根
部分４箇所、斜面
・谷部分６箇所、
平坦部３箇所。

大小１４０箇所・本前後のトレ
ンチ・グリットを掘削。

尾根部分の３箇所、斜面・谷部分の１箇所、平坦部
は３箇所のすべての、全体で７箇所が本調査の対象。

約１，６００㎡
（Ｐ地区と
国営事業分
は含まない）

山
腰
遺
跡

大塩向山遺跡Ｇ地
区の東側に隣接す
る沖積地水田部分。

８５ｍ×２ｍのトレンチ１本と、
４ｍ×２ｍ・２ｍ×２ｍの グ
リット６６個の合計６７箇所を掘
削。

調査対象の北側と南側では遺構・遺物ともに検出さ
れない。協議の結果、北側の約２，８００㎡が本調査の
対象。

６５４㎡

大塩向山遺跡と山腰遺
跡の合計

全体で２００箇所以上のトレン
チ・グリット

約２，２５４㎡
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出土した遺物は細片の須恵器が僅かと、土師器である。また縄文土器と思しき破片もあった。ここでは

試掘調査時に出土した無台坏２点（第５図２・４）、高台杯１点（第５図１）、土師器高台（第５図３）

の４点を図化した。

第５図 大塩向山遺跡（Ｃ・Ｅ・Ｇ・Ｉ地区）試掘調査による出土遺物実測図（縮尺１／３）
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第６図 大塩向山遺跡（Ｎ地区）試掘調査による出土遺物実測図（縮尺１／３）
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Ｇ地区 対象地の平坦地から斜面へ変換する山麓部を中心に大量の須恵器が出土した。地表面の腐葉

土を除去中に出土するものも多数あった。そのほとんどが須恵器で、杯蓋が４点（第５図１０～１３）、無

台坏、もしくは皿が１３点（第５図８・１４～２０・２３～２６・３５）、高台坏が３点（第５図２７・２８・３４）、�高

台部が２点（第５図３２・３３）と供膳具がほとんどである。その他には短頸壷（第５図２９）や壷底部（第

５図２１）に加え、大型の鉢もしくは盤の底部（第５図９）、器種不明の脚台（第５図７）、底部糸切りの

鉢？（第５図３０）などもある。土師器は少なく、無台坏の２点（第５図２２・３１）と甑の把手片（第５図

第７図 山腰遺跡試掘調査による出土遺物実測図（縮尺１／３）
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３７）などである。大型の鉢の口縁らしき破片（第５図６）は生焼けの須恵器の可能性もある

さらに北側に隣接する谷筋はＨ地区とし、試掘調査で対応したが、第４トレンチから無台坏１点（第

５図３８）が出土している。Ｇ地区の平坦地からの転落したものであろう。

Ｉ地区 対象地が尾根の上であることもあって、少なかったが、須恵器の細片が若干出土した。この

段階で図化できた遺物はない。

Ｌ地区 対象地の平坦面を中心に須恵器の細片が若干と、中世のカワラケが数片出土した。この段階

で図化できた遺物はない。

Ｎ地区 対象地の平坦地から斜面へ変換する山麓部を中心に大量の須恵器が出土した。須恵器窯跡が

存在する可能性が最も高いと考え、多数のトレンチを設定した地区で、この段階で出土した土器も多く、

図化できたものも須恵器３３点、土師器３点の合計３７点ある。杯蓋１５点（第６図１～６・１２～２０）、高台

坏３点（第６図２４～２６）、無台坏もしくは皿６点（第７図７～１１・２４）、�高台部２点（第６図２９・３０）

が多いが、試掘段階から注目されたのは鉢、特に内傾した口縁の鉄鉢タイプが確認されたことである

（第６図３５・３６）。底部を丁寧にケズルものは、径から小型の鉢のものであろう（第６図２７）。土師器は

坏が２点（第６図２６・２８）と器壁が厚い器種不明のもの１点（第６図３１）の３点である。

Ｏ地区 対象地の斜面でごく小量の須恵器の細片が出土した。この段階で図化できた遺物はない。

山腰遺跡

山腰遺跡は表土（水田耕作土）直下で地山となり、明らかに包含層と特定できるものはなく、すぐに

遺構のプランが確認された。幾つかの遺構は予算の積算上の必要から掘削したが、遺物の出土は少なか

った。よって本調査で得られた土器と比較すると少ないものの、２５点が図化できた。瓦の１点（第７図

８）を除いて、すべて須恵器であるのが特徴である。杯蓋が５点（第７図１２・９～１１）、高台坏が４点

（第７図３・６・１６・１７）、無台坏もしくは皿が６点（第７図４・５・１２～１４・１８）に加えて、壷が２

点（第７図７・１５）と甕の口縁４点（第７図７・２０・２２・２３）、胴部片３点（第７図２１・２４・２５）と大

型のものが目立つ。

以上、大塩向山遺跡・山腰遺跡と試掘調査で得られた遺物について概観したが、個々の遺物について

は、まとめて作成した観察表にまとめた。 （赤澤）

第３表 山腰遺跡試掘坑一覧表（第１図参照）

試掘
坑№

試掘坑の大きさ 面 積
出土
遺物

遺構・
包含層

調査の
有 無

遺跡の内容
遺 物

須 恵 器 土師器

１ ８５ｍ×２ｍ １７０㎡ 無し 無し 調
査
対
象
外

まとめ参照

無台坏３・蓋１その他２ 不明１

２ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し �１ 無

３ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し 甕胴部１ 無

５ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

発
掘
調
査
範
囲

遺跡縁辺部６ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

７ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

８ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し
遺跡中核部

９ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

１０ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し 壷？胴部２・無台坏１ 無

１１ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し
遺跡縁辺部

１２ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

１３ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し

遺跡中核部

不明１ 無

１４ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 包含層？

１５ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し 甕胴部２・無台坏２ 無

１６ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し 高台坏１ 無

１７ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層、遺構 甕頚部１ 無

１８ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し
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試掘
坑№

試掘坑の大きさ 面 積
出土
遺物

遺構・
包含層

調査の
有 無

遺跡の内容
遺 物

須 恵 器 土師器

１９ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し

発
掘
調
査
対
象
範
囲
外
（
敷
地
内
盛
土
の
下
に
残
さ
れ
る
） 遺跡中核部

高台坏２・無台坏４・甕２・壷口縁２
・その他８片 無

２０ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し 甕胴部４・高台坏４・無台坏２・蓋４
・その他４ 無

２１ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 包含層？

２２ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層 甕口縁１・胴部１・無台坏底部１ 無

２３ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層 甕胴部２・高台坏３・無台坏２・甕口
縁１・その他３ 無

２４ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 包含層？

２５ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層 坏２・甕胴部２ 無

２６ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 包含層？

２７ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

２８ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層？ 高台坏２・無台坏１・壷口縁１・不明
大型器種１ 無

２９ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層？ 壷高台１・無台坏底部１ 無

３０ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層 甕胴部２（１点は焼損じか）・杯蓋１
・その他１ 無

３１ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

３２ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 遺構（柱穴） 甕胴部１・杯蓋１・その他小片６ 甕胴部３

３３ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層 坏類破片４ 無

３４ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り
炭 層
（包含層）

甕口縁１・胴部４・壷胴部１・その他
１ 無

３５ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 遺構（柱穴） 杯蓋？１ 無

３６ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 遺構（木杭）

３７ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 包含層 甕口縁２・胴部８・無台坏３ 無

３８ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 包含層？

遺
跡
縁
辺
部

３９ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 包含層？

４０ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４１ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４２ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４３ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４４ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４５ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４６ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 遺構（柱穴）

４７ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

４８ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し 無台坏５・その他２ 不明１

４９ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 有り 無し 高台坏底部１ 無

５０ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

５１ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

５２ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 無し
発
掘
調
査
範
囲

遺跡中核部

甕胴部１ 不明１

５３ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 無し 坏類破片８ 無

５４ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 無し 高台坏１・無台坏２・蓋２・不明２ 無

５５ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 包含層 甕胴部３ 無

５６ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 遺構、包含層 瓦１・高台坏２・無台坏３・蓋２ 不明１

５７ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し 発
掘
調
査
対
象
外

（
敷
地
盛
土
の
下
に
残
る
）

調査対象外

５８ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

５９ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

６０ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

６１ ４ｍ×２ｍ ８㎡ 無し 無し

６２ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 無し

調
査
対
象
外

まとめ参照

甕胴部１ 無

６３ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 無し 無し

６４ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 無し 無台坏？１ 無

６５ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 無し 無し

６６ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 有り 無し 高台坏１ 無

６７ ２ｍ×２ｍ ４㎡ 無し 無し

試掘合計面積 ６５４㎡
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第４表 大塩向山遺跡・山腰遺跡試掘調査土器出土遺物観察表

図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

５ ２７ ３６ ⑦ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．９）（１０．０） ４．０
外）灰色
内）オリーブ灰色

① Ｃ地区

５ ２ ３６ ⑦ 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．９）（１０．０） ３．５ 灰色 ① Ｅ地区

５ １ ３６ ⑦ 須恵器 高台坏 底部 外）不明 内）④ － （１０．５）［２．１］ 灰色 ③ Ｅ地区

５ ６ ３６ ⑦ 灰釉陶器 高台坏 底部 外）⑤ 内）④ － （６．４） ［１．３］ 灰白色 ① Ｅ地区

５ ３０ ３６ ⑤ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１１．２）（７．０） ３．１ 灰白色 ①④ Ｅ地区

５ ２１ ３５ ① 須恵器 無台坏 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１４．０） － ［３．３］ 灰黄色 ① Ｇ地区

５ １６ ３５ ① 須恵器 皿 １／８ 外）④ 内）④ （１７．０） － ［２．３］ 灰黄色 ① Ｇ地区

５ ７ ３５ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／８ 外）⑥④ 内）④ （１７．６） － ［１．８］ 黄灰色 ① Ｇ地区

５ ２６ ３５ ② 須恵器 短頸壷
口縁部
肩部

１／６ 外）④ 内）④ （９．０） － ［２．５］ 黄灰色 ① Ｇ地区

５ ８ ３５ ① 須恵器 蓋 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１５．０） － ２．２ 灰色 ① Ｇ地区 歪み大

５ １７ ３５ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１４．６）（１２．０） ２．４ 灰色 ① Ｇ地区

５ ３６ ３５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．８） ［１．３］ 灰色 ① Ｇ地区

５ １９ ３５ ② 土師器 無台坏 １／８ 外）④不明 内）不明 （１１．６）（６．０） ３．０ 明黄褐色 ① Ｇ地区

５ ３２ ３５ ② 土師器 無台坏 底部 外）④スノコ状圧痕 内）不明 － （６．０） ［１．３］ にぶい橙色 ① Ｇ地区

５ ２４ ３５ ② 須恵器 高台坏 １／６ 外）④ 内）④ （１２．０） － ４．３ 灰色 ④ Ｇ地区

５ ３３ ３５ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．２） ［１．９］ 灰黄色 ① Ｇ地区

５ １４ ３５ ① 須恵器 皿 １／６ 外）①工具痕 内）④ （１７．０）（１４．０） １．９ 灰白色 ① Ｇ地区

５ ３１ ３５ ② 須恵器 無台坏 底部 外）⑤④ 内）④ － （７．０） ［１．９］ 黄灰色 ② Ｇ地区

５ ３７ ３５ ② 須恵器 鉢 底部 外）③ 内）④ － （７．０） ［２．０］ 灰色 ①④ Ｇ地区

５ ３４ ３５ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － ５．２ ［３．２］ 灰色 ② Ｇ地区

５ ３８ ３５ ② 土師器 把手 － － － － 灰白色 ① Ｇ地区

５ １５ ３５ ① 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１６．８）（１４．０） ２．２ 外）灰オリーブ色 内）灰色 ② Ｇ地区

５ １０ ３５ ① 須恵器 蓋 １／８ 外）①⑥ 内）④ （１３．０） － ［１．４］ 外）灰色 内）オリーブ灰色 ③ Ｇ地区

５ ２５ ３５ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）④ 内）④ （１４．．０） － ［３．３］ 灰色 ② Ｇ地区

５ ２８ ３５ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１３．８）（７．０） ３．１ 灰白色 ③ Ｇ地区

５ １３ ３５ ① 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１５．０）（１２．２） ２．１ 灰白色 ① Ｇ地区

５ ９ ３５ ① 須恵器 蓋 口縁部 外）④ 内）④ （１５．０） － ［１．５］ 灰色 ① 融着痕 歪み大

５ ２０ ３６ ③ 須恵器 無台坏 １／３ 外）①⑥スノコ状圧痕 内）④ （１３．２） ６．０ （３．０） オリーブ灰色 ③ Ｇ地区

５ ２２ ３５ ② 須恵器 高台坏？ 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１７．０） － ［５．３］ 灰黄色 ③ Ｇ地区

５ １８ ３５ ② 須恵器 壷？ 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［２．１］ 外）灰色 内）灰黄色 ③ Ｇ地区

５ ３ ３５ ② 土師器 浅鉢 口縁部 １／１２ 外）不明 内）④ （２４．０） － ［４．１］ 橙色 ② Ｇ地区

５ ２３ ３５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （１０．０）［２．７］ 灰黄色 ① Ｇ地区

５ １２ ３５ ① 須恵器 皿 ？ 外）② 内）④ （１５．６）（１２．０） ２．３ 灰色 ① Ｇ地区

５ １１ ３５ ① 須恵器 皿 １／８ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１５．１）（１１．０） ２．１ 灰黄色 ① Ｇ地区

５ ５ ３５ ② 須恵器 鉢 底部 外）① 内）④ － （１７．０）［６．１］ 灰色 ① Ｇ地区

５ ３５ ３５ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．６） ［１．４］ 灰色 ③ Ｇ地区

５ ４ ３５ ② 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － （５．４） ［３．５］ 灰色 ③ Ｇ地区

５ ２９ ３６ ⑦ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［２．１］ 灰白色 ③ Ｈ地区

６ ７ ３５ ③ 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１２．４）（８．６） ３．５ 浅黄色 ① Ｎ地区

６ １７ ３５ ③ 須恵器 蓋 天井部 外）⑥④ 内）④ － （９．０） ［１．５］ 灰白色 ① Ｎ地区

６ ２５ ３５ ③ 須恵器 皿 底部 外）① 内）④ － （１１．０）［１．６］ 灰色 ① Ｎ地区

６ １４ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１４．０） － ［１．８］ 灰黄色 ① Ｎ地区

６ ４ ３５ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／８ 外）⑥④ 内）④ （１７．０） － ［２．３］ 灰色 ① Ｎ地区

６ ５ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 １／８ 外）⑥④ 内）④ （１６．０） － ［１．４］ 灰黄色 ① Ｎ地区

６ ３ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 １／８ 外）⑥④ 内）④ （１７．０） － ［２．６］ 灰オリーブ色 ① Ｎ地区

６ １８ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 ？ 外）⑥④ 内）④ （１３．６） － ［１．８］ 灰色 ① Ｎ地区

６ １５ ３５ ③ 須恵器 蓋 天井部 外）⑥ 内）④ － － ［２．４］ 黄灰色 ② Ｎ地区

６ ３０ ３５ ④ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．４） ［２．６］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ③ Ｎ地区

６ ２２ ３６ ⑥ 須恵器 � 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［４．５］ 灰色 ③ Ｎ地区

６ ６ ３５ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／６ 外）① 内）④ （１６．８） － ［１．６］ 灰黄色 ① Ｎ地区

６ ２０ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 １／１２ 外）① 内）④ （２０．０） － ［１．８］ 灰白色 ①④ Ｎ地区

６ １２ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 １／１２ 外）不明 内）④ （１６．０） － ［１．８］ 外）にぶい黄色 内）灰黄色 ① Ｎ地区

６ ２１ ３５ ④ 須恵器 高台坏 口縁部欠失 外）① 内）④ － （１２．２）［３．３］ 灰黄色 ① Ｎ地区

６ １３ ３５ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１６．０） － ［１．６］ 外）灰色 内）黄灰色 ③ Ｎ地区

６ ２９ ３５ ④ 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （６．０） ［１．９］ 灰黄色 ① Ｎ地区

６ ２７ ３５ ③ 須恵器 鉢？ 底部 外）⑤ 内）④ － （７．０） ［１．１］ 灰オリーブ色 ④ Ｎ地区

６ ２３ ３５ ④ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１８．６）（１４．０） ３．３ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ④ Ｎ地区
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図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

６ ２８ ３５ ④ 土師器 鉢？ 底部 外）⑤ 内）④ － （７．２） ［１．１］
外）にぶい橙色
内）にぶい黄橙色

④ Ｎ地区

６ ２６ ３５ ③ 土師器 皿 底部 外）④ 内）④ － （１０．０）［２．０］ にぶい黄橙色 ① Ｎ地区

６ １９ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１９．８） － ［２．１］ 外）灰黄色 内）浅黄色 ③ Ｎ地区

６ １ ３５ ③ 須恵器 蓋 １／６ 外）① 内）④ （１７．０） － ３．７ 灰白色 ③
Ｎ地区
融着痕 歪み大

６ １６ ３５ ③ 須恵器 蓋 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１３．０） － ［０．８］ 灰色 ① Ｎ地区 歪み大

６ ２４ ３５ ③ 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ － （１３．２）［２．３］ 灰白色 ① Ｎ地区

６ ８ ３５ ③ 須恵器 � 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１２．０） － ［３．１］ 灰色 ① Ｎ地区

６ ２ ３５ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／１２ 外）① 内）④ （１６．６） － ［２．８］ 灰オリーブ色 ③ Ｎ地区

６ １１ ３５ ③ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．６）（５．７） ［２．８］ 灰色 ①
Ｎ地区
内外に漆？

６ ９ ３５ ③ 須恵器 無台坏 ？ 外）①工具痕？ 内）④ （１４．４）（７．０） ［３．３］ オリーブ灰色 ① Ｎ地区

６ １０ ３５ ③ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）？ 内）？ （１５．６）（７．６） ［３．５］ 外）灰オリーブ色 内）灰白色 ③ Ｎ地区

６ ３１ ３５ ④ 越前焼 壷 底部 外）④ 内）④ － （６．４） ［４．７］ にぶい黄褐色 ④ Ｎ地区

６ ３７ ３５ ④ 須恵器 鉢 底部 外）⑥④ 内）④ － （９．８） ［８．３］
外）にぶい褐色
内）にぶい橙色

③ Ｎ地区

６ ３４ ３５ ④ 須恵器 鉢 口縁部 外）④ 内）④ （２９．８） － ［６．３］ 灰黄色 ① Ｎ地区

６ ３３ ３５ ④ 須恵器 鉢
口縁部
胴部

１／１２ 外）④ 内）④ （２０．２） － ［７．２］ 灰白色 ② Ｎ地区

６ ３２ ３５ ④ 須恵器 鉢
口縁部
胴部

１／１２ 外）④ 内）④ （２０．０） － ［５．４］ 灰色 ① Ｎ地区

６ ３６ ３５ ④ 須恵器 鉢
口縁部
胴部

１／１２ 外）④ 内）④ （２０．０） － ［６．０］ 外）灰黄褐色 内）灰色 ① Ｎ地区

６ ３５ ３５ ④ 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２３．０） － ［３．９］ 外）浅黄色 内）にぶい黄橙色 ① 生焼け

７ １２ ３６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［１．３］ 灰色 ① 山腰出土

７ １４ ３６ ① 須恵器 無台坏 １／８ 外）④ 内）④ （１３．８）（８．０） ２．８ 灰色 ① 山腰出土

７ ９ ３６ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 ２／３ 外）⑥④ 内）④ （１９．０） － ［２．７］ 灰色 ① 山腰出土

７ １０ ３６ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 ？ 外）⑥④ 内）④ （１８．０） － ［１．７］ 灰色 ③ 山腰出土

７ １ ３６ ① 須恵器 蓋 ？ 外）⑥④ 内）④ （１４．０） － ２．５ 灰色 ③ 山腰出土

７ １１ ３６ ① 須恵器 蓋 つまみ 外）④ 内）④ － － ［２．４］ 灰色 ① 山腰出土

７ ２ ３６ ① 須恵器 蓋 天井部 外）⑥④ 内）④ － － ［２．３］ 灰色 ③ 山腰出土

７ １８ ３６ ① 須恵器 皿 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１７．８）（１４．２） ２．２ 明青灰色 ① 山腰出土

７ １３ ３６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．８）［１．６］ 灰色 ① 山腰出土

７ ５ ３６ ④ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．５） ８．８ ４．５ 灰色 ③④ 山腰出土

７ ３ ３６ ① 須恵器 高台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１４．０）（１０．８） ４．２ 外）灰色 内）灰白色 ① 山腰出土

７ １７ ３６ ① 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （１５．４）［２．７］ 灰白色 ① 山腰出土

７ １６ ３６ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．２）［２．９］ 外）青灰色 内）明青灰色 ① 山腰出土

７ １９ ３６ ② 須恵器 短頸壷
口縁部
肩部

１／１２ 外）④ 内）④ （１０．０） － ［３．４］ 灰白色 ② 山腰出土

７ ２２ ３６ ② 須恵器 甕 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （２５．８） － ［６．２］ 外）灰色 内）オリーブ黒色 ② 山腰出土

７ ２３ ３６ ② 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２５．８） － ［２．８］ 灰色 ① 山腰出土

７ １５ ３６ ② 須恵器 壷 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１１．６） － ［３．５］ 外）黄灰色 内）灰色 ① 山腰出土

７ ４ ３５ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）② 内）不明 （１２．８）（６．４） ３．２ 灰白色 ② 山腰出土

７ ２１ ３６ ② 須恵器 甕 胴部 外）⑦ 内）⑧ － － ［５．３］ 灰白色 ① 山腰出土

７ ２５ ３６ ② 須恵器 甕 胴部 外）⑦ 内）⑧ － － ［４．０］ 灰色 ② 山腰出土

７ ２０ ３６ ② 須恵器 甕
口縁部
肩部

１／６
外）口縁部④ 体部⑦
内）口縁部④ 体部⑧

（２７．６） － ［６．４］ 外）灰白色 内）灰色 ③ 山腰出土

７ ２４ ３６ ② 須恵器 甕 肩部
外）口縁部④ 体部⑦
内）口縁部④ 体部⑧

－ － ［３．０］ 灰白色 ② 山腰出土

７ ７ ３６ ② 須恵器 甕 口縁部 ？ 外）④波状文 内）④ － － ［３．４］ 外）オリーブ黒色 内）灰色 ② 山腰出土

７ ６ ３６ ① 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （９．４） ［４．３］ 灰色 ② 山腰出土
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第２節 調査の経過
１ 各年度の調査概要

試掘調査を終了し、本調査に着手した段階でも、調査区のどこかに須恵器の窯跡が存在するものと

仮定していてＮ地区やＯ地区・Ｇ地区の表土掘削を最優先としたかった。しかし、農政局の流木の撤

去や工事工程との関係で企業局の計画に従い、各年度の調査内容を次のようにした。調査区はこれま

でも述べてきたように国営農政局（大塩向山遺跡Ｅ地区・山腰遺跡部分）で２ヶ所、企業局（大塩向

山遺跡Ｃ・Ｇ・Ｉ・Ｌ・Ｎ・Ｏ・Ｐ地区・山腰遺跡水田部分）で８ヶ所となり、すべて合わせて１０ヶ

所にもなりＥ地区のように事務所からかなり離れた地区もあり、また工事工程のすりあわせから次の

ように調査期間を設定し、調査の終了後逐次企業局に引き渡した。

１４年度の概要 Ｌ・Ｎ地区とＣ地区の調査完了とＧＨ地区の現況測量終了後の表土掘削まで。また

北陸農政局事業予定地の大塩向山遺跡Ｅ地区と山腰遺跡の調査完了。

１５年度の概要 前年度から調査に着手したＧＨ地区とＩ地区・Ｏ地区の調査完了と山腰遺跡（企業

局事業分）の表土掘削。

１６年度の概要 前年度から調査に着手した山腰遺跡の遺構詳細掘削を行い調査完了。

２ １４年度の発掘調査の経過

発掘調査は４月早々から工事の工程で先行して造成にかかるＬ・Ｎ地区から開始の予定であったが、

伐採した流木の搬出が行われていなく、これらの作業が終了しているＣ地区から開始した。その後す

ぐに調査区内だけは流木の撤去がほぼ終了したため、残りの流木搬出作業と並行するが、開始したば

かりであるが一旦着手したＣ地区の調査を中断し、森林組合と両者で安全を確認したＬ・Ｎ地区の調

査に着手した。

大塩向山遺跡

４月８日（月） 事務所となるプレハブ、ユニットハウス、トイレの設置。またセンターから器材搬入などの

搬入。Ｌ・Ｎ地区については森林組合が流木の運び出し先行する作業を優先する。

４月９日（火） 作業員が集合して、Ｃ地区へ登る通路の確保とＣ地区に残された枝や地表面の草刈作業開始。

４月１２日（金） Ｃ地区のグリット杭打ち。順次Ｎ・Ｌ地区への作業通路の確保と残された枝や地表面の草刈

作業に着手。Ｎ地区は試掘坑排土の除去作業に予想以上に時間がかかる（第８図１）。

４月１８日（木） Ｃ地区の現況（掘削前）状況の写真撮影。終了後、ただちに表土掘削の開始。

第８図 大塩向山遺跡 発掘調査状況写真 （左）Ｎ地区 （右）Ｌ地区

第１章 調査に至る経過

－１８－



４月１９日（金） Ｌ地区の現況（掘削前）状況の写真撮影。終了後、ただちにグリット杭打ちと現況の地形図測量。

５月２日（木） Ｎ地区の現況（掘削前）測量の航空写真撮影をヘリコプターで行う。

５月９日（木） Ｎ地区の現況（掘削前）状況の写真撮影。森林組合の木材搬出が開始され、作業員の安全確認。

５月１３日（月） Ｌ・Ｎ地区ともに表土の掘削を開始。Ｌ地区で出土する遺物は小片がほとんどである。遺物

は順次、平板にて取上げ（第８図２）。Ｎ地区については調査区内の表土の掘削を行いながら、

あくまで須恵器窯跡が隠れているものとして傾斜変換点である斜面裾を中心に掘削し、疑わ

第９図 大塩向山遺跡 発掘調査状況写真 （左）Ｌ・Ｎ地区間の谷 （右）Ｉ地区

（左）（右）ともにＮ地区

（左）（右）ともにＮ地区

第２節 調査の経過

－１９－



しい地点には深めのトレンチを設定して掘削する（第９図１）。斜面裾の周辺を中心に大きめ

の破片の須恵器が出土するが、窯跡の存在を示す窯壁片や須恵器の融着品の出土はなく、窯

跡がこの調査区にはない可能性が次第に高くなりつつある。

５月２３日（木） �江市吉川小学校の６年生約７０名が引率の先生とともに、遺跡での体験発掘を行う。

６月１４日（金） Ｎ地区の斜面裾で出土する須恵器について適宜出土状況の写真を撮影しながら、平板にて取

り上げながら掘削を進める（第９図２）。このころから雨の日が多くなる気配があり、斜面で

の作業が多くなってきたＮ地区を中止し、足場の悪い日はＮ地区の次に調査を予定している

ＧＨ地区の流木や試掘調査時の排土の除去を行う。

６月２４日（月） Ｌ地区の遺構精査を開始し、順次検出された遺構の掘削を開始する。小さな直径２０・３０㎝前

後のピットが数基ていどか。出土する遺物には、須恵器片もあるが、中世の土師質土器（カ

ワラケ）の大きめの破片が目立つ。

６月２７日（木） Ｌ地区の調査区全体に設定した土層観察用の土手（セクションベルト）の実測を行い、順次

除く。

７月３日（水） Ｌ地区の終了測量の航空写真撮影をラジコンヘリで行う。

７月５日（金） Ｌ地区の補足測量や遺構の断割りなどが終了し、完全に終了し、作業のすべてをＮ地区に移

す。

７月１０日（水） Ｎ地区 斜面裾周辺でピットが幾つか検出されるが、明確な建物とはならないようである。

武生第二中学校の生徒２名が職場体験学習に来るが、台風のため、出土した土器の洗いを行

う。

７月１８日（木） Ｎ地区 台風で中断した現場を再開。雨で流れた斜面に須恵器片の露出するところが目立つ。

７月２２日（月） Ｎ地区 梅雨明けしたもようで、山麓部に顕著な遺構が見当たらないため、斜面部分の掘削

を作業の中心とし、排土用にベルトコンベヤーを斜面に設定する。（第９図３）

８月１日（木） Ｎ地区 完全に地山まで達した斜面部分は掘削を終了し、順次ベルトコンベヤーを移して掘

削範囲を変更する。この前後から連日暑い日が続き、休憩時間をこまめに入れて作業員の健

康管理を行う。８月１２～１６日 お盆休み

８月２８日（水） Ｎ地区 谷奥の平坦地を掘削するが、これまでとは状況が異なり土器の出土が極端に少ない。

９月３日（火） Ｎ地区の山麓部はこの時点で人力掘削に限界があると判断して、平坦面の掘削前に重機を入

れて地山の断割りを行う（第９図４）。須恵器窯跡の有無について最終確認とする。

―工事に着手したあとの、切土工事などのさいにも注意して見ていたが、窯などがあるような形跡は全くない―

９月１０日（火） Ｎ地区 焙烙？出土。平坦部の表土掘削を開始。

９月１８日（水） Ｎ地区 山麓部の断割りが終了して、Ｎ地区には須恵器窯跡が存在しないと判断した。また

Ｎ地区とＬ地区・Ｉ地区の間の谷筋低地部について念のため、重機で深堀を行い、遺物など

が全く出土しないことを確認。

９月２５日（水） Ｎ地区の作業に一区切りが着いたため、Ｃ地区の作業を再開する。流木の撤去などから開始

して、現況写真撮影。ＬとＮ地区の間の谷底に重機で試掘坑を掘削し、遺物などがないこと

を確認する（第９図５）

１０月２日（水） Ｎ地区平坦部の表土掘削。Ｃ地区で完形に近い須恵器がかたまって出土し出土状況の写真撮影

１０月４日（金） Ｎ地区 平坦面の以降精査と残した土層セクション図の作成と終了したものの取り外し。

１０月１６日（水） 急遽Ｅ地区（国営農政局事業分）の作業に着手できることとなったため、Ｃ地区の作業を中

止し、Ｎ地区の遺物取り上げと平行してＧＨ・Ｉ地区の流木撤去などの作業と振り分ける。

第１章 調査に至る経過
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１０月２４日（木） Ｎ地区は平坦面で検出された遺構の掘削。Ｇ地区は流木の撤去。

１１月８日（木） Ｎ地区の平坦面の土坑から須恵器がまとまって出土。

１１月１１日（月） Ｎ地区の山頂部の掘削終了。若干の須恵器片が出土したが、平坦面は山作業の器材置き場に

使用していたものらしい（当時の作業に従事していた作業員さんの記憶による）。

１１月２０日（水） Ｎ地区の器材撤収。終了状況の終了測量の航空写真撮影を実機ヘリコプターで行う。その前

に周辺の尾根からＮ地区の終了状況の写真撮影を行う。このあとはＧ地区の流木の撤去と試

掘調査時の排土の除去とが作業の中心。

１２月２０日 ＧＨ・Ｉ地区の現況（掘削前）測量のため航空写真撮影をヘリコプターで行う。その前に周

辺の尾根からＧ地区の現況状況の写真撮影を行う。

１２月２５日（水） 器材の片付けとプレハブの清掃を行い、年内の作業を終了。

冬季の中断

２月２０日（木） 現場作業再開。Ｃ地区の作業と平行して、Ｏ地区の流木撤去、試掘調査時の排土の除去。Ｇ

地区と山腰遺跡の間の排水路の清掃作業。

２月２８日（金） Ｃ地区の表土掘削。尾根の先端部で焼土坑が検出され、その周辺で須恵器片が出土（第９図

６）。

３月６日（木） Ｉ地区の現況状況の写真撮影のち、作業の中心をＩ地区に移す。Ｃ地区の焼土坑・ピットな

どの掘削を終了し、この地区での作業が終了する。

３月１４日（金） Ｃ地区の終了測量の航空写真撮影を実機ヘリコプターで行う。

３月２５日（火） Ｉ地区の表土掘削も大略終了し、器材の片付けとプレハブの清掃を行い、年度内の作業を終了。

３ １５年度の発掘調査の経過

調査の再開は昨年度に引き続きＩ地区の表土掘削から開始した。Ｉ地区背後に連続するＣ地区の造

成工事に際して、Ｉ地区の一部も工事範囲に近くなることから早めに引き渡してもほしいとの要望が企

業局側から出された。

４月７日（月） １５年度の作業はＩ地区の表土掘削から再開する。早々に焼土坑が確認される。

４月２２日（火） Ｉ地区の表土掘削がほぼ終了して、遺構精査とともに、検出された遺構の掘削も始める（第

１０図１）。

５月１日（木） Ｉ地区と平行してＧ地区の作業も再開する（第１０図２）。このころから好天候が続いて土が乾

燥しすぎ、遺構検出作業が困難となり、プレハブから水道水をＩ地区の山の上までポンプア

ップする。

５月１９日（月） Ｉ地区では細片だが縄文土器や石器などが出土していることから、土層セクションに沿って

遺構検出を深めにする。Ｏ地区の流木の撤去、試掘調査時の排土の除去などを行う（第１１図１）。

５月２３日（金） Ｉ地区の作業がほぼ終了ししたため、作業の中心をＯ地区に移す。

５月２７日（水） Ｉ地区の終了測量の航空写真撮影を行う。Ｏ地区の山頂部分からＩ地区の全景写真の撮影。

５月２８日（木） Ｉ地区の部分写真と個別遺構の写真撮影。終了した焼土坑の断割りを行い、Ｉ地区での作業

を終了。Ｇ地区の表土掘削とともに斜面部分の断割り作業を中心に行う。Ｎ地区より須恵器

の出土が多い。

６月３日（火） Ｇ地区の平板での遺物取り上げを順次開始し、鉄鉢型須恵器などあり。融着品や窯壁部分の出

土はまったくない。平坦面ではピットは幾つか検出され、確認面直上で須恵器が集中して出土。

６月２６日（木） Ｇ地区の北側、試掘調査時にＨ地区とした部分の谷筋を中心に掘削するが、平坦面より遺物

の出土も少なく、窯などもあるような状況は考えられなかった。

第２節 調査の経過
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７月２日（水） 工事用道路の施工の関係でＯ地区を早めに引き渡してほしいとの要望が事業者側から出され

る。Ｇ地区は斜面での窯跡確認の断割り作業を中心とし、Ｏ地区の作業と平行する。試掘調

査ができなかった尾根頂部の確認を行い、細片ではあるが須恵器片が出土し、Ｃ・Ｉ地区と

同様な祭祀関連の遺構があると想定される。Ｏ地区とはやや離れ、想定される遺構の内容も

異なることから、Ｐ地区と呼称することとする（第１１図２）。

７月１５日（火） ＯとＧ地区脇の排水路に土砂や下草が溜まり、除去する。

７月２２日（火） 山腰遺跡の重機による表土掘削のみを先行して着手。

７月２９日（火） Ｏ地区の土層観察用のセクション図を作成し、順次取り除く。須恵器片がまばらに出土する。

８月６日（水） 先に確認したＰ地区を着手するため、作業用の登る道を作り始める。Ｏ地区では石鏃が出土。

８月９日から１７日の間はお盆休み

８月２８日（木） Ｐ地区の表土掘削に着手するが、雨などで足場の悪い日は安全を期して、山腰遺跡の残され

た表土掘削の作業とする。山腰遺跡では排土の置き場に余裕がないため、遺構のある範囲を

確定することも兼ねて、遺構の検出作業を実施。

９月８日（月） Ｐ地区の表土掘削、遺構検出作業がほぼ終わり、焼土坑が４基ほど確認される。順次掘削し

て図面などの作成を行う。Ｏ地区は確認された落ち込みなどの掘削と、疑わしき部分の断割

りを行い、須恵器窯跡がないことを確認する（第１１図３）。

９月１２日（金） Ｏ・Ｐ地区ともに掘削が完掘して終了測量の実施を待つ。作業の中心をＧ地区と山腰遺跡に

移す。

９月２２日（月） 山腰遺跡北東側（全体の１／４）の表土掘削、遺構検出作業が終了。遺物は出土するが摩滅

しているものが多く、遺跡範囲の縁辺部であることが想定された。

１０月８日（水） Ｏ・Ｐ地区の終了測量の航空写真撮影を実機ヘリコプターで行う。山腰遺跡の北側半分の表

土掘削、遺構検出作業が終了。耕地整理のさいに生じたと考えられる浅いカクランが大きく

広がる。

１０月９日（木） Ｏ・Ｐ地区の焼土坑の壁・床などの断割り・図面などを作成して、この両地区の作業を終了

する。

１０月１６日（木） Ｇ地区土層観察用のセクション図を作成し、順次取り除きながら、確認された遺構の位置を

平板に落としつつ、遺物の取り上げを行う。

１０月２４日（金） 検出される遺構はピットがほとんどで、順次掘り上げる。一部で須恵器が重なって出土する。

第１０図 大塩向山遺跡 発掘調査状況写真 （左）Ｉ地区 （右）Ｇ地区
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１０月２９日（水） 王子保小学校の６年生約６０名が、山腰遺跡の包含層の掘削を行い現場体験する（第１１図４）。

Ｇ地区では順次掘削しているピットから灰釉の小壷が出土する。Ｇ地区の終了を先行させる

ため作業の中心を山腰遺跡から、Ｇ地区に移す（第１１図５）。

１１月１３日（木） Ｇ地区平坦面の縁辺部で竪穴住居が２基確認される。２基とも南側の壁にかまどが検出され

る。

第１１図 大塩向山遺跡・山腰遺跡 発掘調査状況写真 （左）Ｉ地区 （右）Ｇ地区

（左）Ｏ・Ｐ地区 （右）Ｐ地区

（左）Ｏ地区 （右）山腰遺跡
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１１月１７日（月） Ｇ地区の終了測量の航空写真撮影を実機ヘリコプターで行う。主な遺構の図面などを作成す

る。

１１月２０日（木） Ｇ地区の図面、断割なども終わり、大塩向山遺跡の作業はすべて終了する。

１１月２７日（木） 山腰遺跡の遺構検出作業もほぼ終了し、５条の溝が主な遺構との想定となる。うち２条の溝

（ＳＤ１・ＳＤ２）の掘削を中心に行い、主要な遺物は平板で取り上げる。

１２月１１日（木） Ｄ２よりＳＤ３が古いことを覆土切り合いで確認する。

１２月１７日（水） 器材の片付けとプレハブの清掃を行い、年内の作業を終了。

冬季の中断

３月１日（月） 作業再開。調査区の周辺に排水用の溝の掘り直し。

３月８日（月） 週末の雪で、本格的な作業の再開は週末となる。

３月１５日（月） 溝に残されたセクションの実測などを行い、順次ベルトの撤去を行う。地山は粘質土が均一

に堆積したものではなく、各所で地山の粘質土内に堆積している礫層が遺構面に現れており、

溝の覆土の礫との区別が困難である。随時断割りなどを行い、地山面の確定作業も行う（第

１１図６）。

３月２９日（月） 北側に集水桝を掘り、排水ポンプの設置などの現場保全作業をもって、１５年度の作業を終了

する。

４ １６年度の発掘調査の経過

１６年度の現地調査は山腰遺跡のみである。

４月６日（火） 昨年度に掘り残された包含層の掘削から再開する。

４月１５日（木） ＳＤ２の完掘を優先とするが、北（遺跡の縁辺部）になるに従い、溝の立ち上り、プランが

不明確になったため、断割りのトレンチで確認しながら作業を行う（第１２図１）。

５月２４日（月） ＳＤ２の遺物出土状況の写真撮影、中ほどに大きな落ち込みが確認される。

６月７日（月） ＳＤ１が大きく曲がる部分で大量の須恵器が出土し、墨書土器や特異な器形の須恵器の存在

が目立つ。終了測量の日程が差し迫る。

６月９日（水） ＳＤ２の東側でピットの集中部分が確認され、掘立柱建物１棟が復元される（第１２図２）。

６月１８日（金） 山腰遺跡の終了測量の航空写真撮影を実機ヘリコプターで行う。

６月２５日（金） 出土遺物・作成図面などの成果品と器材などを搬出し、１３年度の試掘調査に始まった大塩向

山遺跡・山腰遺跡の現地調査をすべて終了する。 （赤澤）

第１２図 山腰遺跡 発掘調査状況写真 （左）Ｇ地区 （右）山腰遺跡
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第２章 遺跡周辺の地理的・歴史的環境

第１節 はじめに ―「王子保」・「大塩」の呼称と日野山―

大塩向山遺跡・山腰遺跡がある越前市（旧武生市）南部は、王子保地区、または単に王子保と呼ばれ

ているが、現行の地名としては残されていない。現在では「王子保」の呼称は王子保地区の中心にある

今宿町を中心とした武生市南部の日野川流域一帯を呼称している。現行の行政地名では表記が異なる「大

塩」がその一部の大字使われ、「王子保」はこの地区にある小学校名に使われている。「王子保」とは、

太古の時代にこの地に皇室につらなる「王子」がいたことからによるとの伝承があるが、その由来につ

いてはわからない。

発掘調査を行った大塩向山遺跡と山腰遺跡の南側（平成１５・１６年度発掘調査範囲）が大字「大塩」、

山腰遺跡の北東方向に大字「今宿」がある。ちなみに今宿には近世の北陸道が南北に走り、中世以前も

敦賀から北上する幹線道路はこの付近を通過していた可能性が高い。大塩が初めて記録に現れてくるの

が、建保２（１２１４）年と推定される「武者所経保申状」（醍醐寺文書）に「大塩保地頭法橋」である。

その後、元弘３（１３３３）年１２月付の八幡宮神主清原泰景愁状（八幡神社文書）に「当保」として大塩の

ことをさして記録されている。慶長１１（１６０６）年の越前国絵図で「大塩保」は、石高３５８９．７４５とされ、

その石高から今宿・国兼・温谷（現大塩）・印内（現小松）・中（現森久）・瓜生野の地域と考えられる。

いつから「大塩」が「王子保」へ変化したかは詳細には不明であるが、江戸時代の地誌である「越前国

名蹟考」によると「往古は王子保、元暦二（１１８５）年以来大塩保と号す」とあるが、古代に「王子保」

とされた記録は定かではない。逆に「大塩」が「王子保」へと戻ったのは明治二十二（１８８９）年の町村

制実施の際に王子保村として成立した時点である。

古代においてどの郡郷に含まれていたかは不明であるが、一説には中世の資料に国兼が「徒都部郷」

に属していたとあるので、「和名抄」の「敦賀郡徒者（しとむべ）郷」に属していた可能性が高い。

中世においては大塩保の中心は国兼にあったと考えられ、その南の山麓部（桜井峰１８７ｍの北麓）には

（大塩）八幡宮が鎮座する。祭神は帯中日子天皇・品陀和気天皇・息長帯日売尊である。寛正５（１４６４）

年八月の当社縁起によれば、仁和三（８８７）年に府中南の大谷口泉嶋に配流された紀中納言友仲が、岩

清水の明神を勧請して赦免されたので、寛平三（８９１）年に桜井峰に岩清水八幡を勧請したのが起こり

とされている。治承二（１１８３）年には木曽義仲の本陣になったとあるが、拝殿すぐ後ろの大きな堀切は

このことを物語るものであろうか。

日野山は越前市南部にある標高７９４．８ｍの、コニーデ型の山容で、旧来は南条郡と今立郡にまたがる。

近世の地誌類では小健山（御嶽山）、雛ヶ岳（日永岳）などと記録されている。『日本紀略』醍醐天皇延

喜十（９１０）年９月５日の条に、越前国日野明神に従五位下を授けるとある。古くは平安時代の「紫式

部集」に、下っては江戸時代の松尾芭蕉の「奥の細道」にもその名前は現れる。山頂には日野三所（三

社）権現が鎮座し、中の宮の本社と北社・南社に分かれていた。明治維新後の廃仏毀釈によってそれぞ

れの下宮を本社として日野神社と改称し、中・南の二社は西側山麓部の中平吹村の、北の一社は北側山

麓部の荒谷村と中平吹村両村の管轄とし、祭礼の時などは南条・今立両郡隔年ごとに行った。中平吹の

現日野神社は継体・安閑・宣化三天皇を、荒谷の現日野神社は百日諾尊・天照皇大神・八心思兼神・迦

具土神・継体天皇を祀る。日野神社は日野山を中心に各地に残されているが、その中心が日野山である

ことは説明するまでもない。日野山は別名「越前富士」と呼ばれるが、この別称は国府があったと考え
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られる旧武生市街地からの眺めから納得されるものである。また標高は８００ｍにも満たない低い山であ

るが、近接してこれより高い山もなく、南越盆地の各所からすぐにわかる山容である。地元では遠足な

ど子供のころには必ず登るなど、誰もがその名前と位置などは知っている身近な存在である。山麓部に

は古代末の仏像が越前においても集中するところで、日野山のごく近い場所でも、西谷町一ノ宮神社の

木造薬師如来坐像（１０世紀後半か）、荒谷町観音堂の木造聖観音菩薩立像（平安時代末か）、中平吹町十五

社の木造阿弥陀如来坐像（平安時代末？）・木造大日如来坐像（平安時代末？）など数体が上げられ、

さらにその北東山麓部の味真野地区まで含めるとかなりの仏像の存在が多く上げられよう。また山頂か

ら約５００ｍ北へ降った北尾根の中腹には、荒谷廃寺と呼んでいる山岳寺院跡があって、中世に降るが開

山塔として伝えられる石造物が数個体残され、市の指定となっている。この周辺で墨書のある須恵器が

表採されたとのことで、このあたりに古代の祭祀関連遺跡があった可能性も高い。

このように日野山周辺には平安時代まで遡る仏像が顕著であることが認められる。

第２節 地理的環境

越前市は大局的には福井平野の南部に位置するとされるが、�江市と越前市を中心とする平野部は

南越盆地、または鯖武（武鯖）盆地とも呼称されている。広義の「福井平野」は、竹田川・九頭竜川・

第１３図 福井平野南部・南越盆地（越前市・�江市周辺）地形概要図（縮尺１／２００，０００）

第２章 遺跡周辺の地理的・歴史的環境
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足羽川・日野川を主とする河川の沖積によって形成された沖積平野の総称である。よって、ここではよ

り限定された意味を示す南越盆地の呼称を用いる（第１３・１４図）。

南越盆地の中央を南北に流れるのが日野川である。日野川は、福井市西部で九頭竜川に合流する総延

長約７２ｋｍ、流域面積約１，３００ｋ㎡の中級河川で、その源流の岐阜県境にある今庄町夜叉ヶ池が著名で

ある。ちなみに源流からやや下流付近に、本事業の起点とも言える桝谷ダムが造られている。日野川が

南越前町（旧今庄町・南条町）の谷間を抜けて、扇状地・沖積地を形成するのが南越盆地である。南越

盆地は日野川を挟んで東側が越美山地の一部の越前中央山地、西側が丹生山地の海抜１，０００ｍ以下の山々

に囲まれている。王子保地区は南越盆地南端の、越美山地西側の日野山の山麓に位置し、日野川が沖積

地へ流れ込む平野の南の入り口を中心とする地区である。日野川左岸山麓部の日野山を望む標高約１００

～１６０ｍの丘陵地に大塩向山遺跡が、山腰遺跡はその沖積地に位置することになる。その南は谷間を日

野川が流れる南条山地（南条山地を個別に区分する呼称は一定していないが、丹生山地の南限を吉野瀬

川とする指摘もあるので、その南と日野山以南を南条山地と呼ぶことも可能である。つまり南越盆地と

敦賀平野の間にある木ノ芽山嶺の北側を南条山地と呼ぶことができる）を挟んで、越前の入口である敦

賀、もしくは滋賀県（近江北部）に接する。

南越盆地は全体が沈降盆地であるとされているが、越前市はその盆地の南半分を占め、その地形は意

外と複雑であり、ここでもう少し周辺の地形を現在の状況から概観してみる（第１４図）。越前市は日野川

を挟んで東西に分かれるが、その状況はかなり変わる。日野山麓の西側に沿って流れきた日野川は、南

第１４図 南越盆地（越前市・�江市周辺）主要な河川・山地概念図（縮尺１／６０，０００）

第２節 地理的環境
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から順番に西側から流れ込む清水谷川・大塩谷川・春日野川と合流する地点で、流れをやや北へ変える。

この結果、左岸が段丘状になる（現在でも市役所とＪＲ武生駅の間にある１～２ｍほどの高低差が確

認できる）。つまり日野川左岸の市街地は、段丘面に形成された町並みであると想定され、このことは

日野川・春日野川などを利用した用水路が市街地を南北に流されていることからもうかがえる（日本地

誌）。この状況はさらに西側の盆地西部でも同様である。丹生山地から流れ出た吉野瀬川は盆地に入ると

沖積面を形成するが、その直前に山麓部を開析するように、海抜４０ｍ前後に段丘をつくる。この段丘上

には古代を中心とする遺跡が展開する。一方、日野川右岸脇には村国山があり、北側に僅かに段丘状の

崖線を形成するが明確ではない、むしろその東側と岩内山・新宮山との間に沖積地が広がる。さらにそ

の東側では、越前中央山地と三里山に囲まれて、沖積面が形成されるが、南側の日野山山麓では文室川

と鞍谷川による味真野扇状地が広がり、海抜３０ｍ付近で扇端となる。このように４つに区分された地形

も、�江市内に入ると、その中央�江台地などで区分され、海抜２０ｍから１０ｍの沖積面となり、単純な

地形へと変化する。つまり福井平野南部の南越盆地の南側は、詳細に見ると扇状地、河岸段丘、沖積地

などの地形に区分することができ、この立地がこのあと述べる歴史的な環境にも大きく影響を与えてい

るものと考えられる。

地質的な概要は、特に専門的見地から行われたことはない。刊行された文献などによると、遺跡周辺

の日野山と妙法寺山は石英粗面岩、また盆地西部の丹生山地山麓部には花崗岩が見られ、これらの風化

した粘土を利用して窯業が盛んになったとされる。特に南越盆地の南に接する敦賀では花崗岩の石材が

豊富なことから良質の石灰石が産出してセメント産業が盛んであることが指摘できるのみである。

第３節 歴史的環境

武生市、特にその南部の王子保地区は古代以降の遺跡が顕著とするよりも、古代以前の遺跡はほとん

ど確認されていない。平成以降になって区画整理などの事業に伴い各所で発掘調査が行われるようにな

って、古代以前の遺跡も次第にわかりつつある。

現在のところ福井県では旧石器時代の遺跡は極端に少なく、特に福井平野周辺では確認されているも

のがさらに少なく、南越盆地では確実な遺物は採集されていない。

縄文時代になると、日野山麓の上平吹遺跡（第１５図５７）が北陸自動車道の工事に伴い発掘調査され、

住居などは確認されていないが、縄文時代中期の土器と石器がまとまって出土している。盆地西部の愛

宕山古墳群の調査で後期の竪穴住居が１棟発掘された。丹生郷遺跡（第１５図７）でも土器や石器が出土

しているが、細片のため時期などは明確にされていない。縄文時代晩期になると北府遺跡（第１５図６）

で壷棺などが数個体出土している。これらの事例から縄文時代の遺跡は盆地山麓部（上平吹遺跡・丹生

郷遺跡・高森遺跡・愛宕山古墳群）か、扇状地（杉町遺跡？・北府遺跡）で確認されているのみで、数

も少なく沖積地で確認された事例はない。

弥生時代でも中期については遺跡数も限られている。新町遺跡（第１５図１０）で若干の土器が出土し、

旧今立町の横枕遺跡では中期末の周溝を持つ建物が数棟検出されているが、まだ調査例は少ない。最近、

発掘調査が終了した瓜生助遺跡で比較的大規模な集落と墓域が確認されたばかりである。後期になると、

先の瓜生助遺跡では数棟の竪穴住居が確認され、国府遺跡（第１５図１２）でも平地式住居が確認されてい

る。また村国遺跡（第１５図７８）でもこの時期の竪穴住居が数棟検出されている。この他に丹生郷遺跡（第

１５図７）など確認される遺跡も多くなる。しかし古墳時代前期は集落、古墳ともに発掘調査が行われて

いるものがなく、古墳時代前期へ続く遺跡の状況は明確ではない。特に弥生時代後期から古墳時代前期

第２章 遺跡周辺の地理的・歴史的環境
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の墳墓の調査例は少なく、分布調査においても石室が露出しないものは明確ではない。

ここでは前方後円墳を中心とする周辺の古墳群の概要について若干触れる程度にしておく。盆地西部

の愛宕山古墳群は２基の前方後円墳を含む７８基が確認されているが、山麓部にも天井石が陥没した横穴

式石室が認められ、基数はさらに増えるものと考えられる。このなかで里山西支群１・２号墳が、昭和

６１年に発掘調査され、２基とも木棺直葬の方墳で、５世紀末から６世紀中葉の須恵器と鉄器が出土して

いる。愛宕山の南にある独立丘陵にも、全長５２ｍの前方後円墳を含む船山古墳群（第１５図３）があるが、

数基程度と少ない。さらに南に下った独立丘陵に埴輪を持つ前方後円墳と方墳１基の岡本山古墳群と、

直径５０ｍ前後とされる円墳を最高所にして、横穴式石室が確認されている茶臼山古墳群などがある。茶

臼山古墳群については後ほど触れる。村国山古墳群（第１５図７１）では埴輪を持つ古墳が知られているが、

第１５図 武生市南部の主要な遺跡分布図（縮尺１／５０，０００）

第３節 歴史的環境
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古墳全体の分布状況や総数などは確認されていない。

沖積地に独立丘陵状にある岩内山古墳群（第１５図６８）が、昭和４６から４９年にわたって発掘調査が行わ

れている。全体で全長４５ｍの前方後円墳１基を含む５０基あまりが知られているが、調査されたのはいず

れも墳丘が明瞭ではないもので、出土土器から古墳出現期の墳丘墓である。ちなみに飛禽文鏡１面が出

土している。

横穴式石室が造られるような後期になると確認されている古墳の数も多くなり、古代の武生に繋がる

状況が伺えそうになってくる。下大田遺跡（第１５図４）では６世紀末から７世紀の土坑などが、丹生郷

遺跡（第１５図７）でも同時期の遺物が出土しているとのことである。特に近年、発掘調査が行われた茶

№ 遺 跡 名 時 代 № 遺 跡 名 時 代 № 遺 跡 名 時 代

１ 大塩向山遺跡 縄文・古代 ２ 山腰遺跡 古代 ３ 船岡山古墳群 古墳

４ 下大田遺跡 古墳 ５ 平出遺跡 古代 ６ 北府遺跡 縄文・弥生

７ 丹生郷遺跡 縄文・古代 ８ 高森遺跡 縄文・古代 ９ 大虫廃寺 古代

１０ 新町遺跡 弥生・古代 １１ 深草廃寺・金剛院 古代・中世 １２ 国府遺跡 古代～近世

１３ 新善光寺城跡 中近世 １４ 府中城跡 古代～近世 １５ 竜門寺城跡 中世

１６ 高瀬二丁目遺跡 古代 １７ 岡本山古墳群 古墳 １８ 茶臼山古墳群 古墳～中世

１９ 東千福遺跡 古代 ２０ 千福城跡 中世 ２１ 大虫城跡 中世

２２ 竜神山城跡 中世 ２３ 広瀬片山窯跡 古代 ２４ 宗義館跡 中世

２５ 広瀬窯跡 古代 ２６ 池ノ上窯跡群 古代 ２７ 向山遺跡 古代？

２８ 末ノ山窯跡群 古代 ２９ 妙法寺山城跡 中世 ３０ 小泉館跡 中世

３１ 徳神遺跡 古代・中世 ３２ 妙法寺遺跡 古代 ３３ 妙法寺台遺跡 古代？

３４ 塚原四段田遺跡 古代？ ３５ 佐々生遺跡 古代 ３６ 白崎窯跡群 古代

３７ 白崎山城跡 中世 ３８ 上南畷遺跡 ３９ 八幡遺跡 古代

４０ 城屋遺跡 古代 ４１ 王子保窯跡群 古代 ４２ 野中窯跡群 古代

４３ 四郎丸上天狗堂遺跡 中近世 ４４ 四郎丸石田遺跡 中近世 ４５ 今宿遺跡 古代

４６ 亀ノ谷遺跡 古代？ ４７ 寺ノ山遺跡 古代？ ４８ 縄手遺跡 古代？

４９ 国兼遺跡 古代？ ５０ 度々遺跡 古代・中世 ５１ 矢谷山城跡 中世

５２ 脇本北遺跡 古代・中世 ５３ 清水遺跡 古代・中世 ５４ 脇本東谷遺跡 古代・中世

５５ 脇本遺跡 古代・中世 ５６ 東大道遺跡 古代 ５７ 上平吹遺跡 縄文・古代

５８ 黒山城跡 中世 ５９ 日野山山頂遺跡 古代（経塚） ６０ 荒谷大跡 古代・中世

６１ 光琳坊館跡 中世 ６２ 平吹山城跡 中世 ６３ 松ヶ鼻城跡 中世

６４ 戸田氏館跡 中世 ６５ 西谷古墳群 古墳 ６６ 西谷亀ノ子遺跡 古墳？

６７ 新宮山古墳群 古墳 ６８ 岩内山古墳群 弥生・古墳 ６９ 大屋木ノ下遺跡 古墳・古代

７０ 葛岡大屋遺跡 弥生・古代 ７１ 村国山古墳群・城跡 古墳・中世 ７２ 大屋古墳群・館跡 古墳・中世

７３ 大屋山城跡 中世 ７４ 帆山城跡 中世 ７５ 村国城跡 中世

７６ 光善寺城跡 中世 ７７ 眞柄館跡 中世 ７８ 村国遺跡 弥生・古代

第５表 遺跡周辺の主要な遺跡一覧表（番号は第１５図のものと同じ）
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臼山古墳群（第１５図１８）は、６世紀末から７世紀初頭の横穴式石室を持つ古墳５基と横穴墓２基に近接

して、７世紀初頭の須恵器窯跡２基が存在するなど、その密集には注目される。さらに同じ丘陵の北西

端にある直系２０ｍていどの円墳が昭和２５年に慶応大学によって発掘調査されているが、周辺で小石室１４

基が確認されたとのことである。また後に述べる葛岡大屋遺跡（第１５図７０）では、この時期の土器が確

認され、古墳時代も後期以降からは集落の存在が明らかになりつつある。

古代以降の遺跡は各所で確認されている。国府があったとされる旧武生市であるが、国府そのものの

位置について、明確な遺構・遺物は発掘調査でも確認されていない。推定地として旧武生市街地である

可能性が高いとされており、これ以外の可能性については低いと考えられる状況である。市街地では国

府関連遺跡の調査として、「足羽」「国大寺」などの墨書土器が出土した府中城跡（第１５図１４）Ｄ地点

など幾つかが調査されているが、調査面積が小さいうえに、中世・近世などの後世によって破壊されて

おり、古代の遺構は不明で、遺跡の広がり、その性格とともに不明である。これまで市街地で遺跡の存

在が明らかでなかった市街地南部で、平成１６・１７年に平安時代の掘立柱建物が数棟確認され、高瀬２丁

目遺跡（第１５図１６）と呼称されている。市街地西部の吉野瀬川の段丘上にある高森遺跡（第１５図８）で

は整然と並ぶ掘立柱建物が約４０棟、竪穴・平地式住居が９棟など発掘された。丹生郡衙に比定されるが、

出土している土器は古代全期間にわたり、律令国家衰亡したのちも、集落としては継続している。その

北に接する丹生郷遺跡（第１５図７）では「郷長」の墨書土器が出土している。古代寺院は三箇所が確認

されている。塔心礎が残る大虫廃寺（第１５図９）は高森遺跡の南側にある。のちに述べる２つの古代寺

院とは異なり、７世紀後半に創建され奈良時代後半の８世紀終わりごろまで存続した可能性から、国分

寺に転用された可能性が指摘されているが、その後の圃場整備などでかなり削平されて、小規模ながら

３回ほど行われた発掘調査でも明確な寺院遺構は検出されていなく、伽藍配置などは不明である。市街

地の中ほどにある深草廃寺（第１５図１１）は、中宮寺・平隆寺の系譜を引く最古型式の軒丸瓦の存在から

福井市の篠尾廃寺と並んで北陸でも最も古い時期に創建されたと考えられる。味真野地区の野々宮廃寺

は深草廃寺の直後に創建されたが、奈良時代中期から後期には基壇を掘り込んで、須恵器の大甕がすえ

られていることから比較的短期間に廃絶した可能性も考えられる。先の２つの廃寺とは異なり、川原式

複弁八葉蓮華文軒丸瓦や山田寺式単弁八葉蓮華文軒丸瓦などの畿内色の強い瓦が用いられていることが

特徴である。しかし戦国時代末の天正３（１５７５）年に、織田信長配下の佐々成政によって築城された小

丸城によって破壊された部分が大きいようである。

古代の集落は区画整理事業に伴い市街地周辺部各地で調査されている。市街地の北でも芝原遺跡・北

府遺跡・平出遺跡などがあるが、平出遺跡（第１５図５）では瓦・緑釉陶器・灰釉陶器などが出土してい

るが、道路部分の細長い調査区でもあり、企画性のある建物は確認されず、国府周辺の通常の集落と考

えられている。その北にある芝原遺跡でも確認されているが、遺構などの密度は低いようである。愛宕

山古墳群では古墳の周辺で竃付の古代の竪穴住居が検出され、円面硯などが出土している。新町遺跡（第

１５図１０）でも掘立柱建物が２基確認されているが、西側の高森・丹生郷遺跡などと比較すると、その密

度は低い。市街地と日野川を挟んだ東側には独立丘陵の村国山があるが、その北側では区画整理事業な

どに伴う村国遺跡（第１５図７８）の発掘調査では緑釉陶器・灰釉陶器などとともに、「佐味」など多数の

墨書土器が出土しており、越前の古代の豪族である佐味氏に関連する集落であろう。村国山と岩内山の

間にも良好な沖積地が広がり、葛岡大屋遺跡（第１５図７０）については先の述べた。このように日野川右

岸の村国山周辺には、村国遺跡・葛岡大屋遺跡・大屋木ノ下遺跡など弥生時代以降、特に古墳時代後期

第３節 歴史的環境
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から古代には注目される内容ながら、まだ十分に評価されていない遺跡がある。

これまで触れてきた旧武生市街地、市街地西部の大虫・広瀬地区、そして日野川右岸の村国山周辺部

と比較すると市街地南部での沖積地の状況はまだ不明な点が多い。王子保地区ではないが、王子保地区

の北に隣接する徳神遺跡（第１５図３１）で古代末から中世初頭の火葬施設、ならびに墓地が、東千福遺跡

（第１５図１９）では古墳時代終末から平安時代にかけての遺構が確認され「寺」の墨書土器が出土してい

るとのことである。また本事業に関連して妙法寺遺跡（第１５図３２）で行われた立会い調査で古代の土器

が採集され、また今宿遺跡（第１５図４５）・縄手遺跡（第１５図４８）・国兼遺跡（第１５図４９）でも試掘調査で

細片ながら若干の須恵器が出土し、周辺に集落の存在が想定される（この２つの遺跡については先に行

った北陸農政局事業の報告書で述べた）。このほか、すでに縄文時代で触れた上平吹遺跡（第１５図５７）で

も、小量ながら９・１０世紀の須恵器が出土している。また南越前町（旧南条町）ではあるが、脇本北遺

跡（第１５図５２）でも古代の集落の調査が行われているが、調査区の幅も狭く、建物などは復元できてい

ない。この周辺の清水遺跡・脇本東谷遺跡・東大道遺跡（第１５図５３・５４・５６）では本事業に関連した県

営事業で立ち会い調査を行ったが、地表面に近い部分に限られたためか、遺構・遺物ともに顕著なもの

は確認されていない。このように断片的には資料は増えてきたが、集落の構造や変遷がわかるような発

掘調査は少ない。とくに今回報告する山腰遺跡と比較できるほどの資料が無いのが現状である。大塩向

山遺跡の西側山麓部に王子保窯跡群が展開することは調査に至る経緯でも触れてきた。しかし王子保窯

跡群でもＣ地点以外の窯跡群については発掘調査されたものはなく、またここの窯の所在と時期を決め

るような詳細な分布調査も実施されていなく、北陸最大規模を誇るとされる武生南部窯跡群の全体像は

まだ十分につかめていない。丹生窯跡群も含めた概要は田中照久氏がまとめられているものの、２０年以

上前のものである。王子保窯跡群とともに、ここ１０数年内に行われた丹生窯跡群の調査成果（小粕・舟

場・八田新保・鉢伏・佐々生などの各窯跡）などの成果を踏まえた生産遺跡での須恵器の編年作業を検

討しなくてはならない時期にきていることを、ここで指摘するに留めておく。

以上、古代まで王子保地区を中心に南越盆地南部の遺跡を概観してきたが、ここで現在までにわかっ

ていることからは、王子保地区を中心とする越前市街地の南、そしてその南の南越前町（旧南条町・旧

今庄町）では古墳が１基も確認されていない。現段階では全く無いとはいえないが、現在でも確認され

ていないのは、これらの地区が古代以降になって開発が進んでいったことを物語るもので、その中核の

ひとつが大塩向山遺跡・山腰遺跡であった可能性がある。

中世以降については、ほぼ現在の集落域と重なることが考えられるが、近辺では旧北陸道沿いの四郎

丸上天狗堂遺跡（第１５図４３）と四郎丸石田遺跡（第１５図４４）で中近世のカワラケを多数表採しているが、

街道に伴う施設の可能性が残る。 （赤澤）
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第３章 大塩向山遺跡・山腰遺跡の調査

第１節 大塩向山遺跡・山腰遺跡の概要

前回の大塩向山遺跡（Ｅ地区）・山腰遺跡の報告書では、紙面の都合上もあって調査に至る経緯は述

べたものの、両遺跡ともに全体の概要は説明しなかった。ここでは前回と一部重複するところもあるが、

周辺も合わせた遺跡の立地する地形について、越前市教育委員会から得た情報などを総合して概要を説

明しておく。

大塩向山遺跡の位置する尾根について特に固有の名称が広く伝えられてはいなく、今回の調査にあた

って地元の方に聞いたところ、調査の中心となったあたりを漠然と「向山」と呼んでいることであり、

小字図（武生市史所収）でも確認した。調査の結果、遺跡の内容からも、名称を大字「大塩」にある「向

山」の遺跡とするのが妥当と考え、（仮）王子保山城跡を変更して、新たに正式な名称としたことは先

の報告書で述べた。

字「向山」のある尾根は、広義の福井平野（狭義の南越盆地）と日本海の間にある丹生山地の南東部、

または美濃との国境となる越美山地の北、もしくは逆に福井平野南端に突き出た尾根の一部に位置する

と言える。西から延びる尾根が、一度くびれて平野部に「逆Ｌ字」状に突き出た尾根の屈曲する部分か

らさらに北側に伸びる。尾根は次第に標高を減じながら平野に埋没する。遺跡の確認された範囲は尾根

が屈曲する部分を中心とした北側で、海抜１６１ｍの頂上から北へ伸びる主尾根の東に張り出した小さな

尾根筋とその山麓部である。このＬ字に屈曲する部分が向山と呼称される部分で、さらに北に伸びる尾

根については、西側を中心に「雁道谷山」「城谷山」との小字がつけられている。また平野とは反対側（大

塩向山遺跡の西側）については「八幡山」「秋葉山」の小字がつけられている。ちなみに「向山」の小字

の意味であるが、何に対しての向山であるか気になることろで、沖積地を挟んだ南側の尾根の先端に「向

山口」の小字が存在することに注目されるものの、現段階では不明である（第１６図）。

大塩向山遺跡は通称「向山」の東側斜面のみに立地し、西側斜面山麓部にはこれまでの認識のように

王子保窯跡群のみが展開し、尾根筋には大塩向山遺跡と同様な性格の遺跡は広がっていないと考えてい

る。しかし開発の対象となっていないので試掘調査などや詳細な現地踏査は行っていないため、それは

確定ではない。この遺跡の性格が日野山を望むことに意味があるのであれば、西側の尾根筋に同様な性

格の遺跡は広がらない。大塩向山遺跡が確認された経緯からも、現段階ではその証明は非常に困難なも

のといえよう。

武生市史に添付されている小字図によれば、小字「向山」は大塩向山遺跡とした部分の南側尾根（Ｐ

地区がその先端になりる）を中心に置かれている。小字「向山」の北側の尾根（Ｃ地区がその先端にな

る）には固有の小字が置かれていない。これらの尾根に挟まれた谷には「下山狐谷」と記載されており、

東側に向かって開口し、その谷奥は西へ約３００ｍ弱伸びる。大塩向山遺跡の地形はこの谷を挟んで南北

に二分することができる。谷の北側に伸びる尾根は、谷に沿って東に伸びているがその先端は二股に分

かれるが、北東に伸びる尾根の先端にＣ地区が、南に伸びる尾根の先端にＩ地区が広がる。谷の南側に

伸びる尾根の先端にはＰ地区があるが、先端からかなり手前で尾根が分かれて、南へ僅かに伸びる。調

査対象範囲外のため、遺構・遺物などは未確認である。しかしその山麓部には「小白山神社」があって、

無視できないと考えられる。先の谷は中ほどで分かれて、南西へ１００ｍほど伸びて二股になる。この二

股に挟まれた尾根がＮ地区とした、平坦面とその斜面である。
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調査区の詳細な内容などはそれぞれの調査区の事実記載で述べるとして、まず各地区の立地と周辺の調

査区の関係について、日野山との関係を踏まえて北から簡単に述べておく。

Ｅ地区 本調査区は先に報告した農政局事業地で、今回の報告には含まれていない。本遺跡で最も

北に位置することを述べておく。次のＣ地区の尾根先端を降りきった谷を挟んで反対側の平坦面である。

Ｃ地区 あとで説明するＩ地区から一段北へ登った尾根続きで、のちに説明するＰ地区と同様に本遺

跡では東の日野山側（沖積地）に尾根の先端が大きく突き出でる。発掘面積は１，５９７㎡である。

第１６図 大塩向山遺跡・山腰遺跡周辺の小字概念図（縮尺１／５，０００）
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Ｇ地区 本地区はその立地・遺構の密度・出土遺物の量、またはその内容からも、大塩向山遺跡の中

核的な位置を占めるであろう。北にはＣ地区の尾根が、背後に連なる西にはＩ地区の尾根に接する。ま

た視界一杯に仰ぎ見る位置に日野山があるが、その間の全面には山腰遺跡が広がっている。今回の調査

区とは直接には接していないものの、試掘調査の結果からも直接に関係する位置といえる。発掘面積は

３，００６㎡である。

Ｉ地区 Ｉ地区は先にも触れたようにＧ地区の背後の尾根である。尾根は東西に伸びて、Ｐ地区のあ

る尾根とは谷を挟んで直交する。尾根の側面がＧ地区となり、日野山の正面となる。平坦面から約３０ｍ

登った尾根の平坦地を中心とする。尾根の側面、Ｇ地区に続く斜面と、Ｌ地区に続く斜面の傾斜はいず

れも急勾配で、真直ぐに登ることは困難である。南側の尾根の先端が、尾根側面よりもかなりゆるい傾

斜であることはＧ地区の説明でも述べてきた。表土の掘削は尾根の頂部から開始し、先行するトレンチ

で遺物・遺構の有無を確認しながら、表土掘削の範囲を広げた。調査面積は１，５６０㎡である。

Ｌ地区 Ｌ地区は先端にＣ地区が位置する尾根のなかほどで、小さな尾根が南に伸びて谷に面した山

麓部の平坦地を中心とする。遺構・遺物ともに少ない。発掘面積は６６３㎡である。

Ｎ地区 平野部から見えにくい部分に平坦地が広がる調査区で、山麓部を中心に須恵器が出土してい

る。また平坦地背後の斜面とその尾根の先端部も調査した。平坦面でも最も平野部からは見えにくい谷

筋の段丘縁で掘立柱建物が１棟検出されている。発掘面積は３，６９７㎡である。

Ｏ地区 Ｇ地区と谷を挟んだ入口で、山腰遺跡に面している。遺構・遺物とも少なく、結果的に性格

が不明瞭な調査区としかいえない。発掘面積は１，５９７㎡である。

Ｐ地区 Ｐ地区は当初は試掘対象の範囲には含まれていなかったが、その後の事業内容の変更に伴い

追加された調査区である。Ｃ・Ｉ地区の事例から日野山を望む位置に尾根が突き出ることから、焼土坑

などがある可能性が高いものと判断され、本調査中に確認のトレンチを掘削した。その結果、須恵器片

と土坑を検出したため、Ｏ地区の延長として発掘調査を行ったが、立地も山麓部（Ｏ地区）と尾根頂部

（Ｐ地区）と大きく異なり、両者の距離もやや離れていることからも、この報告にさいして新たに別地

区として扱った。発掘面積は４０１㎡である。

山腰遺跡 山腰遺跡は大塩向山遺跡の東側沖積地に隣接し、過去の分布調査で遺物が採集されていて、

表採品も須恵器に限られることから、古代の遺跡として大まかな範囲は把握していた。今回の企業局事

業関連の試掘調査において、その範囲はほぼ近いものと考えられる。５条の溝と溝に挟まれた位置で掘

立柱建物を１棟検出した。今回の報告する範囲だけを概観すると、調査区の北になるに従い、溝からの

遺物も少なくなり、試掘調査の結果からも、遺跡の北端と考えられる状況である。既に報告した北陸農

政局事業地の調査区との関係については、山腰遺跡の記載の中で触れていきたい。発掘面積は３，４８０㎡

である。また遺物の出土量も大塩向山遺跡全体と比較しても倍近いものがあある。

大塩向山遺跡・山腰遺跡全体の関係について 確認された大塩向山遺跡の調査区を分類してみると、

焼土坑などが検出され、火を使った祭祀行為を行った尾根（Ｃ・Ｉ・Ｐ地区）と、その祭祀行為をささ

える、もしくは関連する施設などがあったと想定される平坦地（Ｇ・Ｎ地区）、その縁辺部（Ｅ・Ｌ・

Ｏ地区）の３タイプに分けられ、さらにその下の沖積地にある山腰遺跡で構成されている。

大塩向山遺跡として確認された地点の北端は先に報告した大塩向山遺跡Ｅ地区である。Ｅ地区の立地

は尾根の先端ではなく谷間の平坦地で、検出された遺構、出土遺物ともにほかの平坦地と比較しても多

くはなく、遺跡全体の性格を規定するものではない。これより北側は今回の開発行為の対象範囲から外
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れていたため、試掘調査はもちろん、分布調査も実施していない段階では確定てきなことは言えないが、

今回の調査内容の遺跡の性格からは範囲外と推定される。それはＣ・Ｅ地区より北側には平野側、日野

川もしくは日野山の方に大きく突出した尾根がなく、主尾根そのものが西に大きく曲がって日野山から

遠くなることなど、遺跡の範囲がＥ地区絡南側に限られるのは、尾根全体の地形・立地によるものと考

えられる。つまり日野山に突き出た尾根でも、さらに日野山を望める位置で、焼土坑が検出されている

ことから、このような尾根がある「向山」の尾根に遺跡が限られて存在することが、この遺跡の特徴で

あり、山麓部の平坦面についても、このような尾根があって初めて存在する可能性が高いと考えられる。

丘陵部にある大塩向山遺跡は８箇所の調査区が点在する。その中心になるのがＧ地区であろう。Ｇ地

区は大塩向山遺跡のなかでも、日野山を正面に仰ぎ見る平坦地に、多数のピットと土坑、そして竪穴住

居が２棟確認され、いずれの調査区よりも遺構の密度が高い。また出土した遺物には灰釉の水注が出土

し、図化できた須恵器も多いように遺物の出土量も多い。Ｇ地区から仰ぎ見る日野山との間の隣接する

沖積地には山腰遺跡が広がっている。今回、発掘調査した山腰遺跡は遺跡のなかでも北端にあたる部分

で、中心部分ではないのは確認できた建物も１棟で、遺構のメインは６条の溝である。その中心は試掘

調査のデーターでも、遺跡の範囲と想定した部分の中央、つまりＧ地区に隣接する水田部分と考えられ

る。山腰遺跡と大塩向山遺跡が密接に関連するものと考えると、試掘データーからだけではあるが、Ｇ

地区がやはり大塩向山遺跡の中核的な位置をしめると考えるのは妥当であろう。Ｇ地区の平坦面から約

３０ｍ弱ほど登った西側の標高９０ｍ前後の尾根にあるのがＩ地区である。Ｉ地区から１５ｍほど登り、尾根

が枝分かれしているやや大きな尾根の先端、標高１０６ｍ付近を中心にあるのがＣ地区である。さらにＣ

地区とは南西から北東へ降る谷を挟んだ尾根の先端から降った、沖積地に近い山麓部にあるのがＥ地区

である。本遺跡の中心と考えているＧ地区の南には東側の沖積地（山腰遺跡の範囲）からやや大きな谷

が西へ入り込む。Ｇ地区とはこの谷を挟んだ山麓部に貼り付くようにＯ地区がある。Ｏ地区から２０から

第６表 本調査の対象となった大塩向山遺跡・山腰遺跡各調査区の概要

地区名 地形の概要・立地 標高（山腰遺跡とのおよその比高差）

大塩向山

遺 跡

Ｃ地区 日野山を望む尾根の先端 標高１０１～１０８ｍ（４５～５２ｍ）

Ｅ地区 平野に面した山麓部平坦面 平坦面標高６０～６２ｍ・緩斜面標高６２～７１ｍ
（平坦面で４～６ｍ・緩斜面で６～１５ｍ）

Ｇ地区 平野に面した山麓部平坦面 平坦面標高６１～６３ｍ・緩斜面標高６３～７４ｍ
（平坦面で５～７ｍ・緩斜面で７～１８ｍ）

Ｉ地区 日野山を望む尾根の先端 標高８９～９６ｍ（３３～４０ｍ）

Ｌ地区 平野からは見えない谷間の平坦面 平坦面標高７３～７４ｍ・緩斜面標高７４～８２ｍ
（平坦面で１７～１８ｍ・緩斜面で１８～２６ｍ）

Ｎ地区 平野からは見えない谷間の平坦面と、その西
側背後の緩斜面

平坦面標高６８～７１ｍ・緩斜面標高７１～１０３ｍ
（平坦面で１２～１５ｍ・緩斜面で１５～４７ｍ）

Ｏ地区 平野に隣接した山麓部緩斜面 標高６３～８１ｍ（７から２５ｍ）

Ｐ地区 日野山を望む尾根の先端近く 標高１０３～１０５ｍ（４７～４９ｍ）

山腰遺跡
市道部分 既報告部分（北陸農政局事業地） ５５から５６ｍ（－）

水田部分 今回の報告部分（県企業局事業地） ５６ｍ前後（－）
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４０ｍほど登った東西に伸びる尾根にＰ地区がある。Ｇ地区とＯ地区の間に広がる谷を入った正面にＮ地

区の平坦面が広がる。この谷はＮ地区の平坦面東端で南北に分かれ、さらに西へ入り込むが、南へ入り

込んだ谷は、Ｏ地区とＰ地区がある尾根に挟まれて終わる。北へ入り込んだ谷はＮ地区の平坦面を回り

こんだ、西側で終わりとなるが、谷を挟んだ北側の山麓部平坦面にＬ地区がある。Ｎ地区とＬ地区の間

にあるこの谷は、真夏の日でも湧水が途切れる様子はない。大塩向山遺跡でも水量が豊富な谷で、他の

要因もあろうが、この水が本遺跡の中心となるＧ・Ｎ地区を支えた可能性が高い。（造成する工事の施

工に際しても、工事関係者はこの谷に排水管などを埋設するなどして、排水作業に対応していたことか

らも納得できる。）

以下、これより詳細なここの調査区についてはそれぞれの項において行うが、ここでは先に報告した

北陸農政局事業関連の大塩向山遺跡Ｅ地区と山腰遺跡について、今回の調査区との位置関係なども踏ま

えて概要を説明する。

大塩向山遺跡Ｅ地区（北陸農政局関連）（２００５年に報告） 大塩向山遺跡で最も北に位置するのがＥ

地区である。Ｅ地区は尾根が東側の平野部にわずかに伸びる山麓部が舌状に張り出した標高約６０ｍから

６３ｍの平坦面である。平面形は三角形を呈し、その頂部を北に向ける。大きさは南北約２０ｍ、三角形の

底辺にあたる東西が約２０ｍ強で、２００㎡程度である。高低差は３ｍもない。検出された遺構は小さな土

坑とピットが数基ていどで、遺物の出土量もほかの調査区と比較するほど多くはないが、煮沸具である

青野型の土師器甕が出土している。平坦部背後の尾根につながるＦ地区では遺構・遺物は検出されてい

ない。この平坦面の西と東は１から２ｍほど下がるが、特に東側が本来の形状を保っていたかは定かで

はない。隣接する武生松下電器（現在は「ＴＯＰ（タケフ・オリジナル・プロダクション）」の敷地が造

成されるさいに、こちらの尾根も削平された可能性があるとの指摘もなされた。南東の谷を挟んだ尾根

の斜面が敷地に併行して直線的な斜面をなしていることからも可能性は大いにある。さらに武生松下の

敷地が造成される以前の小字図では、Ｅ地区の平坦面が今回調査した時点の地形図よりも、若干大きく

表現されているようにも見える（小字図の縮尺が１／１０，０００で、細部までは観察できない）。さらにこの

小字図では東側から水路がこの山麓部に流れ込んでいる状況も伺え、工場の敷地が低地部であったため

に尾根の一部を削平したことが想定できる。ただし、Ｃ地区の尾根を大幅に越えるような張り出しでは

ない。よってＥ地区は大塩向山遺跡の縁辺部となり、遺構・遺物も少ないのも、遺跡の中心部分ではな

いと考えられる理由によるものであろう。

山腰遺跡（北陸農政局関連・武生松下電器敷地南側に接した市道部分）（２００５年に報告） 今回報告す

る山腰遺跡の調査区とは直接には接することなく、東西に長い台形の水田とその東に接する農道を挟ん

で、約５０ｍ離れた北東に位置する。試掘調査の段階では、両地区の間に空白の部分があることは全く予

想しなかったので、遺構密度を把握することを目的として５０ｍ以上の長いトレンチとこまめにグリット

を設定したが、包含層・遺構ともに確認されず、遺物も耕作土から摩滅したものが若干出土するのみで、

本調査の必要性はまったくなかった。またこの水田部分と武生松下電器敷地との間にある市道部分も試

掘しているが、道路舗装面の直下は黄褐色の山土、つまり地山が確認された。つまり両調査区はこの水

田部分を会しては直接には繋がらない事が判明した。ここでは事実のみを確認して、今回報告する地区

（福井県企業局事業地）と既に報告した地区（国営事業＝北陸農政局事業地）がどのような関係にある

かは、遺跡全体の評価とも関連するので、報告のまとめで触れるとする。 （赤澤）
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第２節 大塩向山遺跡・山腰遺跡の出土遺物の概要

今回の報告に際して図化した土器は大塩向山遺跡で５８７点、山腰遺跡で９２７点と総数１５０４点の膨大な点

数となった。しかしＬ地区で中世のカワラケ、Ｎ地区で近世のカワラケと焙烙、山腰遺跡で中世陶磁器

など、その他の調査区でも含めて縄文土器と石器も出土しているが、全体にそれらが占める割合は非常

に少ないものである。ここでは各調査区の説明を行う前提として、大塩向山遺跡・山腰遺跡から出土し

た大多数を占める須恵器について大まかな分類を行い、個々の記述については簡略していきたい。

今回報告する古代の土器の９５％は須恵器で、一部には須恵器の器形でありながら、いわゆる「生焼け」

と判断されるものもあったが、ここでは胎土に砂粒を含み赤褐色の色調のものについて土師器とし、そ

れ以外の焼成不良のものについても須恵器として扱った。従来、遺跡で出土する土師器（甕）は被熱な

どを受けて脆くなり、図化に必要なまでに復元できることも少ない。そのことを考慮しても、土師器そ

のものの破片の絶対量が少なく、図化できた土師器の煮沸具が少ない。当初、須恵器との比率を重量で

明示するなど客観的なデーターの作成も試みたができなかった。整理の各段階で見てきた感触では、重

量、もしくは破片数でも５％を超えない見通しである。このため、須恵器の図化に際しては口径などが

１／６以上残されたものを中心に、鉢や灯明皿の用途に推定した坏など特殊な器形と、土師器、特に地

域色を示すと考えている甕についても極力図化することに努めた。以下、ここでは各地区出土の土器に

ついて大略の器種分類を行い、土器の時期や意義などについては、最後にまとめることとする。

須恵器 供膳具の坏類と蓋が点数の多くを占めるがそれらに加えて、仏具と思しきものも多い。須恵

器の坏類などは窯跡出土の資料を基準にして、法量等を加味しながら分類するべきであるが、本県の場

合、発掘された窯跡資料が少なく、その編年が十分になされていない。本遺跡と尾根を挟んだ西側には

北陸有数の規模とされる王子保窯跡群の存在が知られているが、発掘調査されたのは本遺跡が盛行する

８世紀後半から９世紀のもではなく、一部は重なるものの前段階までのものに止まっている。両遺跡で

は８世紀後半から９世紀を中心に、その前後の時期のものも散見され、しかも一般的な集落では出土し

ないものも多く見られる上に、金属器・仏具を模したのではないかと思しき器形もあって、分類そのも

のが不安定な要素が多く見られる。ここでの分類では法量については目安として、形状を中心とした。

ちなみに（ ）内の番号は第１９図に同じとなっている。

無台坏（坏Ａ） 平坦な底部から直線に立ち上がるもので、直線的に斜めに開くもの（６）、丸く内湾

しながら立ち上がるもの（８）の大略２つのタイプに分けられる。前者には直線的に開いた口縁端部のみ

をわずかに外反させるものもある。口縁端部は先細りとなるものがほとんどであるが、先のタイプの後

者には、端部を丸くするものもある。底部の調整は回転ヘラきりののち、弱いナデか未調整に近いもの

が主体である。また底部からの立ち上りがゆるく丸みをおびて平底にならないものもあって、このタイ

プの底部には「スノコ状圧痕」が残されているものが多い。逆に底部からの立ち上りを意識して角を持

たせた、一般的な無台坏とは明らかに異なるつくりのもの（７）、底部を非常に丁寧なケズリ調整のまま残

すもの（９）もある。どこまで一般的な無台坏とし、どこから特殊なものとするか、特に苦慮する器種である。

高台坏（杯Ｂ） 直線的に斜めに開き端部になるもの（１２・１５）と、口縁端部のみをわずかに外反させ

るもの（１３）の大略２つのタイプに分けられる。立ち上りがより垂直になるものは、口径が１７㎝を超える

ものに見られるが、いずれも口縁端部をわずかに外反させる。皿、もしくは高盤にも分類される器種で

高台が付き、口径に比して坏部が明らかに低いもの（１４）についてもここに含める。

杯蓋 摘みが付くもの（有蓋）（１・２・３）と、摘みが付かないもの（無蓋）（４）に加えて、平坦な天井部
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第１９図 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土土器器種分類図（アミ部分は１／６、他は１／３）
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から垂直に口縁となる一般的には短頚壷にともなうもの（５）の３タイプに分けられる。ここでは明らか

に無蓋のものは数点のみで、摘みが付く有蓋のものがほとんどであると想定される。典型的な宝珠形の

摘みも少なく、擬宝珠形、さらに扁平となったものが主体である。完全に扁平化しているものも数点あ

る。天井部はやや丸みのあるもの（２）と、平坦面を有するもの（１）があるが、個々の分類は不可能である。

� 丸く立ち上がる深い坏身に高台が付くもので、杯部が直線的に開くもの（１０）と、内湾しながら開

くもの（１１）があるが、後者が多い。口径が１５㎝を超える大きめのものが中心で、１２・１３㎝のより小型の

ものは少ない。高台を踏ん張るように大きく外側へ突出させるもの（１１）もある。

皿（盤） 平底に短い立ち上がりの口縁がつくもので、同じような杯身に高台が付くもの（１４）は高台

杯とした。口縁がより開いて底部からの立ち上がりが不明瞭なもの（１６）、立ち上がりそのものが丸く木

製の皿を思わせるもの（１７）もある。底部は回転ヘラきり後、ナデ調整か未調整に近いものが多い。なか

には非常に丁寧なケズリ調整を行うものがあって、調整の影響か底部から口縁への立ち上りが角を持つ

ように明確なもの（１８）も一定量存在する。いずれも口径が１５㎝を超えるものがほとんどである。

鉢 口縁が屈曲する広口の鉢（２９）と、内傾する口縁が端部となるいわゆる鉄鉢タイプのもの（３０）が中

心となる。体部の底部近くにズリ調整をするものがある。このほかに、無台坏に近く口径に対してより

器高が高く身が深いもの（２４）、器壁が厚く直口のもの（２７・３１）、さらに角のある肩部から短い口縁が立

ち上がる広口短頚壷に近いもの（２６）もある。直口のものは全体がわかるものが少なく不明な点が多い。

高杯 杯蓋を上下逆にした杯部にすかしのない長脚がつくもの（２５）である。脚のみのものが多く、坏

部が蓋に含まれている可能性も否定できない。杯部が深く、施釉陶器の「香炉」に近いものもある。

壷 壷として呼称される器種がもっともバラエチィーに富んだものであるが、大きく分けて長頚のも

のと短頚のもの２種類に分けることができる。長頚のものには大きな耳がつくと思われるものがあるが、

長い耳が付く双耳瓶の確実なものは見当たらない。長頚壷の頚部から口縁部のみ、または胴部のみ図化

できたものが多く、全体が判るものは少ない。口縁部も大きく開くもの（３４）や、口縁帯を持つものなど

個体差が大きい。短頚壷は肩部が丸いもの（３４）はあるが、肩部が角張るものはない。広口短頚壷には全

体を図化できたもの（３５）がある。胴部中央に小さな把手が付くものも広口短頚壷であろう。このほかに

長い胴部に肩部と下半に環状の把手が三方向に付き、短く小さな口縁がつくもの（３６）がある。

� 横瓶（３１）と平�（３２）の２種類である。横瓶そのものが少なくなる地域だけに本遺跡で５点も図化

できたのは珍しいものと考えている。平�は当該期にある一般的なものより変化したものが目立つ。

甕 丸い胴部のすぼまった頚部から口縁が開くもので、内外面をタタキ調整する大型のもの（３８）であ

る。口縁は面を取るもの、短く端部が立ち上がるもの、先細りのものなど個体差が大きい。底部は尖底

気味のものもあるが、基本的には丸底である。１点だけしっかりした平底のものがあるが、北陸では通

有のものではない。また本来は土師器の器形である長胴甕もある。

その他の特殊品 灯明器（灯明皿） これまで分類してきたものに含まれないものとして、無台坏の

口縁端部が短く外反して屈曲するもの（２１・２２・２３）がある。顕著な煤の付着が認められることから、灯

明皿の用途として、特別な器種であると考えられる。

浅鉢 �の大型品とも考えられるもので、中世陶器の摺鉢に近い器形のもの（３７）である。数は少ない。

施釉陶器 灰釉陶器がほとんどで、�（１９）・皿（２０）のほか器形さえ特定できないものもある。（赤澤）

＊分類については奈良文化財研究学報 第７０冊『平城京発掘調査報告ⅩⅥ』２００５年国立奈良文化財研究

所の「第７表須恵器 器種分類」と「第９０図 須恵器の器種」を参照した。

第３章 大塩向山遺跡・山腰遺跡の調査
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第４章 大塩向山遺跡

第１節 Ｃ地区 Ｇ地区背後のＩ地区から一段北へ登った尾根続きで、遺跡南部のＰ地区と同様に

本遺跡では東の日野山側（沖積地）に先端が大きく突き出でる尾根である。尾根の北側では小さな谷を

挟んで既に報告したＥ地区背後の尾根に平行する。向山の主尾根から東へ約２００ｍ強、標高にして４０ｍ

ほど降った、東に伸びる尾根先端部分を中心の約２，０００㎡を調査対象とした。調査区の西端が最も高い

１０９ｍ強あるが、尾根先端部との間に１ｍにも満たない鞍部を経て、先端部では１０８．５ｍとなってからは、

北北東に尾根が伸びて次第に山麓部へ至る。調査範囲で最も低いのは、この先端部分の標高１０１ｍ付近

である。この先には試掘調査でＢ地区、その谷筋の平坦面がＡ地区とした位置となる。そして谷を挟ん

だ北側が国営事業地であるが、谷に面した平坦面がＤ地区で、北に接するのが本調査をして先に報告し

たＥ地区である。Ｃ地区の両側は人間の登攀が困難な急斜面であるが、Ｃ地区のある向山の主脈に近い

尾根も試掘しているが、遺構・遺物ともに確認されていないことは試掘調査の記述で述べた。

調査は標高１０２ｍの尾根先端部まで表土の除去を行ったが、一部、須恵器などの小片は出土するもの

の、顕著な遺構・遺物は確認されなかった。堆積していた土は厚いところでも２０㎝程度で、腐葉土を除

去すれば遺物が出土する状況であった。遺構は小さなピットから、平面形や断面の形状が不整形で、底

からの立ち上りが明確でなく、人工的な遺構としては不明確なものまで約９０基ある。その主要なものは

一覧表とした。そのなかで平面形や、底からの立ち上りが直線的になり、人工的に掘削されたものと、

または覆土が明らかに周辺からの流れ込みなどとは異なり、炭が含まれたりするものなどのについて

個々の説明をする。北東の急斜面のものは後に述べるような被熱を受けたものは見当たらず、遺構の平

面形、立ち上がりともに不明瞭なものが多く、遺物の出土も皆無に近いことから、風倒木の痕跡である

と考えられる。図化できる遺物を出土したのはＳＫ０１（第２１図）の１基のみで、そのほかは図化できる

ほどの遺物がない。明らかにその場で火を焚いて、土坑の壁が被熱を受けたと想定されるものは５基あ

る。尾根先端の最高所から東斜面へ若干下った位置に２基（ＳＫ２４・ＳＫ７４）、尾根先端からやや主尾

根に引いた、調査区の中で鞍部となる南東斜面に３基（ＳＫ５１・ＳＫ６３・ＳＫ８１）確認されている。以

下、ここの遺構の大きさなどのデーターは一覧表にある。

ＳＫ０１（第２１図） 尾根先端の最高地点である１０８．５ｍの位置から北へ５ｍほど離れた地点で検出さ

れた。長軸は南北からやや東に傾く。ピットが２基重なったような瓢箪形を呈するが、土層断面からも

２基のピットが重複していると考えられる。表土を除去した検出面で須恵器の坏２個体（第２３図１・１１）

が入れ子状で出土している。この後に説明する５基とは異なり、土坑壁面などに被熱の痕跡は見られな

い。

ＳＫ２４（第２２図） 尾根の先端から南東に１ｍほど下った、標高１０７ｍ付近に位置する。平面形は四

隅がやや丸い長方形を呈し、長軸は南北からやや東に傾く。土坑の底と壁面に被熱を受けているが、特

に北東側（平野側）が著しく被熱を受けた状況である。以降に説明する４基の焼土坑とは異なり、覆土

の中層に炭化物・焼土を多く含んでいる。

ＳＫ５１（第２２図） 調査区の中で鞍部の尾根筋から南東に１ｍほど下った、標高１０７ｍ付近に位置す

る。北側には隣接するようにＳＫ６３が位置する。平面形は四隅がやや丸い長方形を呈すると思われるが、

西と南を立ち木の根で大きく撹乱されており、明確ではない。長軸はほぼ東西にあるものと考えられる。

土坑壁面の一部に被熱を受けているほか、覆土の底面近くに炭化物が大量に残されていた。
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ＳＫ６３（第２２図） 調

査区の中で鞍部の尾根筋

から南東に１ｍほど下っ

た、標高１０７．５ｍ付近に

位置する。南側にはＳＫ

５１が、北側にはＳＫ８１が

隣接するようにあって、

この２基の焼土坑に挟ま

れている。平面形は四隅

が丸い方形を呈し、長軸

は南北からやや東に傾く。

南側の一部を浅い皿状の

ピットで切られている。

土坑の壁面に被熱を受け

ているほか、覆土の底面

近くに炭化物が大量に残
第７表 Ｃ地区土坑一覧表

№ 位 置 平 面 形 状
規 模（㎝） 深 さ

（㎝）
断 面 形 状 覆 土 備 考

東西 南北
１ Ａ２ 瓢箪形 ６２ １２２ ２４ �状 黒褐色土 第２１図
２ Ａ２ 瓢箪形 １６ ２２ １０ 中央が盛り上がる 黒褐色土
３ Ｂ２ 楕円形 ３０ ２４ ２０ �状 暗灰褐色土 須恵器片出土
４ Ｂ２ 楕円形 ２１ ４１ １０ 中央が盛り上がる 灰黄褐色土
５ Ｂ２ 楕円形 ２１０ ９０ ２５ 皿状 灰黄褐色土 須恵器片出土
９ Ｂ２ 溝状 ３０以上 ２０ ８ 皿状 灰黄褐色土
１２ Ｂ１ 楕円形 ８０ ２０ １０ 皿状 黒褐色土
１３ Ｂ１ 楕円形 ２６ ３９ ２０ �状 黒褐色土
１５ Ｂ２ 楕円形 ８０ ２１ １０ 皿状 灰褐色土
１６ Ｂ１ 楕円形 ３６ ２４ １０ 皿状 灰黄褐色土
２４ Ｃ３ 長方形 １４８ ９２ ５２ 箱状 黒褐色土など 第２２図
２７ Ａ３ 楕円形 ２６ ３２ １４ �状 （上）灰褐色土 （下）灰黄褐色土
２８ Ａ３ 楕円形 ４０ ２８ １８ �状 灰黄褐色土
２９ Ａ３ 楕円形 ４０ ４２ ８ 皿状 黄灰色土
３０ Ａ３ 楕円形 ４０ ３０ １０ 皿状 黄灰色土
３１ Ａ３ 不整円形 １００ ９０ ６ 皿状 黒褐色土
３２ Ａ３ 不整楕円形 ６６ ５８ ６ 皿状 灰褐色土
３３ Ａ３ 略円形 ６４ ６０ ６ 皿状 黒褐色土
３４ Ａ３ 楕円形 ４６ ３６ ５ 皿状 灰褐色土
３５ Ａ３ 隅丸長方形 ２０ ６８ ６ 皿状 灰褐色土
３６ Ａ３ 楕円形 ４４ ７０ ５ 皿状 灰褐色土
３７ Ａ３ 楕円形 ４２ ３０ ８ 皿状 灰褐色土
３８ Ａ４ 楕円形 ５２ ４４ ４ 皿状 灰褐色土
３９ Ａ５ 楕円形 ５４ ３８ １２ 皿状 黒褐色土
４２ Ｂ３ 不整楕円形 ４４ ４０ ８ 皿状 灰黄褐色土
４３ Ｂ３ 不整円形 ２０ ２０ １６ 箱状 （上）灰褐色土 （下）灰黄褐色土
４４ Ｂ４ 楕円形 ６０ ４０ １０ 皿状 灰褐色土
４５ Ｂ４ 楕円形 １８ ２２ １２ �状 暗灰褐色土
４６ Ｂ４ 楕円形 ２４ ４０ ８ 皿状 暗灰褐色土
４７ Ｂ４ 楕円形 ７０ ５２ ８ 皿状 灰褐色土
４８ Ｂ４ 楕円形 ４６ ３６ １２ 皿状 暗灰褐色土
４９ Ｂ５ 楕円形 ４０ ５２ ４ 皿状 黒褐色土
５０ Ｂ５ 隅丸長方形 ３０ ５６ １１ 箱状 灰褐色土
５１ Ｂ５ 楕円形？ １６０ １１６ ５６ 箱状 焼土坑 第２２図
５３ Ｂ５ 長方形 ６４ ４２ １４ 箱状 灰褐色土
５４ Ａ４ 略円形 ３８ ４１ １０ �状 炭化物含む
５５ Ａ４ 略円形 ３０ ３８ １０ �状 灰褐色土
５６ Ｂ２ 略円形 ３０ ２８ １０ �状 暗灰褐色土
５７ Ｂ２ 楕円形 ３６ ６０ ８ 皿状 灰褐色土
５８ Ｂ２ 略方形 ５０ ４０ １２ 箱状 灰褐色土
６１ Ｂ２ 不整楕円形 ７８ １８０ １１ 箱状 灰褐色土
６３ Ｂ５ 不整楕円形 ８４ ７６ ４０ 箱状？ 焼土坑 第２２図
６８ Ａ４ 略楕円形 ３４ ３８ １４ 箱状 （上）灰褐色土 （下）灰黄褐色土
６９ Ａ５ 楕円形 ５６ ６２ ９ 箱状 暗灰色土
７０ Ａ５ 楕円形 ３６ ４０ １７ �状 暗灰褐色土
７１ Ａ３ 楕円形 ４６ ３８ １０ 皿状 灰黄褐色土
７２ Ａ２ 不整楕円形 ３８ ３２ ８ 皿状 黒褐色土
７３ Ａ２ 不整楕円形 ７２ ２８ ８ 皿状 灰褐色土
７４ Ｃ２ 隅丸方形 ７６ ４８ ２８ 箱状 焼土坑 第２２図
８１ Ｂ５ 長方形 ５６ １１２ １６ �状 焼土坑 第２２図
８２ Ａ２ 楕円形 １８０ １２０ １８ 皿状 黒褐色土
８３ Ｂ５ 不整楕円形 ５０ ７０ ７ 皿状 灰黄褐色土

注 番号が欠番のものは検討の結果、倒木痕と判断し、この一覧から削除した。（以下の一覧についても同じ）

第２１図 大塩向山遺跡Ｃ地区ＳＫ０１遺物出土状況図（縮尺１／２０）

第４章 大塩向山遺跡
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第２２図 大塩向山遺跡Ｃ地区焼土坑遺構図（縮尺１／４０）

第１節 Ｃ地区
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されていた。

ＳＫ７４（第２２図） ＳＫ２４から東へ２ｍほど下った、標高１０５ｍ付近に位置する。平面形は長方形と

し長軸を東西方向とするが、長軸と短軸の長さにあまり差がなく、方形に近い。底から角度を持って壁

面へ立ち上がる。土坑の底と壁面ともに非常に被熱を受け、さらに底面近くの覆土には炭化物が多く残

されていた。

ＳＫ８１（第２２図） 調査区の中で鞍部の尾根筋に近い位置、標高１０８ｍ付近に位置する。平面形は四

隅がやや丸い長方形を呈し、長軸は南北からやや東に傾く。特に北・東・西の壁面に被熱の痕跡が見受

けられる。この調査区で検出された焼土坑で、最も浅いものである。

以上、焼土坑は５基あるが、ＳＫ６３が円形に近い平面形で残りの４基が方形の平面形である。また覆

土についてもいずれも炭化物を多く含むが、ＳＫ２４のみが中層に含み、他の４基が下層に含んでいる。

その位置も、尾根先端の２基と先端からやや奥まった鞍部に３基とに別れ、見晴らしのいい先端のピー

クにないことに注目される。

これらＳＫ２４・５１・６３・７４・８１の５基の焼土坑からは遺物は出土していない。

第２３図 大塩向山遺跡Ｃ地区出土遺物実測図（縮尺１／３）

第４章 大塩向山遺跡
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遺物 出土した遺物は確認できた限り須恵器で、無台坏２３点、高台杯４点、蓋１点、皿２点、不明２

点の合計３２点が図化できた（第２３図）。無台坏には通常のものとは底部からの立ち上がり異なるもの（第

２３図８・１５など）もいくつか見られる。また焼歪みが著しく、通常の使用に耐えられないと考えられる

もの（第２３図２１・２５）も２点含まれている。壷・鉢・甕などの中型・大型品はない。 （赤澤）

第２４図 大塩向山遺跡Ｃ地区主な出土遺物地点図（遺構：縮尺１／３００・遺物縮尺１／６）
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第２節 Ｇ地区

大塩向山遺跡の中では沖積地面に面した山麓の平坦面とその西側の斜面で、直接前面に山腰遺跡が隣

接する地区である。この地区の斜面上の尾根にはＩ地区が位置する。試掘調査段階では平坦面と西側の

部分をＧ地区、その北側に接する小さな谷部分と斜面の一部をＨ地区とし、当初は両者をあわせてＧＨ

地区と呼称していた。しかし調査の結果、Ｈ地区の部分にあたる範囲では遺構はなく、遺物の出土も数

点にとどまり、Ｇ地区からの流れ込みと判断したため、その後はＧ地区と呼称している。南北最大幅約

６０ｍ、東西最大幅約２３ｍの台形の平坦面（約１，２００㎡）と、その西側のＩ地区に連なる斜面の下部（約

１，０００㎡）とその周辺を調査対象範囲として、約３，００６㎡を調査対象とした。平坦面は南になるほど高く

なり南端で標高６３．７ｍを、北側になるほど低くなり北端で標高６１．７ｍを測る。つまり平坦面での比高差

は２ｍほどであるが、現地で調査していても、数字に示したほど比高差は感じなかった。斜面の部分に

ついては足場が不安定で作業が困難なこともあって、試掘段階で掘削したトレンチ（第２５図の全体図で

白抜きになっている部分）を中心にして、表面の腐葉土を除去する作業を中心とした。遺物の出土も若

干あった程度である。また山腰遺跡に面した平坦面の斜面は竪穴であるＳＫ１８の東側の壁面がないこと

からも、それより南の縁辺部は排水路で削り取られていると考えられ、立ち上りが急な崖面となる。し

かしそれより北側は水路がやや離れて掘削されており、やや緩やかな傾斜で自然崩落はあるものの、古

代から大きな変化はないものと考えられる。また平坦面の北側も南側も次第に急斜面が迫る。

番 号 グリッド 形 状
規模（㎝）

断面の形状 覆 土 備 考
長軸 短軸 深さ

１ Ｃ５ 略長方形 １７０ ８０ １５ 皿状 褐色土

２ Ｄ５ 不整形 １３４ ６５ １４ 皿状 炭混じり褐色土

３ Ｄ４ 楕円形 ９２ ４３ ２２ 箱状 炭混じり灰褐色土

４ Ｃ４ 楕円形 １２８ ６４ ２４ ２段掘り 箱状 暗褐色土

５ Ｃ４ 隅丸方形 １１０ １１０ ４４ 箱状 暗褐色土

６ Ｂ６ おむすび形 ８１ ７１ １８ 皿状 炭混じり黒色土

７ Ｂ６ 略円形 １０４ ９６ １８ 皿状 炭混じり黒色土

８ Ｃ４ 隅丸方形 ２６５ ２４５ ２２ 皿状 炭混じり褐色土 第２８図

９ Ｂ５ 楕円形 １０８ ６９ ３１ 椀状 暗褐色土

１０ Ｄ４ 溝状 １３３ ２８ １７ 箱状 暗褐色土

１１ Ｃ４ 不整形 ９６ ５７ １４ 皿状 炭化物混じり暗褐色土

１２ Ｂ５ 不整形 １３５ ４９ ２２ 皿状 炭化物混じり案褐色土

１３ Ｅ３ 隅丸長方形 １２７ ９６ ３５ 箱状 赤褐色土

１４ Ｅ２ 略円形 １４０ １３０ ２５ 不明 暗褐色土

１５ Ｆ３ 隅丸長方形 １０４ ６５ ２５ 不明 暗褐色土

１６ Ｆ３ 隅丸方形 ４２５ ３９９ ２２ 不明 炭混じり褐色土 第２９図

１７ Ｅ３ 不明 １２０ １１０ １５ 不明 赤褐色土

１８ Ｄ３ 隅丸方形 ‐４１０ ３１８ １６ 不明 炭混じり褐色土 第３１図

１９ Ｄ４・５ 楕円形 ２１６ １１０ ９ 皿状 暗褐色土

２０ Ｃ５ 溝状 １５８ ２５ １４ 椀状 赤褐色土

２１ Ｃ４ 楕円形 １００ ６５ １４ 中央が盛り上がる 暗褐色土

２２ Ｄ４ 略長方形 １６０ ７５ １７ 皿状 炭化物含む赤褐色土

２３ Ｇ３ 溝状 １０２ ３２ ２０ 箱状 炭化物混じり褐色土

２４ Ｃ４ 二重円形 １３０ ７０ ２０ 皿状 炭化物含む褐色土 焼土坑

２５ Ｃ４ 正方形 ８５ ８０ １３ 皿状 炭化物含む褐色土

２６ Ｄ３ 不整形 ２３７ １５７ １３ 皿状 炭化物含む暗褐色土

注 番号が欠番のものは検討の結果、倒木痕と判断し、この一覧から削除した。

第８表 Ｇ地区土坑一覧表

第４章 大塩向山遺跡
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第２６図 大塩向山遺跡Ｇ地区南部遺構配置図（縮尺１／３００）

第２７図 大塩向山遺跡Ｇ地区北部遺構配置図（縮尺１／３００）
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第９表 Ｇ地区ピット一覧表

番
号 グリッド 形状 規模（㎝） 断面の形状 覆 土 備 考 番

号 グリッド 形状 規模（㎝） 断面の形状 覆 土 備 考
長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

１ Ｃ５ 楕円形 ３５ ２７ ９ 不明 不明 ８０ Ｄ４ 略方形 ２５ ２４ ２５ 箱状 暗灰褐色土
２ Ｃ５ 不整形 ５３ ３５ １５ 不明 不明 ８１ Ｄ４ 略方形 ２８ ２５ ２０ 箱状 褐色土
３ Ｃ５ 楕円形 ６３ ４７ ４７ 不明 不明 ８２ Ｄ４ 略方形 ２５ ２５ ２５ 箱状 暗褐色土
４ Ｃ５ 不整形 ７５ ６５ ― 不明 不明 ８３ Ｄ４ 略方形 ３５ ３３ １９ 箱状 炭混じり暗褐色土
５ Ｅ４ 円形 ３０ ３０ ３５ ２段掘り 箱状 暗灰褐色土 上面から銅銭出土 ８４ Ｄ４ 円形 ２７ ２４ ４０ 箱状 赤色混じり暗褐色土
６ Ｅ４ 円形 ３６ ３７ １８ 箱状 赤褐色土混じり灰褐色土 ８５ Ｄ４ 不整形 ４７ ４５ １４ ２段掘り 箱状 赤褐色土
７ Ｅ４ 円形 ４３ ４０ ２３ 椀状 赤褐色土混じり灰褐色土 ８６ Ｄ４ 楕円形 ３５ ３０ ９ 箱状 赤色混じり褐色土
８ Ｅ３ 円形 ３３ ３２ １６ 椀状 赤褐色土混じり灰褐色土 ８７ Ｄ４ 略方形 ５５ ５０ ２２ 箱状 暗褐色土 須恵器片出土
９ Ｅ４ 円形 ４０ ４０ ２７ 箱状 灰褐色土 ８８ Ｃ５ 楕円形 ３６ ３０ ２０ 箱状 暗褐色土
１０ Ｅ４ 円形 ３８ ３６ ４６ 箱状 不明 ８９ Ｃ５ 楕円形 ７０ ４０ １５ 箱状 炭化物含む褐色土
１１ Ｅ３ 略方形 ３７ ３６ １６ ２段掘り 皿状 灰褐色土 石鏃出土 ９０ Ｃ５ 楕円形 ６５ ５２ ２０ 椀状 暗褐色土 土師器出土
１２ Ｅ３ 略方形 ３２ ２９ １２ 皿状 灰褐色土 ９１ Ｃ５ 略円形 ４２ ３６ ２０ 椀状 褐色土
１３ Ｅ３ 略方形 ５８ ５６ ３８ ２段掘り 椀状 暗灰褐色土 ９２ Ｃ５ 略円形 ４７ ４２ ４２ 椀状 赤褐色土
１４ Ｅ３ 略円形 ３４ ３２ ３４ 箱状 暗灰褐色土 ９３ 不明 ４３ ２２ 椀状 褐色土
１５ Ｅ３ 楕円形 ３４ ２９ １８ 箱状 赤褐色土 須恵器細片出土 ９４ Ｃ５ 円形 １７ １６ １１ 椀状 褐色土
１６ Ｅ４ 隅丸方形 ３３ ２８ ４３ 箱状 赤褐色土混じり暗灰褐色土 ９５ Ｃ５ 楕円形 ３１ ２４ ２４ 椀状 褐色土
１７ Ｄ３ 略方形 ５３ ５３ １０ 皿状 赤褐色土 ９６ Ｃ５ 円形 ３２ ３２ １４ 椀状 炭化物含む褐色土 須恵器出土
１８ Ｄ４ 楕円形 ３３ ２７ １２ 椀状 赤褐色土 ９７ Ｃ５ 楕円形 ２８ ２４ ２０ 椀状 炭化物含む黒褐色土
１９ Ｄ４ 略円形 ５０ ４５ ２２ 椀状 赤褐色土 ９８ Ｃ５ おむすび形 ５２ ４１ ２２ 箱状 炭混じり褐色土
２０ Ｄ３ 隅丸方形 ３０ ３０ ４４ 箱状 暗赤褐色土 ９９ Ｃ４ 円形 ３５ ３３ １７ 椀状 炭混じり暗褐色土
２１ Ｄ５ 略長方形 ６０ ３６ ２７ 椀状 褐色土 １００Ｃ４ おむすび形 ５６ ４６ ３２ 椀状 炭混じり褐色土
２２ Ｄ４ 楕円形 ３８ ２８ １５ ２段掘り 箱状 赤色混じり褐色土 １０１Ｃ４ 略円形 ２８ ２６ ３３ 椀状 暗褐色土
２３ Ｄ４ 略長方形 ７２ ５８ ２３ 中央が盛り上がる 炭混じり褐色土 １０２Ｃ４ 円形 ２４ ２３ ２５ 椀状 暗褐色土 土師器出土
２４ Ｄ４ 楕円形 ３２ ２４ ３８ 箱状 炭混じり暗褐色土 １０３Ｃ４ 略円形 ３５ ２９ １３ 椀状 褐色土
２５ Ｄ４ 略円形 ３８ ３５ ２３ 箱状 炭混じり褐色土 １０４Ｂ５ 円形 ３３ ３０ １６ 箱状 炭化物含む褐色土
２６ Ｄ４ 略方形 ３３ ２８ ２６ 箱状 炭混じり褐色土 １０５Ｃ４ 略円形 ３０ ２８ １３ 椀状 炭化物含む褐色土
２７ Ｄ４ 楕円形 ８１ ５７ ２６ 椀状 褐色土 １０６Ｂ５ 略円形 ４７ ３１ １９ 椀状 赤褐色土
２８ Ｄ４ 楕円形 ３５ ２６ １９ 箱状 炭混じり暗褐色土 １０７Ｂ５ 略円形 ４６ ４０ ― 不明 不明
２９ Ｄ４ 略円形 ２５ ２３ ３７ 箱状 灰褐色土 １０８Ｂ５ 円形 ４０ ４０ ２４ 椀状 炭化物含む褐色土
３０ Ｄ４ 円形 ３７ ３４ ３０ ２段掘り 箱状 炭混じり暗褐色土 １０９Ｂ５ 略円形 ５３ ５０ ２３ 箱状 褐色土
３１ Ｄ４ 円形 ３８ ３６ １５ 箱状 暗灰褐色土 １１０Ｂ５ 略円形 ５０ ４４ ２０ 椀状 炭化物含む褐色土
３２ Ｄ４ 円形 ２５ ２４ ３０ 箱状 暗灰褐色土 １１１Ｂ５ 楕円形 １０３ ６１ ６ 皿状 褐色土
３３ Ｄ４ 略方形 ３３ ３１ ２２ 箱状 褐色土 １１２Ｂ５ 略円形 ４０ ３５ ３２ 箱状 褐色土
３４ Ｄ４ 楕円形 ３６ ２８ ２２ 箱状 褐色土 １１３Ｂ５ 楕円形 ７４ ５１ ４６ 箱状 褐色土
３５ Ｄ４ 円形 ３４ ３１ １９ 箱状 赤色混じり暗褐色土 １１４Ｂ５ 略円形 ３３ ２７ １２ 箱状 褐色土
３６ Ｄ４ 略方形 ３２ ２９ ４１ 箱状 暗灰褐色土 １１５Ｂ５ 不明 ― ― ― 不明 不明
３７ Ｄ４ 略方形 ２７ ２５ ２１ 箱状 炭混じり褐色土 １１６Ｂ５ 不整形 ３６ ２６ １３ 箱状 褐色土
３８ Ｄ４ 楕円形 ３２ ２８ ２４ 箱状 炭混じり褐色土 １１７Ａ５ 円形 ３３ ３３ １６ 箱状 褐色土
３９ Ｄ４ 円形 ３２ ３５ １８ 椀状 赤色混じり褐色土 １１８Ｂ５ 略円形 ５６ ４６ ２４ ２段掘り 椀状 炭化物含む褐色土
４０ Ｅ３ おむすび形 ８５ ７２ ― 不明 不明 土師器出土 １１９Ｂ５ 円形 ３０ ２８ １５ 椀状 炭化物含む褐色土
４１ Ｄ４ 略円形 ３２ ２９ １４ 箱状 赤褐色土混じり灰褐色土 １２０Ｂ５ 楕円形 ４５ ３３ ３６ 箱状 炭化物含む褐色土
４２ Ｄ４ 略円形 ２６ ２１ ８ 箱状 暗赤褐色土 １２１Ｂ５ 略円形 ３５ ３２ １７ 箱状 炭化物含む褐色土
４３ Ｄ３ 円形 １７ １７ １０ ２段掘り 箱状 赤褐色土 １２２Ｂ５ おむすび形 ６１ ５２ ３０ 椀状 炭化物含む褐色土
４４ Ｄ３ 略円形 ３０ ２６ ２０ 箱状 灰褐色土 １２３Ｂ５ 略円形 ４３ ４０ ３４ 椀状 炭化物含む褐色土
４５ Ｅ３ 円形 ３３ ３２ ― 不明 不明 １２４Ｃ５ 楕円形 ９０ ４５ ― 不明 不明 土師器・須恵器供伴
４６ Ｅ３ 隅丸方形 ２６ ２３ ― 不明 不明 １２５Ｂ５ 略長方形 ５３ ３２ ４９ 箱状 炭含む暗褐色土
４７ Ｅ３ 隅丸方形 ２６ ２４ ２３ 箱状 暗灰褐色土 １２６Ｂ５ 略円形 ４１ ４０ ５３ 箱状 暗褐色土
４８ Ｅ３ 略円形 ３０ ２８ １７ 箱状 赤褐色土混じり灰褐色土 １２７Ｂ５ 楕円形 ３５ ３２ １４ 箱状 褐色土
４９ Ｅ３ 略円形 ３１ ３０ ２５ 箱状 暗灰褐色土 １２８Ｂ５ 楕円形 ２８ ２４ １４ 箱状 暗褐色土
５０ Ｅ３ 円形 ２２ ２０ ２４ 箱状 黄褐色度混じり暗灰褐色土 １２９Ｂ５ 略円形 ５１ ４５ ３３ 箱状 暗褐色土
５１ Ｅ３ 楕円形 ５０ ４３ ２５ 箱状 赤褐色土混じり暗褐色土 １３０Ｂ５ おむすび形 ６１ ５０ ５０ ２段掘り 箱状 暗褐色土
５２ Ｆ３ 略方形 ４７ ４３ ２１ 箱状 暗灰褐色土 １３１Ｂ５ 楕円形 ５５ ４０ ４０ ２段掘り 椀状 暗褐色土
５３ Ｆ３ 略円形 ２９ ２５ ２８ 箱状 暗褐色土 １３２Ｂ５ 楕円形 ５５ ４５ ３０ ２段掘り 椀状 暗褐色土
５４ Ｆ３ 略方形 ３５ ３３ ４７ 箱状 暗褐色土 １３３Ｂ６ 楕円形 ５３ ３５ １４ 箱状 赤褐色土
５５ Ｆ３ 略方形 ３４ ３１ ５２ 箱状 暗褐色土 １３４Ｂ５ 楕円形 ７７ ５９ ３１ 椀状 褐色土
５６ Ｆ３ 円形 ３６ ３６ ３１ 箱状 暗赤褐色土 １３５Ｂ５ 楕円形 ６１ ４６ ２９ ２段掘り 椀状 褐色土
５７ Ｆ３ 略円形 ２６ ２６ ２４ 箱状 暗褐色土 １３６Ａ５ 楕円形 ４８ ４４ ２７ 箱状 褐色土
５８ Ｆ３ 略長方形 ３６ ２８ ２４ 箱状 暗灰褐色土 １３７Ｂ５ 略円形 ３６ ３４ ３０ 箱状 暗褐色土
５９ Ｆ３ 円形 １３ １０ １２ 椀状 炭化物含む暗灰褐色土 １３８Ｂ５ 楕円形 ５０ ３８ ３０ 箱状 暗褐色土
６０ Ｅ３ 円形 ３８ ３５ １５ 箱状 灰褐色土 １３９Ｂ５ 略円形 ４２ ４２ ３０ 箱状 暗褐色土
６１ 円形 ３５ ３２ ３６ 椀状 暗灰褐色土 地点不明 １４０Ｂ６ 楕円形 ４５ ３４ １６ 椀状 褐色土
６２ Ｆ３ 不整形 ３６ ２５ １７ 椀状 炭混じり暗褐色土 １４１Ｂ６ おむすび形 ３３ ２３ ３２ 箱状 暗褐色土
６３ Ｆ３ 略方形 ４６ ４５ １１ 皿状 暗褐色土 １４２Ｂ５ 略円形 ５４ ４９ １６ 箱状 暗褐色土
６４ Ｅ３ 楕円形 ４３ ３３ ２５ 箱状 暗灰褐色土 須恵器片多量に出土１４３Ｂ５ 円形 ２０ ２０ １２ 椀状 炭化物混じり暗褐色土
６５ Ｅ３ 円形 ２２ ２２ ２６ 箱状 赤褐色土混じり暗褐色土 １４４Ｂ５ 楕円形 ２５ ２３ １１ 椀状 暗褐色土
６６ Ｅ３ 楕円形 ４２ ３５ ２８ 箱状 黄色ブロック混じり暗褐色土 １４５Ａ５ 略円形 ３７ ３４ ３４ 椀状 暗褐色土
６７ Ｃ４ 楕円形 ６０ ５２ １３ 皿状 暗褐色土 １４６Ａ６ 円形 １８ １８ ５ 椀状 褐色土
６８ Ｄ４ 円形 ４３ ４０ ２０ ２段掘り 箱状 炭混じり暗灰褐色土 １４７Ａ６ 楕円形 ３０ ２５ １４ 椀状 暗褐色土
６９ Ｄ４ 略方形 ３１ ３０ ３８ 箱状 炭混じり暗灰褐色土 １４８Ｂ６ 不明 ― ― ― 不明 不明
７０ Ｄ４ 円形 ５０ ４８ １９ 椀状 褐色土 １４９Ｂ６ 楕円形 ７０ ４０ ３２ ２段掘り 箱状 暗褐色土
７１ Ｄ４ 略方形 ２５ ２５ １４ 箱状 炭混じり赤褐色土 １５０Ｂ６ 略円形 ７６ ６５ ３４ 箱状 やや褐色土
７２ Ｄ４ 不整形 ６５ ４７ ２８ 箱状 褐色土 １５１Ｂ６ 略円形 ７０ ６２ ２１ ２段掘り 椀状 炭化物混じり暗褐色土
７３ Ｄ４ 円形 ２７ ２６ ２１ 箱状 暗褐色土 １５２Ｂ６ 略円形 ８３ ８０ ４３ 箱状 暗褐色土
７４ Ｄ４ 略方形 ２５ ２５ ２５ 箱状 暗褐色土 １５３Ｂ６ 略円形 ６８ ６８ ４６ 箱状 暗褐色土
７５ Ｄ４ 略方形 ４２ ３５ ３６ 箱状 炭混じり灰褐色土 １５４Ｂ５ 略方形 ５３ ４９ ３１ 箱状 灰褐色土 須恵器出土
７６ Ｃ４ 略方形 ３５ ３４ ２０ 箱状 炭混じり暗褐色土 １５５Ｃ５ 略方形 ４２ ３８ ３２ 箱状 暗褐色土 須恵器出土
７７ Ｄ４ 楕円形 ４８ ３４ ８ 皿状 褐色土 １５６Ｂ５ 円形 ７６ ６７ １４ 皿状 炭化物混じり褐色土 壷出土
７８ Ｄ４ 円形 ４０ ４０ １５ 椀状 暗褐色土 １５７Ｂ５ 楕円形 ７８ ６４ ４０ 箱状 暗褐色土
７９ Ｄ４ 略円形 ２６ ２６ １４ 箱状 褐色土 １５８Ｂ６ 略円形 ２８ ２７ ２４ 箱状 炭化物混じり暗褐色土
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番
号 グリッド 形状 規模（㎝） 断面の形状 覆 土 備 考 番

号 グリッド 形状 規模（㎝） 断面の形状 覆 土 備 考
長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

１５９ Ｂ６ 楕円形 ９６ ５４ ４６ 椀状 橙褐色土 須恵器出土 ２３４ Ｅ２ 楕円形 ６８ ５６ ３８ ２段掘り 箱状 暗褐色土
１６０ Ｄ４ おむすび形 ５４ ３３ ２９ ３段掘り 箱状 暗褐色土 ２３５ Ｅ２ 円形 ３５ ３２ ２１ 箱状 褐色土
１６１ Ｂ５ 略円形 １００ ８４ ４４ 箱状 暗褐色土 ２３６ Ｅ２ 不整形 ４１ ３３ ３３ 箱状 暗褐色土
１６２ Ｂ５ 略長方形 ８０ ５２ ３８ 箱状 暗褐色土 ２３７ Ｅ２ 楕円形 ６１ ４６ １３ 皿状 炭多く含む暗褐色土
１６３ Ｂ６ 楕円形 ６４ ５０ １９ ２段掘り 椀状 赤褐色土 ２３８ Ｅ２ 略円形 ７４ ６５ ２０ ２段掘り 箱状 炭多く含む暗褐色土
１６４ Ｂ６ 楕円形 ４０ ２９ ２４ 椀状 褐色土 ２３９ Ｆ３ 楕円形 ９０ ４８ ４０ 箱状 黄褐色土
１６５ Ｂ６ 略円形 ３８ ３４ ４０ 箱状 炭化物含む暗褐色土 ２４０ Ｅ３ 略方形 ３２ ２８ １８ 椀状 炭多く含む暗褐色土
１６６ Ｂ５ 楕円形 ５０ ４２ １１ 皿状 黄褐色土 ２４１ Ｅ３ 楕円形 ４５ ３９ ２０ 椀状 暗褐色土
１６７ Ｂ４ 略円形 ３４ ３３ ３７ 箱状 暗褐色土 ２４２ Ｅ３ 円形 ３０ ２８ ３２ 箱状 暗褐色土
１６８ Ｃ５ 不明 ― ― ― 不明 不明 ２４３ Ｅ３ 円形 ３５ ３３ ２１ 箱状 暗褐色土
１６９ Ｃ５ 不明 ― ― ― 不明 不明 ２４４ Ｅ３ 円形 ３６ ３５ １６ 椀状 暗褐色土
１７０ Ｃ５ 不明 ― ― ― 不明 不明 ２４５ Ｅ３ 円形 ３８ ３６ １６ 椀状 暗褐色土
１７１ Ｃ５ 不明 ― ― ― 不明 不明 ２４６ Ｅ３ 楕円形 ３６ ３０ ２５ 箱状 暗褐色土
１７２ Ｂ５ 楕円形 ３３ ２８ ２７ 箱状 褐色土 ２４７ Ｆ３ 円形 ４８ ３５ １７ 椀状 黒褐色土
１７３ Ｂ５ 楕円形 ４４ ３６ ３６ 箱状 炭化物含む褐色土 ２４８ Ｆ３ 楕円形 ４０ ３２ ２０ 椀状 黒褐色土
１７４ Ｃ５ 不整形 ５８ ４８ ３３ ２段掘り 椀状 炭含む暗褐色土 ２４９ Ｄ３ 楕円形 ７８ ６０ ７ 皿状 赤褐色土
１７５ Ｃ５ 楕円形 ８２ ４１ ２４ 箱状 暗褐色土 ２５０ Ｂ５ 隅丸方形 ２８ ２５ １２ 椀状 暗褐色土
１７６ Ｃ５ 方形 ３０ ２８ ５５ 箱状 不明 ２５１ Ｂ４ 円形 ３７ ３５ ２０ 箱状 褐色土
１７７ Ｂ５ 略方形 ５１ ４６ １３ 皿状 暗褐色土 上面で完形須恵器出土２５２ Ｃ４ 楕円形 ４０ ３４ １８ 椀状 褐色土
１７８ Ｂ５ 楕円形 ― ６８ ３８ 椀状 褐色土 ２５３ Ｂ４ 楕円形 ４３ ３５ ２８ 椀状 暗褐色土
１７９ Ｂ５ 略円形 ― ３８ ２０ 椀状 暗褐色土 ２５４ Ｂ４ 楕円形 ４２ ３１ ２５ 箱状 灰褐色土
１８０ Ｂ５ 略円形 ５３ ５０ １７ ２段掘り 箱状 炭化物含む暗褐色土 ２５５ Ｂ４ 楕円形 ５０ ３４ ２４ 箱状 暗褐色土
１８１ Ｂ５ 楕円形 ― ２２ １８ 箱状 暗褐色土 ２５６ Ｃ４ 略方形 ３３ ３１ ３３ ２段掘り 箱状 暗褐色土

１８２ Ｃ５ 略円形 ４２ ４１ １７ 箱状 炭含む褐色土 ２５７ Ｂ４ 楕円形 ３４ ２８ ２２ 箱状
暗褐色土
表面に炭化物混じる

１８３ Ｂ５ 略円形 ２３ ２１ １４ 椀状 暗褐色土 ２５８ Ｆ３ 楕円形 ４５ ３６ ２０ ２段掘り 椀状 暗褐色土
１８４ Ｃ５ 楕円形 ５０ ３９ ４３ 箱状 暗褐色土 ２５９ Ｃ５ 楕円形 ６１ ４９ ４１ 箱状 不明 短頚壺出土

１８５ Ｃ５ 略方形 ４４ ４２ ３７ 箱状 暗褐色土 ２６０ Ｂ５ 隅丸長方形 １０１ ７６ ２２ 箱状
暗褐色土
上層に炭化物混じる

１８６ Ｃ５ 円形 ４０ ３７ ２０ 箱状 炭化物混じり暗褐色土 ２６１ Ｂ５ 円形 ３４ ３０ １０ 椀状 炭化物混じり暗褐色土
１８７ Ｃ５ 楕円形 ５０ ３７ ２８ ２段掘り 椀状 暗褐色土 ２６２ Ｂ５ 楕円形 ４１ ２７ １５ 箱状 暗褐色土
１８８ Ｃ５ 楕円形 ４７ ４０ ２８ 椀状 炭化物混じり暗褐色土 ２６３ Ｂ５ 隅丸長方形 ３０ ２６ ２９ 箱状 暗褐色土
１８９ Ｂ５ 楕円形 ４５ ４３ ２８ 椀状 炭化物混じり暗褐色土 ２６４ Ｃ５ 略円形 ３２ ２６ １４ 箱状 褐色土
１９０ Ｂ４ 円形 ３４ ３４ ３０ ２段掘り 椀状 炭化物混じり暗褐色土 ２６５ Ｃ５ 楕円形 ５６ ４２ ２０ 椀状 暗褐色土を炭化物混じり赤褐色土が切る
１９１ Ｂ４ 楕円形 ４０ ３５ ３２ ２段掘り 箱状 炭化物混じり暗褐色土 ２６６ Ｆ３ 円形 ３９ ３８ ２６ 不明 不明
１９２ Ｃ４ 円形 ― ４３ ２４ 椀状 炭化物混じり暗褐色土 ２６７ Ｆ３ 楕円形 ３２ ２３ １９ 箱状 炭混じり暗褐色土
１９３ Ｃ４ 楕円形 ― ４３ １７ 椀状 炭化物混じり黒褐色土 ２６８ Ｆ３ 円形 ２１ ２４ ２９ 箱状 暗褐色土
１９４ Ｃ５ 略円形 ４７ ４３ ２４ 椀状 炭化物混じり暗褐色土 ２６９ Ｇ３ 円形 ２６ ２６ １９ 箱状 炭混じり暗褐色土
１９５ Ｂ５ 楕円形 ３９ ２３ ２８ 中央が盛り上がる 暗褐色土 ２７０ Ｇ３ 不整形 ５０ ４３ ４７ ２段掘り 箱状 暗褐色土
１９６ Ｂ６ 略円形 ３７ ３７ ２３ 箱状 暗褐色土 ２７１ Ｅ３ 楕円形 ― ４５ １４ 箱状 炭多く含む黒褐色土
１９７ Ｃ５ 楕円形 ５２ ４０ ２７ 皿状 暗褐色土 ２７２ Ｄ３ 円形 ２９ ２８ ３０ 箱状 暗褐色土
１９８ Ｃ５ 楕円形 ― ３２ ２７ 皿状 暗褐色土 ２７３ Ｄ３ 略円形 ２２ ２２ １６ 箱状 暗褐色土
１９９ Ｃ４ 円形 ３０ ２６ １７ 箱状 褐色土 ２７４ Ｄ３ 円形 ３０ ３０ １４ 椀状 淡褐色土
２００ Ｃ４ 略長方形 ３４ ２８ １４ 箱状 暗褐色土 ２７５ Ｄ３ 楕円形 ３９ ３０ １６ 椀状 赤褐色土
２０１ Ｃ４ 楕円形 ３８ ３０ ３７ 箱状 炭化物混じり暗褐色土 ２７６ Ｄ４ 楕円形 ― ２５ １１ 皿状 暗褐色土 ＳＰ８６に切られる
２０２ Ｃ５ 略円形 ２０ １８ １８ 箱状 暗褐色土 ２７７ Ｄ４ 方形 ２５ ２２ １９ 箱状 暗褐色土
２０３ Ｃ５ 楕円形 ２０ ２３ １４ 箱状 暗褐色土 ２７８ Ｄ４ 楕円形 ８０ ５８ ２２ ２段掘り 椀状 褐色土
２０４ Ｂ６ 楕円形 ５９ ４０ ３３ 箱状 赤褐色土 ２７９ Ｆ３ 略方形 ４７ ４７ ５７ ２段掘り 箱状 暗褐色土
２０５ Ｂ５ 楕円形 ２２ １８ １９ 箱状 炭化物混じり赤褐色土 ２８０ Ｃ５ 略円形 ２６ ２４ １０ 椀状 炭化物混じり暗褐色土
２０６ Ｃ４ 楕円形 ２２ １６ １３ 箱状 黄褐色土 ２８１ Ｃ４ 楕円形 １１５ ５８ １０ 皿状 褐色土
２０７ Ｂ５ 楕円形 ６８ ５９ ２１ 箱状 褐色土 ２８２ Ｂ５ 略円形 ５１ ４４ ３５ 椀状 暗褐色土
２０８ Ｂ５ 楕円形 ４１ ３２ ３４ 箱状 暗褐色土 ２８３ Ｃ５ 楕円形 ３８ ３３ ３７ ２段掘り 箱状 暗褐色土
２０９ Ｂ５ 円形 ３１ ３１ ４２ 箱状 炭化物混じり暗褐色土 ２８４ Ｃ５ 円形 ５４ ５３ ４８ ２段掘り 箱状 暗褐色土
２１０ Ｆ３ 隅丸方形 ４２ ４０ ３５ 箱状 褐色土 ２８５ Ｃ５ 楕円形 ３３ ２９ １５ 椀状 褐色土
２１１ Ｆ３ 楕円形 ６６ ４１ ３６ ２段掘り 箱状 褐色土 ２８６ Ｃ４ 楕円形 ５２ ４２ ４８ ２段掘り 箱状 褐色土
２１２ Ｆ３ 略方形 ３５ ３２ １５ 箱状 褐色土 ２８７ Ｃ４ 円形 ２３ ２２ ３６ 箱状 暗褐色土
２１３ Ｆ３ 楕円形 ３８ ３２ ２８ 箱状 暗褐色土 ２８８ Ｃ４ 略円形 ― ４８ ２３ ２段掘り 箱状 褐色土
２１４ Ｅ３ 略円形 ４１ ３９ １４ 皿状 暗褐色土 ２８９ Ｃ５ 楕円形 ２８ ２２ ２３ ２段掘り 椀状 暗赤褐色
２１５ Ｆ３ 楕円形 ― ２４ ８ 皿状 炭多く含む暗褐色土 ２９０ Ｃ４ 略方形 ２５ ２５ ３１ 箱状 暗褐色土
２１６ Ｅ３ 円形 ２８ ２６ １８ 箱状 暗褐色土 ２９１ Ｃ４ 不整形 ８４ ６８ ２３ 箱状 褐色土
２１７ Ｅ３ 楕円形 ３３ ２５ ２３ 箱状 暗褐色土 ２９２ Ｃ４ 不整形 ７６ ６１ ３５ ２段掘り 椀状 暗褐色土
２１８ Ｅ３ 円形 ３８ ３６ １２ 皿状 炭混じり褐色土 ２９３ Ｃ４ 楕円形 ６０ ４２ １９ 箱状 炭化物混じり褐色土
２１９ Ｅ３ 円形 ― ３３ １１ 皿状 炭混じり暗褐色土 ２９４ Ｃ４ 楕円形 ４１ ２３ 椀状 暗褐色土
２２０ Ｅ３ 円形 ３１ ３１ １３ 椀状 褐色土 ２９５ Ｃ４ 楕円形 ７２ ４１ １９ 箱状 褐色土
２２１ Ｂ５ 隅丸方形 ２２ ２１ １８ 箱状 暗褐色土 ２９６ Ｃ４ 楕円形 ５６ ４１ ２７ 箱状 炭化物混じり赤褐色土
２２２ Ｂ４ 楕円形 ４０ ３１ １２ 皿状 炭化物混じり灰褐色土 ２９７ Ｄ４ 楕円形 ５２ ４２ １２ 皿状 暗褐色土
２２３ Ｆ３ 円形 ２８ ２６ ２８ 箱状 炭多く含む黒褐色土 ２９８ Ｃ４ 楕円形 ５０ ３８ １８ 箱状 褐色土 上層は炭化物混じり暗褐色土
２２４ Ｅ３ 円形 ２５ ２５ １９ 箱状 暗褐色土 ２９９ Ｄ４ 略円形 ３４ ３２ １６ 椀状 暗褐色土
２２５ Ｅ３ 楕円形 ３０ ２３ １６ 箱状 暗褐色土 ３００ Ｃ４ 楕円形 ４６ ３５ １３ 椀状 褐色土
２２６ Ｅ３ 不整形 ６７ ４８ ３２ 箱状 暗褐色土 浅いピットを切る３０１ Ｃ４ 楕円形 ３５ ２９ １９ 椀状 炭化物混じり暗褐色土
２２７ Ｅ３ 略円形 ３３ ３０ １３ 椀状 暗褐色土 ３０２ Ｂ５ 略円形 ３３ ３１ １５ 椀状 褐色土
２２８ Ｅ３ 円形 ２６ ２６ １２ 箱状 赤褐色土 ３０３ Ｃ４ 楕円形 ４５ ３１ ２０ 箱状 褐色土
２２９ Ｅ３ 円形 ３３ ３０ １４ 箱状 炭混じり暗褐色土 ３０４ Ｃ４ 略円形 ４５ ４０ １０ 皿状 暗褐色土
２３０ Ｅ３ 楕円形 ６０ ５０ ２４ ２段掘り 箱状 炭混じり暗褐色土 ３０５ Ｂ４ 楕円形 ３８ ３２ ２４ 椀状 暗褐色土
２３１ Ｅ３ 楕円形 ５２ ４３ ３５ ２段掘り 箱状 褐色土 ３０６ Ｃ４ 楕円形 ３６ ２８ ２５ 椀状 炭化物混じり褐色土
２３２ Ｅ２ 不整形 ７０ ４１ ４０ ２段掘り 箱状 暗褐色土 ３０７ Ｃ４ 楕円形 ３３ ２５ ２５ 箱状 暗褐色土
２３３ Ｅ２ 略方形 ４２ ４２ １２ 皿状 暗褐色土 ３０８ Ｃ４ 楕円形 ６５ ５０ ２９ 椀状 暗褐色土
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番
号 グリッド 形状 規模（㎝） 断面の形状 覆 土 備 考 番

号 グリッド 形状 規模（㎝） 断面の形状 覆 土 備 考
長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

３０９ ｃ４ 楕円形 ５６ ５２ ２８ 箱状 炭化物混じり暗褐色土 ３２２ Ｃ５ 円形 ― ３２ １８ 椀状 炭化物混じり赤褐色土
３１０ Ｃ４ 円形 ２７ ２６ １３ 椀状 褐色土 ３２３ Ｃ４ 円形 ２７ ２５ １７ 椀状 炭化物混じり褐色土
３１１ Ｃ４ 円形 ２６ ２５ １３ 箱状 暗褐色土 ３２４ Ｃ４ 楕円形 ４６ ３６ １９ 椀状 炭化物混じり暗褐色土
３１２ Ｃ４ 楕円形 ３３ ２６ ２９ 椀状 暗褐色土 ３２５ Ｄ４ 円形 ３４ ３４ ２２ 箱状 暗褐色土
３１３ Ｃ４ 円形 ３４ ３３ １３ 椀状 暗褐色土 ３２６ Ｄ３ 略方形 ２８ ２５ １４ 椀状 暗褐色土
３１４ Ｃ４ 円形 ３６ ３６ ２６ ２段掘り 椀状 褐色土 ３２７ Ｄ３ 円形 ２６ ２４ １６ 椀状 褐色土
３１５ Ｃ５ 隅丸方形 ３８ ３７ ２３ 箱状 炭化物混じり赤褐色土 ３２８ Ｄ３ 円形 ３４ ３４ １９ 椀状 暗褐色土
３１６ Ｄ４ 楕円形 ５６ ４８ ４６ 箱状 炭化物混じり褐色土 ３２９ Ｃ４ 円形 ２１ ２０ １１ 椀状 炭化物混じり暗褐色土
３１７ Ｄ４ 円形 １６ １６ ２０ 椀状 暗褐色土 ３３０ Ｂ４ 円形 ２６ ２４ ３３ 箱状 炭化物混じり暗褐色土
３１８ Ｂ５ 楕円形 ３８ ３４ ２２ 箱状 炭化物混じり暗褐色土 下層から須恵器片３３１ Ｂ５ 略円形 ３３ ３３ ２４ 椀状 炭化物混じり暗褐色土
３１９ Ｂ４ 円形 ４０ ３７ ２３ 箱状 炭化物混じり褐色土 ３３２ Ｅ３ 円形 ２５ ２４ １３ 椀状 暗褐色土
３２０ Ｃ４ 楕円形 ３０ ２０ １４ 椀状 褐色土 ３３３ Ｅ３ 円形 ２５ ２５ ３２ 箱状 暗褐色土
３２１ Ｄ３ 円形 ２４ ２２ ４２ 箱状 暗褐色土 ３３４ Ｅ３ 略円形 ２８ ２５ ３４ 椀状 赤褐色土

第２８図 大塩向山遺跡Ｇ地区ＳＫ０８遺構図（縮尺１／１００）
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堆積土は山裾の平坦面で厚くても３０㎝程度、山裾から離れた中央部で１０㎝まである。斜面では腐葉土

を除去した段階で地山が確認されている。Ｇ地区は須恵器の窯跡があることを想定していたために、山

麓部では必要以上に地山を掘り抜いている（第２５図土層断面図の３層）。遺構は平坦面の南半分にピッ

トが集中するが、建物として想定できる並びのものは確認できていない。中央では竪穴状のやや大きな

土坑が１基（ＳＫ０８）検出されているが、その他の大きめの土坑からは古代の土器がまとまって出土し

ているのではないので、後世のものである可能性も否定できない。ピットは平坦面南側の山裾、ＳＫ０８

周辺と、北側のＳＫ１６周辺に多くが集中している。特に南側の縁辺部にはピットもほとんどないが、北

側の斜面には幾つかピットが検出されている。また覆土や出土遺物についても大きな違いは見られなか

った。平坦面の北東の崖面近くで壁面に貧弱ではあるがカマドを持つ竪穴住居が２棟検出されている。

ＳＫ０８（第２８図） 平坦面の南側に位置する、隅が丸い長方形を呈する竪穴状の土坑である。ほぼ東

第２９図 大塩向山遺跡Ｇ地区ＳＫ１６遺構図（縮尺１／５０）

第２節 Ｇ地区
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西に長軸が向く。長軸

２８０㎝、短軸２３５㎝、深

さ２０㎝を測る。北西の

コーナーが突出するよ

うに膨らみ、別のピッ

トが重複していた可能

性がある。また北西の

長辺と北東の短辺が膨

らみ直線ではないが、

南西の長辺はほぼ直線

である。底面はまった

くのフラットではない

が、大きな凹凸もない。

底面からの立ち上りも

緩やかで、断面の形状

が皿状を呈する。周辺、

特に山裾との間には多

数のピットがる。出土

した遺物で図化できた

のは、壷口縁（第３２図

１）と高台杯２点（第

３２図１２）の３点の須恵

器である。なお北側に

あるＳＫ０４からの土器

と接合関係にあるもの

が２点ある。

ＳＫ１６（第２９・３０図）

平坦面の北端、斜面

の法面近くに位置する。

基本は平面形が方形に

近いが、撹乱を受けて

不整形となっていると

表現したほうが的確か

もしれない。特に西側

が撹乱を受けて大きく

改変されているようで、

壁も残されておらず、

床面も傾斜に沿って凹 第３０図 大塩向山遺跡Ｇ地区ＳＫ０８遺構詳細図（縮尺１／２０）
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凸が目立つようになる。明確な掘り込みとカマドのような遺構が存在することから、通常の集落遺跡に

存在する竪穴（住居）に類似すると考えている。南東のコーナー部分と思われる位置にカマドと想定さ

れる遺構が確認されている。カマドのソデの構築材（ソデの芯）に使われていたと考えられる石が、元

位置ではないが３点残されていて、この石を中心に壁の一部が被熱を受けて、焼土も広がっていた。さ

らにこの石と焼土の広がる部分の東側で、壁が最も外に膨らんでいる部分には炭化物が塊となり、東西

に７４㎝、南北に６０㎝広がっている。柱穴と想定できるピットは確認されていない。またこの付近で土師

器の小型甕と鉢？が３点（第３２図６・１８・１９）出土している。さらにＳＫ１６の覆土からではないが、カ

マドの周辺でも須恵器などが幾つか出土している（第５０・５１図）。さらに図化することができなかった

第３１図 大塩向山遺跡Ｇ地区ＳＫ１８遺構図（縮尺１／１００）
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第３２図 大塩向山遺跡Ｇ地区遺構出土遺物実測図（縮尺１／３）
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が、やや大型の土師器胴部片がこのほかにもある（第３４図）。しかしこれらの破片はそれぞれが丸みを

帯び、器高が高くなるいわゆる一般的な長胴甕の破片ではない。調整についても、越前で通常見られる

煮沸具の甕に見られるタタキ調整やカキメ調整は残されていなく、基本的にはナデ、もしくはユビ押さ

えがかすかに観察される。これらのことからこの土師器片は「製塩土器」の可能性も想定される。ここ

で唐突に「製塩土器」の可能性を指摘したようであるが、今回の報告では「製塩土器」として抽出でき

たものはないが、既に報告した山腰遺跡ではタイプが異なるものの製塩土器が出土している。また大塩

向山遺跡でもＥ地区でもＳＫ１６から出土しているものと同じような土師器の破片が出土している。この

ように単に通常の集落から出土するものとは異なる煮沸具、もしくは土師器に注意する必要があると考

えられる。

ＳＫ１８（第３１図） 平坦地の北側、ＳＫ１６から南東へ５ｍほど離れた斜面の法面近くに位置する。コ

ーナーが直角になる方形と考えられるが、北側は壁面が次第に低くなってなくなり、東側は平坦面全体

が水路の掘削で削平されているものと考えられる。一部しか残されていないので平面形や規模は不明で

第３３図 大塩向山遺跡Ｇ地区遺構出土遺物実測図（縮尺１／３）
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第３５図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（無台杯ほか）実測図（縮尺１／３）

第３４図 Ｇ地区ＳＫ１６出土で図化できなかった土師器（煮沸具）破片（左：表面・右：裏面）

第４章 大塩向山遺跡
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第３６図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（高台杯）実測図（縮尺１／３）
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あるが、四つあるはずのコーナーが南西のみしか残されていない。つまり残されているのは西辺と南辺

の一部の壁と床面である。残されていた壁は、西辺がコーナーから北側へ２２８㎝、南辺が同じくコーナ

ーから東側へ３３０㎝を測る。深さは最も残りのよい南西コーナー付近で１６㎝を測る。住居内に柱と考え

られるピットは見当たらなかった。南辺の中ほどにカマドと考えられる遺構が確認されている。出土し

た遺物は図化できたのは壷頚部？（第３２図１０）、高台杯（第３２図１３）、�口縁？（第３２図１６）の３点の須

恵器である。

以上の大きな３つの遺構についてのみ取り上げて説明したが、この他の遺構については特に取り上げ

るほどの特徴は見当たらない。しかしＳＫ０４からはＳＫ０８と接合関係があるものをはじめ、４点の須恵

器（第３２図１・２・１２・２０）と１点の土師器（第３２図８）が、またＳＰ１５６からは灰釉の小壷が出土し

ていることは注目される。また古代以外の遺物が遺構から出土したのはＳＰ４０の近世のカワラケに限ら

れ、このことはＧ地区の遺構のほとんどが古代であることを示すものとも考えられる。

遺物 遺構から出土した遺物として、須恵器３７点、土師器１３点、灰釉陶器１点、中近世のカワラケ１

点の合計５２点である（第３２・３３図）。この中でもっとも注目されるのが灰釉陶器の小型壷（第３２図７）

がＳＰ１５６から完形で出土している。越前は国府のある旧武生市内でもそれほど多く灰釉陶器が出土し

第３７図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（蓋）実測図（縮尺１／３）
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ているわけではなく、調査面積にもよるが、これほどの数量を報告することは珍しいことで、小型品で

あるが特にこのように完形のものがＧ地区で出土したことは特筆すべきことかと考えている。さらに同

じＧ地区で包含層出土ではあるが、この灰釉陶器と５ｍほど離れた地点で土師器の小型壷（第４７図４）

が出土している。器形と大きさも灰釉の小型壷に類似するもので、両者がセットで用いられたか、同じ

ような空間で所有されていたかの可能性も考えられる。先に述べたが、竪穴のカマド付近から土師器の

小型甕が出土しているのは、カマドとして機能していたことを示すものと考えられる。このことは大塩

向山遺跡も山腰遺跡も煮沸具である甕の出土が極端に少なく、生活の痕跡を唯一ここに見出すことがで

きるものである。

またＳＰ５からは依存状況は決して良くないが、明確に「熙寧元宝」（初鋳１０６８年）と判読できる銭貨

が出土している。

包含層出土として須恵器１７１点、土師器４３点、灰釉陶器９点、そして中近世の陶磁器・カワラケが１０

点の合計２７６点の土器がある（第３５～４９図、第７８図８～１４）。

須恵器の無台坏には一般的なものが多くを占める。しかしＣ地区の出土土器でも述べたが、立ち上り

が通常の杯とは異なるものが数点（第３５図３２など）ある。底部にスノコ状圧痕を残すもの（第３５図１１・

第３８図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（皿）実測図（縮尺１／３）
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２４）は少ない。このほかに皿状にひらく口縁がさらに外反するものがあって、他県の事例では灯明具と

して分類されているものが目立つ。ここではその中でもより特殊なものについて取り上げる。のちに述

べるＮ地区では多く出土しているタイプに、無台坏の口縁端部が短いものの明らかに外反するものが１

点ある（第３５図２３）。Ｎ地区のものは煤が付着しているが、この土器には認めることができない。明ら

かな平底から角度をもって深めに立ち上がる杯部の口縁端部を丸くおさめて短く外反させるもの（第３５

図３４）、同じようなタイプであるが、やや浅めの杯部で、先のものと比較してやや厚手で、端部の外反も

より明確なもの（第３５図３５・３６）の３点も特殊なものである。特に後者のうち１点（第３５図３６）の内面

は摩滅とするよりも、器壁が平滑で硯として使用された可能性がある。ちなみにこのタイプのものは底

部からの立ち上りに丸みのある無台坏（第３５図２５～２７）のものと同時期で、９世紀後半の能登（旧）高

松町（石川県）周辺の窯跡に見られるものに類似するとの指摘（望月氏）があった。このように分類す

ると無台坏に含めるが、口縁端部のつくりが異なるものはこのほかにもある（第４０図１・２）が、底部

の遺存が悪くこれ以上はふれることができない。

高台杯は３０点図化した（第３６図）。特異なものは見当たらず、口径が１８㎝前後のもの、１５㎝前後のも

の、１２㎝ほどの小型のものの大中小の３種類がある。

蓋は３０点図化したが、明らかに無鈕のものは１点のみ（第３７図１２）で、そのほかのものは摘みが付く

第４０図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（坏・皿）実測図（縮尺１／３）

第３９図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（皿）実測図（縮尺１／３）
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ものである。明らかに蓋の内面が、しかも全面に平滑となって硯として使用されたものとしか考えられ

ないもの（第３５図２４）がある。

皿は２５点図化したが（第３８・３９図、第４０図３）、越前は皿の底部は、回転ヘラきりののちに弱くナデ

調整を行うか、ヘラきりのままのものが基本であると認識している。しかし底部を丁寧にケズリ、その

後にナデなどを行わないで、むしろケズリを見せるように残すものがある（第３８図１０～１７・第３９図１～

７・第４０図３）。ケズリも非常に丁寧なもの（特に第３９図１・６・７、第４０図３など）から、あまり丁

寧とは言えないもの（例えば第３８図１０・１１・１７など）まであって、一概にこれらが丁寧なつくりのもの

とは言えない。

�は脚の部分も含めて１４点図化した（第４１図１～１４）。口径が２０㎝を超える大型のものから、１２・３㎝

の小型のものまである。脚の端部が大きくつまみ出すように突出するもの（第４１図６～９）は、口径が

２０㎝近くなる大型のものになるのであろう。

鉢には口縁端部を小さく屈曲させるもの（第４２図１・２・８・１２・１３）と頚部があって端部を摘み上

げるもの（第４２図１１）などがある。前者については越前町佐々生窯跡の報告書では鉄鉢に分類されてい

るものである。またこれら鉢の底部と考えられるものもある（第４２図１４）。鉢よりも�に近いもの（第

４２図６）もあって、このタイプは先に無台坏でも特殊で灯明具の可能性も指摘したタイプの杯部が深い

もの（第３５図３５・３６）とも考えられる。また無台坏に近いが杯部がかなり深くなるもの（第４２図３）も

あるが、器高を完全に復元できないため特定はできない。高杯は４点あるが、１点は杯部の一部のみで

確実ではない（第４２図９）。１点のみ完形で（第４２図５）、もう１点は脚が無いが、蓋の摘み部分の欠損

とは考えられないので高杯とした（第４２図４）。また脚部だけのものもある（第４２図１７）。

このほかに器形など特定できないものに壷の胴部？（第４２図１５）、浅鉢の底部（第４２図１６）、何らかの

脚（第４２図７）などもある。ちなみに墨書土器は皿の底部かと考えられるものに、「大十」と書かれた

第４１図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（�）実測図（縮尺１／３）
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ものがあり、「本」の異体字ではとの指摘を受けた（第４２図１０）。

壷としては１０点図化した（第４３図、４４図１）。完形となるものはないが、基本的には厚手で短い脚と

するよりも高台と表現するようなものがつく胴部に、長い頚部から端部がある口縁がつくものが多い

（第４３図１・２・５・７～９、第４４図１）。口縁に段を持たないものは小型の壷であろう（第４３図４）。

脚の付かない平底は１点のみである（第４３図３）。完形で出土した小型の壷が１点あるが（第４３図６）、

小さいが厚手のつくりで、成形もぎこちない。

甕は６点図化した（第４４図２・４・５、第４５・４６図）。口縁があるものは３点で、大きく外反して端

部に面をもつもの（第４６図１）、口縁端部を上へ摘み上げるもの（第４４図２）、口縁が短いもの（第４５図）

に分かれる。また越前においては古代の須恵器甕は丸底、もしくは尖底気味にはなるものの平底はない

が、ここでは平底が１点ある（第４６図２）。平底の甕は７世紀末に東海地方で出現し、北陸では９世紀

末には見られるとのことであるが（望月氏の指摘）、少なくとも越前では確実なものは無いようである。

第４２図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（鉢・高坏・灰釉陶器ほか）実測図（縮尺１／３）
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先に述べた皿の底部のケズリの問題とともに、東海と北陸の須恵器生産とその関係について今後さらな

る検討が必要である。

灰釉陶器は９点図化した（第４２図１８～２６）。口縁の一部、または高台部しかないため�となるのか皿

となるのか判断が付かないものが多いが、貼付高台のものは�であろう（第４２図２６）。また胎土などか

ら同一個体になる可能性があるものもある（第４２図１９～２１）。釉薬が明瞭ではない無釉になる可能性の

第４４図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第４３図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（壺・瓶）実測図（縮尺１／３）
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灰釉陶器もある（第４２図１８・２２～２５）。

土師器は山腰遺跡も含めて今回報告する地区では最も多い３４点数を図化した（第４７図、第４８図）。い

ずれも細片が多く、器形が判るのは先にも述べた口縁部のみを欠く小型壷（第４７図４）と、底部から丸

く立ち上がる杯（第４８図５）の２点だけである。点数が多いのは長胴になるであろう甕の口縁部で、頚

部がゆるく屈曲してそのまま口縁端部となるもの（いわゆる「く」の字口縁で、第４７図１９～２３）、口縁

端部を摘み上げて有段、もしくは受口とするもの（第４７図１６～１８）の２タイプある。また「く」の字口

縁であるが、器壁が厚いものもある（第４８図１・２）。小型の甕はいずれも口縁が「く」の字である（第

第４５図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）
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４７図１～３）。胴部は外面に平行タタキ、内面に同心円タタキのものである（第４８図３・４・１０）杯類

の底部もいくつかあり、高台の部分が６点あるが（第４７図６～９・１２・１３）、１点はかなり大きい（第

４７図１３）。また平底のもの（第４７図１０・１１、第４７図６・９）、貼付の平底（第４８図７）などもある。この

ほか壷の口縁？（第４８図８）や、甑？の把手（第４８図５）などに加えて、器種が全く特定できないもの

第４６図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）
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もある（第４７図１４）。

中近世の土器はカワラケ６点（第７８図８～１３）と鉢、または摺鉢が２点（第７８図６・７）と甕胴部片

１点（第７８図１４）の合計９点図化した。カワラケと鉢・摺鉢はいずれも近世であるが、甕は中世の可能

性がある。

第４７図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（土師器）実測図（縮尺１／３）
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このほかに土製品として土師質の土錘が１点

（第４９図２）、同じく土師質の土鈴が１点（第４９

図１）ある。また金属製品は鉄釘が１点（第１５３

図５）のほかに、銭貨で銭種不明なもの１点（第

１５３図１６）と寛永通宝が３点（第１５３図１７・１９・２０）

図化した。

これまでＧ地区から出土した土器について個々

の説明を行ってきたが、図化した土器の多くが包

含層からの出土となっている。しかし出土地点が

確認されているものは、南側のＳＫ０８周辺から山

裾の部分と、北側のＳＫ１６周辺に集中することが

明瞭である（第５０図～５４図参照）。しかしその出

土もＳＫ１６周辺は既に述べたが杯類に加えて土師

器が多いのに対して、南側は灰釉陶器の小型壷や

それを模したであろう土師器の小型壷、鉢、高杯、

第４８図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（土師器）実測図（縮尺１／３）

第４９図 大塩向山遺跡Ｇ地区出土遺物（土製品）実測図（縮尺１／３）
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第５０図 大塩向山遺跡Ｇ地区主な出土遺物地点図①（遺構：縮尺１／４００・遺物縮尺１／６）
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第５１図 大塩向山遺跡Ｇ地区主な出土遺物地点図②（遺構：縮尺１／４００・遺物縮尺１／６）

第２節 Ｇ地区

－６９－



硯に転用された可能性の高い蓋、そして皿でも底部に丁寧にケズリを残すものなど特殊なものの存在が

非常に目立つ。ただし煤が付着したものが無くはないが、Ｎ地区と比較するとその比率は非常に少ない。

Ｇ地区とＮ地区は同じような平坦面をもつ、土器の出土も山裾に多いなどの共通性があるが、その出土

している土器類には明らかに違う様相を認めざるおえない。 （赤澤）

第５２図 大塩向山遺跡Ｇ地区中心部主な出土遺物地点図①（遺構：縮尺１／２００・遺物縮尺１／６）
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第５３図 大塩向山遺跡Ｇ地区中心部主な出土遺物地点図②（遺構：縮尺１／２００・遺物縮尺１／６）
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第５４図 大塩向山遺跡Ｇ地区中心部主な出土遺物地点図③（遺構：縮尺１／２００・遺物縮尺１／６）
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第３節 Ｉ地区 先に述べたＧ地区の西側背後の尾根で、尾根の先端は南を向いてＮ・Ｌ地区へ入る

谷を隔ててＰ地区に対峙する。最初に述べたＣ地区と北側で尾根続きとなってつながる。Ｃ地区とＩ地

区はそれぞれがアルファベットの「Ｙ」の二股に分かれている部分に相当する。Ｃ地区へつながる尾根

の標高１１０ｍ付近から枝分かれして一段下った平坦面がＩ地区である。Ｃ地区とＰ地区は尾根の先端を

平野側に向けるのに対して、Ｉ地区のみが尾根の側面を平野部に向ける。しかし現地で確認した限りで

は日野山の正面に当たり、Ｃ地区よりはその山容がもっとも良く見える位置ではないかと考えられる（Ｐ

地区では尾根先端は調査対象外＝未買収地で立木が伐採されていないため、この点については十分に確

認できていない）。平坦面とＧ地区へ続く斜面の一部の１，５６０㎡を調査対象範囲とした。調査区の北側の

調査範囲外で、地形図には現れていないが、現地での地表面の観察ではやや低くなる部分がある。調査

範囲内でも北端で標高が９６ｍと一番高くなる部分が盛り上がり、調査区外よりも若干（３０㎝ほど）高く

なっている。南の先端部では標高８９ｍまで表土を除去したが、遺物が多く出土し、遺構も確認されたの

は標高９３ｍより高い９４ｍ前後に広がる平坦面である。遺構はＣ地区と同様にピットのみであるが、焼土

坑も８基ほど確認されている。そのほかのピットは調査区北側のＧ地区へ下る斜面とやはり平坦面の先

端部分に集中する。作業の足場を確保するため、作業開始時点で想定した調査区内に地山を掘削して、

平坦な通路を設けた（第５５図の東西と南の白抜きの部分）。この作業において、西側では遺構・遺物は確

認されなかったが、東側では３つの遺構を断割ることになってしまった。これらの遺構が検出されたた

め、さらに東側に調査区を広げたが、焼土坑やピットなどは確認されなかったが、遺物は少ないながら

も数点出土している。

ＳＫ０２（第５６図） 平坦面でも焼土坑としては最も尾根先端の標高９３．８ｍに位置する。平面形は不整

形な方形で、長軸１００㎝、短軸８４㎝を測る。断面は皿状を呈し、深さ２５㎝を測る。中層から下層を中心

にして焼土・炭化物が多く含まれる。南東の壁面に被熱を受けた痕跡がある。

第１０表 Ｉ地区土坑一覧表

番号 位置 平面形状
規 模（㎝）

断 面 形 状 覆 土 備 考
東西 南北 深さ

０２ Ｆ８ 楕円形 １００ ８４ ２５ 皿状 炭化物多い 第５６図
０４ Ｇ７ 楕円形 ６８ ３４ １０ 皿状 灰褐色土
０５ Ｇ７ 楕円形 ４２ ６０ ８ 皿状 灰褐色土
０６ Ｇ７ 楕円形 ６８ ７２ １２ 皿状 灰褐色土
０７ Ｇ７ 不整楕円 ７４ ５０ １６ �状 灰褐色土 トレンチで切断
０８ Ｇ７ 略円形 炭化物多い
０９ Ｇ８ 隅丸長方形 １２３ ７８ ３２ 箱状 炭化物多い 第５６図
１０ Ｇ８ 楕円形 ３４ ４０ ４ 皿状 黄灰褐色土 第５６図
１１ Ｇ８ 不整楕円 １２０ １１６ ２６ 皿状 黄褐色土と灰褐色土がブロック
１４ Ｆ７ 隅丸長方形 １４３ １４３ ５０ 箱状 炭化物多い 第５６図
１５ Ｈ７ 隅丸方形 ８４ ６９ ２５ 皿状 炭化物多い 第５７図
１６ Ｈ８ 楕円形 １２２ ９０ ３６ �状 炭化物少ない 第５７図
１７ Ｉ８ 不整方形 １１４ １０７ ２８ �状 炭化物多い 第５７図
１８ Ｇ８ 楕円形 ５２ ６６ ２２ 箱状 黄灰褐色土
１９ Ｇ８ 不整楕円形 １９０ ７２ ２６ 皿状 黄灰褐色土
２０ Ｇ８ 楕円形 ３６ ５０ ２０ ２段掘り 黄灰褐色土
２１ Ｈ７ 楕円形 ４４ ３９ ２１ 片側のみ２段掘り 黄灰褐色土
２２ Ｈ７ 不整方形 ５０ ４２ １９ �状 黄灰褐色土
２３ Ｉ７ 不整楕円形 ５０ １１８ ６ 皿状 黄灰褐色土
２４ Ｉ７ 楕円形 ３２ ４１ １３ 箱状 灰褐色土
２５ Ｉ７ 不整方形 ４０ ３３ １４ 箱状 灰褐色土
２６ Ｈ７ 不整楕円形 ４８ ４１ １４ 箱状 灰褐色土
２７ Ｊ８ 不整円形 ９４ １００ １５ 箱状？ 灰褐色土 第５７図
２８ Ｊ８ 楕円形 ４８ ５０ １６ �状 灰褐色土
３３ Ｊ７ 楕円形 ３６ １１２ ４ 皿状 黄灰褐色
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ＳＫ０９（第５６図） 平坦面の尾根先端でもＳＫ０２ほどではないが、やや近い標高９１．１ｍに位置する。

西側にＳＫ１０が隣接する。平面形は角が明瞭な長方形で、長軸が北東から南西にそろう。長軸１２３㎝、

短軸７８㎝を測る。断面は全体に箱状を呈し、深さ３２㎝を測る。最下層に木片と炭化物が多く含まれる。

長辺にあたる南東・北西と短辺の南西の壁面に被熱を受けた痕跡があり、北東の短辺には顕著な被熱の

痕跡はない。

ＳＫ１０（第５６図） ＳＫ０９と同じくＳＫ０２ほどではないが、やや先端部に近い標高９１．１ｍに位置する。

東側にＳＫ０９が隣接する。平面形は隅丸方形で、長軸がほぼ東西方向にそろう。長軸１０６㎝、短軸９２㎝

を測る。断面は皿状を呈し、深さ２９㎝を測る。全体に炭化物が含まれるが、下層では木片と炭化物が多

く含まれる。底面と壁面の全面に被熱を受けた痕跡がある。

第５６図 大塩向山遺跡Ｉ地区焼土坑遺構図その１（縮尺１／４０）
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第５７図 大塩向山遺跡Ｉ地区焼土坑遺構図その２（縮尺１／４０）
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ＳＫ１４（第５６図） 平坦面からややＧ地区のある東側へ降った標高９３ｍの斜面に位置する。北東のコ

ーナーを中心に立木の撹乱で上場の一部が壊されている。平面形は１辺１４３㎝を測る正方形で、各辺が

東西南北にそろう。断面は壁面が垂直に近い箱状を呈し、深さは最も残されている部分で５０㎝を測る。

基本的には下層に焼土・炭化物が多く含まれるが、炭化物が多い層と少ない層とでいくつかに別れるこ

とから、何回かに別れて覆土が堆積したと考えられる。底面の一部と北辺と東辺の壁面の一部に被熱を

受けた痕跡がある。

ＳＫ１５（第５７図） 平坦面からややＧ地区のある東側へ降った標高９３ｍの斜面に位置する。平面形は

不整形な方形で、長軸が南北方向にそろう。長軸８４㎝、短軸６９㎝を測る。断面は皿状を呈し、深さ２５㎝

を測る。下層を中心にして焼土・炭化物が多く含まれる。南東の壁面に被熱を受けた痕跡がある。

ＳＫ１６（第５７図） 平坦面のほぼ中央の標高９４．１ｍに位置する。周辺には焼土坑も他のピットがない、

遺構の空白エリアである。平面形は不整形な円形で、長軸が南北にそろう。長軸１２２㎝、短軸９０㎝を測

る。断面は�状を呈し、深さ３６㎝を測る。この土坑の覆土に限って炭化物が少ない。北側の底面の一部

に被熱を受けた痕跡がある。

ＳＫ１７（第５７図） 平坦面の北端近くの標高９５ｍに位置する。ＳＫ１６と同様に周辺には焼土坑もピッ

トもない。平面形はやや不整形な隅丸方形で、南北がやや長く、長軸が南北にそろう。長軸１１４㎝、短

軸１０７㎝を測る。断面は�状を呈し、深さ２８㎝を測る。下層に炭化物が多く含まれる。西辺と北辺の壁

第５８図 大塩向山遺跡Ｉ地区出土遺物実測図（縮尺１／３）
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面と底面に被熱を受けた痕跡があるが、底面は中央が南北に帯状に被熱の痕跡が弱いか、全く被熱を受

けていない可能性がある。

ＳＫ２７（第５７図） Ｉ地区の調査区北端でやや高くなった標高９６ｍに位置する。Ｉ地区で確認された

焼土坑、ピットの中では最も標高の高い位置にある。平面形は不整形な方形で、南北方向が若干長い。

第５９図 大塩向山遺跡Ｉ地区主な出土遺物地点図（遺構：縮尺１／３００・遺物縮尺１／６）

第３節 Ｉ地区
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長軸１０７㎝、短軸１０５㎝を測る。断面は�状を呈し、深さ２８㎝を測る。中層と下層に炭化物が多く含まれ

る。壁面や底面に被熱を受けた痕跡は顕著ではない。

ちなみにＳＫ０２、ＳＫ０９・１０、ＳＫ１６、ＳＫ１７、ＳＫ２７の７基は尾根の頂部に、７から８ｍの間隔を

あけて１列に並ぶ。またＳＫ１４とＳＫ１５の２基はほぼ同じの高さに並ぶ。

このことは平坦面でも尾根の頂部から東側とその斜面に遺構が集中することからも納得できる。また

図化することができた遺物も尾根の先端部分からと、この東側の斜面から出土したものである。つまり

遺跡は東側に向けて形成されたものであるといえよう。

遺物（第５８図） 出土した土器は須恵器のみで、図化できたのは１９点ある。無台坏が１３点（第５８図１

～８・１０～１４）でＣ地区と同様に底部から角を持って立ち上がるタイプがいくつかある（第５８図２・３・

４）。高台杯は底部のみの１点である（第５８図９）。口縁部しかないが�になると考えられるのが４点あ

るが（第５８図１５～１８）、底部までないので不確実である。また胴部片だけであるが沈線が巡る壷が２片あ

るが、同一個体と判断した（第５８図１９）。出土地点を把握しているのが図化した１９点のうち、１８点あっ

て、そのいずれもがＳＫ０２からＳＫ１４がある尾根の先端部分である。

第４節 Ｌ地区 主尾根からＣ地区、またはＩ地区に延びる支尾根の南側山麓部に貼り付くようにあ

る平坦面である。このあとに述べるＮ地区とは、大塩向山遺跡でもっとも大きい谷を挟んだ北側の小さ

な平坦地である。また小さな谷を挟んで東側にＩ地区を仰ぎ見るような位置、逆にＩ地区からは見下ろ

すことになる。完全に埋没している可能性の須恵器窯跡を想定したため平坦面とその背後の斜面が調査

範囲とした。

平坦面は南側に頂部が張り出した三角形で、

高さ約１０ｍ、底辺約２０ｍを測る、標高７４ｍか

ら７５ｍの１００㎡ほどの小さいものである。

先にも述べたように埋没した須恵器窯跡を

想定していたため、試掘段階では不十分であ

った地山の断割りを斜面にも拡大して行い、

その可能性がないことを確実とした。表土の

除去も平坦面とその背後の斜面、平坦面から

谷に降る斜面までいった。その結果、遺構は

平坦面の中央で確認された土坑が３基である。

ＳＫ０１ 平坦面の北より山麓部よりにあ

る土坑で、平面形が不明瞭である。東西９７㎝、

南北５７㎝を測る楕円形と思われる。土坑内に

散らばってカワラケが多く出土した（第６４図）。

ＳＫ０２（第６２図）平坦面のほぼ中央に位置

し南北１０６㎝、東西６６㎝を測る楕円形を呈す

る。皿状の断面で、底部からの立ち上りも明

瞭である。炭化物を多く含むものの土器類な 第６０図 大塩向山遺跡Ｌ地区全現況測量図（縮尺１／３００）
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どの遺物は出土していない。

遺物 Ｌ地区出土の土器で図化できたのは古

代の遺物として須恵器１３点、土師器１点、中世

のカワラケ２０点である。

須恵器は無台坏４点、高台杯３点、�１点、

蓋４点と壷の頚部らしきものが１点である。土

師器は２つの破片に分かれているが、色調など

が類似しており、同一個体の小型の甕の胴部上

半と下半と考えられる。いずれも図化に苦慮す

るような小片である。

中世の土器としてカワラケが２０点図化できた。

復元できる口径が１５㎝近いもの１点（第６４図

１９）を除き、そのほかの１９点は口径が６～８㎝

前後の小型のものである（第６４図１～１８・２０）。

いずれも手捏ねで成形して、口縁部をユビで挟

んでなで回して立ち上げる。

遺構から出土した遺物は中世のカワラケだけで、しかも遺構に伴わないものもその周辺で出土してい

る（第６５図）。しかし古代の須恵器や土師器は遺構に伴わず、平坦面やその周辺の斜面各所で散らばっ

て出土している。また中世の遺物であるカワラケは完形に復元できたものも多いが、古代の遺物につい

ては小片であることは述べた。これらのことから判断すると古代の遺物は周辺からの紛れ込みで、この

平坦面は完形のカワラケが示す時期にも使われたものと考えられる。つまり大塩向山遺跡では遺跡の主

第６２図 大塩向山遺跡Ｌ地区ＳＫ０２遺構図（縮尺１／２０）

第６３図 大塩向山遺跡Ｌ地区出土遺物（古代）実測図（縮尺１／３）
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第６４図 大塩向山遺跡Ｌ地区出土遺物（中世）実測図（縮尺１／３）
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体となる時期が古代であるのに対して、Ｌ地区のみが中世であることになる。不明瞭といえ中世のカワ

ラケが完形に近い状態でまとまって出土し（ＳＫ０１）、古代の遺物を伴わない炭化物を多く含む土坑（Ｓ

Ｋ０２）が３ｍほどしか離れていない近くにあることを考えるとＬ地区は中世の時期に使われたエリアと

言える。視点を変えると大塩向山遺跡は古代だけではなく、中世に入ったある時期にも祭祀的な行為が

おこなわれていたことになる。

第６５図 大塩向山遺跡Ｌ地区主な出土遺物地点図（遺構：縮尺１／３００・遺物縮尺１／６）
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第５節 Ｎ地区 大塩向山遺跡のなかでは唯一建物を復元できた地区である。Ｇ地区と同じように平

坦面とその背後の尾根の範囲をＮ地区として調査した。Ｇ・Ｉ地区とＯ・Ｐ地区との間を口とする大き

な谷の南側に位置し、山腰遺跡の平野部から眺めるとＮ地区の尾根が正面に見えるが平坦面の全体を見

渡すことができない。先に述べたＬ地区とはこの谷を挟んで南側に位置する。Ｎ地区の南側にはＯ・Ｐ

地区へ続く尾根との間に小さな谷が入る。この谷と背後の斜面に囲まれた平坦面は長軸を南北からやや

西へふるもので、長さ約４５ｍ、幅約２０ｍの長方形を呈する。その南東コーナーは突出するように張り出

第１１表 Ｎ地区遺構一覧表

番号 位置 形状 規模（㎝） 断面の形状 覆土 備考
長軸 短軸 深さ

土坑（ＳＫ）
１ Ｃ２ 円形 ７６ ７５ １６ 皿状 灰黄褐色土
２ Ｄ２ 楕円形 １３１ １２０ １７ 皿状 炭混じり黒褐色土
３ Ｄ２ 隅丸方形 ― １３４ １６ 箱状 炭混じり褐灰色土 第６９図
４ Ｅ２ 隅丸長方形 ― １１１ １５ 箱状 炭混じり褐灰色土

土坑（ＳＰ）
１ Ｃ２ 楕円形 ６４ ４６ ８ 皿状 褐灰色土
２ Ｃ２ 楕円形 ７３ ６４ １６ ２段掘り 椀状 褐灰色土
３ Ｃ２ 略方形 ４１ ３８ ５０ 箱状 灰黄褐色土 上層は炭混じる 上層から土師器片出土
４ Ｄ２ 略長方形 ３８ ３４ ２５ 箱状 褐灰色土
５ Ｄ２ 略円形 ３３ ３１ １０ 箱状 褐灰色土
６ Ｄ２ 隅丸方形 ３８ ３６ ２１ ２段掘り 箱状 炭混じり褐灰色土
７ Ｄ２ 楕円形 ４４ ３９ ８ 皿状 灰黄褐色土
８ Ｄ２ 不整楕円形 ５０ ４４ ３３ 箱状 灰黄色土
９ Ｄ２ 不整楕円形 ４４ ３９ ７ 皿状 灰黄色土
１０ Ｄ２ 楕円形 ５３ ５３ ４３ ２段掘り 箱状 黄褐色土 上層は炭混じる
１１ Ｄ２ 楕円形 ５０ ３８ ９ 皿状 炭混じり褐灰色土
１２ Ｄ２ 楕円形 ２９ ２７ １０ 皿状 黒褐色土
１３ Ｄ２ 楕円形 ６７ ５５ ２６ 箱状 黒褐色土
１４ Ｄ２ 楕円形 ４０ ３４ ２５ 箱状 黒褐色土 ２９を切る
１５ Ｅ２ 楕円形 ４６ ４３ １４ 箱状 黄褐色土 上層は炭混じる
１６ Ｅ２ 楕円形 ４９ ４５ ２３ 箱状 炭含む褐灰色土 須恵器片出土
１７ Ｅ２ 楕円形 ６０ ４４ １３ 椀状 炭混じり褐灰色土
１８ Ｅ３ 楕円形 ５３ ３８ ９ 皿状 地山多く含む褐灰色土
１９ Ｅ３ 楕円形 ５７ ４４ ２５ ２段掘り 箱状 灰黄色土
２０ Ｅ２ 楕円形 ７０ ５７ １２ 椀状 暗灰黄色土
２１ Ｄ２ 略方形 ３５ ３５ ４０ 箱状 炭混じり褐灰色土 中層から須恵器片多く出土
２２ Ｃ２ 楕円形 ４０ ３３ ８ 皿状 にぶい黄褐色土
２３ Ｄ２ 略円形 ２９ ２８ ２０ 椀状 炭混じり黒褐色土
２４ Ｃ２ 楕円形 ３０ ２７ ３３ 箱状 炭混じり黒褐色土 須恵器片、土師器片出土
２５ Ｄ２ 楕円形 ３３ ２９ ２０ 箱状 炭混じり黒褐色土
２６ Ｄ２ 楕円形 ３１ ２６ ３１ ２段掘り 箱状 灰黄色土 上層は炭混じる
２７ Ｄ２ 楕円形 ３３ ２８ ２０ 箱状 灰黄色土
２８ Ｄ２ 楕円形 ２６ １８ ２３ 箱状 灰黄色土
２９ Ｄ２ 楕円形 ７５ ６０ ２５ 箱状 炭混じり暗褐色土 １４に切られる
３０ Ｄ２ 楕円形 ９８ ６１ １１ 皿状 炭混じり褐灰色土
３１ Ｃ２ 楕円形 ５４ ４６ ５７ 椀状 暗灰黄色土
３２ Ｄ２ 略方形 ３３ ２９ ３０ 箱状 灰黄褐色土
３４ Ｄ２ 略方形 ５６ ５５ ５１ ２段掘り 箱状 暗灰黄色土
３５ Ｅ２ 略方形 ３３ ３２ １１ 箱状 灰黄褐色土
３６ Ｅ２ 楕円形 ４８ ４３ ２２ 椀状 褐色土
３７ Ｄ３ 隅丸長方形 ３８ ３２ ２４ 箱状 暗灰黄色土
３８ Ｄ３ 楕円形 ４０ ２９ １８ 箱状 暗灰黄色土
３９ 尾根上 楕円形 ７８ ３５ １４ 皿状 不明
４０ 尾根上 略円形 ７７ ７０ ２５ �状 不明
４１ 尾根上 略円形 ３０ ２４ １４ 皿状 不明
４２ 尾根上 楕円形 ３４ ３０ ２５ 皿状 不明
４３ 尾根上 楕円形 ５２ ３０ １３ 皿状 不明
４４ 尾根上 略円形 ３６ ３１ ８ 皿状 不明
４５ 尾根上 円形 ４３ ４０ １２ 皿状 不明
４６ 尾根上 略円形 ６２ ― ２０ 皿状 不明
４７ 尾根上 楕円形 ８２ ― １５ 皿状 不明
４８ 尾根上 略円形 ５５ ５２ １８ 皿状 不明
４９ 尾根上 円形 ２４ ２３ １７ 皿状 不明

第４章 大塩向山遺跡

－８２－



第６８図 大塩向山遺跡Ｎ地区堀立柱建物全体図（縮尺１／５０）
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し先に述べた谷の間に消える。この突出部分は平坦面の段丘が谷に消える標高６８ｍ付近まで、表土を除

去したが、遺構はもちろん、遺物についてもほとんど出土していない。また北西のコーナーもゆるい傾

斜となり標高も７２から７５ｍと次第に高くなりながら北西へ突出する。この部分についても遺構はもちろ

ん、遺物についてもほとんど出土していない。北から東で段丘の崖面となるが、谷底とは２～３ｍの比

高差があり、簡単に登れるものではない。おそらくこのあとに述べる掘立柱建物の谷側の柱が欠け、土

坑も半分近く失われているような状況から、古代の時期にはもう少し北と東に張り出していたのが、古

代以降に削平されてこのようになったと考えられる。つまり本来はこのような急斜面でなかった可能性

も高い。谷と反対の尾根山麓部は標高７１～７２ｍ前後で立ち上がって、尾根の先端となる斜面へ続く。尾

第６９図 大塩向山遺跡Ｎ地区ＳＫ０３遺構図・遺物出土状況図（縮尺１／２０）
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根の先端部は標高１００ｍ付近で小さな平坦部となり、幅５ｍ、長さ２０ｍの１００㎡ほどについて表土を除去

した。この平坦面では小さなピット１１基と図化することはできないほどの須恵器小片も出土した。

しかしピット・遺物とも確認できたのは表土を除去した先端部分だけで、先端から奥へ入った部分で

は遺構・遺物とも確認されていない。斜面については標高７１・７２ｍ付近から１００ｍ付近までの斜面は試

掘調査時においても須恵器片が各所で出土したため、全面について腐葉土を除去するような形で表土を

除去した。作業にあたって、足場と排土搬出する通路を確保することもかねて尾根の等高線に沿うよう

にトレンチ状に掘削した（第６０図の斜面部分の白抜き）。この作業の時点でも須恵器を主体とした遺物

が点在して出土した。足場を確保してから全体の表土を除去したが、標高８０ｍ付近から１００ｍまでは腐

葉土程度の除去で地山が確認された。標高８０ｍから下の山麓部になるにしたがい、堆積土が厚くなり、

最も厚い裾では５０㎝ほどの堆積があった。土器も平坦地に近くなるにしたがい多くなり、遺物のほとん

ど、特に図化できた遺物はこの付近に集中する（第７９・８０・８１・８２・８３）。Ｇ地区などと同じように須

恵器窯跡の存在を想定して調査を開始したため、遺物が多く出土した山裾の上の斜面にかけて地山を断

割るような深めのトレンチを設定して窯跡の存在がないことを確認した。

第７０図 大塩向山遺跡Ｎ地区遺構出土遺物実測図（縮尺１／３）

第５節 Ｎ地区

－８５－



第７１図 大塩向山遺跡Ｎ地区出土遺物（無台坏・高台坏）実測図（縮尺１／３）
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平坦面では先にも述べたように山裾の堆積土から多数の遺物が出土しているが、山裾から離れた平坦

面の中央部などそれ以外の地点ではまばらな出土で、ピットなどの遺構もほとんど無い。堆積土も平坦

面では厚くても２０㎝以下、ほとんどが１０㎝にも満たない厚さである。

遺構としては掘立柱建物１棟と土坑４基、ピットが３８基である。土坑もほとんどのピットも掘立柱建

物の周辺に集中する。

第７２図 大塩向山遺跡Ｎ地区出土遺物（蓋）実測図（縮尺１／３）

第５節 Ｎ地区
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掘立柱建物（第６８図） 先にも述べたように段丘の崖縁に面して確認され、土坑（ＳＫ０３・０４）も半

分近くが失われており、掘立柱建物もその東半分がすでに失われていた可能性が高い。掘立柱建物とし

て確認できたのは南北に２間、東西に１間で、それぞれの柱穴の間隔は２．５ｍから４ｍとばらつきがあ

る。柱穴の深さも１５㎝から２５㎝、直径も６０㎝から３５㎝とばらつきがある。土坑のうちＳＫ０２とＳＫ０３が

想定した掘立柱建物の柱間の内側にある。

ＳＫ３（第６９図）先に述べた掘立柱建物の柱穴の内側にある。東側のかなりの部分が失われているが、

完形に近い杯類を中心に２０点あまりの土器が出土している。無台坏１４点（第７０図１～６・９～１３・１９～

第７３図 大塩向山遺跡Ｎ地区出土遺物（盤）実測図（縮尺１／３）
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第７４図 大塩向山遺跡Ｎ地区出土遺物（�）実測図（縮尺１／３）

第７５図 大塩向山遺跡Ｎ地区出土遺物（特異な坏類）実測図（縮尺１／３）

第５節 Ｎ地区
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第７６図 大塩向山遺跡Ｎ地区出土遺物（鉢・壺・瓶類）実測図（縮尺１／３）

第４章 大塩向山遺跡
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２１）、蓋１点（第７０図１０）、�１点（第７０図１８）、土師器の甕２点（第７０図）を図化した。特にこの土坑出

土の土器で特徴的なものは、無台坏でも口縁部が残されたもの１２点のうち７点（第７０図１・２・３・９

・１２・１５・１９）に煤の付着が顕著なことである。また無台坏でも底部が平らな�に近いものにはなく、

ゆるく立ち上がるタイプに目立つ。また１点だけであるが「十」と書かれた墨書土器がある（第７０図９）

遺物 古代の遺物としてはすでに述べたが、今回図化した多くの土器は包含層でも掘立柱建物やピッ

トが集中する平坦面の東側ではなく、西側の山麓部である。ここでは無台坏３０点（第７１図１～１０・１６～

２４・３１～４０）、高台杯１５点（第７１図１１～１５・２６～３０・４１～４５、第７３図１～３）、蓋３７点（第７２図）、皿２８

点（第７３図４～３１）、�１７点（第７４図）、無台坏ではあるが口縁端部が外反する特異なもの（第７５図）、

そのほかの鉢または壷など２６点（第７６図）、土師器は細片も含めて５点（第７７図）などを図化した。こ

こで注目されるのは無台坏でも特異なものとした２０点である。通常の無台坏とは異なり、底部から角度

を持って立ち上がる金属器を意識したようなもの（第７５図１～３、７・８）や、口縁端部を小さいが明

瞭に外反させたもの（第７５図４・１０～１４・１９・２０）など個々の個体差が大きい。この中には他の遺跡や

他県では灯明具としているもの（第７５図１１・１４）もあり、事実、ここで分類した２０点のうち１３点には煤

の付着が明瞭である（第７５図６・７～９・１１～２０）。蓋には大型で天井部に２重に凸帯を廻らせるもの

がある（第７２図２５）。この地区では確実に無鈕となるものは１点のみである（第７２図２８）。高台杯には底

部外面に「×（？）」のヘラ記号のあるもの、皿には「寺」（第７３図２２）・「田」（第７３図１２）・「十（？）」

（第７３図１３）などの墨書土器もある。皿にはＧ地区ほど数は多くないが、底部外面を丁寧にヘラ削りす

るものも２点ある（第７３図１４・１５）。鉢も鉄鉢と呼称していいようなものである（第７６図６・１７・２１）。

このほかには口縁部がないが平瓶の胴部がほぼ全部残っており、器形からは７世紀末にその時期が求め

られるもので、Ｎ地区のみならず大塩向山遺跡・山腰遺跡も含めて、最も古い時期のものではないかと

考えている（第７６図５）。また口縁部がなく、丸みのある胴部も下半のみで高台も小さい小ぶりの壷が

３点ある（第７６図１４・２５・２６）。このような小ぶりの壷はＮ杯のみに認めることができる。

第７７図 大塩向山遺跡Ｎ地区出土遺物（土師器）実測図（縮尺１／３）

第５節 Ｎ地区
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第７８図 大塩向山遺跡Ｇ・Ｎ地区出土遺物（中近世）実測図
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第８０図 大塩向山遺跡Ｎ地区平坦面主な出土遺物地点図①（遺構：縮尺１／３００・遺物縮尺１／６）

第５節 Ｎ地区
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第８１図 大塩向山遺跡Ｎ地区平坦面主な出土遺物地点図②（遺構：縮尺１／３００・遺物縮尺１／６）
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土師器は底部を欠く長胴甕１点（第７７図５）と同じような口縁部のみの破片（第７７図１）の２点が口

縁部を残す。甕の胴部片と思われるが、器壁が厚く、調整も摩のためか不明瞭なものも２点ある（第７７

図２・４）。杯類は底部と思しき破片しかない（第７７図３）。土師器についてはＧ地区と比較すると比率

的にも少ない。

以上、古代の土器について概観してきたが、Ｇ地区との比較についてはすでに先行してＧ地区のなか

で述べてきた。土器の出土地点は同じような山裾に集中するが、Ｇ地区ではその山裾に建物として復元

できないもののピットが多数検出されているが、Ｎ地区では土器の出土が集中する山裾では遺構が全く

確認されていない。このことはこれらの土器が本来は斜面にあったものが転落して、山裾に溜まってい

た可能性がある。

また中近世の土器として５点を図化したが、５点とも近世のものである。カワラケ２点（第７８図２・

３）と焙烙３点（第７８図１・４・５）である。焙烙は調査区の北西の緩斜面から平坦面に変化するとこ

ろでまとまって出土している。ちなみに北陸でも近世の城下町の調査が盛んに行われており（石川県金

沢城跡・福井県福井城跡など）、その出土品は多数ある。しかし焙烙の出土は破片でも非常にまれな存

第８２図 大塩向山遺跡Ｎ地区集中地点主な出土遺物地点図①（遺構：縮尺１／１００・遺物縮尺１／６）

第５節 Ｎ地区

－９５－



在で、北陸の近世陶磁器に詳しい専門家に聞いても、北陸内で見ることは珍しいとのことである。むし

ろ大阪湾沿岸から瀬戸内を中心とする西日本では豆をいるのにごく最近まで用いられており、非常に日

常的な道具とのことである。本遺跡で出土した３点のうち２点は器形を完全に復元できるもので、城下

町も近くにない大塩向山遺跡でこのような形で出土したかは非常に興味深い。また実物を確認していな

いが、このような形の焙烙は先の地域でも北陸に近い京都・大阪周辺のものではなく、香川、もしくは

対岸の岡山で生産されたものである可能性が高いとの指摘を受けている（財団法人 大阪府文化財センター

の降矢哲男氏による）。 （赤澤）

第８３図 大塩向山遺跡Ｎ地区集中地点主な出土遺物地点図②（遺構：縮尺１／１００・遺物縮尺１／６）
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第６節 Ｏ地区 大塩向山遺跡の南端の尾根先端に近い山麓部北斜面で、直接に山腰遺跡に隣接する

地区である。この尾根の上にＰ地区が位置する。Ｎ・Ｌ地区へ入る谷を隔てて山麓部のＧ地区に対峙す

る。調査の当初はＮ地区などと同じ須恵器窯跡を想定したもので、特にこの地区では先にも述べた林道

の断面に、地山が硬化して変色した部分が帯状に観察できていたことから、窯跡の存在は確実なものと

考えていた。試掘で遺物が出土しない理由も完全に山麓部か、林道脇の水田の下に埋め込まれている可

能性を考えていた。

調査区の北東部に広がる平坦面は東西に細長い三角形に近い平面形で、東西の最大長さ約３０ｍ、南北

の最大幅幅約７ｍを測り、面積も７００㎡にも満たない小さいものである。平坦地の西側が標高６５ｍ、東

側で６３．５ｍと西から東へ傾斜する。Ｇ地区との間には調査前には小さな水田が３枚あったが、本来は谷

の出口でもあり、周辺から盛土して造成されたものと考えられる。山裾には小さな車であれば通行が可

能な程度の道が谷奥へ続いており、山裾の一部はこの道で削平を受けたものと判断される。この平坦面

の南側にＰ地区へつながる急斜面については、標高６５ｍから８１ｍまでを調査の対象とし、そのなかでも

平坦面とその周辺について、トレンチで確認しながら掘削した。土層断面図からも判るように、崩落し

たと考えられる土が厚く堆積していた。

遺物 出土した遺物も非常に少なく、そのなかで図化できたのは須恵器が８点である（第８６図）。蓋

第８５図 大塩向山遺跡Ｏ地区出土遺物（縮尺１／３）

第６節 Ｏ地区
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第８６図 大塩向山遺跡Ｏ地区土層断面図（縮尺１／１００）
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は鈕を欠くが、おそらく無鈕ではないと思われる（第８６図１）。杯は底部片ばかりで無台坏１点（第８６

図３）、高台杯１点（第６８図５）、�の高台（第６８図４）などである。高台でのケズリがあるもの（第６８

図６）は杯類以外の器種と考えられる。また壷でも双耳のもの（第６８図２）、丸い胴部のもの（第６８図

７）などの破片もある。甕の胴部片は外面にタタキ、内面はナデのものである（第６８図８）。

また銭貨が２枚ＳＫ０３から出土している。１枚は祥符元宝（初鋳１００８年）（第１５３図１１）、もう１枚は

一部判読できない（第１５３図１２）。

第８７図 大塩向山遺跡Ｏ地区主な出土遺物地点図（遺構：縮尺１／３００・遺物縮尺１／６）

第６節 Ｏ地区
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第７節 Ｐ地区 大塩向山遺跡の南端で東側の沖積地へ突き出るように延びる尾根の先端に位置する。

Ｉ地区はもちろん、Ｃ地区の尾根よりもさらに東側に突き出た尾根で、この尾根の山麓部近くに大塩西

川や大塩谷川などが沿うように流れている。つまり沖積地の山腰遺跡もこの山麓部では遺跡範囲外とな

るか、遺構そのものも少なくなってきていることが、試掘調査の成果からもいえる。ただしＰ地区の調

査対象地は尾根といっても平坦面の傾斜変化がはじまる先端部、さらに尾根中央となる平坦地の中心部

分も未買収地で、いずれも調査の対象外である。尾根に広がる平坦地としては全面を調査したＣ地区や

Ｉ地区よりも、かなり広いもので大塩向山遺跡に含まれる尾根では非常に目立つ存在である。

調査の範囲は完全に平坦になりなじめる標高１０６ｍから下、傾斜がきつくなる標高１０３ｍまでの、平面

形が東西に細長い長方形を呈する。尾根頂部の最高所は調査対象外の１０６．５ｍを測るものと考えられる。

尾根平坦面の側縁に近い部分の調査といえる。東西４２ｍ、南北の最大幅１０．５ｍの４０１㎡を発掘調査した。

調査地が中心地と想定している尾根の中央部分からやや外れた縁辺部でもあったためか、遺構も遺物

も立地が同じようなＣ・Ｉ地区と比較すると少ない。倒木痕ではないと考えられる遺構は焼土坑・ピッ

トなど８基確認されている。ここでは焼土坑を主に３基について取り上げる。

ＳＫ０４（第８９図） 調査区のなかでも最も東より、先端部により近い平坦部の縁辺部よりもやや降っ

た標高１０４．３ｍに位置する。周辺にもいくつかピットはある。平面形は不整形な楕円で、長軸がほぼ南

北にそろう。長軸１００㎝、短軸７０㎝を測る。断面は壁面が垂直に近い箱状を呈し、深さ４０㎝を測る。中

層から下層に炭化物が若干含まれる。明瞭な被熱の痕跡はない。

ＳＫ０７（第８９図） 調査区の西側、最も先端部から離れた平坦地の縁辺部よりもやや降った標高１０５

ｍに位置する。平面形は不整形な長方形を呈し、長軸が北西にそろう。長軸１２０㎝、短軸９５㎝を測る。

断面は壁面が垂直に近い箱状を呈し、深さ２５㎝を測る。明らかに炭化物が含まれるものではない。被熱

の痕跡はない。

ＳＫ０８（第８９図） 調査区のほぼ中央、平坦地の縁辺部よりもやや降った標高１０４．２ｍに位置する。

周辺が自然崩落か倒木によるものかはわからないが、地表面に大きな乱れがあってこの遺構の平面形も

不明瞭である。長軸が北東から南西方向を向く。長軸１４５㎝、短軸１００㎝を測る。壁面が明確な立上るも

のではなく、断面がより皿状に近い。東側では先に述べたように大きく乱れており、明確な壁面を指摘

できない。深さも１０㎝前後を測る程度である。底面の東側と壁面の南から東にかけて被熱を受けた痕跡

がある。

遺物 全体に少ない遺物の中で、８点の須恵器と１点の灰釉陶器の９点を図化した。いずれも細片で

ある。蓋が３点あるが、摘みがあるのか、無鈕なのか判断が付かない（第９０図３・４・５）。杯類は無

台坏の底部片のみの３点である（第９０図２・７・８）。このほかに高台の上にケズリ調整を行うものは大

型の浅鉢であろう（第９０図６）。このほかには壷の頚部かと推定される破片が１点ある（第９０図９）。Ｃ

第１２表 Ｐ地区土坑一覧表

番号 位置 形 状 規模（㎝） 断面の形状 覆 土 備 考長軸 短軸 深さ
１ Ｂ１ 不整楕円形 １２０ ８０ １７ 皿状 炭まじり灰褐色土
２ Ｂ１ 楕円形 １００ ８５ １５ 皿状 黄灰色土
３ Ｂ１ 楕円形 ７０ ７０ ２０ ２段掘り 皿状 褐灰色土 銭貨・須恵器出土

４ Ｂ２ 楕円形 １００ ７０ ４０ 箱状
灰黄褐色土
下層は炭少量含む

５ Ｂ２ 不整楕円形 １３５ ９０ １２ 皿状 暗灰黄色土
６ Ｂ３・４ 略長方形 １１５ ９０ １４ 皿状 灰褐色土
７ Ｂ４ 略方形 １２０ ９５ ２５ 箱状 黒褐色土

８ Ｂ２ 不整楕円形 １４５ １００ ２５ ２段掘り 不明
西側では壁と床面が焼土化し、炭化物が
塊でも広がる

第４章 大塩向山遺跡
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地区やＩ地区ではなかった灰釉陶器も口縁部片の１点がある（第９０図１）。

遺物の出土もＩ地区と同じく、尾根の先端部に近い部分で多い。 （赤澤）

第８９図 大塩向山遺跡Ｐ地区焼土坑遺構図（縮尺１／４０）

第９０図 大塩向山遺跡Ｐ地区出土遺物（縮尺１／３）

第９１図 大塩向山遺跡Ｐ地区主な出土遺物地点図（遺構：縮尺１／３００・遺物縮尺１／６）

第７節 Ｐ地区
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第５章 山腰遺跡

第１節 山腰遺跡の概要（第９２図 折込１３）

試掘調査の結果から、今回の調査地は遺跡全体の北側に位置し、遺構・遺物ともに少ないと想定して

いた。遺構は掘立柱建物１棟と溝５条のほかにはピットが点在して確認されただけである。しかし南側

のＳＤ０１が大きく屈曲している内側では地山検出時点で、２０から３０㎝前後の平坦な石を幾つか確認して

いることは既に述べ、これらが建物の礎石である可能性も指摘した。しかし明確なプランを持って並ぶ

ものではないので最終的に建物などの遺構としては取り上げずに、その事実のみを記録するに留めてお

く。一般的に沖積地は粘質土が地山で礫層は見当たらない。山腰遺跡は沖積地に広がる遺跡ではあるが、

場所によっては地山に礫層が出ている部分もある。表土を除去した後に、下層を確認する作業を兼ねて

排水用のトレンチを調査区の周囲と、それにつながるように東西に３本、南北に４本掘削した。またＳ

Ｄ０１の南側では前述のように礎石らしきものを確認し、地山の一部分に礫を確認したこともあって、礫

層などの洪水による再堆積の可能性なども考えた。可能性は薄いとは考えたが、浅くて幅広のトレンチ

を６本ほど掘削して、未確認の遺構面、遺構などがないかを確認した。

地山の検出面の標高は南側で５６．４ｍから５６．５ｍ、北側では５６．２ｍから５６．１ｍと若干ながら北側が２０・

３０㎝ほど低い。これは耕地整理の段階での削平によるものと考えるか、もともと地山が低いものと考え

るかは判断する材料が少ない。しかし北よりに流れていたＳＤ１が、調査区の中央で大きく東へ折れて

調査区の東へ消えていくこと。またＳＤ０５がＳＤ０１をさえぎるように東西に流れるなど単純には考えら

れない。しかしＳＤ０２はその北端では不明瞭となり、消えるものと考えられることから今回の調査区の

北辺が遺跡の縁辺部、もしくは端であると考えている。

第２節 掘立柱建物（第９３図）

今回の調査区で検出された唯一の建物である。ＳＤ０１とＳＤ０２の間が広がり、北東へ流れていたＳＤ

０１が東へ大きく流れを変える位置の西側で、２間２軒の方形の建物が柱の軸を東西南北からわずかに西

へ振って位置する。その北側にはＳＤ０５が北側を区画するように東西に伸びる。

柱穴と考えられる穴の大きさは６本あるが、この建物のある周辺に限ってピットが多数確認されてい

る。ここでは遺物が出土しているピットに限って、番号を明示した。ＳＰ１３としたものが北西隅の柱と

して、一番大きく長軸７２㎝、短軸６５㎝、深さ３４㎝を測る隅丸方形である。その南方の柱が、長軸５７㎝、

短軸５３㎝、深さ４２㎝を測り、やや崩れた方形で中心の部分が一段下がる２段掘りである。さらにその南

方に位置し、建物の南西隅の柱が、４３㎝四方の隅丸方形で、深さ２５㎝を測る。ＳＰ１３の東方の柱が長軸

３９㎝、短軸３７㎝、深さ２９㎝を測り、ほぼ円形で中心の部分が一段下がる２段掘りである。さらに東方の

建物北東の隅にあたる柱が、６１㎝四方の円形で、深さ３１㎝を測り、北側の壁が３段になる。北東隅の南

方にある柱は遺物が出土しており、ＳＰ８とした。上面の平面がおむすび形の三角形、下面が円形に近

い。長軸５６㎝、短軸５５㎝、深さ２９㎝を測り、北側が２段、南側が３段の掘り方となっている。その南方、

つまり建物の東南隅の柱は直径３５㎝、深さも３５㎝を測るほぼ円形である。建物の南辺中央のものは長軸

７２㎝、短軸４６㎝、深さ１４㎝を測る。建物の柱と想定した他の柱より大きいが浅い。その東西両側にある

穴が掘り方がしっかりしており、こちらが柱の可能性もある。建物の真ん中ものは長軸５９㎝、短軸５１㎝、

深さ３６㎝を測る楕円形である。柱穴の間隔は南北の並びが２ｍ２０㎝から３０㎝、東西の並びが２ｍ３０㎝か

ら２ｍ５０㎝である。

－１０２－



遺物 ＳＰ２から出土している甕（第９４図９）は、土師器の把手である。ＳＰ８から出土している高

台坏（第９４図５）は、平坦な底部から直線的に立ち上がり、口縁端部が僅かに外反する器形である。底

部のほぼ外端に高台が付く。ＳＰ１３から出土している有台椀（第９４図６）は、平坦な底部から、丸みを

帯びつつ立ち上がり、口縁部が僅かに内弯する器形である。１０世紀初頭のものか。ＳＰ１５から出土して

いる坏蓋（第９４図４）は、鈕の痕跡がある偏平な器形である。８世紀後半のものか。ＳＰ１６から出土し

ている横瓶（第９４図８）は、タタキ整形の口縁端部を内側に折り返す器形である。ＳＰ１９から出土して

いる無台坏（第９４図７）は、平坦な底部から、直線的に立ち上がる器形である。９世紀初頭のものか。

第９３図 山腰遺跡掘立柱建物全体図（縮尺１／５０）

第２節 掘立柱建物
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これらのことから、この周辺のピットから８世紀後半代以降の須恵器が出土し、ＳＰ１３から１０世紀代の

須恵器が出土している。この須恵器の時期を参考にすれば、この周辺に８世紀後半代から建物があって、

最終的には１０世紀にかかる時期の建物が最終のもので遺跡もこの時期の状況を示しているものと想定で

きる。

また全体図に掘立柱建物の北側にあるＳＫ０１とした遺構は、遺構精査の段階で遺物が出土していたた

め、土坑に類する遺構と判断した。しかし明確な掘り込みのある遺構ではなかった。ＳＫ１から出土し

ている遺物は、坏蓋（第９４図１）、高台坏（第９４図２）、無台坏（第９４図３）、甕（第９４図１０）の４点で

ある。坏蓋は天井部に平坦面を持ち、口縁端部を折り返す器形である。偏平な鈕が付く。高台坏は平坦

な底部から直線的に立ち上がり、僅かに外反する口縁部である。底部の外端から少し内側に高台が付く。

無台坏は平坦な底部から直線的に立ち上がり、僅かに外反する口縁部である。甕（第９４図１０）は、口縁

部をくの字に折り返し、口縁端部に面取りを施す器形である。この４点の土器の時期は、坏蓋（第９４図

１）、高台坏（第９４図２）、無台坏（第９４図３）の３点が８世紀前半、甕は須恵器であるためその判断は

難しいが、８世紀代と考えられる。

第３節 ＳＤ０１

調査区の南辺から北東へ流れるが、調査区の中ほどで屈曲しその流れを大きく東へ変える。溝の幅は

南で最大約９ｍ、屈曲する手前で約４ｍ弱と狭まるが、屈曲の途中で６ｍ前後の幅のまま調査区の東辺

へ消える。溝底の標高は南端で５６．２ｍ、屈曲部分で５５．８ｍ、調査区から消える東端ではやや浅くなって

第９４図 山腰遺跡掘立柱建物ほか出土遺物実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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第９６図 山腰遺跡ＳＤ０１屈曲部分図（縮尺１／３００）・土層断面図（縮尺１／１００）

第３節 ＳＤ０１
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第９７図 山腰遺跡出土遺物（無台坏）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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第９８図 山腰遺跡出土遺物（無台坏）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１
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５５．９ｍを測り、浅いところで２０㎝未満、深いところでも３０㎝前後と明確に流れが想定できるものではな

い。断面は溝の底から非常にゆるく立ち上がる部分が多くて一概には言えないが、あえて言えば非常に

幅の広いＵ字とも言えようか。遺物は山腰遺跡から出土した土器の半分以上を占め、特に屈曲部分での

出土が多い。溝の堆積は灰褐色から黒褐色の粘質土を主体とし、一部に礫層を含むものである。上層か

ら下層まで遺物はほぼ全体に含まれていた。特に北流していた溝の流れが大きく東へ流れの向きを変え

る屈曲部分でも、溝の外側となる北岸に沿って、完形品に近い小型品を中心に出土している。また坏・

�類以外もこの部分での出土が目立つ。例えば横瓶（第１１１図４・５）などや、「美」の異体字かと判

読される大型の高台坏（第１０４図１）などである。

ＳＤ０１から出土している遺物は、土師器の甕２点以外はすべて須恵器である。須恵器は無台坏１２２点

（第９７図１～３７、第９８図１～３６、第９９図１～２７、第１００図１～２２）、高台坏６１点（第１０１図１～４６、第１０２

図１～１５）、蓋３８点（第１０３図１～３８）、より扁平な高台坏６点（第１０４図１～６）、皿９７点（第１０５図１～

第９９図 山腰遺跡出土遺物（無台坏）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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３９、第１０６図１～３９、第１０７図１～１９）、�２３点（第１０８図１～２３）、鉢１点（第１０９図１）、高坏１０点（第１０９

図２～５・６～１３）、鉢類１３点（第１１０図１～１３）、壺・瓶類３２点（第１１１図１～１４、第１１２図１～９、第

１１３図１～９）、甕 類１２点（第１１４図１・２、第１１５図１・２、第１１６図１・２、第１１７図１～４、第１１８図

１・２）がある。土師器は甕２点（第１１９図１・２）がある。

無台坏は器形によって、坏形の１類（第９７図１～３７・第９８図１～３６・第１００図１～２２）、いわゆる金属

�模倣器形の２類（第９９図１～２７）に分類した。坏形の１類には、口縁部が外反するもの（第９７図５・

１０・１２・３０・第１００図２・５・８・１１～１３・２１）、直線的なもの第（９７図１～４・６～９・１１・１３・１５～

２３・２８・３２・３３・第９８図２・４～７・９・１０・１７・１９・２２～３２・第１００図１・３・４・７・９・１５・２０・

２２）、内弯するもの（第９７図１４・２６・２７・２９・３１・第９８図１・３・８・１２～１５・１８・第１００図６・１０・１６

～１９）がある。底部が丸底のもの（第９７図３・第９８図２）以外は、すべて平底である。底部外面に墨書

したものがあり、「国府」「国」と記載されるもの（第９８図１２）がある。金属�模倣は、他の坏とは異な

った底部の立ち上がりに特徴があるものを分類したものである。それらは底部の立ち上がりが、丸みを

帯びるもの（第９９図１～９・２４）と角をもつもの（第９９図１０～１６・１８～２３・２５～２７）である。これらの

第１００図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（無台坏）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１
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第１０１図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（高台坏）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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なかには、口縁端部をつまみ出すもの（第９９図２・５・８・１０・１１・１３・１４・１６・２０～２７）が多い。ま

た、金属�模倣器形には、底部を丁寧に削るもの（第９９図１～５・１２・１８・２０・２６）がある。口縁端部

に面取りを施すもの（第９９図１５）と、深身で口径の小さいのもの（第９９図２０・２６・２７）がある、これら

は坏というよりは鉢に近い器形といえる。

高台坏には偏平器形（第１０１図１～１４・１６～２５・３１～３９）と深身器形（第１０２図１～１２）がある。偏平

器形は口縁部が、大きく外反するもの（第１０１図１・２）、少し外反するもの（第１０１図６～１０・２４・３５～

３７）、直線的なもの（第１０１図３～５・１１～１４・１６～１８・２０～２３・３１～３４）、内弯するもの（第１０１図１９・２５）

がある。深身器形は口縁部がほぼ直線的に立ち上がり、口縁端部が僅かに外反するもの（第１０２図１・

８～１２）と直線的なもの（第１０２図２～５）がある。

蓋は短頚壺の蓋（第１０３図２４・２９）以外はすべて坏蓋である。坏蓋は口縁部の折り返しが接地するも

のがないため、いずれも鈕が付くと考えられる。笠型器形と天井部が平坦面の器形と偏平器形がある。

高台坏の扁平なものは口縁部の立ち上がりが、直線的なもの（第１０４図１～３・５・６）と丸みを帯

びるもの（第１０４図４）がある。底部外面に墨書されるもの（第１０４図１）もある。

第１０２図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（高台坏）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１
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第１０３図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（蓋）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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皿は口縁部が、外反するもの（第１０７図８・１２）、直線的なもの（第１０５図１・３・４・６～３９、第１０６

図１～２２・２４～３０・３２～３９、第１０７図１～７・９～１１・１３～１９）、内弯するもの（第１０５図２・５・３４、

第１０６図２３・３１、第１０７図１１）がある。

�は、稜椀模倣のもの（第１０８図２）と瓷器系模倣のもの（第１０８図１・３～２３）がある。

鉢は厚みのある器形で、外面をカキメ調整する。つき鉢とも呼称される。内面が摩滅しており、つき

跡がある。

高坏は、坏部が小型鉢のもの（第１０９図５）と皿のもの（第１０９図８・９）がある。坏部が小型鉢のも

のは脚台坏であり、台付きの灯明皿と考えられる。

鉢類はいわゆる括れ鉢（第１１０図１・９・第１１６図１・第１１７図３）、鉄鉢（第１１０図２・３）、大平鉢（第

１１０図６）、その他の鉢（第１１０図４・５・７・８・１０～１３）がある。括れ鉢は、口縁端部に段を有する

もの（第１１０図１）と内側に折り返すもの（第１１０図９）がある。大型のもの（第１１６図１・第１１７図３）

もある。鉄鉢は、平底で口縁部が内弯し、口縁端部を外側に屈曲させる。口縁端部に面取りを施す。壺・

瓶類は、平瓶（第１１１図１・２）、横瓶（第１１１図４・５）、長頚瓶（第１１１図１０）、三耳壺（第１１２図４）

がある。平瓶は、体部に沈線を施すもの（第１１１図１）と口縁部に沈線を施すもの（第１１１図２）がある。

壺類でも口縁端部をつまみ出すようなもの（第１１２図１・４～６）は東海的と考えられる。この他に土

師器の器形の須恵器甕（第１１３図６）がある。

甕は、中型のもの（第１１４図１・２・第１１５図１・２・第１１６図２・第１１７図１・２・４）と大型のもの

（第１１８図１・２）がある。大型のものは口縁部に波状紋を施す。

土師器甕は、口縁部が外側にくの字に屈曲し、外面にカキメを施すもの（第１１９図１）と体部片（第

１１９図２）がある。

第１０４図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（高台坏）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１

－１１３－



第１０５図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（皿）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１１４－



第１０６図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（皿）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１

－１１５－



最初に述べたが、ＳＤ０１出土については４００点を超える土器を図化したが、土師器は２点のみで、他

すべてが須恵器、つまり貯蔵具の甕はあるものの、供膳具の器種がほとんどで、煮沸具である土師器は

極端に少ない。

墨書土器としては７点ある。無台坏の底部にあるもの６点と高台坏の底部にあるものの１点である。

無台坏のものは、１点は２行書かれるもので、「国府」「国」を判読できる（第９８図１２）。また立ち上り

が丸く�とも言えるような無台坏については「西」と判読できる。このほか墨痕は明瞭ながら文字の判

読ができないものは「つ」の可能性があるもの（第９７図１）、「依カ女」と考えられるもの（第９７図２６）、

大きな文字で墨痕は明瞭ながら想定される文字が全く考えられないもの（第９８図１）である。またここ

では高台坏として分類したが、有台皿とも呼称される、口径が２４㎝にもなるものには「美」の異体字で

あろうか。これらは、これまで越前で出土が確認されている墨書土器の事例に多いものではないと考え

られる。

以上のＳＤ０１出土土器を検討する。無台坏は坏形器形と金属�模倣器形がある。坏形器形の口縁部形

状は、外反するもの、直線的なもの、内弯するものがあり、これらは時期差を示唆するものと考えられ

る。外反形状は８世紀初頭から末頃に、直線的な形状は９世紀初頭～中頃に、内弯形状は９世紀中頃以

降に、それぞれ多くみられる傾向であることから、これらの時期を比定したい。比率的には直線的なも

第１０７図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（皿）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１１６－



第１０８図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（�）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１

－１１７－



のが多く、それが主体的な時期ということになろう。以上のことから、無台坏の時期は、８世紀初頭か

ら１０世紀初頭までのものがあり、数量の傾向から主体時期は８世紀後半から９世紀前半と想定したい。

金属�模倣器形は、舟場１号窯灰原に存在するため、同窯の年代である９世紀前半代のものと考えられ

る。また、なかには７世紀の無台坏の可能性もある器形（第９９図５）もあるが、７世紀代の遺物がほと

んど存在しないため、ここでは他の金属模倣器形と同様の時期を想定したい。金属模倣器形については、

銅椀といった金属器をより忠実に模倣した可能性がある。また、底部ケズリの技法自体は東海の特徴で

あるため、東海系技術の流入と考えることもできる。出土した金属椀模倣としたものの多くは、つまみ

出すように口縁端部が外反する。口縁端部をつまみ出す技法は、東海系の壺の口縁にもみられるため、

これを考慮した場合には東海系としての位置づけも妥当となる。いずれにせよ、数量はそれほど多くな

く、仏具系の特殊品として扱われた可能性は高い。

高台坏には偏平器形と深身器形がある。偏平器形は８世紀代に多くみられるものである。特に、丸み

を帯びつつ外反する器形（第１０１図１・２・８）は８世紀初頭のものと考えられる。偏平器形のなかで

も口縁部が外反するものは、８世紀中頃以前への位置づけを想定したい。深身器形は８世紀中頃以降に

出現する器形である。出土した高台坏は口縁部の立ち上がりがほぼ直上であるため、９世紀初頭頃を想

定したい。内弯する器形（第１０１図１９）は、９世紀後半の可能性が高い。以上のことから、高台坏は８

世紀初頭から９世紀後半までのものがあり、数量の傾向から主体時期は８世紀代と想定したい。

第１０９図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（鉢・高杯）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１１８－



無台坏と高台坏のそれぞれにおける主体時期が異なることは、８世紀前半代は無台坏よりも高台坏が

比率的に多い傾向であることから、それぞれの時期の比率差がより反映された結果と考えられる。

坏蓋はいずれも鈕が付くと考えた場合には、９世紀中頃以前の時期に比定できる。笠型器形は８世紀

初頭から前葉、天井部が平坦面の器形は口縁部の折り返しが接地しないため８世紀中葉から末の時期を

想定したい。蓋の時期は、鈕の形状がほとんど偏平のものであることからも主体時期を８世紀代に想定

し、僅かに９世紀のものも存在するとしておきたい。

扁平な高台坏は口縁部の立ち上がりが、直線的なものと丸みを帯びるものがある。直線的なものを９

世紀初頭から前葉に想定したい。

皿は口縁部が、坏形器形の口縁部形状は、外反するもの、直線的なもの、内弯するものがあり、無台

坏と共通する要素が多いと考えられる。ただし、皿は８世紀中葉に出現し、出土土器の様相は８世紀後

第１１０図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（鉢）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１

－１１９－



第１１１図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（壷・瓶類）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１２０－



第１１２図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（壷・瓶類）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１

－１２１－



第１１３図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（壷・瓶類）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１２２－



第１１４図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１

－１２３－



第１１５図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１２４－



第１１６図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第３節 ＳＤ０１

－１２５－



葉以降のものと考えられる。そのため、外反形状は８世紀後葉から末頃に、直線的な形状は９世紀初頭

～中頃に、内弯形状は９世紀中頃以降に、それぞれの時期を比定したい。数量的傾向から主体的な時期

は９世紀前半ということになろう。

�は稜�模倣のものと瓷器系模倣のものがある。稜�模倣のものは７世紀末から８世紀初頭にみられ

る。出土土器は高台の形状が簡略的であるため、８世紀初頭を想定したい。瓷器系模倣のものは９世紀

第１１７図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１２６－



後半以降にみられる。出土土器には１０世紀代にみられる焼成が不良のものも存在するため、９世紀後半

から１０世紀初頭までの時期を想定したい。

皿形器形の高坏は８世紀中頃以降のものと考えられる。

鉢類は括れ鉢・鉄鉢・大平鉢がある。鉄鉢は９世紀初頭以前のものが多くみられる傾向があるため、

その時期のものと考えられる。大平鉢は９世紀後半以降に出現する器形である。東海的な壺は流通状況

の一端を示すものと思われる。大型の甕の出土は、有力者と関連するという見解もあることから、考慮

すべき要素である。

以上のことからＳＤ０１の出土土器は、８世紀初頭から１０世紀初頭までのものが存在し、おおよそ８世

紀後半から９世紀前半の時期のものが多いといえる。

第１１８図 山腰遺跡ＳＤ０１出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第１１９図 山腰遺跡SD０1出土遺物(土師器)実測図(縮尺1／3)

第３節 ＳＤ０１

－１２７－



第１２０図 山腰遺跡屈曲部分主な出土遺物地点図①（遺構：縮尺１／１００・遺物縮尺１／６）

第５章 山腰遺跡

－１２８－



第１２１図 山腰遺跡屈曲部分主な出土遺物地点図②（遺構：縮尺１／１００・遺物縮尺１／６）

第３節 ＳＤ０１

－１２９－



第４節 ＳＤ０２

ＳＤ０１の西側に並んで調査区の南辺から、北からやや東よりにほぼ直線的に流れるのがＳＤ０２である。

延長約６６ｍを検出し、最も幅の広いところで約４ｍ、狭いところで約１．２ｍ、深さも２０から３０㎝前後で

ある。溝底の標高は調査区の南端で５６．１ｍ、不明瞭となる北端で５５．７ｍを測る。断面は基本的に幅の広

いＵ字に近い。南辺近くで分流したＳＤ０４がＳＤ０１と繋がる。また次に述べるＳＤ０３は最終的にＳＤ０２

の一部となった。調査区の中ほどで一部円形に深くなる場所が２箇所あるが、井戸など別遺構も想定し

たが、土層断面の検討の結果、別な遺構との判断には至らなかった。また溝としての特異な堆積を示す

ものでもなかった。基本的には暗灰褐色から青灰色の粘質土が堆積している。小石などを含む層はある

が、ＳＤ０１とは異なり礫層として考えられるものはなかった。

調査区の北になるに従い流れを東よりに変えて、調査区端ではほぼ東方向近くに向きを変えている。

調査区の北端では溝の立ち上がりそのものが不明瞭となり、溝を切断するように地山を断ち割りながら

確認するが、明確には確認できていない。この北側については調査前の試掘段階でも遺跡の範囲外とし

たように、遺物の出土を認めることができなく、遺跡の地山と考えている青灰色粘質土は若干深い位置

で確認され、低湿で沼地のような状況が想定されていたことから、ＳＤ０２の溝そのものが調査区の北端

で湿地帯に注ぎ込んでいたものと考えるのが妥当である。

遺物の出土状況は先に触れた調査区の北端では少なくなり、出土する土器も小片が多かった。しかし

それ以外は偏在することなく全体にわたって出土している。

ＳＤ０２から出土している遺物は、土師器甕２点と無台坏１点以外はすべて須恵器である。須恵器は無

台坏５６点（第１２３図１～２９・第１２４図１～１４・第１２５図１～１３）、高台坏３３点（第１２６図１～３３）、蓋１５点（第

１２７図１～１５）、より偏平な高台坏３点（第１２８図１～３）、皿２７点（第１２８図４～３０）、�２９点（第１２９図

１～２９）、壺・鉢・瓶類３０点（第１３０図１～６・第１３１図１～６・第１３２図１～１８）、甕類８点（第１３３図１

～８）がある。土師器は甕２点（第１３４図１・２）、無台坏１点（第１３４図３）がある。

無台坏は器形によって、坏形の１類（第１２３図１～２９・第１２４図１～１４）、金属�模倣器形の２類（第

１２５図１～１３）に分類した。１類は口縁部が、外反するもの（第１２３図２・４・６）、直線的なもの（第

１２３図１・３・５・７～１０・１２・１４・２６）、内弯するもの（第１２３図１３・２１～２５・２８・第１２４図１・３・５

～１４）がある。いわゆるベタ高台のもの（第１２４図１４）小型器形（第１２５図１２・１３）がある。底部外面に

墨書をしたものがあり、それぞれ「石井」（第１２４図６）「奈」（第１２４図１）「年」（第１２３図１）と記載さ

れる。

高台坏には深身器形（第１２６図１～４・６・７・２２～２８）と偏平器形（第１２６図５・１０～１５）がある。

深身器形は大型のもの（第１２６図１～４・６・７）と小型のもの（第１２６図２２～２８）がある。大型のもの

は、口縁部がほぼ直線的に立ち上がる。小型のものは、口縁端部が僅かに外反するもの（第１２６図２５）

と直線的なもの（第１２６図２２～２４・２６～２８）がある。偏平器形は口縁部が、外反するもの（第１２６図１２・

１５）、直線的なもの（第１２６図１０・１１・１３・１４）がある。

蓋はいずれも坏蓋である。有鈕のものは、偏平なもの（第１２７図４・７・１１）、そろばん型のもの（第

１２７図１・９・１２～１５）、中央が尖るもの（第１２７図６）がある。無鈕のもの（第１２７図１０）もある。坏蓋

の形状は、偏平のもの（第１２７図３・４・５・１０）と笠型のもの（第１２７図１・２・８・９・１１～１５）が

ある。

より偏平な高台坏は口縁部が直線的に開く。口縁端部に段を有するもの（第１２８図２）もある。

第５章 山腰遺跡

－１３０－



皿は口縁部が、外反するもの（７・９）、直線的なもの（４～６・８・１０～１３・１５～２６・２８～３０）、内

弯するもの（１４・２７）がある。

�はいわゆる金属�模倣のもの（第１２９図１４・１６）と瓷器系模倣のもの（第１２９図１～１３・１５・１７～２９）

がある。高台端部を外側に折り返すもの（第１２９図１）がある。口縁端部が、外反するもの（第１２９図３・

４・１１・１６・１７）、直線的なもの（第１２９図１・７・９～１２・１８・１９・２３）、内弯するもの（第１２９図５・

１３・１４）がある。高台が三日月型のもの（第１２９図１９）は、高台形状が灰釉陶器黒笹９０号窯式の２段階

のものに似ている。墨書土器は、底部外面に「山田」と記載されるもの（第１２９図１）と体部外面に「石

第１２３図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（無台坏）実測図（縮尺１／３）

第４節 ＳＤ０２
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井」と記載されるもの（第１２９図１３）がある。

壺・鉢・瓶類は、長頚瓶（第１３０図１・２）、厚手の鉢（第１３０図５）、大平鉢（第１３１図１）、鉄鉢（第１３１

図３～５）、括れ鉢（第１３１図６）、短頚壺（第１３１図２・第１３２図１・１０）、横瓶（第１３２図２・３）、平瓶

（第１３２図１１）がある。鉄鉢は平底で口縁端部を外側に折り返す。括れ鉢は口縁端部を内側に折り返す。

第１２４図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（無台坏）実測図（縮尺１／３）

第１２５図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（無台坏・皿など）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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第１２６図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（高台坏）実測図（縮尺１／３）

第１２７図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（蓋）実測図（縮尺１／３）

第４節 ＳＤ０２
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甕は、中型のもの（第１３３図１・２・５～８）と大型のもの（第１３３図３・４）がある。大型のものは口

縁部に波状紋を施す。

土師器甕は、口縁部をくの字に外側に折り返し、口縁端部を面取りする（第１３４図１）。土師器無台坏

は、内弯する口縁部である。

以上のＳＤ０２出土土器を検討する。無台坏の口縁部形状から、外反形状は８世紀初頭から末頃に、直

線的な形状は９世紀初頭～中頃に、内弯形状は９世紀中頃以降の時期を想定したい。比率的には内弯形

状のものが多く、それが主体的な時期ということになろう。金属�模倣器形は、多くは９世紀前半代の

ものと考えられるが、口縁部が内弯し口縁端部で外反する器形（第１２５図１・３）は８世紀前半のもの

である可能性もある。小型器形（第１２５図１２・１３）は、鉢伏２・３号窯にみられるため、９世紀後葉か

ら末を想定したい。以上のことから、無台坏の時期は、８世紀初頭から１０世紀初頭までのものがあり、

数量の傾向から９世紀代が多く、特に９世紀後半に主体があると想定したい。

第１２８図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（皿）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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高台坏には偏平器形と深身器形がある。偏平器形は８世紀代に多くみられ、口縁部が外反するものを

８世紀中頃以前と想定したい。深身器形は８世紀中頃以降に出現し、出土した高台坏は口縁部の立ち上

がりがほぼ直上であるため、９世紀初頭頃を想定したい。以上のことから、高台坏は８世紀初頭から９

世紀初頭までのものがあり、数量の傾向から主体時期は８世紀代と想定したい。

坏蓋は笠型器形を８世紀初頭から前葉、天井部が平坦面の器形を口縁部の折り返しが接地しないもの

第１２９図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（�）実測図（縮尺１／３）

第４節 ＳＤ０２

－１３５－



を８世紀中葉から末の時期、口縁部の折り返しが接地するものを９世紀前半、無鈕蓋を９世紀後葉に想

定したい。ただし、鈕の形状がそろばん形のものが多いため、主体時期は９世紀初頭段階まで下げて想

定したい。

皿は口縁部形状から、外反形状は８世紀後葉から末頃に、直線的な形状は９世紀初頭～中頃に、内弯

形状は９世紀中頃以降に、それぞれの時期を比定したい。数量的傾向から主体的な時期は９世紀前半と

いうことになろう。

第１３０図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（鉢・壷など）実測図（縮尺１／３）

第１３１図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（鉢）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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第１３２図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（瓶・高杯など）実測図（縮尺１／３）

第４節 ＳＤ０２
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第１３３図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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椀は、金属�模倣のものと瓷器系模倣のものが

ある。金属�模倣のものは舟場１号窯灰原の時期

である９世紀前半代のものと考えられる。瓷器系

模倣のものは９世紀後半以降にみられる。出土土

器に焼成が不良のものも存在するため、９世紀後

半から１０世紀初頭までの時期を想定したい。

第５節 ＳＤ０３・ＳＤ０４

ＳＤ０３は検出段階ではＳＤ０２の東側にある別の溝について想定したが、確実な溝底から立上りを確認

した結果、最終的にはＳＤ０２の一部と判断するにいたったものである。ＳＤ０２の上層、もしくはＳＤ０２

埋没後に形成された溝と考えられ、ＳＤ０２よりも後出するものである。よって遺物はＳＤ０２とは別に取

り上げている。

ＳＤ０３から出土している土器は、無台坏（第１３５図１・７・１２・１３）、高台坏（第１３５図２～４・８）、

皿（第１３５図５）、�（第１３５図６・１４・１５）、鉢底部（第１３５図９）鉄鉢（第１３５図１０）、括れ鉢（第１３５図

１１）、甕（第１３５図１６）である。

無台坏は、口縁部が直線的なもの（第１３５図１）とやや内弯するもの（第１３５図２）がある。高台坏と

皿は、口縁部が直線的である。�は口縁部が内弯するもの（第１３５図１４）と直線的なもの（第１３５図１５）

がある。高台の内径が接地するもの（第１３５図１４）がある。甕は中型のものと考えられる。尖り底の長

胴タイプのもので、口縁端部をつまみ上げる。

ＳＤ０３の無台坏と高台坏は８世紀前半頃、�は高台径が小さいため、おそらく１０世紀前半頃に位置づ

けられる。

ＳＤ０４はそのＳＤ０３としたものから、分流してすぐにＳＤ０１に合流する、長さ 幅 の短い溝である。

この溝とＳＤ０２・３、またはＳＤ０１との先後関係は確認できなかった。

ＳＤ０４から出土している土器は、無台坏（第１３６図１～３）、高台坏（第１３６図５・７～１０・１３）、皿（第

１３６図４）、蓋（第１３６図１１）、�（第１３６図６・１４～１６）、壺・甕・瓶類（第１３６図１２・１７～２１）である。

無台坏は、口縁部が内弯し口縁端部が外反するもの（第１３６図１）と口縁部が僅かに内弯するもの（第

１３６図２）がある。高台坏には偏平なもの（第１３６図７・８）、より偏平なもの（第１３６図１３）、深身なもの

（第１３６図９）がある。蓋はやや偏平な鈕が付き、笠形器形のものと考えられる。�は高台径が小さい。

高台の内径が接地するもの（第１３６図６・１５）がある。壺・甕・瓶類のなかでも、肩部が角をもつもの

（第１３６図１７）は製作技法から瓶と思われる。肩部が丸みをもつもの（第１３６図１９）は底部の調整がいび

つなため、瓶の底部と思われる。甕（第１３６図２０）は、胎土に砂粒を含み調整も土師器のものであるた

め、土師器として製作し須恵器質に焼成したものと考えられる。三耳壺（第１３６図２１）は口縁端部をつ

まみ上げる。器形としては、東海系であろうか。

第１３４図 山腰遺跡ＳＤ０２出土遺物（土師器）実測図（縮尺１／３）

第５節 ＳＤ０３・ＳＤ０４
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第１３５図 山腰遺跡ＳＤ０３出土遺物（須恵器）実測図（縮尺１／３）
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第１３６図 山腰遺跡ＳＤ０４出土遺物（須恵器）実測図（縮尺１／３）

第５節 ＳＤ０３・ＳＤ０４
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ＳＤ０４の無台坏と高台坏は９世紀初頭頃、椀は９世紀末頃に位置づけられる。そのため、時期幅を考

慮し、９世紀代と想定したい。

ちなみにＳＤ０３・ＳＤ０４ともに堆積している土や出土している土器に大きな違いはないように思う。

そのため、図化した遺物ではやや差があるが、ほぼ同じ時期の溝と考えられる。

第６節 ＳＤ０５ 調査区の北辺をほぼ東西に伸びて、東流する溝で、その西側でＳＤ０２を切るように

交差して溝はなくなる。当初はこの部分は別の溝（当初ＳＤ０６と呼称）と考えていたが、最終的には１

本溝となった。このことからも推察されるように、プランの検出が非常に困難な溝で、溝底から確認し、

一部地山を断割りながら掘削した。延長約３６ｍ、調査区中央の溝の幅が膨らむところで１．６ｍ、西側の

狭いところで０．７ｍ、深さは東端で２０㎝前後、中央から西側で６０㎝前後を測る。つまり水の流れがあれ

ば東から西へ流れることになる。溝の幅が狭く、深い西側の部分では直線に走り、断面も立ち上りが急

なＵ字形で明らかに人工の掘削によるものである。出土遺物はまた先にも触れたようにＳＤ０２を切って

交差する部分は別の溝と考えていたため、遺物の取り上げも分けてある。

ＳＤ０５から出土した土器は、無台坏１点、高台坏１点、皿１点、�３点、壺・甕・瓶類がある。

第１３７図 山腰遺跡ＳＤ０５出土遺物（須恵器）実測図（縮尺１／３）
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無台坏は口縁部が内弯するもの（第１３７図１・２）と直線的なもの（第１３７図３）がある。高台坏（第

１３７図４）は、口縁部が僅かに外反する。�（第１３７図８）は口縁部が直線的に開くものと、口縁部（第

１３８図３）がある。壷は双耳壷の底部と口縁部をかくもの（第１３８図２）と、底部のみのもの（第１３８図

４）の２点がある。甕は２個体あり、接合はしないものの同一個体として長胴に復元できるもの（第１３７

図９）と、底部のみのもの（第１３８図６）である。

ＳＤ０５の無台坏と高台坏は８世紀前半頃、椀は１０世紀初頭頃に位置づけられる。皿は口縁部がほぼ直

線的に開くため９世紀初頭頃、双耳壺（第１３８図２）は９世紀後半以降と考えられる。

第１３８図 山腰遺跡ＳＤ０６出土遺物（須恵器）実測図（縮尺１／３）

第６節 ＳＤ０５
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第７節 包含層出土の土器

包含層から出土した土器は、無台坏１９点（第１３９図１～１１・１８～２２・３８～４０）、高台坏３５点（第１４０図１

～１１・１３～２０・２５・２７～４１）、�１７点（第１３９図１２～１４・２９～３３・４４～４８・第１４０図２１・２２・２４・２６）、蓋

１７点（第１４１図１～１７）、高坏６点（第１４３図１～６）、壺・鉢・瓶類３３点（第１４０図２３・４２・第１４２図１～

２７・第１４３図７～１２）、甕１２点（第１４３図１３・１４・第１４４図１・２・第１４５図１～４・第１４６図１～４）であ

る。

無台坏は口縁部が、直線的なもの（第１３９図１～５・７・１８・２０・２２）と内弯するもの（第１３９図６・

８・１９・２１・３８～４０）がある。ベタ高台のもの（第１３９図４０）がある。８世紀後半から１０世紀初頭まで

第１３９図 山腰遺跡包含層出土遺物（無台坏・盤・�類）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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第１４０図 山腰遺跡包含層出土遺物（高台坏）実測図（縮尺１／３）

第７節 包含層出土の土器
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のものが存在する。

高台坏は偏平のもの（第１４０図８・１４～１９・２７～３４）、より偏平なもの（第１４０図１３）、深身のもの（第

１４０図１～３・７）がある。偏平のものは口縁部が、外反するもの（第１４０図１４～１６・１９・２７・３１・３２）、

直線的なもの（第１４０図１７・１８・２８・２９・３０・３３・３４）、内弯するもの（第１４０図７・８）がある。深身

のものは、口縁部がほぼ直線的に開く。

�はすべて高台のみである。高台が高いもの（第１３９図１２～１４・３０）と低いもの（第１３９図２９・３１～３３

・４４～４８）がある。

蓋は坏蓋（第１４１図１～７・１６）と短頚壺蓋（第１４１図８～１１・１７）がある。坏蓋は笠形のもの（第１４１

図１・２）、平坦な天井部で口縁部を折り返すもの（第１４１図３・６・７・１６）、特殊なもの（第１４１図４）

がある。短頚壺蓋は口縁部を、外側に折り返すもの（第１４１図８・１７）内側に折り返すもの（第１４１図９

～１１）がある。

壺・鉢・瓶類は、短頚壺（第１４２図１・２）、長頚瓶（第１４２図５・６）、厚手の鉢（第１３０図１０～１２）、

鉢（第１４３図９・１０）、鉄鉢（第１４２図１３・２４）、甑の可能性のあるもの（第１４２図４）、口縁部を折り返す

鉢（第１４３図１４）がある。

甕は、中型のもの（第１４４図１・２）と大型のもの（第１４５図１～４・１４６図１～４）がある。

第１４１図 山腰遺跡包含層出土遺物（蓋）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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第１４２図 山腰遺跡包含層出土遺物（鉢・瓶・壷など）実測図（縮尺１／３）

第７節 包含層出土の土器
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第１４３図 山腰遺跡包含層出土遺物（高杯・鉢・瓶・甕など）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡
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第１４４図 山腰遺跡包含層出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第７節 包含層出土の土器
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第１４５図 山腰遺跡包含層出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）
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第１４６図 山腰遺跡包含層出土遺物（甕）実測図（縮尺１／３）

第７節 包含層出土の土器
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土師器甕は「く」の字に開き口縁端部

に面取りを施すもの（第１４７図１）と、

長胴甕の体部（第１４７図２）がある。

第８節 灰釉陶器・緑釉陶器

施釉陶器についてはＳＤ０１などからも

出土しているが、ここでは包含層出土の

ものとあわせて報告する。灰釉陶器が２７

点、緑釉陶器は１点のみの合計２８点であ

る。

灰釉陶器は�（第１４８図２～４・１０・

１１）、皿（第１４８図１８）、小壺（第１４８図１９）、

特殊器形（第１４８図１）がある。�は口

縁端部が外反する。皿はやや外反する口

縁部である。高台を分類すると、三日月

型のもの（第１４８図６・７・１２～１４・１８

・２３・２７）、台形のもの（第１４８図８・９

・１５・１６・２２・２４～２６）がある。三日月

型のものは黒笹９０号窯式のものと考えら

れるが、外側に開くもの（第１４８図７・

第１４８図 山腰遺跡包含層出土遺物（灰釉陶器）実測図（縮尺１／３）

第１４７図 山腰遺跡包含層出土遺物（土師器）実測図（縮尺１／３）
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１２・２３）は黒笹９０号窯式よりも後出すると考えられ、折戸５３号窯式以降のものと考えられる。また、釉

の濃いもの（第１４８図３）は、黒笹１４号窯式に上がる可能性もある。そのため、９世紀中葉から１０世紀

初頭までのものが存在し、黒笹９０号窯式の９世紀後半が主体の時期と考えられる。

緑釉陶器（第１４８図２８）は、坏部の一部分である詳細は全く不明である。ちなみに軟質の胎土である。

第９節 土製品・石製品（第１４９図）

土製品としては土錘が７点と、正確には土製品ではなく双耳壷の耳の部分と思われるのが２点ある。

土錘はＳＤ０１から２点（第１４９図２・３）、ＳＤ２から２点（第１４９図１・７）、包含層から４点（第１４９

図４・５・６・１０）である。須恵質は５点（第１４９図１～５）、土師質が２点（第１４９図６・７）である。

双耳壷は耳の両端を欠き、穴の部分がないもの（第１４９図８）と、両端を残し穴が１孔残るもの（第１４９

図９）である。

石製品は円形のボタン状で黒色の石材である（第１４９図１０）。

第１０節 瓦（第１５０・１５１図）

既に報告した北陸農政局事業地の山腰遺跡で瓦が出土し、今回の調査区でも細片ではあるが出土してお

る。ここではよほどの細片でない限り図化し、２１点を提示した。いずれも平瓦と判断される。個々につ

いての記述は観察表によるものとするが、そのほとんどに外面にケズリ、内面には布目の圧痕が残され

ている。また焼成は不良で軟質のものがほとんどである。古代の瓦そのものの生産は周辺では両遺跡か

ら北東に約４㎞離れた片山窯跡や、その手前約３㎞離れた広瀬窯跡などもあるが、尾根の反対側にある

王子保窯跡でも生産していることが判明している。しかし越前では大塩向山遺跡・山腰遺跡の主体とな

る時期には瓦そのものがなくなるとされている。そのなかで両遺跡から出土している事実は建築部材と

して集落内に持ち込まれたものと考えている。このような事実は福井市の和田防町遺跡から約５㎞東へ

離れた篠尾廃寺と同じ瓦が出土しており、篠尾廃寺がその名前のように廃絶されたのちに集落内に持ち

込まれたものと考えられている。

第１１節 中近世の陶磁器（第１５２図）

山腰遺跡でも中近世の陶磁器が細片ではあるが、いくつか出土している。ここではその中でも特徴的

なものについて合計１３点を図化した。青磁は碗の口縁部が５点（第１５２図１・２・４・５・１０）、胴部が

１点（第１５２図３）、高台部が１点（第１５２図７）、坏の口縁部が１点（第１５２図６）、皿底部が１点（１５２

第１４９図 山腰遺跡包含層出土遺物（土製品）実測図（縮尺１／３）

第９節 土製品・石製品
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第１５０図 山腰遺跡包含層出土遺物（瓦）実測図（縮尺１／３）

第５章 山腰遺跡

－１５４－



第１５１図 山腰遺跡包含層出土遺物（瓦）実測図（縮尺１／３）
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図８）、稜花皿の口縁部が１点（第１５２図９）の合計１０点である。染付けは高台坏が１点（第１５２図１１）、

坏が１点（第１５２図１３）ある。これらの時期は大きく分けると、１２・１３世紀代のもの（第１５２図１・２な

ど）と１６世紀代のもの（第１５２図９・１１など）の二時期となるようである。

越前焼は近世の摺鉢の口縁部が１点（第１５２図１２）ある。

第１２節 金 属 器・ガ

ラス製品（第１５３図）
金属器として青銅製品

が３点、鉄製品が３点、

鉄滓が２点、そして銭貨

が１４点ある。

青銅製品としたものは

いずれも何らかの金具で

あると考えられるもので

ある。薄い板材のような

ものは幅１．８㎝、厚さ０．２㎝

を測り、両端を欠くが残

された長さは２㎜を測る。

ハンマーの頭の部分に近

い形状のものは、一方を

欠く。欠いている方向が

僅かに厚くなり、中央に

直径５㎜ほどの穴が開く。

もう１点は薄い板状の銅

版で木質の部分を挟み、

第１５２図 山腰遺跡包含層出土遺物（中近世陶磁器など）実測図（縮尺１／３）

第１５３図 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土金属製品（縮尺１／３）

０ ５㎝
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小さな鋲で２ヶ所を留めるものである。背に当たる部分細い把手が付く。青銅製品については、何の製

品であるか、どの部分にあたるのかも全く検討が付いていない。

鉄製品は釘が２本、鏃が１本ある。釘の１本は頂部を欠出するが先端は残る（第１５３図４）。もう１本

の頂部は残るが先端を欠出する（第１５３図５）。鉄鏃は雁股鏃で、二股に分かれる先端の１方向が僅かに

欠出する（第１５３図６）。鉄滓は大きさ８から１０㎝、厚さ２㎝の大きさのものである（第１５３図２１・２２）。

鉄釘については、１点（第１５３図４）が古代の須恵器を多く出土しているＮ地区ＳＫ０３から出土してい

ることから、平安時代のものと考えられ、鉄鏃も雁股鏃である形態から中世よりむしろ古代の類例が多

いように考えている。

銭貨は渡来銭、もしくは渡来銭と判断されるものが７点ある。銭種が判るのは開元通宝（第１５３図１０）、

祥符元宝（第１５３図１１）、煕寧元宝（第１５３図１４）の３点である。また寛永通宝も７点（第１５３図１７～２３）

ある。銭種が全く不明なのは２点である（第１５３図１５・１６）。

ガラス玉は穿孔された穴の部分から半分に割れている（第１５３図９）。若干ではあるが黄色味のある褐

色を呈し、気泡が目立つ。表面の風化が著しい。

第１２節 金属器・ガラス製品
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第１３表 大塩向山遺跡出土土器観察表

注１「調整・技法・文様など」の項目は下記のように番号で表した。①回転ヘラ切り後ナデ調整 ②回転ヘラ切り後未調整 ③回転
ヘラ切り後削り調整 ④ナデ（回転・横・縦）⑤糸切り ⑥削り（回転・ヘラ） ⑦タタキ ⑧当て具痕

註２「胎土」の項目は下記のように番号で表した。③砂粒（直径１～２�）を含む ④小石（直径２�以上）を含む③砂粒（直径１～２�）
を含む ④小石（直径２�以上）を含む

註３備考の（ ）内の漢字は窯跡から表採された須恵器と比較した堀大介氏の肉眼観察による。（小）は小曽原窯跡群、（樫）は樫津
窯跡群、（金）は金比羅山登り口１号窯跡、（佐）は佐々生窯跡から採集・出土した須恵器胎土と認識できるとのことである。また
（分析）と記載してあるのは附編で報告した化学分析した土器を示す。

地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｃ

地

区

２３ １ ３７ 須恵器 無台坏 １１／１２ 外）① 内）④ （１２．２）（８．２） ３．５ 黄灰色 ② SK‐１ SK‐３

２３ ２ ３７ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．６）（９．０） ３．４ 黄灰色 ①

２３ ３ ３７ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．０）（９．２） ３．２ 灰オリーブ色 ①

２３ ４ ３７ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．４） ８．８ ４．５ 灰色 ①③

２３ ５ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 口縁部 １／３ 外）④ 内）④ （１２．０） － ［３．２］ 灰色 ① SK‐１

２３ ６ ３８ ① 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．２）（８．０） ３．６ 灰色 ① SK‐５

２３ ７ ３８ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．０）（９．０） ３．８ 灰黄色 ① SK‐１ SK‐３

２３ ８ ３７ 須恵器 無台坏 ？ 外）①⑥ 内）④ （１３．０）（８．６） ３．９ 灰色 ①

２３ ９ ３７ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１３．４）（９．０） ３．７ 灰色 ① SK‐１

２３ １０ ３７ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．０） ８．２ ３．６ 灰色 ③

２３ １１ ３７ 須恵器 無台坏 完形 外）① 内）④ １２．５ ８．０ ３．６ 外）灰オリーブ色 内）灰色 ③ SK‐１（小）

２３ １２ ３７ 須恵器 無台坏 １１／１２ 外）①⑥工具痕 内）④ （１２．０）（８．８） ３．５ 灰色 ② SK‐５

２３ １３ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．８）（９．０） ［３．５］ 灰色 ②

２３ １４ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．０）（８．０） ［３．５］ 灰色 ①

２３ １５ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１１．９）（９．０） ４．３
外）灰オリーブ色
内）オリーブ灰色

①

２３ １６ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［１．８］ 灰色 ①

２３ １７ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （１０．１）［１．７］ にぶい黄橙色 ①

２３ １８ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （９．３） ［１．６］ にぶい黄橙色 ①

２３ １９ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［１．８］ にぶい黄橙色 ①

２３ ２０ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［２．２］ 外）青灰色 内）オリーブ灰色 ①

２３ ２１ ３７ 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ （１２．８） ８．７ ３．３ 灰オリーブ色 ③ 歪み大

２３ ２２ ３８ ⑦ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．８） ［３．５］ 灰色 ③

２３ ２３ ３７ 須恵器 蓋 １／２ 外）① 内）④ （１４．６） － ３．１ 暗灰黄色 ①

２３ ２４ ３８ ⑦ 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１５．９）（１２．８）［２．１］ 灰オリーブ色 ② SK‐５

２３ ２５ ３７ 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ １６．５ １３．７ ２．２ 灰色 ① 歪み大（小？）

２３ ２６ ３８ ⑦ 須恵器 高台坏 １／６ 外）④ 内）④ （１２．９）（８．０） ［４．４］ 灰オリーブ色 ①

２３ ２７ ３７ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．３） ９．６ ４．２ 灰色 ① （樫？）

２３ ２８ ３８ ⑦ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）④ 内）④ （１２．９）（７．０） ［４．０］ 外）灰色 内）オリーブ灰色 ① （樫？）

２３ ２９ ３８ ③ 須恵器 高台坏 １／３ 外）① 内）④ （１３．６） ９．０ ４．２ 灰色 ① （樫？）

２３ ３０ ３８ ⑦ 須恵器 � 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１１．０） － ［２．８］ オリーブ灰色 ① SK‐５

２３ ３１ ３８ ⑦ 須恵器 � １／３ 外）④ 内）④ （１２．０） － ［３．０］ 黄灰色 ② SK‐５

２３ ３２ ３７ 須恵器 無台坏 １／２
外）①⑥スノコ状圧痕
内）④

（１４．０）（８．６） ３．２ 灰色 ② （小）

Ｇ

地

区

３２ １ ４９ ② 須恵器 壷 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２０．０） － ［５．７］ 外）オリーブ黒色 内）灰色 ① SK‐４ SK‐８

３２ ２ ４７ ① 須恵器 皿 ？ 外）③ 内）④ （１９．０）（１５．８） ２．３ 灰色 ② SK‐４

３２ ３ ４２ 須恵器 短頸壷
口縁部
肩部

１／１２ 外）④ 内）④ （１２．８） － ［６．１］ 外）暗灰黄色 内）暗灰褐色 ② SK‐３

３２ ４ ４９ ② 須恵器 高坏 受部 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１７．０） － ［２．６］ 外）緑灰色 内）オリーブ灰色 ① SK‐２２

３２ ５ ４５ ① 須恵器 鉢
口縁部
底部

１／６ 外）①⑥ 内）④ （１６．０） ６．８ ［７．５］ 灰黄色 ①③
SP‐１９７
SP‐１２４

３２ ６ ４２ 土師器 甕 １／１２ 外）不明 内）不明 （１３．８） － ［１４．５］ 外）橙色 内）にぶい黄橙色 ③④ SK‐１６

３２ ７ ４４ ④ 灰釉陶器 小壷 ほぼ完形 外）⑤⑥④ 内）④ （３．７） ５．１ ９．７ 灰黄色 ①密 SP‐１５６

３２ ８ ５０ ① 土師器 無台坏 底部 外）① 内）不明 － （５．０） ［１．５］ 灰白色 ②④ SK‐４

３２ ９ ５０ ① 土師器 甕 胴部
外）上－カキメ 下－⑦
内）不明

－ － ［６．８］ 灰白色 ② SK‐１

３２ １０ ４５ ① 須恵器 壷 肩部 外）④ 内）④ － － ［３．８］ 灰色 ① SK‐１８

３２ １１ ４１ 須恵器 蓋 １／２ 外）① 内）④ １７．７ － ２．１ 外）灰色 内）緑灰色 ①
SP‐２ SD‐２
分析（小）

３２ １２ ４９ ② 須恵器 高台坏 口縁部 ？ 外）④ 内）④ （１６．６）（１３．０）［３．１］ 外）灰色 内）オリーブ灰色 ① SK‐８

３２ １３ ４２ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１０．８）（７．８） ４．７ 灰黄色 ① SK‐４ SK‐８

３２ １４ ４８ ① 須恵器 � 底部 外）② 内）④ － （７．０） ［２．０］ 灰色 ① SK‐２６

３２ １５ ５０ ① 土師器 甕 胴部
外）上－カキメ
下－⑦ 内）カキメ

－ － ［６．４］ 灰白色 ② SK‐１

３２ １６ ４５ ① 須恵器 � 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ － － ［４．３］ 外）にぶい黄色 内）浅黄色 ① SK‐１８
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｇ

地

区

３２ １７ ４５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （８．８） ［１．５］ 灰色 ② SK‐１８

３２ １８ ５０ ① 土師器 鍋 口縁部 ？ 外）不明 内）不明 － － ［６．０］ 外）橙色 内）にぶい黄橙色 ②④ SK‐１６

３２ １９ ４２ 土師器 鉢 口縁欠失 外）不明 内）不明 （１３．８）（２．０） ［９．３］ にぶい黄橙色 ②④ SK‐１６

３２ ２０ ４５ ① 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ － ３．２ ［１．６］ 灰白色 ② SK‐４

３２ ２１ ５０ ① 土師器 甕 胴部
外）上－ナデ 下－⑦
内）④

－ － ［６．１］ にぶい黄橙色 ② SD‐２

３２ ２２ ４９ ② 須恵器 壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［１０．６］ 外）にぶい黄色 内）灰色 ③ SP‐１１５

３２ ２３ ５０ ① 土師器 甕
口縁部
肩部

１／１２ 外）不明 内）不明 （２２．７） － ［４．５］ 浅黄橙色 ② SD‐２

３２ ２４ ５０ ① 土師器 甕 胴部
外）上－カキメ 下－⑦
内）⑧のちカキメ

－ － ［９．９］
外）にぶい橙色
内）にぶい黄橙色

②
SD‐２
外）煤付着

３３ １ ４５ ① 須恵器 鉢 口縁部 ？ 外）④ 内）④ （１９．４） － ［５．３］ オリーブ灰色 ① SP‐３０

３３ ２ ４６ ① 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１８．７） － ［３．５］ 灰色 ①
SP‐１１１
歪み大（小）

３３ ３ ４５ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１８．４）（１５．０） １．８ 灰色 ① SP‐８７

３３ ４ ４１ 須恵器 鉢 １／４ 外）② 内）④ （１５．０）（８．４） ５．６ 外）にぶい黄色 内）灰黄色 ① SP‐２５

３３ ５ ５０ ① 須恵器 蓋 天井部 外）不明 内）不明 － （１０．６）［２．１］ にぶい橙色 ② SP‐９２ 生焼け

３３ ６ ４４ ③ 須恵器 壷 口縁部 外）④ 内）④ （１４．８） － ［６．９］ オリーブ灰色 ① SP‐９２

３３ ７ ５０ ① 土師器 甕 底部 外）不明 内）不明 － （６．６） ［３．１］ にぶい黄橙色 ② SP‐２０５

３３ ８ ４６ ① 須恵器 蓋
外）①スノコ状圧痕
内）④

（２１．０） － ［１．９］ 灰白色 ① SP‐１６５

３３ ９ ５０ ① 土師器 甕
口縁部 肩
部

１／８
外）口縁－不明 肩－カキメ
内）不明

（２４．０） － ［５．７］ にぶい橙色 ②④ SP‐８８

３３ １０ ４９ ① 須恵器 蓋 口縁部 ？ 外）⑥④ 内）④ （１１．０） － ［２．７］ 灰色 ①
SP‐１５５
歪み大

３３ １１ ４２ 須恵器 無台坏 １／６ 外）不明 内）不明 （１２．０）（８．６） ３．６ 灰白色 ② SP‐２３

３３ １２ ５０ ① 土師器 � 底部 外）不明 内）不明 － （５．６） ［２．６］ 外）浅黄橙色 内）灰白色 ①④ SP‐１７４

３３ １３ ４５ ① 須恵器 蓋 天井部 外）⑥④ 内）④ － （８．０） ［１．４］ 灰色 ① SP‐２９５

３３ １４ ５０ ① かわらけ 口縁部 １／６ 外）不明 内）不明 （１２．０） － ［２．３］ にぶい黄橙色 ① SP‐４０

３３ １５ ４３ 須恵器 壷 底部 胴部 外）④ 内）④ － ９．０ ［７．０］ 灰色 ①④ SP‐１５４

３３ １６ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．２）（４．０） ３．５ 灰色 ③ SP‐１００

３３ １７ ４７ ② 須恵器 無台坏 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１２．０） － ［４．３］ 灰色 ① SP‐３

３３ １８ ４９ ① 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ １４．１ － ３．６ 灰色 ①④ SP‐１６７（樫）

３３ １９ ４２ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１５．０） ９．０ ４．０ 灰色 ①④ SP‐６９ 分析

３３ ２０ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．０）（９．０） ３．３ 外）灰色 内）オリーブ灰色 ① SP‐１７５

３３ ２１ ４５ ② 須恵器 無台坏 １／４
外）①スノコ状圧痕
内）④

（１３．４）（６．０） ３．１ 灰色 ③
SP‐１７５
SP‐２８２（小）

３３ ２２ ４２ 土師器 無台坏 ほぼ完形 外）不明 内）不明 １３．４ ７．５ ３．３ にぶい黄橙色 ② SP‐１２４ 分析

３３ ２３ ４６ ② 須恵器 無台坏 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１３．８） － ［２．４］ 緑灰色 ① SP‐３０９

３３ ２４ ４７ ② 須恵器 無台坏 外）② 内）④ － （８．０） ［２．７］ 灰オリーブ色 ① SP‐２０９

３３ ２５ ４９ ① 須恵器 蓋 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．０） － ［１．４］ 外）灰オリーブ色 内）灰色 ② SK‐１９

３３ ２６ ４６ ② 須恵器 皿 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［１．５］
外）暗オリーブ灰色
内）オリーブ灰色

② SP‐４５

３３ ２７ ４７ ② 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１５．８）（１２．４） ２．２ 灰白色 ① SP‐１３８

３３ ２８ ４１ 須恵器 無台坏 完形
外）①スノコ状圧痕
内）④指頭圧痕

１４．０ ７．０ ３．２ 灰色 ③
SP‐１２４
分析（小）

３５ １ ３９ 須恵器 無台坏 １／１０ 外）①？ 内）④ １３．０ ８．８ ３．８ 灰色 ②

３５ ２ ３９ 須恵器 無台坏 ？ 外）①？ 内）④ （１２．５）（８．３） ３．８ 灰色 ③

３５ ３ ３９ 須恵器 無台坏 １／４ 外）② 内）④ （１２．８）（９．８） ３．４ 外）灰白色 内）灰色 ①

３５ ４ ４７ ② 須恵器 無台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （９．６） ［２．６］ 灰色 ①④

３５ ５ ３９ 須恵器 無台坏 １／６ 外）② 内）④ （１２．４）（９．２） ３．６ 外）浅黄色 内）灰黄色 ②

３５ ６ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．８）（９．０） ２．９ 灰黄褐色 ③

３５ ７ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１３０）（１０．０） ３．５ 灰色 ①

３５ ８ ３９ 須恵器 無台坏 １１／１２ 外）① 内）④ （１２．０）（８．０） ３．２ 灰色 ①

３５ ９ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ （１２．０）（９．０） ［３．１］ 灰色 ③

３５ １０ ４５ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１１．９）（８．０） ３．０ 灰色 ①④

３５ １１ ４６ ② 須恵器 無台坏 底部
外）①スノコ状圧痕
内）④

－ （８．５） ［１．９］ オリーブ灰色 ③

３５ １２ ４０ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ １３．０ ８．８ ３．５ 灰色 ② 分析

３５ １３ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１５．０）（１０．０） ３．３ 外）灰オリーブ 内）黄褐色 ①

３５ １４ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）② 内）④ （１３．０）（９．０） ３．１ 灰黄色 ③

３５ １５ ４６ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．６）（８．０） ３．９ 灰白色 ①
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｇ

地

区

３５ １６ ４６ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ １３．８ （１０．０） ２．８ 灰色 ①

３５ １７ ４６ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．４） ［１．７］ オリーブ灰色 ①

３５ １８ ４６ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［２．０］ 灰色 ①

３５ １９ ４６ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［１．１］ 灰色 ①

３５ ２０ ４６ ② 須恵器 無台坏 底部
外）底－不明 体－ナデ
内）ナデ

－ （７．２） ［１．５］ 灰色 ①

３５ ２１ ４６ ② 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （８．４） ［２．５］ 灰白色 ①

３５ ２２ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１０．８）（８．０） ２．９ 灰色 ③

３５ ２３ ４７ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．９）（９．４） ３．４ オリーブ灰色 ①

３５ ２４ ４６ ② 須恵器 無台坏 底部
外）①スノコ状圧痕
内）④

－ （８．５） ［１．２］ 灰オリーブ色 ③ 外底）煤付着

３５ ２５ ３９ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．８） ８．２ ３．５ 灰白色 ① （小）

３５ ２６ ４５ ② 須恵器 無台坏 １／４
外）⑥スノコ状圧痕？
内）④

（１５．０）（７．４） ２．９ 灰色 ②③ （小）

３５ ２７ ４５ ② 須恵器 無台坏 １／８ 外）② 内）④ （１４．０）（８．４） ３．１ 外）灰白色 内）灰色 ② （小）

３５ ２８ ４５ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．６） ８．２ ２．７ 灰色 ①④ 分析（小）

３５ ２９ ４５ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ （１４．０） － ［３．０］ 灰色 ③

３５ ３０ ３９ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （７．６） ［２．４］ 灰黄色 ③ （小）

３５ ３１ ４０ 須恵器 無台坏 １／６ 外）③ 内）④ （１４．０） ６．３ ４．２ 灰色 ①④ 分析

３５ ３２ ４０ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．６） ８．８ ４．４ 灰色 ②

３５ ３３ ４５ ② 須恵器 無台坏 口縁欠失 外）② 内）④ － （７．８） ［３．５］ 灰色 ②

３５ ３４ ３９ 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１３．２）（６．２） ３．９ 青灰色 ？

３５ ３５ ３９ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ １４．２ （８．２） ２．４ 灰色 ①

３５ ３６ ３９ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ １１．２ ６．０ ２．４ 灰色 ？

３６ １ ３９ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１７．０）（１２．０） ５．２ 外）暗灰黄色 内）灰黄色 ①

３６ ２ ４８ ② 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１７．８）（１３．０） ５．４ 灰色 ③

３６ ３ ３９ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１７．０）（１２．４） ５．９ 外）灰黄褐色 内）褐灰色 ②

３６ ４ ３９ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１７．４）（１２．４） ５．３ 灰色 ①③

３６ ５ ４８ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１８．４）（１３．０） ５．５ 灰色 ③

３６ ６ ４０ 須恵器 高台坏 １／４ 外）② 内）④ （１８．０）（１４．０） ５．６ 外）灰色 内）灰黄色 ① 歪み小

３６ ７ ４８ ① 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１８．５）（１４．２） ５．１ 灰色 ③

３６ ８ ４８ ① 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）④ 内）④ － （１２．８）［４．４］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ①

３６ ９ ４７ ② 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （１２．９）［５．７］ 灰色 ①

３６ １０ ４８ ① 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．６）（９．４） ３．６ 灰色 ④

３６ １１ ４８ ① 須恵器 高台坏 １／３ ？ １０．５ ７．３ ４．２ 暗灰褐色 ①

３６ １２ ３９ 須恵器 高台坏 ２／３ 外）① 内）④ （１２．０）（９．３） ３．６ 灰色 ① 分析

３６ １３ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［３．３］ 外）灰色 内）灰白色 ①

３６ １４ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （６．０） ［３．１］ 灰白色 ①④

３６ １５ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［２．７］ 灰白色 ①④ 転用硯？

３６ １６ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［２．５］ 灰色 ③④

３６ １７ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．６） ［１．８］ 灰色 ①

３６ １８ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）② 内）④ － ８．９ ［２．０］ 灰色 ①④

３６ １９ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － ９．０ ［２．２］ 外）灰色 内）オリーブ黄色 ①

３６ ２０ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［１．３］ 灰色 ③

３６ ２１ ３９ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１４．８）（１２．０） ４．８ 灰色 ②

３６ ２２ ４８ ② 須恵器 高台坏 ？ ？ （１５．０）（９．７） ３．９ 暗灰褐色 ①

３６ ２３ ４８ ② 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）② 内）④ － （１０．０）［５．７］ 外）灰色 内）オリーブ灰色 ①④

３６ ２４ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （１０．０）［３．９］ 灰色 ①

３６ ２５ ４８ ② 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （８．６） ［３．７］ 灰色 ①

３６ ２６ ３９ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．０）（９．０） ３．７ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ②

３６ ２７ ４８ ① 須恵器 高台坏 ？ ？ １４．０ １０．５ ４．７ 暗灰色 ②

３６ ２８ ４８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － １０．０ ［３．４］ 外）灰オリーブ色 内）灰色 ①

３６ ２９ ４８ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．６）［４．５］ 黄灰色 ③

３６ ３０ ４８ ② 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１８．０）（１２．４） ５．２ 灰色 ①

３７ １ ４１ 須恵器 蓋 ？ 外）⑥④ 内）④ （１７．８） － ３．１ 灰色 ①③

３７ ２ ４１ 須恵器 蓋 ？ 外）④ 内）④ １７．２ － ３．７ 青灰色 ？

３７ ３ ４９ ① 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１７．０） － ３．７ オリーブ灰色 ①

３７ ４ ４９ ① 須恵器 蓋 天井部 外）① 内）④ － － ［２．９］ 灰白色 ③

３７ ５ ４６ ① 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ １７．０ － ［２．１］ オリーブ灰色 ① （樫）

第５章 山腰遺跡
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｇ

地

区

３７ ６ ４６ ① 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１６．９） － ［１．９］ 灰色 ①

３７ ７ ４６ ① 須恵器 蓋 １／５ 外）④ 内）④ １８．０ － ［１．３］ 青灰色 ？

３７ ８ ４６ ① 須恵器 蓋 １／４
外）⑥スノコ状圧痕
内）④

１７．０ － ［１．６］ 灰色 ①

３７ ９ ４１ 須恵器 蓋 ？ 外）① 内）④ １７．０ － １．９ 灰色 ？ 無鈕（小）

３７ １０ ４６ ① 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１５．９） － ［２．０］ 緑灰色 ①

３７ １１ ４６ ① 須恵器 蓋 口縁部 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１６．２） － ［１．８］ 灰白色 ②

３７ １２ ４１ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １５．５ － １．３ 灰色 ①④

３７ １３ ４９ ① 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１２．８） － ３．５ 緑灰色 ①

３７ １４ ４１ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ （１１．７） － １．８ 外）青灰色 内）オリーブ灰色 ①

３７ １５ ４１ 須恵器 蓋 ３／４ 外）⑥④ 内）④ １１．７ － ２．５ 灰オリーブ色 ①④

３７ １６ ４６ ① 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ １２．７ － ［１．９］ 外）灰色 内）緑灰色 ①

３７ １７ ４９ ① 須恵器 蓋 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１１．４） － ［１．７］ 灰色 ①

３７ １８ ４６ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／６ 外）⑥④ 内）④ １３．８ － ［２．１］ 外）灰オリーブ色 内）灰色 ①

３７ １９ ４６ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）⑥④ 内）④ １３．６ － ［２．５］ 灰色 ①

３７ ２０ ４９ ① 須恵器 蓋 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１３．９） － ［３．５］ 外）緑灰色 内）オリーブ灰色 ①

３７ ２１ ４６ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／６ 外）⑥④ 内）④ １５．０ － ［２．２］ 灰色 ①④

３７ ２２ ４９ ① 須恵器 蓋 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．２） － ［１．３］ 灰色 ① 歪み大

３７ ２３ ４９ ① 須恵器 蓋 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［１．８］ 灰色 ①

３７ ２４ ４１ 須恵器 蓋 ほぼ完形 外）⑥④ 内）④ １３．２ － ２．３ 外）青灰色 内）灰色 ①④ 転用硯

３７ ２５ ４１ 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１３．８） － ３．４ 灰色 ①④

３７ ２６ ４１ 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１４．０） － ２．４ 灰色 ①

３７ ２７ ４１ 須恵器 蓋 ５／６ 外）④ 内）④ １４．４ － ３．０ 灰褐色 ？ 分析

３７ ２８ ４９ ① 須恵器 蓋 １／４ 外）④ 内）④ １４．６ － １．７ 青灰色 ？

３７ ２９ ４１ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／２ 外）⑥④ 内）④ （１４．０） － ［１．８］ 灰オリーブ色 ①

３７ ３０ ４９ ① 須恵器 蓋 １／８ 外）⑥④ 内）④ （１４．０） － ［１．５］ 灰色 ①

３８ １ ４０ 須恵器 皿 １／８ 外）①？ 内）④ １７．５ １４．２ ３．２ ？ ？ 分析

３８ ２ ４０ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １７．４ １４．６ ３．０ 灰色 ①

３８ ３ ４７ ① 須恵器 皿 １／５ 外）① 内）④ （１６．４）（１２．８） ２．６ 青灰色 ？ 分析

３８ ４ ４７ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１６．８）（１３．２） ２．８ 灰オリーブ色 ①

３８ ５ ４０ 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ １７．１ １４．１ ２．２ 灰色 ①④ 分析

３８ ６ ４６ ② 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．０）（１３．０） ２．１ 灰色 ①

３８ ７ ４７ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ １６．２ １２．８ ２．２ 青灰色 ？ 分析

３８ ８ ４６ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１５．０） １２．０ １．９ 灰色 ①④

３８ ９ ４７ ① 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １５．８ １２．８ ２．２ 灰白色 ①④ 分析

３８ １０ ４７ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１５．４）（１１．８） ２．１ 灰色 ①

３８ １１ ４７ ① 須恵器 皿 １／４
外）①スノコ状圧痕
内）④

（１６．０）（１３．０） ２．５ 灰白色 ①

３８ １２ ４７ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）③ 内）④ （１６．０）（１２．８） ２．３ 灰色 ②

３８ １３ ４６ ② 須恵器 皿 １／６
外）底－未調整 体－④
内）④

１５．０ （１１．４） ２．２ 灰色 ①

３８ １４ ４７ ② 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１５．８）（１３．０） ２．３ オリーブ灰色 ①

３８ １５ ４６ ② 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１５．６）（１３．０） ２．３ 灰色 ①

３８ １６ ４７ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．２）（１２．０） ２．０ 灰色 ① SP‐１３８

３８ １７ ４６ ② 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ １５．６ １２．８ ２．６ 灰オリーブ色 ①

３９ １ ４０ 須恵器 皿 １／３ 外）③ 内）④ １８．０ （１３．５） ２．０ 灰色 ①

３９ ２ ４９ ② 須恵器 皿 ？ 外）③ 内）④ （１９．０）（１６．０）［１．８］ 緑灰色 ①④

３９ ３ ４０ 須恵器 皿 １／１２ 外）③ 内）④ （１９．０）（１５．２） ２．０ 灰色 ②

３９ ４ ４０ 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１５．８）（１３．２） ２．５ 灰オリーブ色 ①

３９ ５ ４７ ① 須恵器 皿 １／３ 外）③ 内）④ （１７．６）（１４．２） ２．３
外）オリーブ灰色
内）灰オリーブ色

① 外）煤付着

３９ ６ ４９ ② 須恵器 皿 １／６ 外）③ 内）④ （１６．８） １３．６ ２．８ 灰色 ①④ 分析

３９ ７ ４０ 須恵器 皿 １／４ 外）③ 内）④ （１７．６）（１４．０） ２．６ 外）灰オリーブ色 内）灰色 ①④

４０ １ ４１ 須恵器 無台坏 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１１．８）（９．０） ４．６ 外）黄灰色 内）灰白色 ②

４０ ２ ４８ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）⑥④ 内）④ （１５．８） ６．０ ４．４ 灰色 ① SP‐１４２

４０ ３ ４０ 須恵器 皿 １／４ 外）③ 内）④ （１７．６）（１４．０） ２．５ 灰色 ②

４１ １ ４５ ② 須恵器 � 口縁部 外）④ 内）④ （２０．０） － ［５．６］ 灰色 ①

４１ ２ ４５ ② 須恵器 � 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１８．８） － ［５．０］ 外）オリーブ灰色 内）灰白色 ①④

４１ ３ ４６ ② 須恵器 � 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．８） － ［４．０］ 灰オリーブ色 ①

４１ ４ ４５ ② 須恵器 � 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１４．０） － ［３．９］ 灰色 ①④

第１２節 金属器・ガラス製品
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｇ

地

区

４１ ５ ４５ ② 須恵器 � 高台欠失 １／８ 外）④ 内）④ １４．０ － ［４．２］ 青灰色 ④ （小）

４１ ６ ４０ 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （１０．０）［３．３］ 外）灰黄色 内）灰色 ② （小）

４１ ７ ４８ ② 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （１１．２）［３．６］ 外）にぶい黄色 内）灰黄色 ②

４１ ８ ４８ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［３．２］ 灰色 ①

４１ ９ ４８ ② 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （９．０） ［５．６］ 外）灰色 内）青灰色 ①④ （小）

４１ １０ ４０ 須恵器 � ？ 外）① 内）④ （１４．８）（８．８） ５．８ 灰オリーブ色 ②

４１ １１ ４８ ② 須恵器 � １／１２ 外）① 内）④ （１２．６）（６．４） ４．９ 外）黄灰色 内）灰黄色 ①

４１ １２ ４８ ② 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （７．０）［３．．０］ 外）灰色 内）オリーブ黒色 ②

４１ １３ ４８ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［４．１］ 灰色 ③

４１ １４ ４８ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － ８．４ ［４．４］ 灰色 ③

４２ １ ４５ ① 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１８．０） － ［２．７］ 外）灰色 内）灰白色 ④

４２ ２ ４３ 須恵器 鉢 ？ 外）④ 内）④ （１６．０）（７．５）［１０．１］ 灰褐色 ③

４２ ３ ４３ 須恵器 無台坏 ？ 外）② 内）④ （１６．２） １２．４ ［６．８］ 黄灰色 ②④ （樫）

４２ ４ ４９ ② 須恵器 高坏 受部 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１９．６） － ［２．３］ 外）灰色 内）オリーブ灰色 ①

４２ ５ ４４ ① 須恵器 高坏 １／３ 外）④ 内）④ （１３．８） ９．０ ７．２ 外）灰色 内）灰白色 ②

４２ ６ ４３ 須恵器 無台坏 １／２ 外）⑤④ 内）④ （１６．０）（７．０） ５．８ オリーブ灰色 ①

４２ ７ ４５ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － （４．０） ［３．２］ 外）オリーブ灰色 内）灰色 ①

４２ ８ ４５ ① 須恵器 鉢 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１３．８） － ［４．１］ 緑灰色 ①

４２ ９ ４９ ② 須恵器 高坏 受部 外）④ 内）④ － － ［２．６］ 灰オリーブ色 ①

４２ １０ ４４ ⑤ 須恵器 皿 底部
外）①スノコ状圧痕
内）④

－ － ［０．８］ 灰白色 ① 墨書

４２ １１ ４５ ① 須恵器 鉢 口縁部 外）④ 内）④ － － ［３．８］ 灰黄色 ①

４２ １２ ４５ ① 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１４．０） － ［４．１］ 灰色 ①

４２ １３ ４５ ① 須恵器 鉢
口縁部
肩部

１／１２ 外）④ 内）④ （１４．０） － ［５．３］ 灰色 ③

４２ １４ ４５ ① 須恵器 鉢 底部 外）④ 内）④ － （７．０） ［３．３］ 灰色 ④

４２ １５ ４９ ② 須恵器 壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［７．９］ 灰色 ①

４２ １６ ４５ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （２０．２）［２．０］ 灰白色 ①

４２ １７ ４５ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）？ － － ［６．３］ 灰黄色 ①④

４２ １８ ４４ ⑤ 灰釉陶器 皿 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１８．０） － ［１．１］ ？ ①やや密

４２ １９ ４４ ⑤ 灰釉陶器 皿 底部 外）④ 内）④ － － ［０．９］ ？ ①密

４２ ２０ ４４ ⑤ 灰釉陶器 皿 底部 外）④ 内）④ － （６．２） ［１．６］ ？ ①密

４２ ２１ ４４ ⑤ 灰釉陶器 皿 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１１．８） － ［１．８］ ？ ①密

４２ ２２ ４４ ⑤ 灰釉陶器 碗 底部 外）④ 内）④ － ６．６ ［１．６］ ？ ①密 転用硯？

４２ ２３ ４４ ⑤ 灰釉陶器 碗 底部 外）④ 内）④ － （７．８） ［１．６］ ？ ①密

４２ ２４ ４４ ⑤ 灰釉陶器 碗 口縁部 １／１２ 外）④沈線３条？ 内）④ （１５．０） － ［２．５］ ？ ①やや密 内）灯芯油痕

４２ ２５ ４４ ⑤ 灰釉陶器 碗 口縁部 １／１２ 外）④沈線２条 内）④ （１５．０） － ［２．５］ ？ ①やや密

４２ ２６ ４４ ⑤ 灰釉陶器 碗 底部 外）④ 内）④ － （６．０） ［２．８］ ？ ①密

４３ １ ４４ ③ 須恵器 壷 口縁部 １／８ 外）④沈線２条 内）④ （１２．８） － ［９．２］ 灰色 ③

４３ ２ ４４ ② 須恵器 壷
底部
胴部

外）④ 肩－沈線１条
内）④

－ （１０．８）［１２．２］ 灰色 ②

４３ ３ ４３ 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［９．８］ 灰色 ③④

４３ ４ ４４ ③ 須恵器 壷 口縁部 １／６
外）④口縁ー沈線２条

頸部－沈線１条
内）④

（７．６） － ［６．０］ 外）黄灰色 内）暗灰黄色 ①

４３ ５ ４２ 須恵器 壷
底部
胴部

？ － ９．８ ［９．５］ 黄灰色 ④

４３ ６ ４３ 須恵器 小壷 完形 外）① 内）④ ５．２ ７．５ ７．２ 灰色 ②④

４３ ７ ４２ 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ － （１０．４）［５．２］
外）暗灰黄色
内）にぶい黄橙色

① 融着痕（樫）

４３ ８ ４４ ③ 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ － １０．４ ［７．１］ 外）灰黄色 内）灰色 ①

４３ ９ ４２ 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ － （１２．０）［９．０］ 外）黄灰色 内）にぶい黄橙色 ①

４４ １ ４４ ③ 須恵器 甕 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （２３．０） － ［７．３］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ①④

４４ ２ ４４ ③ 須恵器 甕
口縁部
肩部

外）④⑦ 内）④⑧ － － ［７．０］ 外）暗灰黄色 内）黄灰色 ③

４４ ３ ４４ ③ 須恵器 ？ 底部 外）不明 赤彩？ 内）④ － － ［１．７］ 灰白色 ②

４４ ４ ４４ ③ 須恵器 甕
口縁部
肩部

１／１２
外）口縁－④ 肩－⑦
内）口縁－④ 肩－⑧

－ － ［６．３］ 灰オリーブ色 ④

４４ ５ ４４ ③ 須恵器 甕 胴部 外）⑦ 内）④ － － ［５．０］ 灰色 ①

４５ １ ４３ 須恵器 甕 １／４ 外）⑦ 内）⑧ （２２．４） － ［４６．３］ 灰色 ③ SP‐３３

４６ １ ４４ ⑥ 須恵器 甕 口縁部 ？ 外）④ 内）④波状文 （３８．４） － ［２．５］ 灰色 ①④

４６ ２ ４４ ⑥ 須恵器 甕
胴部
底部

外）⑦ 内）⑧ － （１７．０）［３９．８］
外）暗灰黄色
内）灰オリーブ色

② SK‐４

第５章 山腰遺跡
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｇ

地

区

４７ １ ５０ ② 土師器 甕
口縁部
肩部

１／１２ 外）不明 内）不明 （１３．８） － ［３．０］
外）にぶい橙色
内）にぶい黄橙色

①④

４７ ２ ５０ ② 土師器 甕 口縁部 １／１２ 外）不明 内）不明 （１２．２） － ［２．４］ 橙色 ①

４７ ３ ５０ ② 土師器 甕
口縁部
肩部

１／１２
外）不明
内）口縁－横ハケ

（１６．８） － ［５．５］ 外）にぶい黄褐色 内）？ ① 内）煤付着

４７ ４ ４３ 土師器 小壷
底部
胴部

外）⑥④ 内）不明 － ６．４ ［８．０］ ？ ②やや密 外）煤付着

４７ ５ ５０ ② 土師器 把手 ？ － － － 灰白色 ①④

４７ ６ ５０ ② 土師器 � 底部 外）不明 内）不明 － （５．８） ［１．９］ 浅黄橙色 ②④

４７ ７ ５０ ② 土師器 � 底部 外）不明 内）不明 － （５．８） ［２．３］ 橙色 ②④

４７ ８ ５０ ② 土師器 � 底部 外）不明 内）不明 － （７．２） ［２．３］ にぶい黄橙色 ②

４７ ９ ５０ ② 土師器 � 底部 外）不明 内）不明 － （６．６） ［１．９］ 浅黄橙色 ①

４７ １０ ５０ ② 土師器 � 底部 外）不明 内）不明 － （５．５） ［２．３］ 外）浅黄橙色 内）浅黄色 ②

４７ １１ ５０ ② 土師器 無台坏 底部 外）不明 内）不明 － （６．０） ［１．２］ にぶい黄橙色 ②④

４７ １２ ５０ ② 土師器 � 底部 外）不明 内）不明 － （８．０） ［１．０］ 外）灰黄色 内）にぶい黄橙色 ②④

４７ １３ ５０ ② 土師器 �？ 底部 外）不明 内）不明 － （１４．４）［３．７］
外）にぶい黄橙色
内）明黄褐色

②

４７ １４ ５０ ② 土師器 甑 底部 外）不明 内）不明 － （２３．０）［５．７］ 橙色 ②④

４７ １５ ５０ ② 土師器 鉢？
口縁部
胴部

１／８ 外）不明 内）不明 （２７．８） － ［１２．５］ 外）橙色 内）にぶい黄橙色 ②④

４７ １６ ５０ ② 土師器 甕 口縁部 １／６ 外）不明 内）不明 （２８．０） － ［３．４］ 灰白色 ②

４７ １７ ５０ ② 土師器 甕 口縁部 １／１２ 外）不明 内）不明 （２８．０） － ［１．６］ にぶい橙色 ①

４７ １８ ５０ ② 土師器 甕 口縁部 １／１２． 外）不明 内）不明 （３０．０） － ［２．４］ 浅黄橙色 ②

４７ １９ ５０ ② 土師器 甕
口縁部
肩部

１／１２ 外）不明 内）不明 （２５．２） － ［４．７］ 外）浅黄橙色 内）にぶい橙色 ②④

４７ ２０ ５０ ② 土師器 甕
口縁部
肩部

１／１２ 外）不明 内）不明 （２４．０） － ［３．８］ 外）浅黄橙色 内）黄灰色 ②④

４７ ２１ ５０ ② 土師器 甕
口縁部
肩部

１／１２
外）口縁－④ 肩－カキメ
内）口縁－横ハケ？

（２４．０） － ［６．４］
外）にぶい橙色
内）にぶい黄橙色

①④

４７ ２２ ５０ ② 土師器 甕
口縁部
肩部

１／６ 外）不明 内）不明 （２３．５） － ［６．１］ にぶい黄橙色 ②④

４７ ２３ ５０ ② 土師器 甕 口縁部 １／４ 外）不明 内）不明 （２４．０） － ［１．３］ にぶい黄橙色 ②③

４７ ２４ ５０ ② 土師器 鉢
口縁部
肩部

１／１２ 外）不明 内）不明 （２１．４） － ［５．２］ 灰黄色 ①

４８ １ ５０ ① 土師器 甕
口縁部
肩部

１／１２
外）口縁－不明 肩－ケズリ
内）口縁－不明 肩－⑦

（２７．４） － ［６．８］ 外）浅黄色 内）灰黄色 ②④

４８ ２ ５０ ① 土師器 甕
口縁部
肩部

１／８
外）口縁－④のち⑦
肩－⑦のち縦横ハケ？

内）口縁－不明 肩－指頭圧痕
（２２．４） － ［１０．３］ 灰白色 ②④ 大Ｇ５９同一個体？

４８ ３ ５０ ① 土師器 甕 胴部 外）⑦ 内）⑧のちカキメ － － ［５．７］ 外）にぶい橙色 内）浅黄橙色 ②④

４８ ４ ５０ ② 土師器 甕 胴部
外）⑦のちカキメ
内）⑧のちカキメ

－ － ［８．２］ にぶい橙色 ②④

４８ ５ ４２ 土師器 無台坏 １／４ 外）① 内）不明 （１２．０） ４．０ ３．３ 黒褐色 ②④

４８ ６ ５０ ① 土師器 無台坏 底部 外）⑤ 内）不明 － ４．９ ［１．３］ 橙色 ②④ 内）灯芯油痕

４８ ７ ５０ ① 土師器 無台坏 底部 外）⑤④ 内）④ － （７．０） ［１．８］ 浅黄橙色 ①

４８ ８ ５０ ① 土師器 鉢 口縁部 １／４
外）口縁－凹線１本
内）不明

（１０．０） － ［２．８］
外）にぶい橙色
内）にぶい黄橙色

②④ SK‐１６

４８ ９ ５０ ① かわらけ 底部
外）不明
内）底－指頭圧痕 体－④

－ ６．６ ［１．５］ にぶい黄橙色 密 ① 内外）灯芯油痕

４８ １０ ５０ ① 土師器 甕 胴部 外）⑦ 内）不明 － － ［１１．９］ 外）灰白色 内）灰黄色 ②④ 大Ｇ５８同一個体？

Ｉ

地

区

５８ １ ３８ ⑧ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）④ 内）④ （１１．６）（９．２） ３．２ 浅黄色 ①

５８ ２ ３８ ⑨ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．２）（９．０） ３．６ 灰黄色 ①

５８ ３ ３８ ⑨ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．０）（８．０） ３．４ 灰黄色 ①

５８ ４ ３８ ⑨ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．６）（９．０） ３．５ 浅黄色 ①

５８ ５ ３８ ⑧ 須恵器 無台坏 １／６ 外）④ 内）④ （１２．８）（９．１） ［２．８］ オリーブ灰色 ①

５８ ６ ３８ ④ 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１２．０）（８．４） ［２．８］ 灰オリーブ色 ①

５８ ７ ３８ ⑧ 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （９．０） ［２．１］ 浅黄色 ①

５８ ８ ３８ ⑧ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［２．５］ 灰白色 ①

５８ ９ ３８ ⑧ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［２．１］ 灰白色 ①

５８ １０ ３８ ⑧ 須恵器 無台坏 底部 外）④ 内）④ － （８．０） ［１．５］ 灰色 ①

５８ １１ ３８ ⑨ 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１２．８）（８．８） ３．５ 灰黄色 ①

５８ １２ ３８ ⑤ 須恵器 無台坏 １／４ 外）② 内）④ （１２．０）（８．８） ３．６ 灰白色 ①

５８ １３ ３８ ⑧ 須恵器 無台坏 １／６ 外）④ 内）④ （１１．８）（８．９） ［２．９］ オリーブ灰色 ①

第１２節 金属器・ガラス製品
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｉ

地

区

５８ １４ ３８ ⑥ 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１２．２）（９．８） ３．０ 灰黄色 ① SK‐７

５８ １５ ３８ ⑧ 須恵器 � 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１２．４） － ［３．６］ 外）灰黄色 内）浅黄色 ①

５８ １６ ３８ ⑧ 須恵器 � 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１１．８） － ［２．４］ 灰白色 ①

５８ １７ ３８ ⑧ 須恵器 � 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．０） － ［３．６］ 灰色 ①

５８ １８ ３８ ⑧ 須恵器 � 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１１．８） － ［３．３］ 灰黄色 ①

５８ １９ ３８ ⑨ 須恵器 短頸壷 胴部
外）④沈線肩部２条 胴部２条
内）④

－ － ［１７．６］ 外）にぶい黄色 内）灰色 ②

Ｌ

地

区

６３ １ ５１ ④ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／１２ 外）④ 内）④ （１２．２） － ［１．９］ オリーブ灰色 ②

６３ ２ ５１ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／２ 外）⑥④ 内）④ １３．２ － ［１．７］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ③ （樫）

６３ ３ ５１ ④ 須恵器 蓋 １／３ 外）④ 内）④ （１４．７） － ［２．０］ 灰色 ③ （金）

６３ ４ ５１ ④ 須恵器 蓋 ？ 外）④ 内）④ （１５．８） － ［１．４］ オリーブ灰色 ②

６３ ５ ５１ ④ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）④ 内）④ （１２．７）（９．０） ［４．１］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ② （樫）

６３ ６ ５１ ④ 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （９．９） ［２．１］ 灰色 ②

６３ ７ ５１ ④ 須恵器 無台坏 底部
外）①スノコ状圧痕
内）④

－ （７．０） ［１．０］ 灰色 ① （小）

６３ ８ ５１ ④ 須恵器 壷 肩部 外）④ 内）④ － － ［２．５］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ①

６３ ９ ５１ ④ 須恵器 無台坏 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１４．０） － ［２．７］ 灰色 ③

６３ １０ ５１ ③ 須恵器 無台坏 １／４
外）①スノコ状圧痕
内）④

（１３．１）（６．９） ３．２ 灰色 ①④ （小）

６３ １１ ５１ ④ 須恵器 皿 底部 外）⑥ 内）④付着物 － （８．０） ［１．８］ 灰色 ① （小）

６３ １２ ５１ ④ 土師器 甕 胴部
外）上－④ 下－？
内）上－④ 下－？

－ － － 浅黄橙色 ④

６３ １３ ５１ ④ 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （１４．０）［１．４］ 灰色 ②

６３ １４ ５１ ④ 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － － ［２．２］ 外）灰色 内）オリーブ灰色 ③

６４ １ ５２ ⑥ かわらけ １／２ 外）④ 内）指押え （８．０） （４．２） １．５ にぶい黄橙色 ② 密 SK‐１

６４ ２ ５２ ⑥ かわらけ １／４ 外）④ 内）？ （８．２） （５．５） １．３ 外）灰色 内）黄灰色 ② 密 SK‐１

６４ ３ ５２ ⑥ かわらけ １／３ 外）④ 内）指押え （８．０） （４．５） １．６ 橙色 ① 密 SK‐１

６４ ４ ５２ ③ かわらけ １／４ 外）指押え 内）指押え ８．０ ５．４ １．５ にぶい黄橙色 ②④ SK‐１

６４ ５ ５２ ⑥ かわらけ １／６ 外）？ 内）指押え （８．０） ７．０ １．６
外）にぶい黄橙色
内）明黄褐色

② 密 SK‐１

６４ ６ ５２ ⑥ かわらけ １／４ 外）④指押え 内）不明 （９．０） （６．０） ［１．５］ にぶい黄橙色 ① 密 SK‐１

６４ ７ ５２ ⑥ かわらけ １／４ 外）④ 内）④ （８．０） － ［１．５］ 黄灰色 ① 密 SK‐１

６４ ８ ５２ ② かわらけ 完形 外）④ 内）指押え ８．１ ４．７ １．５ にぶい黄橙色 ② 密 SK‐１

６４ ９ ５２ ⑧ かわらけ １／２ 外）不明 内）不明 ８．０ ６．０ １．１ 橙色 ②

６４ １０ ５２ ⑨ かわらけ １／２ 外）④ 内）指押え （８．２） （５．０） １．６ 外）黄灰色 内）暗灰黄色 ① 密 SK‐１

６４ １１ ５１ ① かわらけ １／３
外）④指押え
内）④指押え

（８．０） （５．５） １．４ 黄灰色 ② 密 SK‐１

６４ １２ － － かわらけ １／８ 外）④ 内）不明 （８．０） （５．０） ［１．８］
外）にぶい黄橙色
内）灰黄褐色

① 密 SK‐１

６４ １３ ５２ ⑥ かわらけ １／１２ 外）④指押え 内）④ （８．０） （４．０） １．６ 灰黄褐色 ① 密 SK‐１

６４ １４ ５２ ⑥ かわらけ １／３ 外）④指押え 内）不明 （７．６） （５．０） １．２ 橙色 ②④密

６４ １５ ５２ ⑦ かわらけ １／２ 外）④指押え 内）指押え （８．６） （６．２） １．５ にぶい橙色 ② 密 SK‐１

６４ １６ ５２ ⑥ かわらけ １／６ 外）④指押え 内）不明 （８．０） （５．０） ［１．６］ 明黄褐色 ① 密 SK‐１

６４ １７ ５２ ④ かわらけ ２／３ 外）④指押え 内）指押え ７．８ ５．８ １．４ 外）明黄褐色 内）黄橙色 ② 密 SK‐１

６４ １８ ５２ ⑥ かわらけ １／２ 外）指押え 内）④ （８．６） （５．５） １．５ 外）にぶい黄橙色 内）黄灰色 ② 密 SK‐１

６４ １９ ５２ ⑤ かわらけ １／２ 外）不明 内）指押え １４．４ １０．５ ２．０ 外）灰黄色 内）暗灰黄色 ② 密 SK‐１

６４ ２０ ５２ ① かわらけ １／２ 外）④ 内）底－指押え ８．２ ６．４ １．５ にぶい黄橙色 ② 密 SK‐１

Ｎ

地

区

７０ １ ５３ 須恵器 無台坏 完形 外）① 内）④ １３．８ ６．６ ３．２ 灰色 ③
SK‐３
内）煤付着小）

７０ ２ ５３ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ １３．６ １０．０ ３．３ 灰白色 ③
SK‐３
内）煤付着（小）

７０ ３ ５３ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ １３．６ ８．０ ３．２ 灰白色 ③
SK‐３
内）ヘラ記号
煤付着（小）

７０ ４ ５３ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ １４．０ ７．５ ３．７ 灰白色 ③ SK‐３（小）

７０ ５ ５３ 須恵器 無台坏 １／２
外）①スノコ状圧痕
内）④

（１３．４）（５．０） ３．０ 灰白色 ②
SK‐３
生焼け（小）

７０ ６ ５６ ① 須恵器 無台坏 底部
外）①スノコ状圧痕
内）④

－ （５．０） ［２．２］ 灰色 ②④ SK‐３

７０ ７ ５６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － － ［１．１］ オリーブ灰色 ② SK‐２

７０ ８ ５６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － － ［１．２］ オリーブ灰色 ② SK‐２

７０ ９ ５３ 須恵器 無台坏 ？ 外）？ 内）④ １４．５ ７．０ ４．１ 灰色 ①
SK‐３
「十」墨書
内）煤付着（小）

第５章 山腰遺跡
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｎ

地

区

７０ １０ ５３ 須恵器 蓋 １／２ 外）① 内）④ １８．４ － ２．１ 灰色 ？ SK‐３

７０ １１ ５３ 須恵器 無台坏 １／２ 外）不明 内）不明 （１５．８）（８．０） ４．３ 外）浅黄色 内）灰黄色 ③④
SK‐３
生焼け（小）

７０ １２ ５３ 須恵器 無台坏 完形
外）平行ヘラ切り後④
内）④

１４．２ ６．１ ３．９ 灰白色 ？
SK‐３
歪み小
内）煤付着（小）

７０ １３ ５３ 須恵器 無台坏 １／６
外）①スノコ状圧痕
内）④

（１４．６）（６．８） ４．０ 灰色 ①③ SK‐３（小）

７０ １４ ５９ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［１．６］ 灰色 ③ SP‐２１

７０ １５ ５３ 土師器 甕
口縁部
胴部

１／３ 外）不明 内）⑥ （１３．６） － ［８．１］ にぶい黄橙色 ①
SK‐３
外）煤付着

７０ １６ ６２ ① 土師器 甕 胴部 外）？ 内）？ － － ［５．１］ にぶい黄橙色 ③ SK‐３

７０ １７ ５６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）不明 内）不明 － （８．０） ［２．１］ 灰色 ③ SK‐３

７０ １８ 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （７．１） ［３．９］ 浅黄橙色 ② SK‐３

７０ １９ ５３ 須恵器 無台坏 ？ 外）？ 内）④ １３．５ ６．８ ３．０ 灰白色 ②
SK‐３
内外）煤付着（小）

７０ ２０ ５６ ① 須恵器 無台坏 １／２
外）スノコ状圧痕④
内）④

（１４．３）（７．０） ３．１ 灰白色 ②④
SK‐３
生焼け（小）

７０ ２１ ５３ 須恵器 無台坏 完形 外）① 内）④ １４．２ ９．０ ２．３ 灰白色 ？
SK‐４
歪み小（小）

７０ ２２ ５６ ① 須恵器 無台坏 １／４
外）①弱いスノコ状圧痕
内）④

（１４．０） ４．６ ３．２ 灰白色 ③ SP‐２１（小）

７１ １ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．３）（９．０） ３．２ オリーブ灰色 ③

７１ ２ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／８ 外）④ 内）④ （１２．７）（８．０） ［３．７］ 灰白色 ③ 生焼け

７１ ３ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）② 内）④ １０．８ （８．３） ２．９ 灰色 ①

７１ ４ ６０ ① 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ １２．０ ８．５ ２．９ 暗灰色 ③

７１ ５ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．０）（１０．０） ３．１ 灰色 ①③

７１ ６ ６０ ① 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１０．０）（６．５） ２．２ 灰色 ① 生焼け

７１ ７ ５６ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．０）（８．２） ［３．１］ 外）灰黄色 内）灰白色 ② 生焼け

７１ ８ ５６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （８．９） ［２．７］ 灰白色 ③

７１ ９ ５６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （７．０） ［１．４］ 灰オリーブ色 ②

７１ １０ ５７ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．４）（８．０） ２．５ 灰色 ③

７１ １１ ５６ ② 須恵器 高台坏 １／２ 外）④ 内）④ （１４．６）（９．０） ３．９ 外）灰色 内）灰白色 ②

７１ １２ ５６ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）④ 内）④ （１３．６）（８．８） ３．８ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ①

７１ １３ ５６ ② 須恵器 高台坏 １／５ 外）？ 内）？ （１３．０）（８．８） ４．３ 外）緑灰色 内）灰色 ③ （樫）

７１ １４ ５４ 須恵器 高台坏 ３／４ 外）① 内）④ １３．６ ９．８ ３．６ 灰色 ？ 分析

７１ １５ ５６ ② 須恵器 高台坏 ？ 外）？ 内）④ １３．０ ９．５ ３．７ 灰色 ②

７１ １６ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）④ 内）④ （１４．８）（８．８） ３．５ 灰色 ②

７１ １７ ６０ ① 須恵器 無台坏 ？ 外）② 内）④ （１３．３）（８．８） ３．５ 外）灰色 内）灰黄色 ①

７１ １８ ５４ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）② 内）④ １３．５ ８．６ ３．６ 灰色 ②

７１ １９ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１４．０）（１０．０） ３．４ ？ ① 生焼け

７１ ２０ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／８ 外）④ 内）④ （１３．０）（９．５） ３．６ 灰色 ①

７１ ２１ ５６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）⑥④ 内）④ － （７．４） ［２．８］ 灰黄色 ① 内外）付着物有

７１ ２２ ５７ ② 須恵器 無台坏 １／２ 外）② 内）④ （１０．６）（５．８） ３．２ オリーブ灰色 ①

７１ ２３ ５７ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．０）（７．６） ３．７ 灰白色 ①

７１ ２４ ５６ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１３．４）（７．８） ３．０ 灰オリーブ色 ③

７１ ２５ ５６ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１５．９）（８．０） ２．７ 灰オリーブ色 ③

７１ ２６ ５４ 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．０）（７．８） ３．４ 灰色 ① 分析

７１ ２７ ５６ ② 須恵器 高台坏 １／４ 外）④ 内）？ （１３．０）（８．８） ３．６ 灰色 ③

７１ ２８ ５４ 須恵器 高台坏 ？ 外）？ 内）④ １２．２ ８．４ ３．９ 灰色 ② （樫）

７１ ２９ ５６ ② 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１０．５）（６．６） ３．８ 外）暗褐色 内）灰色 ① （樫）

７１ ３０ ５６ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［２．４］ 灰色 ① 内面転用？

７１ ３１ ５４ 須恵器 無台坏 １／２ 外）② 内）④ （１３．６）（８．６） ３．２ 灰色 ③ （小）

７１ ３２ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／４
外）スノコ状圧痕④
内）④

（１３．０） ６．１ ３．２ 灰白色 ③

７１ ３３ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１３．５）（７．０） ２．９ 灰白色 ②

７１ ３４ ６０ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）？ 内）？ （１４．０）（１０．０） ２．９ 灰色 ③

７１ ３５ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ （１４．０）（８．０） ［２．８］ 灰色 ①③ （小）

７１ ３６ ５７ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ １３．０ ７．２ ３．０ 灰色 ②

７１ ３７ ５７ ② 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ １４．０ － ２．５ 青灰色 ③

７１ ３８ ６０ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）② 内）④ （１３．０）（９．０） ２．９ 灰黄色 ③

第１２節 金属器・ガラス製品
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｎ

地

区

７１ ３９ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／１２
外）① スノコ状圧痕
内）④

（１２．２）（６．４） ３．１ 灰色 ① 内）灯芯油痕

７１ ４０ ５６ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１０．１）（４．４） ３．１ 灰色 ①

７１ ４１ ５６ ② 須恵器 高台坏 ？ 外）④ 内）④ （１５．４）（８．５） ５．３ 灰色 ②

７１ ４２ ５４ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１５．６）（１１．０） ５．８ 外）黄灰色 内）灰白色 ①

７１ ４３ ５６ ② 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （９．８） ［４．３］ 外）灰オリーブ色 内）灰黄色 ①

７１ ４４ ５６ ② 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （１１．０）［１．８］ 灰黄色 ④

７１ ４５ ５６ ② 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （１０．０）［１．４］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ④

７２ １ ５８ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）①⑥ 内）④ （２１．２） － ［２．０］ 灰白色 ① 分析

７２ ２ ５８ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／３ 外）①⑥ 内）④ （１８．６） － ［２．１］ 黄灰色 ④ 転用硯

７２ ３ ５９ ② 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥ 内）④ （１９．６） － ［２．４］ 灰オリーブ色 ③

７２ ４ ５８ ① 須恵器 蓋 天井部 外）① 内）④ － － ［２．３］ 灰色 ④ 転用硯

７２ ５ ５４ 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ （１８．０） － ［３．２］ 灰色 ④ 分析

７２ ６ ５４ 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１６．９） － ３．５ 灰色 ②

７２ ７ ５９ ② 須恵器 蓋 １／４ 外）① 内）④ （１７．１） － １．２ 灰白色 ①④

７２ ８ ５９ ② 須恵器 蓋 １／３ 外）④ 内）④ １７．０ － ［１．６］ 外）灰黄色 内）黄灰色 ④ （小）

７２ ９ ５８ ① 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ １９．８ － ４．６ 浅黄色 ④ （樫）

７２ １０ ５８ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／２ 外）① 内）④ （１９．０） － ［３．０］ 灰白色 ③ （小）

７２ １１ ５８ ① 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１７．９） － ［２．０］ 灰白色 ②④ 融着痕

７２ １２ ５４ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １１／１２ 外）④ 内）④ （１６．７） － ［２．１］ 灰色 ④

７２ １３ ５９ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／６ 外）① 内）④ （１８．０） － ［１．２］ 黄灰色 ①③

７２ １４ ５９ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／３ 外）① 内）④ （１６．３） － １．９ 灰白色 ①④

７２ １５ ５９ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／６ 外）① 内）④ （１８．０） － ［１．２］ 外）黄灰色 内）灰黄色 ②

７２ １６ ５９ ② 須恵器 蓋 １／１２ 外）④ 内）④ （１７．２） － １．１ 黄灰色 ② 生焼け

７２ １７ ５８ ② 須恵器 蓋 １／４ 外）①⑥ 内）④ （１４．０） － ２．２ 灰色 ①

７２ １８ ５８ ② 須恵器 蓋 天井部 外）① 内）④ － － ［１．５］ 灰色 ①④

７２ １９ ５８ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／４ 外）① 内）④ （１４．０） － ［２．３］ 灰黄色 ①

７２ ２０ ５８ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／１２ 外）① 内）④ （１４．０） － ［２．０］ 灰黄色 ①③

７２ ２１ ５８ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／４ 外）① 内）④ （１５．０） － ［１．５］ 灰色 ① 融着痕

７２ ２２ ５８ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／３ 外）① 内）④ （１３．６） － ［１．９］ 外）灰オリーブ色 内）灰色 ①

７２ ２３ ５８ ② 須恵器 蓋 １／８ 外）⑥ 内）④ （１４．７） － ［１．３］ 灰色 ③

７２ ２４ ５８ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／６ 外）① 内）④ （１５．０） － ［１．６］ 灰黄色 ①

７２ ２５ ５４ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／６ 外）④ 内）④ハケ （２９．０） － ［２．７］ 灰色 ②

７２ ２６ ５８ ① 須恵器 蓋 つまみ 外）④ 内）④ － － ［２．２］ 灰色 ①

７２ ２７ ５８ ① 須恵器 蓋 つまみ 外）④ 内）④ － － ［１．７］ 灰色 ①

７２ ２８ ５９ ② 須恵器 蓋 天井部
外）②スノコ状圧痕
内）④

－ － ［１．２］ 灰色 ② 内面転用

７２ ２９ ５８ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／８ 外）不明 内）④ （１５．８） － ［１．４］ 外）黄褐色 内）灰色 ①

７２ ３０ ５８ ② 須恵器 蓋 １／６ 外）② 内）④ （１５．０） － ２．４ 灰色 ②

７２ ３１ ５８ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／２ 外）①⑥ 内）④ （１４．６） － ［１．７］ 灰黄色 ① 融着痕（樫）

７２ ３２ ５８ ② 須恵器 蓋 天井部 外）① 内）④ － － ［２．５］ 灰色 ①④

７２ ３３ ５９ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／６ 外）① 内）④ （１２．４） － ［２．０］ 灰色 ①④

７２ ３４ ５９ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／４ 外）① 内）④ （１３．０） － ［１．８］ 灰黄色 ①④

７２ ３５ ５９ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／３ 外）① 内）④ （１３．０） － ９．５ 灰色 ①②

７２ ３６ ５９ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／６ 外）① 内）④ （１４．０） － ［１．５］ 灰黄色 ①④ （樫）

７２ ３７ ５９ ② 須恵器 蓋 １／２ 外）① 内）④ （１３．７） － １．９ 灰色 ②④ （樫）

７３ １ ５６ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （２０．５）（１６．０） ４．２ 明紫灰色 ③ 融着痕

７３ ２ ５４ 須恵器 高台坏 ？ 外）？ 内）④ １６．８ １２．８ ３．４ 暗灰色 ②

７３ ３ ５４ 須恵器 高台坏 ？ 外）？ 内）④ １４．４ １１．０ ３．５ 暗灰色 ① 底）ヘラ記号？

７３ ４ ６０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１６．０）（１３．８） ２．６ 灰色 ③④

７３ ５ ５７ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）② 内）④ （１５．８）（１２．２） ２．１ 灰色 ①

７３ ６ ５７ ① 須恵器 皿 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［１．９］ オリーブ灰色 ③④

７３ ７ ５７ ① 須恵器 皿 ３／２ 外）① 内）④ （１６．６）（１２．６） １．９ 灰色 ④

７３ ８ ５７ ① 須恵器 皿 １／８ 外）② 内）④ （１５．４）（１１．６） ２．３ 灰色 ③

７３ ９ ５７ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１５．８）（１２．８） ２．１ 外）淡黄色 内）灰黄色 ①

７３ １０ ６０ ② 須恵器 皿 １／４ 外）② 内）④ （１５．０）（１１．２） ２．３ 灰色 ③

７３ １１ ６０ ② 須恵器 皿 １／８ 外）？ 内）？ （１６．０）（１２．５） ２．５ 灰色 ③

７３ １２ ５４ 須恵器 皿 底部 外）② 内）④ － － ［０．８］ 灰色 ② 墨書

７３ １３ ５４ 須恵器 皿 底部 外）② 内）④ － － ［０．９］ オリーブ灰色 ② 墨書

第５章 山腰遺跡
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｎ

地

区

７３ １４ ５７ ① 須恵器 皿 底部 外）② 内）④ － （９．０） ［１．６］ 灰色 ② 内面転用？

７３ １５ ６０ ② 須恵器 皿 口縁欠失
外）②スノコ状圧痕？
内）④

－ （１１．４）［２．３］ 灰白色 ②

７３ １６ ５７ ① 須恵器 皿 １／２
外）①スノコ状圧痕
内）④

（１４．１）（１０．４）［１．９］ 灰白色 ②

７３ １７ ５７ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１４．０）（９．４） ２．０ ？ ①

７３ １８ ５７ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１４．１）（１０．８） ２．１ 灰色 ③

７３ １９ ５７ ① 須恵器 皿 ？ 外）③ 内）④ （１４．８）（１１．２） ２．７ 灰白色 ③

７３ ２０ ６０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１４．９）（１１．８） ２．５ 灰白色 ①

７３ ２１ ６０ ② 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ １４．６ １１．２ ２．２ 灰白色 ①

７３ ２２ ５４ 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１７．３）（１４．２） ２．４ 外）灰白色 内）灰色 ④ 墨書

７３ ２３ ６０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１９．４）（１３．０） ２．２ にぶい黄橙色 ④

７３ ２４ ５４ 須恵器 皿 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．８）（１２．０） １．９ 灰黄色 ④ 墨痕あり

７３ ２５ ５４ 須恵器 皿 ２／３ 外）？ 内）？ １６．４ １２．０ ２．５ 灰色 ③ 分析

７３ ２６ ６０ ② 須恵器 皿 １／６ 外）④ 内）④ （１５．９）（１２．４） １．９ 外）黄灰色 内）灰色 ③

７３ ２７ ５７ ① 須恵器 皿 １／８ 外）④ 内）④ （１５．０）（１１．０） ２．５ 灰褐色 ③

７３ ２８ ５７ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１５．５）（１１．８） ２．２ 灰色 ② 分析

７３ ２９ ５７ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１６．２）（１３．０） ２．４ 浅黄色 ③

７３ ３０ ６０ ② 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１６．０）（１１．２） ２．２ 灰色 ③

７３ ３１ ６０ ② 須恵器 皿 ？ 外）② 内）④ （１５．０）（１２．０） ２．４ 灰黄色 ①

７４ １ ５９ ① 須恵器 � ？ 外）？ 内）④ １７．０ １０．３ ７．０ 暗灰色 ③ 分析（小）

７４ ２ ５９ ① 須恵器 � １／１２ 外）① 内）④ （１６．４）（８．２） ５．３ 外）暗灰黄色 内）灰黄色 ①

７４ ３ ５９ ① 須恵器 � ？ 外）④ 内）④ １３．６ １０．０ ６．５ 灰色 ① 外）ヘラ記号（小）

７４ ４ ５５ 須恵器 � ２／３ 外）？ 内）④ （１５．８） ９．８ ７．１ 青灰色 ？ 底）穴（小）

７４ ５ ５７ ② 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （７．４） ［２．２］ 黄灰色 ①

７４ ６ ５７ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （６．０） ［２．７］ 外）黄灰色 内）にぶい黄色 ④

７４ ７ ５７ ② 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （７．６） ［１．９］ 灰色 ④

７４ ８ ５７ ② 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （１０．０）［３．８］ 灰色 ② （小）

７４ ９ ５７ ② 須恵器 � 底部 外）② 内）④ － （７．５） ［２．０］ 外）灰黄色 内）浅黄色 ①

７４ １０ ５９ ① 須恵器 � 口縁部 １／２ 外）④ 内）④ （１４．４） － ［３．８］ 外）灰色 内）黄灰色 ③

７４ １１ ５７ ② 須恵器 � 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１４．８） － ［３．７］ 灰白色 ①

７４ １２ ５９ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （１６．０）［３．４］ 灰白色 ①

７４ １３ ５９ ① 須恵器 � １／４ 外）①沈線３条 内）④ （１８．８）（１０．４） ７．８ 外）灰色 内）灰白色 ①

７４ １４ ５９ ① 須恵器 � １／１２ 外）① 内）④ （１８．６）（９．６） ６．９ 灰色 ③

７４ １５ ５９ ① 須恵器 � ？ 外）？ 内）④ １８．０ ９．２ ５．３ 暗灰色 ③ 歪み大

７４ １６ ５９ ① 須恵器 � 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１８．０） － ［４．０］ にぶい黄色 ④

７４ １７ ５９ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （１５．０）［２．３］ 灰色 ③

７５ １ ６１ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１４．６） １０．０ ３．５ 灰色 ①

７５ ２ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．７） ９．０ ３．４ 浅黄色 ④ 分析

７５ ３ ６０ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．２）（７．８） ３．８ 灰色 ④

７５ ４ ６１ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．６）（７．０） ２．０ 灰色 ①

７５ ５ ６１ ② 須恵器 無台坏 底部 外）④ 内）④ － （６．５） ［３．４］ 灰黄色 ④

７５ ６ ６１ ② 須恵器 無台坏 底部
外）②スノコ状圧痕
内）④

－ （７．６） ［２．４］ 灰色 ② 内外）灯芯油痕

７５ ７ ６１ ② 須恵器 無台坏 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１４．０） － ［２．６］ 灰色 ① 内外）灯芯油痕

７５ ８ ５５ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１０．１）（９．０） ３．４ 灰白色 ③④
内）灯芯油痕
分析

７５ ９ ６１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）④ 内）④ （１２．２）（８．０） ３．４ 浅黄色 ③
内外）灯芯油痕
生焼け

７５ １０ ６１ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ （１２．４） － ３．２ にぶい黄橙色 ① 生焼け

７５ １１ ５５ 須恵器 無台坏 外）④ 内）④ （９．４） （８．０） ２．６ 淡黄色 ① 内）灯芯油痕

７５ １２ ６１ ② 須恵器 無台坏 底部 外）④ 内）④ － （６．８） ［１．９］ 灰色 ① 内外）灯芯油痕

７５ １３ ６１ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１１．４） ７．２ １．９ 外）灰黄色 内）浅黄色 ①

７５ １４ ６１ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ （１０．４）（６．０） ３．２ 灰黄色 ①
内）灯芯油痕
生焼け

７５ １５ ６１ ② 須恵器 無台坏 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１４．８） － ［２．５］ オリーブ灰色 ③ 内）灯芯油痕？

７５ １６ ６１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．８） ８．０ ２．９ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ③④ 内）灯芯油痕（小）

７５ １７ ６１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１１．２）（７．０） ３．１ 灰白色 ② 内外）灯芯油痕

７５ １８ ５５ 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１０．３） ７．８ ２．５ にぶい黄橙色 ① 内）灯芯油痕

７５ １９ ６１ ② 須恵器 無台坏 口縁欠失 外）② 内）④ － ５．８ ［２．２］ 外）灰黄色 内）灰白色 ③
内）灯芯油痕
生焼け
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｎ

地

区

７５ ２０ ５５ 須恵器 無台坏 １／２ 外）② 内）④ ９．８ ７．２ ３．５ 灰黄色 ①
内）灯芯油痕
生焼け

７６ １ ５７ ② 須恵器 壷？ 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２０．２） － ［２．４］ 外）灰色 内）オリーブ黒色 ①

７６ ２ ５７ ② 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．６） － ［３．４］ 灰黄色 ①

７６ ３ ６１ ① 須恵器 壷
底部
胴部

外）① 内）④ － （８．０） ［５．９］ 外）灰色 内）灰白色 ① SK‐２

７６ ４ ５６ ② 須恵器 壷？ 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［４．３］ 緑灰色 ②

７６ ５ ５５ 須恵器 平瓶
底部
胴部

外）④⑥ 内）④ － ４．５ １０．４ 灰色 ②④

７６ ６ ６１ ① 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１７．６） － ［３．８］ 灰黄色 ①

７６ ７ ６１ ① 須恵器 鉢？
底部
胴部

外）① 内）④ － （１０．０）［８．３］
外）オリーブ灰色
内）明オリーブ灰色

①

７６ ８ ５９ ① 須恵器 壷？
底部
胴部

外）① 内）④ － （９．４） ［６．８］ 外）灰色 内）灰オリーブ色 ①

７６ ９ ５７ ② 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （８．４） ［３．９］ 灰黄色 ④

７６ １０ ５５ 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［７．４］
外）灰オリーブ
内）にぶい黄橙色

①

７６ １１ ５７ ② 須恵器 鉢？ 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２１．０） － ［４．０］ 灰色 ①

７６ １２ ６１ ① 須恵器 鉢
口縁部
肩部

１／２
外）口縁－④ 肩－⑦のち④
内）④

（２４．８） － ［６．１］ 灰色 ① 分析

７６ １３ ６１ ① 須恵器 鉢
口縁部
胴部

１／１２ 外）④ 内）④ （３０．０） － ［８．７］ オリーブ灰色 ③④

７６ １４ ５５ 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － ４．９ ［５．０］ 灰色 ②

７６ １５ ６１ ① 須恵器 壷？ 底部 外）④ 内）④ － ７．４ ［２．４］ 灰色 ③

７６ １６ ５７ ② 須恵器 瓶？ 口縁部 １／１２ 外）不明 内）④ － － ［４．５］ にぶい黄褐色 ① 生焼け

７６ １７ ６１ ① 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．０） － ［４．５］ 外）灰色 内）灰白色 ②

７６ １８ ６１ ① 須恵器 鉢 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１９．７）（１１．０） ９．３ 灰色 ②④

７６ １９ ６１ ① 須恵器 浅鉢？ 底部 外）⑥④ 内）④ － （１５．０）［３．１］ 外）灰黄色 内）灰白色 ①

７６ ２０ ６１ ① 須恵器 鉢？ 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［８．５］ 灰色 ①

７６ ２１ ６１ ① 須恵器 鉢 底部 外）④ 内）縦ハケのち② － ２．０ ［３．３］ 浅黄色 ① 生焼け

７６ ２２ ５９ ① 須恵器 壷 底部 外）⑥ 内）④ － （１０．０）［６．０］ 灰緑色 ②

７６ ２３ ５７ ② 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［３．３］ 灰色 ④

７６ ２４ ６１ ① 須恵器 把手 外）？ 内）④ － － － 灰色 ①

７６ ２５ ５５ 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － ６．５ ［７．０］ 灰色 ③

７６ ２６ ５５ 須恵器 壷
底部
胴部

外）② 内）④ － （７．４） ［９．８］ 灰色 ④

７７ １ ６２ ① 土師器 甕 口縁部 １／１２ 外）不明 内）不明 （３４．０） － ［３．８］
外）浅黄橙色
内）にぶい黄橙色

②

７７ ２ ６２ ① 土師器 甕 胴部 外）不明 内）④ － － ［７．１］ にぶい橙色 ②

７７ ３ ６２ ① 土師器 無台坏 底部
外）スノコ状圧痕
内）不明

－ － ［１．１］ 浅黄橙色 ② 内）赤彩

７７ ４ ６２ ① 土師器 甕 胴部
外）④
内）④指頭圧痕ハケ

－ － ［８．１］
外）にぶい黄橙色
内）浅黄橙色

②

７７ ５ ５５ 土師器 甕
口縁部
胴部

１／２

外）口縁ー④
胴－カキメ 下部－⑦

内）口縁～胴－④
下部ー⑧

（１８．８） － ［２１．４］ にぶい黄橙色 ① SK‐４

７８ １ ５１ ⑥ 焙烙 １／２ 外）③ 内）④ ２６．０ １０．６ ５．４ 外）灰黄色 内）黒褐色 ①

７８ ２ ６２ ② かわらけ １／２ 外）不明 内）？ （７．６） ４．５ １．２ 外）橙色 内）明黄褐色 ②密 内）赤彩？

７８ ３ ６２ ② かわらけ １／３ 外）？ 内）指押え （８．４） ４．５ １．４ にぶい黄橙色 ②密

７８ ４ ５１ ⑤ 焙烙 １／２ 外）③ 内）④ ２２．２ １０．８ ４．８ にぶい黄橙色 ①

７８ ５ ６２ ③ 焙烙 口縁部 １／３ 外）④ 内）④ （２８．４） － ［３．１］ にぶい黄橙色 ①

Ｇ

地

区

７８ ６ ６２ ② 越前焼 擂鉢 底部 外）④ 内）④ － － ［３．３］ ？ ①

７８ ７ ６２ ② 越前焼 擂鉢 底部 外）④ 内）摺目 － － ［３．０］ ？ ①

７８ ８ ６２ ② かわらけ １／２ 外）不明 内）不明 （９．９） （４．０） １．６ にぶい黄橙色 ①

７８ ９ ６２ ② かわらけ １／２ 外）不明 内）不明 （９．８） （４．０） １．４ 灰白色 ②

７８ １０ ６２ ② かわらけ １／３ 外）不明 内）不明 （９．８） （４．０） ［１．４］ 浅黄橙色 密 ② 内外）灯芯油痕

７８ １１ ６２ ② かわらけ １／２ 外）上－横ナデ （９．９） （４．０） １．５ 橙色 密 ① 内外）灯芯油痕

７８ １２ ６２ ② かわらけ １／６ 外）不明 内）不明 （１０．９） － ［２．０］ 橙色 密 ② 内外）灯芯油痕

７８ １３ ６２ ② かわらけ １／６
外）不明
内）口縁－指ぬき

（９．４） ５．５ ［１．２］ にぶい黄橙色 密 ② 内外）灯芯油痕

７８ １４ ６２ ③ 越前焼 甕 胴部 外）④ 内）④ － － － ？ ① SK‐２４

Ｏ
地
区

８６ １ ６２ ⑤ 須恵器 蓋 つまみ欠失 外）① 内）④ （１３．８） － ［１．３］
外）灰黄褐色
内）にぶい黄橙色

② 融着痕（樫）

８６ ２ ６２ ⑤ 須恵器 双耳壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［１３．０］ 外）灰色 内）灰白色 ③
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地区 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

Ｏ

地

区

８６ ３ ６２ ⑤ 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （７．８） ［１．１］ 灰白色 ②

８６ ４ ６２ ⑤ 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．６） ［１．９］ 灰黄色 ①

８６ ５ ６２ ⑤ 須恵器 高台坏 底部 外）② 内）④ － （９．４） ［２．２］ 外）黄灰色 内）灰黄色 ①

８６ ６ ６２ ⑤ 須恵器 鉢 底部 外）①④工具痕 内）④ － （９．４） ［２．７］ 外）灰黄色 内）灰白色 ①

８６ ７ ６２ ⑤ 須恵器 壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［６．５］ 外）にぶい黄橙色 内）灰白色 ①

８６ ８ ６２ ⑤ 須恵器 甕 胴部 外）⑦ 内）④ － － ［１６．１］ 外）にぶい黄色 内）灰黄褐色 ①

Ｐ

地

区

９０ １ ６２ ⑥ 灰釉陶器 碗 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１４．８） － ［３．０］ オリーブ灰色 ①

９０ ２ ６２ ⑥ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［１．３］ にぶい黄褐色 ①

９０ ３ ６２ ⑥ 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥ 内）④ （１３．０） － ［１．１］ 灰色 ③④

９０ ４ ６２ ④ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ － （１３．３）［０．９］
外）オリーブ灰色
内）灰オリーブ色

③④ （樫）

９０ ５ ６２ ⑥ 須恵器 蓋 １／６ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［１．８］ 灰オリーブ色 ①

９０ ６ ６２ ⑥ 須恵器 鉢 底部 外）⑥ 内）④ － － ［５．２］
外）オリーブ灰色
内）灰オリーブ色

③④

９０ ７ ６２ ⑥ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （６．３） ［０．７］ にぶい黄橙色 ①

９０ ８ ６２ ⑥ 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［１．１］ にぶい黄橙色 ①

９０ ９ ６２ ⑥ 須恵器 ？ 胴部 外）④ 内）④指頭圧痕 － － ［５．２］
外）オリーブ灰色
内）灰オリーブ色

①
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第１４表 山腰遺跡出土土器観察表

＊ 表中の（調整・技法・文様など）や（胎土）の欄の数字は大塩向山遺跡の観察表の注に同じ

遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SK‐１ ９４ １ ９５ 須恵器 蓋 １／２ 外）④ 内）④ １３．８ － ２．７
外）オリーブ灰色
内）灰色

①④

SK‐１
SD‐２

９４ ２ ９５ 須恵器 高台坏 １／３ 外）① 内）④ （１３．８）（９．９） ４．１ 灰色 ①

SK‐１ ９４ ３ ９５ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．４）（８．２） ３．４ オリーブ灰色 ②

SP‐１５ ９４ ４ ９６ ① 須恵器 蓋 １／３ 外）不明 内）④ （１４．０） － ［１．０］
外）灰色
内）灰白色

②

SP‐８ ９４ ５ ９５ 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１６．９） １２．７ ５．９ 青灰色 ① 歪み小

SP‐１３ ９４ ６ ９６ ① 須恵器 � ？ 外）① 内）④ （１４．２） ６．４ ５．９ 灰色 ①

SP‐１９ ９４ ７ ９５ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ １３．３ ８．０ ３．５
外）灰色
内）灰白色

④

SK‐１
SP‐１６
SD‐２

９４ ８ ９５ 須恵器 横瓶 １／４
外）口縁－④ 胴―⑦カキメ
内）口縁－④ 胴－ハケ④

（１１．８） － ［２０．５］ 青灰色 ③

SB‐２ ９４ ９ ９６ ① 須恵器 把手 外）？ 内）④ － － － 灰色 ①

SK‐１ ９４ １０ ９６ ① 須恵器 甕
口縁部
胴部

？ 外）④カキメ 内）④カキメ （１９．２） － ［１１．２］ 灰白色 ①④ 生焼け

SD‐１

９７ １ ６３ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．４）（９．２） ４．０ 灰白色 ② 墨書

９７ ２ ６３ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ （１２．８）（８．４） ４．２ 灰色 ②

９７ ３ ７５ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）② 内）④ （１３．０）（９．８） ３．７
外）灰色
内）灰白色

①

９７ ４ ７６ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．２）（８．２） ４．８ 灰色 ①

９７ ５ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．８）（１０．０） ３．４
外）灰色
内）灰白色

①

９７ ６ ６３ 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ １２．９ ９．７ ３．６
外）灰白色
内）灰色

③

９７ ７ ７６ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．８）（９．２） ３．７ 灰色 ①

９７ ８ ７７ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１１．８）（７．６） ２．３ 灰白色 ②

９７ ９ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．４）（１０．０） ３．８ オリーブ灰色 ①

９７ １０ ７７ ① 須恵器 無台坏 １／３ 外）② 内）④ （１１．８）（８．８） ３．６ 灰白色 ②

９７ １１ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．４）（９．６） ３．７ 灰色 ①

９７ １２ ６３ 須恵器 無台坏 ？ 外）② 内）④ （１２．８） ９．７ ３．５ 灰色 ①

９７ １３ ６３ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ １２．２ ８．７ ３．５ 灰白色 ① 底）ヘラ記号

９７ １４ ６３ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．２）（９．２） ３．７
外）灰白色
内）灰色

①

９７ １５ ７７ ① 須恵器 無台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （１０．０）［３．５］ 淡黄色 ③

９７ １６ ６３ 須恵器 無台坏 完形 外）① 内）④ １１．７ ８．２ ３．９ 灰色 ①④

９７ １７ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．４）（８．０） ３．３ オリーブ灰色 ①

９７ １８ ６３ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ １１．８ ７．２ ３．６ 明青灰色 ③④

９７ １９ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ １１．６ １０．０ ４．０ 灰色 ① 分析

９７ ２０ ６３ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．８） ７．８ ３．３
外）灰色
内）灰白色

③

９７ ２１ ６３ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ １１．９ ８．８ ４．３ 灰白色 ③ 生焼け

９７ ２２ ６３ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．３） ８．６ ３．６ オリーブ灰色 ①

９７ ２３ ７６ ① 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．６）（８．８） ３．６ 灰白色 ① 分析

９７ ２４ ７５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．４） ［２．５］
外）灰白色
内）灰色

②

９７ ２５ ７７ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （６．２） ［１．２］ 灰色 ①

９７ ２６ ６３ 須恵器 無台坏 ４／５ 外）① 内）④ １１．３ ６．５ ３．２ 灰白色 ？ 墨書

９７ ２７ ６３ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．８）（８．８） ３．２ 灰白色 ②

９７ ２８ ６３ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ （１２．６）（８．０） ３．７ 灰色 ②

９７ ２９ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１４．０）（９．２） ３．０ 灰白色 ①

９７ ３０ ７５ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．８）（９．８） ３．３ 青灰色 ②

９７ ３１ ６３ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．０）（９．０） ３．３ 灰白色 ②

９７ ３２ ６３ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．８）（８．６） ３．５ 灰白色 ②

９７ ３３ ７６ ① 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．４）（７．４） ３．２ 灰白色 ② 分析

９７ ３４ ７７ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．０）［２．５］ 灰白色 ②

９７ ３５ ７５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．４） ［２．６］ 灰色 ②

９７ ３６ ７５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．６） ［２．３］ 灰白色 ①

９７ ３７ ７７ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．２） ［３．１］
外）オリーブ灰色
内）橙色

③

９８ １ ６４ 須恵器 無台坏 ほぼ完形 外）④ 内）④ １２．７ ９．０ ３．２ 灰色 ④ 墨書

第５章 山腰遺跡
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

９８ ２ ６４ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）② 内）④ （１３．０） ９．０ ４．０ 灰白色 ①

９８ ３ ７５ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．８）（７．０） ３．９
外）緑灰色
内）灰色

①

９８ ４ ６４ 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ １２．７ ６．５ ３．０ 明緑灰色 ①

９８ ５ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．４）（８．６） ３．６ 明オリーブ灰色 ①

９８ ６ ６４ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ １２．７ ９．２ ３．５ ？ ①

９８ ７ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ １２．２ （９．０） ３．３ 青灰色 ①

９８ ８ ７７ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１１．８）（８．４） ３．４ 灰白色 ②

９８ ９ ６４ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．４）（８．８） ３．８ 灰白色 ①

９８ １０ ６４ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．４）（９．２） ３．４ 灰色 ①

９８ １１ ７５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （９．０） ［１．２］ 灰色 ②

９８ １２ ６４ 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１５．０）（９．０） ３．６ 灰白色 ④ 墨書

９８ １３ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．８）（８．６） ３．４ 灰白色 ②

９８ １４ ７５ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．８）（８．６） ３．４ 灰白色 ③ 分析

９８ １５ ７７ ① 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１５．６）（１０．４） ３．９ 灰色 ②

９８ １６ ７５ ② 須恵器 � 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１７．０） － ［３．３］
外）灰色
内）灰白色

①

９８ １７ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．８）（１０．０） ３．４ 灰白色 ①

９８ １８ ６４ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１４．８） ９．０ ［３．５］ 青灰色 ①

９８ １９ ７５ ① 須恵器 無台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （８．６） ［３．６］ 灰白色 ①

９８ ２０ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ １２．６ ８．０ ３．３ 青灰色 ①

９８ ２１ ７５ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － ９．８ ［１．４］ 灰色 ①

９８ ２２ ６４ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．４）（９．４） ３．２ 灰色 ②

９８ ２３ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ １２．０ ８．０ ３．２ 緑灰色 ①

９８ ２４ ６４ 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．８）（８．８） ３．８ オリーブ灰色 ①

９８ ２５ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１２．８）（８．６） ３．８ 灰白色 ②

９８ ２６ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．０）（９．４） ３．６ 明オリーブ灰色 ①

９８ ２７ ６４ 須恵器 無台坏 １１／１２ 外）① 内）④ハケ １２．４ ８．５ ３．７ 灰色 ②④

９８ ２８ ７５ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．０）（１０．０） ３．３ 灰色 ①

９８ ２９ ６４ 須恵器 無台坏 ほぼ完形 外）③ 内）④ １３．５ １０．２ ３．９ 灰白色 ①

９８ ３０ ６４ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ １２．４ ８．１ ３．２ 灰色 ① 分析

９８ ３１ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．６）（９．２） ３．７ 明オリーブ灰色 ①

９８ ３２ ６４ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ （１２．８）（８．６） ３．４ 灰白色 ①④

９８ ３３ ７７ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （７．８） ［２．７］ 灰白色 ①

９８ ３４ ７７ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．６） ［２．０］ 灰色 ②

９８ ３５ ７７ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［２．５］ 灰白色 ①

９８ ３６ ７５ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．６） ［１．８］ 灰色 ①

９９ １ ６４ 須恵器 無台坏 １／２ 外）③ 内）④ （１４．６）（９．４） ４．５ 灰色 ②

９９ ２ ６４ 須恵器 無台坏 １／３ 外）③ 内）④ （１５．８）（９．６） ４．５ 灰色 ②

９９ ３ ７６ ① 須恵器 無台坏 １／３ 外）③ 内）④ （１４．６）（７．０） ４．０ 灰白色 ②

９９ ４ ７６ ① 須恵器 無台坏 底部 １／４ 外）③ 内）④ － （１０．４）［２．０］ 灰白色 ①

９９ ５ ６５ 須恵器 無台坏 １／２ 外）③ 内）④ （１２．０）（９．２） ３．３ 灰色 ③

９９ ６ ６５ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ （１０．６）（６．０） ３．３ 灰色 ②

９９ ７ ７５ ② 須恵器 無台坏 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１０．８） － ［２．８］ 灰色 ②

９９ ８ ６５ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ １４．２ ９．０ ５．１ 灰白色 ④

９９ ９ ７６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．６）［１．８］ 灰白色 ② 墨書

９９ １０ ８３ ② 須恵器 無台坏 １／８ 外）② 内）④ （１４．０）（１２．２） ４．５
外）灰色
内）灰白色

①

９９ １１ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．８）（１０．０） ３．９
外）灰白色
内）灰色

① 内）灯芯油痕

９９ １２ ７６ ① 須恵器 無台坏 １／２ 外）③ 内）④ （１４．２）（８．４） ４．２ 灰白色 ②

９９ １３ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１３．０）（９．６） ３．１ 明オリーブ灰色 ①

９９ １４ ７６ ① 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１２．２）（８．８） ３．５ 灰白色 ①

９９ １５ ６５ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ １２．４ ９．０ ４．１ 明青灰色 ③

９９ １６ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１１．８）（８．６） ３．２ 灰白色 ②

９９ １７ ７６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － － ［０．５］ 灰色 ① 墨書

９９ １８ ７６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）③ 内）④ － （５．０） ［２．１］ 灰白色 ①

９９ １９ ６５ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ ９．０ ６．３ ３．０ 灰白色 ③

９９ ２０ ６５ 須恵器 無台坏 １／８ 外）③ 内）④ ８．４ ６．２ ４．５ 灰白色 ①

９９ ２１ ８３ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ １１．２ ９．６ ３．５ 灰色 ③
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

９９ ２２ ６５ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．０） ８．２ ３．５ 緑灰色 ① 内）ヘラ記号

９９ ２３ ７５ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．４）（８．０） ［３．５］ 灰色 ①

９９ ２４ ７５ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）不明 内）不明 （１１．６）（８．０） ２．２ 灰白色 ①

９９ ２５ ６５ 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．０）（８．８） ４．１ 灰白色 ②

９９ ２６ ６５ 須恵器 無台坏 口縁欠失 １／２ 外）③ 内）④ （１０．１）（７．０） ［４．５］ 青灰色 ②

９９ ２７ ６５ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．０）（９．０） ５．８
外）灰色
内）灰白色

①

１００ １ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１４．０）（９．８） ３．０ 灰白色 ①

１００ ２ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．８）（８．８） ３．０ 灰白色 ①

１００ ３ ６５ 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１１．８）（７．６） ２．８ 灰白色 ②

１００ ４ ６５ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ １２．８ ９．５ ３．２ 灰色 ③

１００ ５ ７７ ① 須恵器 無台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （９．２） ［３．０］ 灰白色 ①

１００ ６ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）② 内）④ （１４．０）（８．４） ３．８ 灰白色 ②

１００ ７ ７５ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）② 内）④ （１２．８）（９．４） ３．８
外）淡黄色
内）灰白色

①

１００ ８ ６５ 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１２．０）（８．８） ３．５ 灰色 ②

１００ ９ ６５ 須恵器 無台坏 完形 外）① 内）④ １２．５ ３．９ ４．５ 灰白色 ？ 歪み大

１００ １０ ６５ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）④ 内）④ １７．０ ８．４ ４．７ 灰白色 ④ 墨書

１００ １１ ７７ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）② 内）④ （１３．８）（８．６） ３．８ 灰白色 ②

１００ １２ ７６ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．６）（９．２） ３．３ 灰白色 ①

１００ １３ ７５ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．８）（１０．４） ３．６ 灰色 ②

１００ １４ ７７ ① 須恵器 無台坏 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１１．８） － ［３．３］ 灰白色 ①

１００ １５ ６５ 須恵器 無台坏 ？ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１２．８）（７．８） ３．７
外）灰色
内）灰白色

①

１００ １６ ６６ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ １３．６ ８．８ ３．０ 灰白色 ③

１００ １７ ６６ 須恵器 無台坏 １／２ 外）② 内）④ １３．３ ７．６ ３．０ 灰色 ④

１００ １８ ７７ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．６）（９．４） ３．３ 灰白色 ③

１００ １９ ６６ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ （１３．０）（７．８） ３．２
外）灰色
内）明オリーブ灰色

② （小）

１００ ２０ ７７ ① 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．２）（８．８） ３．６ 灰色 ①

１００ ２１ ７７ ① 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１２．０）（８．６） ３．５ 灰白色 ①

１００ ２２ ６６ 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１２．０） ７．９ ３．９ 灰白色 ①

１０１ １ ７９ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１７．０）（１１．４） ４．０ 灰色 ①

１０１ ２ ７７ ② 須恵器 高台坏 ３／４ 外）① 内）④ （１５．１） １１．４ ３．６ 青灰色 ①

１０１ ３ ６６ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１５．１）（１０．３） ３．８ 緑灰色 ①

１０１ ４ ７９ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１４．７） １０．４ ３．４ 灰白色 ①

１０１ ５ ７７ ② 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１３．４） ９．２ ３．２ 灰白色 ④ 分析（佐）

１０１ ６ ７９ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．５）（９．２） ３．６ 灰色 ① （佐）

１０１ ７ ７８ ② 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．４）（９．４） ３．６ 青灰色 ①

１０１ ８ ７９ ① 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．２）（８．５） ３．８ 灰色 ①④

１０１ ９ ７８ ① 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．８）（９．６） ３．６
外）灰色
内）灰白色

①

１０１ １０ ６６ 須恵器 高台坏 １／８ 外）① 内）④ （１２．９） ８．８ ３．７ 青灰色 ①

１０１ １１ ６６ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．１）（９．２） ３．７ 灰色 ①

１０１ １２ ７８ ① 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．４）（９．６） ３．４ 青灰色 ①

１０１ １３ ７８ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ １３．０ （８．９） ３．８
外）オリーブ灰色
内）明青灰色

① （佐）

１０１ １４ ７８ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．０） １０．２ ４．１
外）オリーブ灰色
内）灰色

①

１０１ １５ ７９ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － ９．８ ［３．１］ 青灰色 ①

１０１ １６ ７７ ② 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．４）（９．２） ４．５ 灰色 ① （樫）

１０１ １７ ７９ ① 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．８）（９．２） ４．４
外）灰オリーブ色
内）灰白色

①

１０１ １８ ７８ ① 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．２）（１０．０） ４．２
外）暗青灰色
内）青灰色

① （佐）

１０１ １９ ７８ ① 須恵器 高台坏 ？ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１２．８） ８．２ ４．２ 灰色 ③

１０１ ２０ ６６ 須恵器 高台坏 ３／４ 外）① 内）④ １２．８ ９．１ ３．９ 明青灰色 ？

１０１ ２１ ７８ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［３．９］ 灰色 ②

１０１ ２２ ６６ 須恵器 高台坏 ２／３ 外）① 内）④ １３．６ （９．４） ４．４
外）灰色
内）灰オリーブ色

①

１０１ ２３ ６６ 須恵器 高台坏 ？ 外）？ 内）？ （１３．８）（１０．０） ４．１
外）灰色
内）オリーブ灰色

①
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

１０１ ２４ ７８ ① 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１３．０） ４．４ ３．７ 灰色 ④ 分析（佐）

１０１ ２５ ７８ ① 須恵器 高台坏 １／８ 外）① 内）④ （１３．４）（９．０） ４．７ 黄灰色 ①

１０１ ２６ ７８ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．４） ［２．３］ 青灰色 ①

１０１ ２７ ７８ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．８） ［３．２］ 灰白色 ②

１０１ ２８ ７８ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［２．７］
外）灰色
内）灰白色

②

１０１ ２９ ７７ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．８） ［２．４］ 灰白色 ②

１０１ ３０ ７９ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［１．９］ 灰色 ②

１０１ ３１ ６６ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１１．９） ８．８ ３．９
外）灰色
内）灰白色

①

１０１ ３２ ６６ 須恵器 高台坏 １０／１２ 外）① 内）④ １１．３ （７．２） ４．１ 青灰色 ①

１０１ ３３ ７７ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ １２．０ ８．１ ４．３ 灰色 ①

１０１ ３４ ６６ 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１１．４） ８．２ ４．７ 灰白色 ①

１０１ ３５ ６６ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．３）（８．０） ４．４ 青灰色 ①

１０１ ３６ ７８ ① 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．４）（８．９） ３．８
外）オリーブ灰色
内）明青灰色

① （佐）

１０１ ３７ ７９ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．６）（８．４） ３．８ 緑灰色 ① （佐）

１０１ ３８ ６６ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．７） ８．２ ４．２ 青灰色 ①

１０１ ３９ ７８ ② 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）④ 内）④ － （９．４） ［３．４］
外）灰白色
内）灰色

②

１０１ ４０ ７７ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．８） ［３．６］
外）灰白色
内）灰色

②

１０１ ４１ ７９ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［２．７］ 灰色 ①

１０１ ４２ ７８ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［１．９］ 灰色 ②

１０１ ４３ ７８ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［１．０］ 灰色 ①

１０１ ４４ ７７ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［１．７］ 灰色 ①

１０１ ４５ ７７ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．６） ［２．８］ 灰白色 ②

１０１ ４６ ７８ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［２．９］ 灰白色 ②

１０２ １ ７９ ② 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１９．２）（１４．８） ６．０ 灰色 ① （佐）

１０２ ２ ６７ 須恵器 高台坏 １／２ 外）④ 内）④ （１７．１）（１２．２） ５．２ 灰白色 ①

１０２ ３ ６７ 須恵器 高台坏 ？ 外）④ 内）④ （１６．４）（１０．８） ５．９ 灰白色 ①

１０２ ４ ６７ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１４．３） １０．８ ５．８
外）オリーブ灰色
内）灰色

①

１０２ ５ ６７ 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ １５．８ １１．８ ５．３ 明青灰色 ① 分析

１０２ ６ ７７ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．４）［１．９］ 灰白色 ②

１０２ ７ ７７ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［１．９］
外）暗オリーブ灰色
内）灰白色

①

１０２ ８ ６７ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ １６．５ １２．０ ５．６
外）灰色
内）灰オリーブ色

① 分析

１０２ ９ ６７ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１５．１）（１１．４） ５．０ 灰色 ①

１０２ １０ ６７ 須恵器 高台坏 １０／１２ 外）① 内）④ （１５．８）（１２．４） ５．６ 灰白色 ① 歪み大

１０２ １１ ６７ 須恵器 高台坏 ？ 外）② 内）④ （１５．６）（１１．８） ５．９ 灰色 ③

１０２ １２ ６７ 須恵器 高台坏 １／２ 外）④？ 内）④ １５．６ １１．２ ５．２ 明青灰色 ① 分析

１０２ １３ ７９ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － １２．６ ［２．５］ 灰白色 ①

１０２ １４ ７９ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１２．０）［１．８］ 灰色 ①

１０２ １５ ７９ ① 須恵器 高台坏 底部 外）①底ー沈線１条 内）④ － １１．０ ［１．６］ 青灰色 ①

１０３ １ ６７ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ （１７．８） － ４．３ 灰白色 ①③

１０３ ２ ６７ 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ （１７．６） － ２．９ 灰白色 ③ 分析

１０３ ３ ６７ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １７．４ － ４．０ 青灰色 ①

１０３ ４ ６７ 須恵器 蓋 １／２ 外）④ 内）④ （１６．０） － ４．０ 灰色 ①③

１０３ ５ ８１ ② 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （２０．１） － ［２．６］
外）緑灰色
内）青灰色

①④

１０３ ６ ８１ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１９．２） － ［２．４］ 灰色 ①④ （小）

１０３ ７ ８１ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１６．４） － ［２．３］ 明青灰色 ③

１０３ ８ ８１ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１７．２） － ［２．０］
外）緑灰色
内）灰色

③

１０３ ９ ８１ ② 須恵器 蓋 口縁部 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１６．０） － ［２．４］ 灰色 ①

１０３ １０ ６８ 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１６．６） － ３．７
外）灰色
内）灰白色

① 分析

１０３ １１ ８１ ② 須恵器 蓋 口縁欠失 外）⑥④ 内）④ － － ［３．７］ 青灰色 ③

１０３ １２ ６８ 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１８．２） － ３．７ 明青灰色 ①

１０３ １３ ６８ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １７．０ － ３．６
外）オリーブ灰色
内）灰色

①

第１２節 金属器・ガラス製品
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

１０３ １４ ８１ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）⑥④ 内）④ （２０．４） － ［１．３］
外）青灰色
内）明青灰色

①④

１０３ １５ ６８ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１７．８） － ［２．３］ 明青灰色 ③

１０３ １６ ８１ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／８ 外）⑥④ 内）④ （１６．８） － ［１．５］
外）灰色
内）青灰色

①

１０３ １７ ６８ 須恵器 蓋 つまみ欠失 ３／４ 外）⑥④ 内）④ １６．４ － ［２．９］ 灰色 ①④ （樫）

１０３ １８ ８１ ② 須恵器 蓋 １／６ 外）⑥④ 内）④ （１８．０） － ２．９
外）灰色
内）灰オリーブ色

①

１０３ １９ ６７ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／３ 外）⑥④ 内）④ １６．０ － ［１．５］ 明青灰色 ①④

１０３ ２０ ８１ ② 須恵器 蓋 １／１２ 外）①？ 内）④ （１４．０） － ３．２
外）灰白色
内）灰色

②
融着痕
分析（樫）

１０３ ２１ ６７ 須恵器 蓋 つまみ欠失 ２／３ 外）⑥④ 内）④ １６．０ － ［２．２］ 灰色 ①④ （樫）

１０３ ２２ ８１ ② 須恵器 蓋 １／８ 外）① 内）④ （１４．９） － ［２．６］
外）灰色
内）緑灰色

①④

１０３ ２３ ８１ ② 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ １４．９ －． ［１．４］ 青灰色 ① 歪み大

１０３ ２４ ６８ 須恵器 蓋 １／２ 外）不明 内）④ （１２．０） － ５．２ 灰白色 ② （樫）

１０３ ２５ ８１ ② 須恵器 蓋 ？ 外）⑥④ 内）④ （１２．８） － ２．６ 青灰色 ① ヘラ記号

１０３ ２６ ６８ 須恵器 蓋 ３／４ 外）④ 内）④ １１．６ ６．６ ２．８ 灰白色 ？

１０３ ２７ ８１ ② 須恵器 蓋 ？ 外）⑥④ 内）④ （１２．０） － ３．２ 青灰色 ①

１０３ ２８ ６７ 須恵器 蓋 つまみ欠失 ２／３ 外）④ 内）④ （１４．３） － ［２．４］
外）緑灰色
内）灰色

①④

１０３ ２９ ６８ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／３ 外）① 内）④ （１１．０） － ２．２ 灰色 ①

１０３ ３０ ６８ 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ （１４．０） － ２．７ 灰色 ③ 分析

１０３ ３１ ６８ 須恵器 蓋 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１２．２） － ３．１
外）青灰色
内）暗青灰色

①

１０３ ３２ ６８ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／２ 外）⑥④ 内）④ １３．９ － ３．１ 灰色 ①

１０３ ３３ ６８ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １３．３ － ２．８ 青灰色 ③④

１０３ ３４ ８１ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／１２ 外）④ 内）④ （１３．２） － ［２．０］
外）緑灰色
内）青灰色

①

１０３ ３５ ６８ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １３．２ － ２．６ 青灰色 ①

１０３ ３６ ６８ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １３．３ － ２．７ オリーブ灰色 ① （樫）

１０３ ３７ ６８ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ （１３．８） － ２．２ 灰色 ①

１０３ ３８ ６８ 須恵器 蓋 つまみ欠失 ？ 外）⑥④ 内）④ １２．７ － ［１．９］ 明緑灰色 ①③

１０４ １ ７１ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ ２３．８ １７．６ ４．３ 灰白色 ？ 墨書

１０４ ２ ７１ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１９．２） １４．２ ４．５
外）オリーブ灰色
内）灰色

①

１０４ ３ ７１ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ ２０．０ １４．０ ４．５ 明緑灰色 ①

１０４ ４ ７８ ② 須恵器 高台坏 １／８ 外）① 内）④ （２０．４）（１５．４） ３．６
外）明オリーブ灰色
内）灰白色

①

１０４ ５ ７９ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （２２．４）（１４．８）［５．０］ 明緑灰色 ①

１０４ ６ ７９ ② 須恵器 高台坏 １／８ 外）① 内）④ （２３．８）（１８．６） ４．４ 灰色 ①

１０５ １ ８０ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１６．８）（１４．６） ２．７ 灰色 ①

１０５ ２ ６９ 須恵器 皿 １／６
外）①スノコ状圧痕
内）④

１７．２ １５．０ ２．５ 灰白色 ④

１０５ ３ ６９ 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１７．０）（１４．０） ２．３
外）灰色
内）灰白色

①

１０５ ４ ８０ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１８．０）（１４．４） ２．３ 灰白色 ②

１０５ ５ ６９ 須恵器 皿 ３／４ 外）① 内）④ （１７．０）（１３．８） ７．６ 灰色 ①③

１０５ ６ ８１ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１６．８）（１３．８） ２．３ 灰色 ①

１０５ ７ ６９ 須恵器 皿 １／２ 外）①⑥ 内）④ （１７．０）（１３．４） ２．５ オリーブ灰色 ②

１０５ ８ ８０ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１８．０）（１４．４） ２．９ 灰白色 ①

１０５ ９ ８０ ① 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１６．６） １３．０ ２．４ 灰白色 ④

１０５ １０ ６９ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １６．８ １２．７ ２．６ 灰色 ①③

１０５ １１ ８２ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１７．０）（１４．６） ２．７
外）灰色
内）灰白色

④

１０５ １２ ６９ 須恵器 皿 １／２ 外）①工具痕 内）④ （１６．４）（１４．０） ２．５ 灰色 ① 歪み大

１０５ １３ ８０ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１６．８）（１３．２） ２．４
外）暗オリーブ灰色
内）灰色

①

１０５ １４ ８０ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）不明 内）不明 （１７．０）（１３．２） ２．３ オリーブ灰色 ①

１０５ １５ ８１ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．８）（１３．６） ２．４ 灰色 ①

１０５ １６ ８０ ① 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１６．８）（１３．６） ２．７ 灰白色 ①

１０５ １７ ８０ ① 須恵器 皿 底部 外）① 内）④ － （１３．２）［１．９］
外）灰白色
内）明オリーブ灰色

②

１０５ １８ ８２ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ １６．２ １３．２ ２．８ 明青灰色 ① 分析
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

１０５ １９ ８１ ① 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １５．０ １１．６ ２．９ 灰白色 ③

１０５ ２０ ６９ 須恵器 皿 １／４ 外）② 内）④ （１５．７）（１２．８） ２．４ 灰白色 ①

１０５ ２１ ６９ 須恵器 皿 完形 外）① 内）④ （１６．２）（１３．２） ２．４ 灰色 ①

１０５ ２２ ６９ 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１６．２）（１３．０） ２．３ 灰色 ①

１０５ ２３ ８１ ① 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １６．０ １２．６ ２．３ 灰白色 ④

１０５ ２４ ８０ ② 須恵器 皿 １／６
外）④スノコ状圧痕
内）④

１６．０ （１２．８） ２．５ 灰白色 ④

１０５ ２５ ８２ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．４） ２．５ 灰色 ④

１０５ ２６ ８０ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ １８．０ （１３．１） ２．４ 灰白色 ④

１０５ ２７ ８０ ② 須恵器 皿 １／６ 外）③ 内）④ （１６．０）（１２．０） ２．５ 灰白色 ④

１０５ ２８ ８０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．９）［２．８］ 灰白色 ④

１０５ ２９ ８１ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ １６．０ １３．０ ２．５ 灰白色 ②

１０５ ３０ ６９ 須恵器 皿 １／３
外）①スノコ状圧痕
内）④

１６．０ １２．４ ２．６ 灰白色 ③

１０５ ３１ ８０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１４．８）（１２．６）［２．３］ 灰白色 ④

１０５ ３２ ７５ ① 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１５．１）（１１．３） ２．５ 灰色 ③

１０５ ３３ ８２ ① 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．２） ２．２ 灰色 ①

１０５ ３４ ８２ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１５．０）（１１．０） ２．４ 暗オリーブ灰色 ①

１０５ ３５ ７６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１５．８）（１３．０） ３．１ 灰白色 ① 分析

１０５ ３６ ６９ 須恵器 皿 完形 外）① 内）④ （１４．６）（１０．６） ２．３ 灰色 ④ （小）

１０５ ３７ ８０ ② 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １５．９ １２．６ ２．３ 灰白色 ①

１０５ ３８ ８１ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．４） ２．６ 灰白色 ①

１０５ ３９ ８０ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ １６．０ １２．１ ２．５ 灰色 ④

１０６ １ ８２ ① 須恵器 皿 １／６ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１７．０）（１３．６） １．５ 灰色 ②

１０６ ２ ８０ ① 須恵器 皿 口縁部 １／２ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［１．６］ 灰白色 ①

１０６ ３ ７１ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ （１６．０） １２．６ ２．２ 灰色 ④

１０６ ４ ８０ ① 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．６） ２．１ 灰色 ④

１０６ ５ ８２ ① 須恵器 皿 １／６ 外）①スノコ状圧痕 内）④ １３．４ １２．４ ２．１ 緑灰色 ① 分析

１０６ ６ ７１ 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１５．６） １２．６ １．９ 灰色 ①

１０６ ７ ７１ 須恵器 皿 １／２ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１７．０）（１３．０） ２．０ 灰白色 ①

１０６ ８ ８０ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１７．８）（１５．０） ２．３ 灰色 ①

１０６ ９ ７６ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．０）（１３．７） ２．２ 灰色 ④

１０６ １０ ８０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．４） ２．２ 灰白色 ④

１０６ １１ ８０ ① 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１６．８）（１４．０） ２．３ オリーブ灰色 ①

１０６ １２ ７１ 須恵器 皿 １／１２ 外）不明 内）不明 （１６．８）（１３．２） ２．２ 灰白色 ①

１０６ １３ ８２ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１６．４）（１３．０） ２．０ 青灰色 ①

１０６ １４ ８２ ① 須恵器 皿 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１７．０）（１４．８）［１．９］
外）灰色
内）灰白色

②

１０６ １５ ８０ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１７．０）（１３．４） ２．３ 灰色 ①

１０６ １６ ８１ ① 須恵器 皿 １／８ 外）① 内）④ （１６．８）（１３．８） ２．４ 灰白色 ①

１０６ １７ ７１ 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ １４．８ １２．０ ２．２ 青灰色 ①

１０６ １８ ７１ 須恵器 皿 １０／１２ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．６） ２．０ 灰色 ①③

１０６ １９ ８１ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．０）（１２．０） ２．２ 灰白色 ③

１０６ ２０ ８１ ① 須恵器 皿 １／６
外）①スノコ状圧痕？
内）④

（１５．８）（１１．２） ２．２ 灰白色 ①

１０６ ２１ ８０ ② 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ １５．０ （１２．２） １．９ 明オリーブ灰色 ①

１０６ ２２ ８１ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１４．７）（１０．６） １．９ 灰白色 ①

１０６ ２３ ８１ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１４．９）（１０．６） ２．０
外）オリーブ灰色
外）灰色

①

１０６ ２４ ８１ ① 須恵器 皿 口縁欠失 外）① 内）④ － （１１．４）［１．５］ オリーブ灰色 ①

１０６ ２５ ７１ 須恵器 皿 １／４ 外）③ 内）④ １７．３ １４．２ ２．５ 青灰色 ①④

１０６ ２６ ８０ ② 須恵器 皿 １／６ 外）③ 内）④ （１６．８）（１３．６） ２．３ 灰白色 ②

１０６ ２７ ８２ ① 須恵器 皿 底部 外）③ 内）④ － １４．１ ［２．３］
外）灰色
内）オリーブ灰色

①

１０６ ２８ ８０ ② 須恵器 皿 １／６ 外）③ 内）④ １７．０ １３．８ ３．０ 灰色 ④

１０６ ２９ ８０ ② 須恵器 皿 １／６ 外）③ 内）④ １６．０ １３．４ ２．５ 灰白色 ④

１０６ ３０ ８０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）③ 内）④ （１６．０）（１２．６） ２．７ 灰色 ②

１０６ ３１ ８０ ② 須恵器 皿 １／６ 外）③ 内）④ １６．０ １３．４ ２．６ 灰白色 ④

１０６ ３２８０．８１②．① 須恵器 皿 １／４ 外）③ 内）④ （１７．０）（１３．８） ２．６ 灰白色 ①

１０６ ３３ ８０ ② 須恵器 皿 １／６ 外）③ 内）④ （１６．８）（１４．４）［２．３］ 灰色 ①

第１２節 金属器・ガラス製品
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

１０６ ３４ ７１ 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．８）（１４．０） ２．５ 灰色 ①

１０６ ３５ ８０ ② 須恵器 皿 １／２ 外）③ 内）④ １７．４ １４．１ ２．３ 灰白色 ③ 墨書？

１０６ ３６ ８０ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）③ 内）④ （１６．８）（１２．４） ２．０
外）灰色
内）灰白色

①

１０６ ３７ ８０ ② 須恵器 皿 １／３ 外）③ 内）④ （１７．２）（１３．０） ２．１
外）灰色
内）灰白色

①

１０６ ３８ ７７ ① 須恵器 皿 １／８ 外）③ 内）④ （１６．０）（１２．３） １．９ 灰白色 ①

１０６ ３９ ７１ 須恵器 皿 １／２ 外）③ 内）④ （１７．２）（１４．８） ２．０
外）灰色
内）灰白色

②

１０７ １ ６９ 須恵器 皿 ２／３ 外）①ハケ 内）④ １６．０ １３．０ ２．９ 灰白色 ③

１０７ ２ ８１ ① 須恵器 皿 口縁欠失 外）① 内）④ － （１１．８）［１．８］ 灰色 ①④

１０７ ３ ６９ 須恵器 皿 ほぼ完形 外）① 内）④ （１５．８）（１３．４） ２．２ 灰白色 ③

１０７ ４ ８２ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１５．０）（１２．０） ２．３ 緑灰色 ① 分析

１０７ ５ ６９ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １６．０ １３．２ ２．５ 灰白色 ④

１０７ ６ ６９ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ （１６．０）（１３．０） ２．６ 灰色 ①③ 歪み少

１０７ ７ ６９ 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１６．４）（１３．４） ２．３ 灰白色 ②

１０７ ８ ６９ 須恵器 皿 ３／４ 外）① 内）④ （１５．５）（１２．０） ２．５ 灰色 ①③

１０７ ９ ８１ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１８．０）（１４．２）［２．８］ 灰白色 ①

１０７ １０ ６９ 須恵器 皿 ３／４ 外）① 内）④ （１６．８） １２．２ ２．７ 灰白色 ①

１０７ １１ ８１ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ １４．９ １１．６ ２．１ 青灰色 ①

１０７ １２ ８１ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１５．３）（１２．２） ２．４ 灰色 ①

１０７ １３ ６９ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １５．０ （１２．２） ２．７ 灰色 ①

１０７ １４ ６９ 須恵器 皿 ２／３ 外）① 内）④ （１５．５） １２．８ ２．５ 灰白色 ④

１０７ １５ ８２ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１６．０）（１３．６） ２．５ 灰白色 ②

１０７ １６ ８０ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１７．０）（１２．８） ２．６ 灰白色 ②

１０７ １７ ６９ 須恵器 皿 １１／１２ 外）① 内）④ （１７．４）（１４．３） ２．９ 灰色 ①③

１０７ １８ ６９ 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１６．８）（１４．０） ２．７ 灰白色 ①

１０７ １９ ８０ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１６．６）（１４．０） ２．８
外）灰色
内）灰白色

②

１０８ １ ７０ 須恵器 � ２／３ 外）② 内）④ （１５．９）（８．２） ［６．０］ 灰色 ②④ （小）

１０８ ２ ７０ 須恵器 � １／２ 外）① 内）④ （１５．８）（９．８） ５．３ 灰色 ② 内）ヘラ記号

１０８ ３ ７０ 須恵器 � ２／３ 外）① 内）④ １６．０ ９．０ ５．６
外）オリーブ灰色
内）灰色

③④ （小）

１０８ ４ ７０ 須恵器 � １／２ 外）① 内）④ １５．２ （１０．６） ５．３ 灰色 ①

１０８ ５ ７８ ② 須恵器 � １／８ 外）① 内）④ （１５．５）（８．６） ５．５ 青灰色 ①④

１０８ ６ ７０ 須恵器 � 高台欠失 ３／４ 外）①⑥ 内）④ （１８．２） － ［５．４］
外）灰色
内）灰白色

② 歪み大

１０８ ７ ７０ 須恵器 � １／２ 外）① 内）④ １６．６ ９．９ ５．７
外）緑灰色
内）灰色

①④

１０８ ８ ７０ 須恵器 � １／６ 外）① 内）④ （１５．１）（８．８） ５．４ 青灰色 ①

１０８ ９ ７８ ② 須恵器 � １／８ 外）① 内）④ （１５．８）（８．６） ［４．６］ 灰白色 ②

１０８ １０ ７０ 須恵器 � １／３ 外）① 内）④ （１６．０）（９．４） ５．０ 灰色 ②

１０８ １１ ７０ 須恵器 � １０／１２ 外）① 内）④ （１５．６）（９．６） ５．２ 灰色 ②

１０８ １２ ７０ 須恵器 � 高台欠失 ３／４ 外）① 内）④ （１５．２）（９．２） ［５．０］ 灰色 ②

１０８ １３ ７０ 須恵器 � １／４ 外）① 内）④ （１６．０）（９．２） ５．８ 灰色 ③

１０８ １４ ７０ 須恵器 � 口縁部 ２／３ 外）④ 内）④ １５．１ － ［４．９］ 青灰色 ①

１０８ １５ ７８ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．４） ［２．３］ 灰白色 ②

１０８ １６ ７９ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （９．２） ［２．７］ 灰白色 ②

１０８ １７ ７８ ① 須恵器 � １／１２ 外）④ 内）④ （１２．０）（６．０） ４．９ 灰色 ②

１０８ １８ ７７ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［３．５］ 灰白色 ②

１０８ １９ ７７ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［３．３］ 灰色 ②

１０８ ２０ ７８ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［４．０］ 灰白色 ①

１０８ ２１ ７０ 須恵器 � １／２ 外）① 内）④ １３．８ ６．８ ４．８ 青灰色 ①④

１０８ ２２ ７０ 須恵器 � 口縁部 ２／３ 外）④ 内）④ （１６．０） － ［４．２］ 灰白色 ②

１０８ ２３ ７８ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［２．１］ オリーブ灰色 ②

１０９ １ ７２ 須恵器 鉢 ほぼ完形
外）工具痕④カキメ
内）④指頭圧痕

１０．７ ７．７ １１．７
外）灰黄色
内）灰色

④

１０９ ２ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － － ［５．６］ 灰白色 ③

１０９ ３ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － － ［９．４］ 灰白色 ④

１０９ ４ ８３ ① 須恵器 壷 口縁部 外）④沈線１条 内）④ （１２．３） － ［１０．０］ 灰色 ①

１０９ ５ ７２ 須恵器 高坏 受部 １／２ 外）④ 内）④ － （１１．８）［８．０］ 灰白色 ③

第５章 山腰遺跡
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

１０９ ６ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）⑥ － － ［７．６］
外）灰色
内）灰白色

②

１０９ ７ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④沈線１条 内）④ － （１０．８）［３．４］
外）緑灰色
内）青灰色

①

１０９ ８ ８２ ② 須恵器 高坏 受部 １／２ ？ １８．３ － （２．３）
外）灰色
内）灰白色

④

１０９ ９ ８２ ② 須恵器 高坏 受部 ？ 外）④ 内）④ （１９．８） － ［２．５］ 灰白色 ③

１０９ １０ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － （１２．０）［１３．０］ 灰白色 ①

１０９ １１ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － － ［１３．０］ 灰白色 ②

１０９ １２ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － － ［３．３］ 灰白色 ④

１０９ １３ ８３ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － （１１．０）［７．４］ 灰白色 ④

１１０ １ ８２ ② 須恵器 鉢
口縁部
肩部

１／１２ 外）④ 内）④ （２６．０） － ［５．５］
外）灰色
内）灰白色

④

１１０ ２ ７３ 須恵器 鉢 １／１２ 外）③ 内）④ （１７．４）（９．０） ９．９ 灰白色 ④

１１０ ３ ７２ 須恵器 鉢 １／１２ 外）③ 内）④ － ８．８ ［７．０］ 灰白色 ④

１１０ ４ ８２ ② 須恵器 鉢
口縁部
肩部

１／１２ 外）④ 内）④ （２３．０） － ［４．２］
外）灰色
内）灰白色

③

１１０ ５ ８３ ② 須恵器 鉢 底部 外）④ 内）④ － （１０．４）［３．０］ 灰色 ④

１１０ ６ ７９ ② 須恵器 浅鉢？ 口縁欠失 外）① 内）④ － （１２．０）［８．１］ ？ ①③

１１０ ７ ８２ ② 須恵器 鉢
口縁部
胴部

１／３ 外）④ 内）④ １３．４ － ［７．８］ 灰色 ① 歪み大

１１０ ８ ８２ ② 須恵器 鉢 口縁部 ？ 外）④ 内）④ （１９．２） ［５．７］
外）灰オリーブ色
内）灰色

①④

１１０ ９ ８２ ② 須恵器 鉢
口縁部
肩部

１／１２ 外）④ 内）④ （１９．６） － ［５．３］
外）灰色
内）灰白色

③

１１０ １０ ８２ ② 須恵器 鉢
底部
胴部

外）③ 内）④ － （８．８） ［７．２］
外）灰白色
内）灰色

④

１１０ １１ ８３ ② 須恵器 鉢 底部 外）③ 内）④ － （８．２） ［３．６］ 灰白色 ③

１１０ １２ ７６ ① 須恵器 鉢 底部 外）① 内）④ － （１２．０）［４．０］ 灰色 ①

１１０ １３ ７９ ② 須恵器 鉢 底部 外）①⑥ 内）④ － （１５．２）［７．２］ 青灰色 ③

１１１ １ ８３ ① 須恵器 平瓶 胴部 外）？沈線１条 内）？ － － ［５．６］
外）黄灰色
内）灰白色

④

１１１ ２ ８３ ① 須恵器 平瓶 頸部 外）④ 内）④ － － ［６．８］
外）浅黄色
内）灰白色

②

１１１ ３ ８３ ② 須恵器 平瓶？ 底部 外）① 内）④ － （１２．０）［４．１］
外）灰色
内）灰白色

③

１１１ ４ ７２ 須恵器 横瓶 口縁欠失
外）頸－④ 体－⑦④カキメ
内）④

－ （１０．０）［１７．１］
外）黄灰色
内）灰白色

④

１１１ ５ ７３ 須恵器 横瓶
口縁部
体部

１／４
外）口縁－④ 体部－カキメ⑦
内）口縁－④ 体部－⑧

（１４．８） － ［２２．４］
外）青灰色
内）オリーブ灰色

③④

１１１ ６ ７２ 須恵器 短頸壷 １／３ 外）④ 内）④ ８．０ ７．２ ７．５
外）灰色
内）灰白色

③ （樫）

１１１ ７ ８３ ① 須恵器 壷 口縁部 １／２ 外）④ 内）④ （７．３） － ［３．４］ 灰色 ①④

１１１ ８ ７３ 須恵器 壷
頸部
肩部

外）④ 内）④ － － ［１１．３］
外）灰白色
内）灰色

②

１１１ ９ ８３ ② 須恵器 瓶
胴部
底部

外）① 内）④ － （９．１） ［６．５］
外）青灰色
内）明青灰色

①③

１１１ １０ ８３ ① 須恵器 壷 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１０．２） － ［８．９］ 青灰色 ①

１１１ １１ ７１ 須恵器 壷
胴部
底部

外）④ 内）④ － ９．９ ［１１．２］
外）黄灰色
内）灰白色

④

１１１ １２ ８２ ② 須恵器 瓶 底部 外）① 内）④ － ７．７ ［６．８］ 灰色 ④

１１１ １３ ７９ ① 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［１．６］
外）灰色
内）灰白色

①

１１１ １４ ７８ ② 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［２．９］ 灰白色 ②

１１２ １ ８３ ① 須恵器 壷 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１１．８） － ［３．９］
外）オリーブ灰色
内）灰色

①

１１２ ２ ７２ 須恵器 壷 体部 外）胴－④⑥ 内）④ － １０．８ ［２０．１］
外）灰色
内）オリーブ色

②

１１２ ３ ７３ 須恵器 広口壷 体部 外）①指頭圧痕④ 内）④ － （８．６）［１０．７］ 灰色 ③ 内）漆付着？

１１２ ４ ７２ 須恵器 三耳壷
口縁部
胴部

１／４ 外）④ 内）④ ８．３ － ［２６．４］ 灰色 ④

１１２ ５ ８３ ① 須恵器 壷
口縁部
肩部

１２／１２ 外）④ 内）④ ６．２ － ［３．２］ 緑灰色 ①

１１２ ６ ７１ 須恵器 壷
口縁部
胴部

１／６
外）④
内）口縁－④胴部－不明

（８．５） － ［１８．６］ 灰色 ② ヘラ記号

１１２ ７ ８３ ② 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ － （１１．０）［５．７］ 灰色 ④

１１２ ８ ７２ 須恵器 短頸壷 胴部 外）カキメ⑥④ 内）④ － － ［１８．２］
外）灰色
内）明緑灰色

③
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐１

１１２ ９ ８４ ① 須恵器 瓶
胴部
底部

外）④沈線２条３段 内）④ － （１３．６）［１９．４］
外）黄灰色
内）灰白色

①

１１３ １ ７３ 須恵器 短頸壷 １／６
外）底－指押さえ 胴－不明
内）④

（１２．８） ８．０ ９．７
外）灰色
内）灰白色

②④

１１３ ２ ８３ ② 須恵器 鉢？ 底部 外）① 内）④ － （１０．２）［３．５］ 灰白色 ③

１１３ ３ ９７ ① 須恵器 短頸壷
口縁部
胴部

外）④沈線２条２段 内）④ （２２．４） － ［１０．８］
外）灰オリーブ色
内）明緑灰色

①

１１３ ４ ７３ 須恵器 壷 底部 外）⑥沈線４条 内）④ － （９．７）［１３．２］ 灰色 ③④

１１３ ５ ７３ 須恵器 短頸壷 １／２ 外）① 内）④ １４．５ １３．０ ２３．２ 灰色 ③

１１３ ６ ８４ ① 須恵器 甕
口縁部
胴部

１／１２
外）口縁－④ 胴－ハケ
内）口縁－④ 胴－ハケ

（１３．４） － ［８．６］
外）灰白色
内）灰色

①④

１１３ ７ ７３ 須恵器 短頸壷 ？ 外）① 内）④ （７．６） （９．０） １１．８
外）青灰色
内）灰色

③

１１３ ８ ７４ 須恵器 短頸壷
口縁部
胴部

１／４
外）口縁－④ 胴－⑦
内）口縁－④ 胴－⑧

１０．６ － ［２０．０］ 灰白色 ①

１１３ ９ ７３ 須恵器 短頸壷 ？
外）④カキメ
内）④指頭圧痕

（９．７）（１０．０） ２２．３
外）灰色
内）青灰色

③④

１１４ １ ７４ 須恵器 甕
口縁部
胴部

１／２
外）口縁－④ 胴－⑦
内）口縁－④ 胴－⑧

（１９．０） － ［３９．０］
外）灰色
内）褐灰色

①

１１４ ２ ８４ ③ 須恵器 甕 底部 外）⑦ 内）⑧ － － ［２０．６］ 灰白色 ③

１１５ １ ８４ ② 須恵器 甕
口縁部
肩部

１／６
外）口縁－④ 肩－⑦
内）口縁－④ 肩－⑧

（２４．２） － ［１２．７］ 灰色 ①

１１５ ２ ７４ 須恵器 甕 １／６
外）口縁－④ 胴－⑦
内）口縁－④ 胴－⑧

（１７．０） － ４１．３ 灰色 ①④

１１６ １ ８４ ① 須恵器 壷
口縁部
肩部

１／８
外）口縁－④ 胴－⑦カキメ
内）④

（３２．０） － ［１０．６］ 灰色 ①④

１１６ ２ ７４ 須恵器 甕 胴部 外）⑦ 内）⑧ － － ［４２．５］
外）にぶい黄色
内）灰黄色

②

１１７ １ ７４ 須恵器 甕 口縁部 ２／３
外）口縁－④ 肩－⑦カキメ
内）不明

（２４．０） － ［１３．０］
外）灰色
内）暗オリーブ色

② 歪み大 融着痕

１１７ ２ ８２ ② 須恵器 甕 口縁部 １／３ 外）④ 内）④ （１９．０） － ［３．４］
外）緑灰色
内）オリーブ灰色

①④

１１７ ３ ８２ ② 須恵器 甕
口縁部
肩部

外）口縁－④ 肩－⑦カキメ
内）④

［６．５］ 青灰色 ①

１１７ ４ ７４ 須恵器 甕 ２／３
外）口縁－④ 胴－⑦
内）口縁－④ 胴－⑧

（１７．８） － ［３７．２］
外）灰白色
内）灰色

①④

１１８ １ ８４ ① 須恵器 甕 口縁部 １／８
外）口縁－波状文 胴－④
内）④

（４６．０） － ［１３．０］ 灰色 ①④

SD‐１
SD‐２・３

１１８ ２ ８４ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）口縁－波状文 内）④ （３７．０） － ［５．４］ 灰色 ①④

SD‐１

１１９ １ ８４ ② 土師器 甕
口縁部
胴部

１／１２ 外）④ 内）④ （２７．８） － ［９．１］ 浅黄橙色 ④

１１９ ２ ８４ ② 土師器 甕 胴部 外）④ 内）④ － － ［６．０］
外）灰白色
内）にぶい黄橙色

③

SD‐２

１２３ １ ８５ 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ １３．０ ８．０ ３．７ 灰白色 ③ 墨書

１２３ ２ ９０ ① 須恵器 無台坏 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１３．０） － ［３．２］ 灰白色 ①

１２３ ３ ９０ ① 須恵器 無台坏 口縁部 １／１２ 外）不明 内）不明 （１４．０） － ［３．３］ 灰白色 ①

１２３ ４ ８５ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ １２．３ ９．０ ３．４ 灰色 ④

１２３ ５ ８５ 須恵器 無台坏 １１／１２ 外）① 内）④ １２．０ ９．５ ３．７ 灰色 ①④

１２３ ６ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．８）（８．３） ［３．６］
外）青灰色
内）緑灰色

①

１２３ ７ ８５ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ １２．５ ９．５ ３．２ 青灰色 ①

１２３ ８ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）不明 内）④ （１２．９）（８．１） ４．０ 明オリーブ灰色 ①

１２３ ９ ９０ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ １２．１ （９．０） ２．９ 灰色 ①

１２３ １０ ９０ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．８）（９．０） ［３．３］ オリーブ灰色 ③

１２３ １１ ９２ ① 須恵器 無台坏 底部 外）？ 内）？ － （６．０） ［１．６］
外）灰色
内）灰白色

④ 墨書

１２３ １２ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１４．０）（８．４） ３．４ 灰白色 ④

１２３ １３ ８５ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１４．２）（９．０） ３．８
外）灰白色
内）灰色

①

１２３ １４ ８５ 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．８） ８．３ ４．０ 灰色 ① （小）

１２３ １５ ９２ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．７） ［２．７］
外）青灰色
内）緑灰色

③

１２３ １６ ９０ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．６） ［２．６］ 灰色 ①

１２３ １７ ９０ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．８） ［１．３］
外）オリーブ灰色
内）明青灰色

①

１２３ １８ ９２ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．０）［１．８］ 明青灰色 ①

１２３ １９ ９２ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．５）［３．３］ 灰色 ①
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐２

１２３ ２０ ９２ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．６）［２．７］
外）灰オリーブ色
内）緑灰色

①④

１２３ ２１ ８５ 須恵器 無台坏 １／２ 外）①スノコ状圧痕 内）④ １３．０ ８．０ ３．０ 灰白色 ③ 墨書（小）

１２３ ２２ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１４．８）（８．０） ３．４ オリーブ灰色 ② （小）

１２３ ２３ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）② 内）④ （１５．０）（１０．４） ３．５ 灰白色 ①

１２３ ２４ ８５ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．２）（９．０） ３．６ 灰色 ① （小）

１２３ ２５ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１４．０） ９．０ ３．２
外）灰白色
内）灰色

①

１２３ ２６ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１２．６）（７．０） ３．２ 明オリーブ灰色 ①

１２３ ２７ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．１）（７．２） ［３．５］ 灰色 ①

１２３ ２８ ９０ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１１．９） ６．５ ３．２ 明オリーブ色 ①

１２３ ２９ ９０ ② 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （７．２） ［１．７］ 灰色 ①

１２４ １ ８５ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ （１４．４）（８．８） ３．４ 灰白色 ③ 墨書

１２４ ２ ９２ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．１）［１．２］ 灰オリーブ色 ③

１２４ ３ ８５ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．９） ６．５ ３．２ 灰色 ① （小）

１２４ ４ ９０ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．２）［２．９］
外）明オリーブ灰色
内）オリーブ灰色

①

１２４ ５ ８５ 須恵器 無台坏 １／４ 外）④ 内）④ （１１．９）（７．２） ［３．７］ 青灰色 ①

１２４ ６ ８５ 須恵器 無台坏 ３／４ 外）① 内）④ １３．０ ６．６ ３．１ 灰色 ④ 墨書（小）

１２４ ７ ８５ 須恵器 無台坏 １／６ 外）② 内）④ （１３．８）（５．６） ３．７ 黄灰色 ③

１２４ ８ ８５ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （１３．０）（７．６） ３．４
外）明オリーブ色
内）灰白色

①

１２４ ９ ８５ 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１３．６）（７．６） ３．３ 灰色 ③ （小）

１２４ １０ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／８ 外）① 内）④ （１４．８）（８．２） ３．０ オリーブ灰色 ② （小）

１２４ １１ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１２．８） １０．１ ２．９ 明オリーブ灰色 ①

１２４ １２ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１３．９）（８．２） ３．０
外）灰白色
内）明オリーブ灰色

② （小）

１２４ １３ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／３ 外）② 内）④ （１５．０）（９．６） ２．７ 灰白色 ② （小）

１２４ １４ ８５ 須恵器 無台坏 完形 外）②スノコ状圧痕 内）④ （１３．８） ６．６ ４．０ 灰色 ③ 歪み大（金）

１２５ １ ８６ 須恵器 無台坏 １／６ 外）③ 内）④ （１５．６）（８．５） ４．４ 灰色 ①④

１２５ ２ ８６ 須恵器 皿 １／３ 外）③ 内）④ （１７．２）（１４．６） ２．３ 灰色 ①

１２５ ３ ８６ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ （１４．８）（９．４） ４．０ 灰白色 ②

１２５ ４ ８６ 須恵器 無台坏 １／４ 外）③ 内）④ （１２．８）（９．６） ３．８ 灰白色 ①

１２５ ５ ９０ ① 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．４）（９．０） ３．５ 灰色 ①

１２５ ６ ９４ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （４．５） ［１．９］ 灰白色 ①

１２５ ７ ９４ ① 須恵器 鉢？ 底部 外）③ 内）④ － （５．８） ［２．２］ 灰色 ①

１２５ ８ ９０ ① 須恵器 無台坏 底部 外）② 内）④ － （９．０） ［１．５］ 灰色 ①

１２５ ９ ８６ 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．５） ９．８ ３．０ 青灰色 ③

１２５ １０ ９０ ② 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１１．６）（８．２） ５．６ 青灰色 ①

１２５ １１ ８６ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１１．８） ８．４ ４．６ 灰色 ①

１２５ １２ ８６ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ （８．６） ５．８ ３．８
外）灰白色
内）オリーブ灰色

①

１２５ １３ ８６ 須恵器 無台坏 ほぼ完形 外）② 内）④ ７．４ ４．６ ２．５
外）灰白色
内）灰色

③

１２６ １ ８６ 須恵器 高台坏 ほぼ完形 外）① 内）④ １５．７ １２．２ ５．９
外）灰色
内）灰白色

① 分析

１２６ ２ ９２ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．８）（１１．７） ５．６ 灰色 ①

１２６ ３ ８６ 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － １３．７ ［３．５］
外）緑灰色
内）灰色

①④

１２６ ４ ９１ ② 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ １５．８ １２．３ ４．８ 明青灰色 ① 分析

１２６ ５ ８６ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１５．８） １１．２ ４．０
外）灰色
内）オリーブ灰色

①

１２６ ６ ９１ ① 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （１１．２）［３．８］
外）緑灰色
内）青灰色

①

１２６ ７ ９１ ① 須恵器 高台坏 外）① 内）④ （１５．４）（１０．８） ５．５ 灰色 ①③

１２６ ８ ９１ ② 須恵器 高台坏 底部 外）② 内）④ － １０．２ ［２．５］ オリーブ灰色 ①④

１２６ ９ ９１ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１４．１）［２．２］ 灰白色 ①

１２６ １０ ９１ ① 須恵器 高台坏 １／２ 外）② 内）④ （１３．２）（８．９） ３．７ 灰色 ①

１２６ １１ ９１ ① 須恵器 高台坏 １／３ 外）① 内）④ （１３．２）（１０．２） ４．４ 灰色 ①③ （樫）

１２６ １２ ９１ ① 須恵器 高台坏 外）①⑥ 内）④ （１４．０） ９．２ ３．７
外）緑灰色
外）灰色

①

１２６ １３ ９１ ② 須恵器 高台坏 １／８ 外）① 内）④ （１４．０）（９．２） ４．０ 灰色 ①③ 歪み大

第１２節 金属器・ガラス製品
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐２

１２６ １４ ９１ ① 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１４．８）（９．６） ３．４ 灰色 ①③

１２６ １５ ８６ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．２） ９．４ ３．６
外）灰色
内）青灰色

①

１２６ １６ ９１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．６） ［２．０］ 灰色 ①③

１２６ １７ ９１ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．２）［１．５］ 灰色 ①

１２６ １８ ９３ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．２）［２．３］ 明緑灰色 ①

１２６ １９ ９３ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．８）［１．３］ 灰色 ①

１２６ ２０ ９３ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．６）［３．６］ 灰色 ①

１２６ ２１ ９１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）①⑥ 内）④ － １１．４ ［３．２］
外）灰色
内）灰白色

①

１２６ ２２ ８６ 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１０．８） ６．８ ３．９ 灰白色 ③ 分析

１２６ ２３ ８６ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１１．４） ７．４ ３．８ 灰色 ①④

１２６ ２４ ９１ ② 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１１．２） ７．４ ４．５ 灰色 ①

１２６ ２５ ８６ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１１．４）（７．２） ３．７
外）灰色
内）明青灰色

①

１２６ ２６ ９３ ① 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （７．８） ［３．５］
外）灰色
内）灰白色

②

１２６ ２７ ８６ 須恵器 高台坏 ３／４ 外）① 内）④ １１．２ ７．２ ３．９ 灰白色 ④ 分析

１２６ ２８ ９１ ② 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１１．９）（７．４） ３．９ 青灰色 ③

１２６ ２９ ９３ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［１．５］ 灰色 ①③

１２６ ３０ ９１ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［２．２］ 灰色 ①

１２６ ３１ ９３ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．６） ［２．２］ 灰白色 ①

１２６ ３２ ９１ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［２．３］ 灰白色 ② 転用硯？

１２６ ３３ ９３ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［１．１］ オリーブ灰色 ①

１２７ １ ８７ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １９．４ － ４．４
外）灰白色
内）灰色

④

１２７ ２ ８６ 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ １７．０ － ３．８ 灰色 ④

１２７ ３ ９３ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）⑥④ 内）④ １７．０ － ３．０ 灰色 ③

１２７ ４ ８７ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １５．０ － １．７ 灰色 ③

１２７ ５ ９３ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／３ 外）⑥④ 内）④ １６．８ － １．４ 灰白色 ④ 外）墨痕

１２７ ６ ９３ ② 須恵器 蓋 つまみ 外）⑥④ 内）④ － － ［３．８］ 灰白色 ③

１２７ ７ ９３ ② 須恵器 蓋 つまみ 外）⑥④ 内）④ － － ［１．７］
外）褐灰色
内）灰色

③

１２７ ８ ９３ ② 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／１２ 外）⑥④ 内）④ １２．４ － （１．６） 灰白色 ④

１２７ ９ ８７ 須恵器 蓋 ２／３ 外）⑥④ 内）④ １３．４ － ３．１ 灰白色 ③

１２７ １０ ８７ 須恵器 蓋 ２／３ 外）④ 内）④ １５．６ － １．１ 灰白色 ③

１２７ １１ ９３ ② 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ （１５．０） － ３．１
外）灰色
内）灰白色

② 分析

１２７ １２ ９３ ② 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ １２．８ － ２．９ 灰白色 ③

１２７ １３ ９３ ② 須恵器 蓋 １／３ 外）⑥④ 内）④ （１３．８） － ３．３ 灰白色 ② 分析

１２７ １４ ８６ 須恵器 蓋 １／２ 外）⑥④ 内）④ １３．４ － ３．５ 灰白色 ③

１２７ １５ ９３ ② 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ １５．０ ２．７ 灰白色 ③

１２８ １ ８７ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１９．０） １４．２ ３．１ 灰色 ③

１２８ ２ ９１ ② 須恵器 高台坏 １／６ 外）④ 内）④ （１８．６）（１４．２） ３．６ 灰色 ①

１２８ ３ ９１ ① 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１８．２）（１３．９） ３．４
外）灰色
内）灰白色

①④

１２８ ４ ８７ 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．４） １３．４ ３．０ 灰色 ①

１２８ ５ ９２ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１７．０）（１４．０） ２．３ 灰白色 ③

１２８ ６ ９２ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１５．４） １２．２ ２．９ 灰色 ①

１２８ ７ ８７ 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ １６．８ １３．４ ２．７ 灰色 ①

１２８ ８ ８７ 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１６．４）（１２．６） ２．４ 灰色 ④

１２８ ９ ９２ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１６．４）（１１．６） ３．７ 灰色 ②

１２８ １０ ８７ 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１５．８）（１３．０） ２．２ 灰色 ③

１２８ １１ ８７ 須恵器 皿 １／３ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１６．０）（１２．０） ２．３ 灰色 ①

１２８ １２ ９２ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１６．６） １３．８ ２．２ 灰色 ①

１２８ １３ ９０ ① 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１４．８）（１１．２） ２．３ 灰白色 ②

１２８ １４ ９３ ② 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ １５．０ １０．２ ［２．２］ 灰色 ④ （小）

１２８ １５ ９０ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）②スノコ状圧痕 内）④ （１４．８）（１１．６） ２．７ 灰白色 ①

１２８ １６ ８７ 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１４．８）（１１．４） ２．５ 灰色 ②

１２８ １７ ８７ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ （１６．０）（１１．８） ２．４ 灰色 ③

１２８ １８ ９０ ① 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１６．０）（１３．２） ２．３ 明青灰色 ②

第５章 山腰遺跡
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐２

１２８ １９ ８７ 須恵器 皿 １／３ 外）① 内）④ （１５．０）（１１．８） ２．１ 灰色 ③

１２８ ２０ ９０ ① 須恵器 皿 １／８ 外）不明 内）不明 （１４．８）（１２．６） １．９ 灰白色 ①

１２８ ２１ ８７ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ １５．４ １２．６ ２．４ 灰色 ①

１２８ ２２ ９０ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１５．０）（１２．０） ２．４ 灰白色 ①

１２８ ２３ ９０ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１５．０）（１１．４） ２．７ 灰白色 ①

１２８ ２４ ９２ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１５．０）（１２．０） ２．５ 灰色 ②

１２８ ２５ ９２ ① 須恵器 皿 １／２ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１４．８）（１１．６） １．９ 灰色 ②

１２８ ２６ ９２ ① 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１４．４）（１１．０） １．８ 灰色 ①

１２８ ２７ ８７ 須恵器 皿 １／２ 外）① 内）④ （１４．８）（１０．８） ２．１ オリーブ灰色 ①

１２８ ２８ ８７ 須恵器 皿 ３／４ 外）① 内）④ （１３．８）（１０．２） ２．０ 黄灰色 ①③

１２８ ２９ ９０ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１５．０）（１０．０） １．７ 灰白色 ②

１２８ ３０ ９０ ① 須恵器 皿 ？ 外）① 内）④ （１５．０）（１０．４） １．７ 灰白色 ①

１２９ １ ８８ 須恵器 � １／４ 外）① 内）④ （１７．４）（９．９） ７．０ 灰色 ③ 墨書（小）

１２９ ２ ９２ ② 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － － ［４．５］ 灰色 ①

１２９ ３ ９２ ② 須恵器 � １／１２ 外）④ 内）④ （１６．７）（９．２） ５．６
外）灰色
内）明青灰色

①

１２９ ４ ８７ 須恵器 � １／４ 外）① 内）④ （１８．０）（９．３） ６．６ 灰色 ②③

１２９ ５ ９２ ② 須恵器 � 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１７．９） － ［５．２］ 青灰色 ①④

１２９ ６ ９２ ② 須恵器 � 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１６．８） － ［１．９］ 灰白色 ①

１２９ ７ ９２ ② 須恵器 � 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１４．９） － ［３．７］ にぶい黄橙色 ①

SD‐２
SD‐１

１２９ ８ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （９．０） ［４．０］ 灰白色 ①

SD‐２

１２９ ９ ９２ ② 須恵器 � ？ 外）① 内）④ （１５．６）（９．０） ６．０ 灰色 ①③

１２９ １０ ８７ 須恵器 � １／３ 外）① 内）④ （１５．６）（７．０） ５．７ 灰色 ③ （小）

１２９ １１ ８８ 須恵器 � 外）① 内）④ （１５．６）（９．３） ５．０ 灰色 ①

１２９ １２ ８９ 須恵器 � １／３ 外）① 内）④ （１６．０）（８．８） ５．９ 灰色 ①

１２９ １３ ８８ 須恵器 � ５／６ 外）④ 内）④ １４．４ ６．７ ［５．３］ 灰色 ④ 墨書（小）

１２９ １４ ８８ 須恵器 � ほぼ完形 外）②⑥ 内）④ （１５．８） ８．４ ６．０ 灰色 ④ 歪み大

１２９ １５ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （９．０） ［３．７］ 灰白色 ①

１２９ １６ ８８ 須恵器 � １／２ 外）①⑥ 内）④ （１３．０）（６．５） ４．６ 灰色 ①

１２９ １７ ８８ 須恵器 � １／２ 外）③ 内）④ １２．７ ７．１ ４．０ 灰色 ①

１２９ １８ ９２ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１３．０）（７．０） ３．８
外）暗灰色
内）灰色

②

１２９ １９ ９３ ① 須恵器 � ？ 外）① 内）④ （１３．０）（７．４） ４．８ 灰色 ①

１２９ ２０ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）② 内）④ － （７．２） ［３．０］ 灰白色 ①

１２９ ２１ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．２） ［２．７］ 灰色 ②

１２９ ２２ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．２） ［１．９］ 灰白色 ③

１２９ ２３ ９２ ② 須恵器 � ？ 外）① 内）④ （１４．０）（８．９） ４．１ 灰色 ①③

１２９ ２４ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （３．４） ［１．７］ 灰色 ③

１２９ ２５ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （６．２） ［２．１］
外）灰色
内）灰白色

①

１２９ ２６ ９２ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （８．８） ［２．９］ 灰色 ①③

１２９ ２７ ９３ ① 須恵器 � 底部 外）② 内）④ － （７．２） ［２．０］ 灰白色 ①

１２９ ２８ ９２ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．６） ［３．７］ 灰色 ①③

１２９ ２９ ９３ ① 須恵器 � 口縁欠失 外）① 内）④ － （８．８） ［４．３］
外）灰色
内）灰白色

②

SD‐２
SD‐１

１３０ １ ８９ 須恵器 壷 口縁欠失 １／６ 外）① 内）④ （９．８） １０．２ ［２３．５］
外）オリーブ灰色
内）灰色

③④ （樫）

SD‐２

１３０ ２ ９４ ① 須恵器 壷 口縁部 １／１２ 外）④？ 内）④？ （６．０） － ［６．２］ 灰色 ③

１３０ ３ ９２ ① 須恵器 皿 底部 外）？ 内）？ － － ［１．０］ 灰白色 ① 墨書

１３０ ４ ９４ ① 須恵器 把手 外）④⑦ 内）？ － － ［８．０］ 灰色 ①

１３０ ５ ９４ ① 須恵器 羽釜
口縁部
胴部

１／１２ 外）④ 内）④ （１７．６） － ［９．９］ 灰色 ①

１３０ ６ ８９ 須恵器 短頸壷 外）② 内）④ ８．０ （９．０）［１３．６］
外）灰黄色
内）黄灰色

④ 融着痕

１３１ １ ８９ 須恵器 浅鉢 １／６ 外）① 内）④ （２８．１）（１４．７）［９．１］ 灰色 ③④

１３１ ２ ７９ ② 須恵器 鉢 底部 外）⑥ 内）カキメ － （１５．０）［６．４］ 灰色 ①

１３１ ３ ８９ 須恵器 鉢 １／１２ 外）① 内）④ １８．０ １０．０ ９．８ 灰白色 ③

１３１ ４ ８９ 須恵器 鉢 １／３ 外）③ 内）④ １５．９ ８．１ １０．４ 灰白色 ④

１３１ ５ ８９ 須恵器 鉢 １／６ 外）③ 内）④ １６．０ ９．６ ８．０ 灰白色 ④

１３１ ６ ９４ ① 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ １８．０ － ［４．０］ 灰色 ④

第１２節 金属器・ガラス製品
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐２

１３２ １ ９４ ② 須恵器 短頸壷 肩部 １／２ 外）④ 内）④ － － ［８．０］
外）灰色
内）明青灰色

④

１３２ ２ ９４ ② 須恵器 横瓶 胴部 １／３ 外）カキメ④ 内）⑧④ － － ［１６．３］ 灰色 ②

１３２ ３ ８８ 須恵器 横瓶 胴部 外）⑦ 内）④ － ８．０ ［２０．８］ 灰色 ②

１３２ ４ ９４ ① 須恵器 瓶 把手 外）？ 内）④ － － ［３．９］ 灰色 ①

１３２ ５ ９１ ② 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ － （１５．８）［３．７］ 灰色 ②

１３２ ６ ９２ ② 須恵器 瓶 底部 外）① 内）④ － （９．６） ［３．５］ 灰色 ①③

１３２ ７ ９４ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④？ 内）④？ － － ［９．０］ 灰色 ④

１３２ ８ ９４ ① 須恵器 高坏 脚部 外）④？ 内）④？ － － ［３．４］ 灰色 ①

１３２ ９ ９４ ① 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （８．２） ［３．５］ 灰白色 ①

１３２ １０ ９４ ① 須恵器 短頸壷
口縁部
肩部

？ 外）④ 内）④ （９．３） － ［３．８］ 灰白色 ①

１３２ １１ ８８ 須恵器 平瓶 １／３ 外）⑥④ 内）④ （７．８）（１０．０） ７．４ 灰色 ④

１３２ １２ ９４ ① 須恵器 壷？ 底部 外）② 内）④ － （８．７） ［２．６］ 青灰色 ③

１３２ １３ ９３ ① 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［２．２］ 灰白色 ②

１３２ １４ ９３ ① 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ （７．６） ［２．１］ 灰色 ③

１３２ １５ ９４ ① 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － ７．８ ［３．７］ 灰色 ①

１３２ １６ ８８ 須恵器 壷 頸部？ 外）④？ 内）④？ － － ［６．９］ 灰色 ③

１３２ １７ ９４ ② 須恵器 瓶 底部 外）① 内）④ － （１０．６）［６．０］
外）灰色
内）青灰色

①④

１３２ １８ ８８ 須恵器 瓶 底部 外）① 内）④ － － ［５．８］ 灰白色 ④

１３３ １ ９４ ② 須恵器 甕
口縁部
肩部

１／６
外）口縁－④ 肩－⑦
内）口縁－④ 肩－⑧

（２５．０） － ［７．６］
外）浅黄色
内）灰黄色

①

１３３ ２ ８９ 須恵器 甕 口縁部 ３／４ 外）⑦ 内）⑧ ２１．０ － ［６．２］ 灰色 ③④

１３３ ３ ９４ ② 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④波状文 内）④ （２１．０） ［５．２］ 灰白色 ④

１３３ ４ ９４ ② 須恵器 甕 肩部
外）口縁－④ 肩－⑦
内）口縁－④ 肩－⑧

－ － ［８．１］
外）灰色
内）灰オリーブ色

①

１３３ ５ ９４ ② 須恵器 甕 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （２２．０） － ［７．８］ 灰色 ①④

１３３ ６ ９４ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２３．９） － ［５．０］ 灰色 ①

１３３ ７ ９４ ① 須恵器 甕 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （２２．０） － ［７．４］ 灰白色 ③

１３３ ８ ９４ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ － （１８．０）［３．２］ 灰色 ①

１３４ １ ９４ ① 土師器 甕 口縁部 １／１２ 外）不明 内）不明 （２２．０） － ［３．２］ にぶい赤褐色 ②

１３４ ２ ９４ ① 土師器 甕 胴部 外）不明 内）不明 － － ［８．９］
外）にぶい褐色
内）褐色

③

１３４ ３ ９４ ① 土師器 無台坏 ？ 外）⑥④ 内）④ １４．０ ７．４ ［３．０］
外）にぶい黄橙色
内）灰白色

③

SD‐３ １３５ １ ９６ ① 須恵器 無台坏 １／４ 外）① 内）④ （１２．６）（９．０） ３．２ 灰白色 ①

SD‐３
SD‐１

１３５ ２ ９５ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．６）（８．６） ４．３ 灰色 ①

SD‐３

１３５ ３ ９６ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．４） ［２．９］ 灰色 ①

１３５ ４ ９６ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１１．９）［３．０］ 灰色 ①

１３５ ５ ９６ ① 須恵器 皿 １／１２ 外）不明 内）不明 （１７．０）（１３．０） ２．５ 明オリーブ灰色 ②

１３５ ６ ９６ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［４．１］ 灰色 ①③

SD‐３
SD‐２

１３５ ７ ９６ ① 須恵器 鉢 底部 外）① 内）④ － （５．０） ［１．８］ 灰色 ①

SD‐３

１３５ ８ ９６ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［１．０］
外）灰色
内）灰黄色

①③ 墨書

１３５ ９ ９６ ① 須恵器 壷 底部 外）？ 内）？ － － ［３．３］ 灰色 ①

１３５ １０ ９６ ① 須恵器 鉢
口縁部
体部

１／１２ 外）④ 内）④ （１６．８） － ［２．２］
外）灰色
外）灰白色

①

１３５ １１ ９６ ① 須恵器 鉢
口縁部
体部

１／１２ 外）④ 内）④ （１２．０） － ［４．７］ 灰色 ①

１３５ １２ ９６ ① 須恵器 無台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１１．８）（７．６） ３．４ 灰色 ①③

１３５ １３ ９６ ① 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （９．０） ［１．０］ 灰色 ① 墨書

１３５ １４ ９５ 須恵器 � １／２ 外）① 内）④ （１８．６）（１１．０） ６．６ 灰色 ①③④

SD‐３
SD‐１

１３５ １５ ９５ 須恵器 � １／６ 外）① 内）④ （１７．２）（１０．８） ５．８ 灰色 ①③

SD‐３
SD‐２

１３５ １６ ９８ 須恵器 甕 １／６
外）口縁－④
胴底部－⑦カキメ

内）口縁－④ 胴底部－⑧
（２１．２） １．５ ５２．０ 灰色 ③ 歪み大

SD‐４ １３６ １ ９５ 須恵器 無台坏 １／２ 外）② 内）④ （１２．０）（８．４） ２．９ 灰色 ③④ 歪み小

SD‐４
SD‐２

１３６ ２ ９５ 須恵器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ （１４．６）（９．６） ３．８ 灰色 ② 歪み小

SD‐４ １３６ ３ ９６ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．９） ［２．２］ 灰色 ③

第５章 山腰遺跡
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

SD‐４
SD‐２

１３６ ４ ９５ 須恵器 皿 外）① 内）④ （１４．５）（１１．５）
大２．２
小１．７

灰色 ③ 歪み大（小）

SD‐４

１３６ ５ ９６ ② 須恵器 高台坏 底部 外）② 内）④ － １１．５ ［２．７］ 緑灰色 ①④

１３６ ６ １０１ ④ 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （６．２） ［３．５］ 灰色 ①④

１３６ ７ ９６ ② 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１４．３）（１０．４） ３．５ 明緑灰色 ①

１３６ ８ ９６ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１２．６） ９．０ ３．５
外）緑灰色
内）灰色

① 分析

SD‐４
SD‐２

１３６ ９ ９６ ② 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （１３．０） １１．２ ［４．３］
外）灰色
内）青灰色

①

SD‐４

１３６ １０ ９６ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － ９．８ ［１．７］
外）青灰色
内）明青灰色

①④

１３６ １１ ９６ ② 須恵器 蓋 天井部 外）⑥④ 内）④ － － ［２．３］ 明青灰色 ①③

１３６ １２ １０２ ② 須恵器 壷
口縁部
体部

１／１２ 外）④ 内）④ （１２．０） － ［２．８］
外）灰色
内）灰オリーブ色

①

SD‐４
SD‐２

１３６ １３ ９６ ② 須恵器 高台坏 １／８ 外）？ 内）④？ （１６．０）（１１．６） ３．７ 黄灰色 ①

SD‐４

１３６ １４ ９６ ② 須恵器 � 口縁部
体部

１／６ 外）④ 内）④ （１６．２） － ［４．９］
外）緑灰色
内）青灰色

①④

１３６ １５ ９５ 須恵器 � １／２ 外）① 内）④ １３．４ ７．０ ５．１
外）灰色
内）緑灰色

①④ 歪み小

１３６ １６ ９６ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － ６．２ ［２．５］ 青灰色 ①

１３６ １７ １０２ ② 須恵器 瓶 胴部 外）④ 内）④ － － ［８．０］ 灰白色 ②

SD‐４
SD‐１

１３６ １８ ９５ 須恵器 壷 底部 外）② 内）④ － （１１．２）［７．２］ 灰白色 ②

SD‐４
SD‐２

１３６ １９ ９８ 須恵器 壷
体部
底部

外）① 内）④ － ９．２ ［１７．３］
外）灰色
内）灰白色

②④

SD‐４
SD‐１

１３６ ２０ ８４ ① 須恵器 甕
口縁部
体部

１／６ 外）④⑦ 内）④ハケ （１４．４） － ［１４．４］ 灰色 ③④

１３６ ２１ ９８ 須恵器 三耳壷 ？ 外）④ 内）④ （７．８）（１１．８）［３０．６］
外）オリーブ灰色
内）灰色

③④

SD‐５

１３７ １ ９５ 須恵器 無台坏 １／２ 外）① 内）④ １１．７ ７．６ ３．２
外）オリーブ灰色
内）灰色

④ 内）煤付着

１３７ ２ ９６ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．０）（８．０） ３．３
外）灰色
内）灰白色

①

SD‐５
SD‐１

１３７ ３ ９６ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１２．０）（９．２） ３．１ 灰白色 ①

SD‐５

１３７ ４ ９６ ② 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１３．６）（１０．０） ３．８ 灰色 ②

１３７ ５ ９６ ② 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［２．４］ 灰白色 ②

１３７ ６ ９６ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）不明 － （９．０） ［１．８］ 灰白色 ②

１３７ ７ ９６ ② 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （９．６） ［４．０］ 灰白色 ②

１３７ ８ ９６ ② 須恵器 � １／３ 外）④ 内）④ （１６．８）（９．０） ６．８
外）灰色
内）灰白色

③ （小）

SD‐５
SD‐２
SD‐４

１３７ ９ ９８ 須恵器 甕 ？
外）口縁－④
胴底部－⑦カキメ

内）口縁－④ 胴底部－⑧
（１９．２） ４．５ ［４２．２］ 灰色 ③

SD‐２
と５の
切りあ
い部分

１３８ １ ９５ 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１７．２）（１４．８） ３．０ 灰白色 ②

１３８ ２ ９５ 須恵器 双耳壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［２０．０］
外）黒色
内）灰白色

①

１３８ ３ ９６ ② 須恵器 � 口縁部
体部

１／８ 外）④ 内）④ （１３．８） － ［２．３］ 灰白色 ①

１３８ ４ １０２ ② 須恵器 瓶 胴部 外）④ 内）④ － （１０．０）［１１．７］
外）灰色
内）灰白色

②

１３８ ５ １０２ ② 須恵器 鉢 底部
外）底部－刺突痕⑦④ 内）
④

－ （１２．０）［６．１］
外）灰色
内）灰オリーブ

①

１３８ ６ ９８ 須恵器 甕 底部 外）⑦ 内）⑧ － １．０ ［２７．０］
外）灰色
内）灰白色

③ 歪み大

包含層

１３９ １ ９９ 須恵器 無台坏 １／２ 外）③ 内）④ １４．８ ９．０ ４．１ 灰白色 ④

１３９ ２ １０１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．０）（８．０） ３．４ 灰色 ①

１３９ ３ ９９ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１１．８）（８．８） ３．２
外）オリーブ灰色
内）灰白色

②

１３９ ４ １０１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．８） ８．９ ３．１
外）灰白色
内）灰色

①

１３９ ５ １０１ ② 須恵器 無台坏 １／３ 外）① 内）④ （１３．５）（６．９） ３．０ 灰色 ① （小）

１３９ ６ ９９ 土師器 無台坏 ２／３ 外）① 内）④ １２．８ ８．０ ［３．１］
外）浅黄橙色
内）にぶい黄橙色

④ 生焼け

１３９ ７ １０１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．８） ７．２ ２．８ 灰色 ①③ （小）

１３９ ８ １０１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）④ 内）④ （１３．８）（７．５） ２．８ 青灰色 ① （小）

１３９ ９ １０１ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － ８．５ ［２．４］
外）灰色
内）青灰色

①

第１２節 金属器・ガラス製品
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

包含層

１３９ １０ ９７ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （８．２） ［２．１］
外）灰色
内）灰白色

①

１３９ １１ １０１ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － １０．０ ［１．７］ 明緑灰色 ①

１３９ １２ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （９．４） ［２．８］ 灰色 ①

１３９ １３ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （１０．０）［３．０］
外）灰色
内）灰白色

①

１３９ １４ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）④ 内）④ － （９．０） ［３．３］ 緑灰色 ①

１３９ １５ １００ ② 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１３．８）（９．６） １．７ 明緑灰色 ①

１３９ １６ １００ ② 須恵器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１４．５）（１１．０） １．８ 暗青灰色 ①

１３９ １７ １００ ② 須恵器 皿 １／６ 外）不明 内）不明 （１４．０）（１０．２） ２．１ 灰白色 ①

１３９ １８ １０１ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）① 内）④ （１２．９）（７．６） ４．３ 緑灰色 ①

１３９ １９ ９７ ② 須恵器 無台坏 １／６ 外）⑥② 内）④ （１２．０） － ［３．８］
外）緑灰色
内）明緑灰色

①

１３９ ２０ １０１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．７） ６．３ ４．５ オリーブ灰色 ①

１３９ ２１ １０１ ② 須恵器 無台坏 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１２．２） － ［２．７］ 灰色 ①

１３９ ２２ １０１ ② 須恵器 無台坏 ？ 外）⑤ 内）④ （９．６） （６．２） ３．１ 明オリーブ灰色 ① 内外）灯芯油痕

１３９ ２３ １０１ ② 須恵器 無台坏 底部 外）①スノコ状圧痕 内）④ － ８．２ ［２．０］
外）灰色
内）緑灰色

①

１３９ ２４ １０１ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － ６．６ ［１．２］ 緑灰色 ①

１３９ ２５ ９７ ② 須恵器 無台坏 底部 外）③ 内）④ － ９．８ ［１．４］ 灰色 ①

１３９ ２６ ９７ ② 須恵器 無台坏 底部 外）④ 内）④ － － ［０．５］ 灰白色 ② 墨書

１３９ ２７ １００ ④ 須恵器 無台坏 底部 外）④ 内）④ － － ［０．７］
外）明青灰色
内）灰白色

① 墨書

１３９ ２８ １００ ④ 須恵器 無台坏 底部 外）④ 内）④ － － ［０．５］ 明緑灰色 ① 墨書

１３９ ２９ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （６．３） ［１．９］
外）青灰色
内）緑灰色

①

１３９ ３０ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．７） ［２．２］ 青灰色 ①

１３９ ３１ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （８．１） ［１．８］
外）明緑灰色
内）灰色

①④

１３９ ３２ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．２） ［２．２］
外）緑灰色
内）青灰色

①

１３９ ３３ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （６．８） ［２．６］ 緑灰色 ①

１３９ ３４ １０１ ② 須恵器 皿 ？ 外）③ 内）④ （１７．２）（１３．９） ２．８
外）灰色
内）青灰色

①

１３９ ３５ １００ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）③ 内）④ （１６．４）（１２．８） ２．３ 灰白色 ①

１３９ ３６ １００ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１３．８）（１０．３） ２．９
外）灰色
内）オリーブ灰色

①③

１３９ ３７ １００ ② 須恵器 皿 １／１２ 外）① 内）④ （１６．２）（１３．２） ２．２ 灰白色 ①

１３９ ３８ １００ ② 須恵器 無台坏 １／１２ 外）② 内）④ （１６．８）（８．０） ３．５ 灰白色 ③

１３９ ３９ ９７ ② 須恵器 � 口縁部 １／６ 外）④ 内）④ （１４．８） － ［４．０］
外）灰白色
内）明オリーブ灰色

①

１３９ ４０ ９９ 須恵器 無台坏 １／１２ 外）①スノコ状圧痕 内）④ （１４．５） ４．７ ４．０ 灰色 ①

１３９ ４１ １００ ② 須恵器 皿 １／６ 外）① 内）④ （１４．９）（１１．８） ２．６
外）灰色
内）緑灰色

①

１３９ ４２ １０１ ② 須恵器 無台坏 底部 外）① 内）④ － （７．１） ［１．６］
外）灰色
内）明緑灰色

①

１３９ ４３ １００ ② 須恵器 皿 底部 外）③ 内）④ － １６．９ ［２．１］ ？ ①④

１３９ ４４ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［２．６］ 青灰色 ①④

１３９ ４５ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．５） ［２．１］ 灰色 ①

１３９ ４６ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［２．２］ 灰色 ①④

１３９ ４７ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （８．９） ［２．４］
外）オリーブ灰色
内）青灰色

①

１３９ ４８ １０１ ① 須恵器 � 底部 外）① 内）④ － （７．６） ［２．６］ 灰色 ①

１４０ １ ９９ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１５．４） １０．８ ５．４
外）灰色
内）緑灰色

①④

１４０ ２ １０１ ④ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１６．４）（１１．３） ６．０ 青灰色 ①④

１４０ ３ ９９ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１６．７） １３．０ ５．５ 灰色 ①

１４０ ４ １０１ ④ 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － １３．０ ［３．０］ 灰白色 ④

１４０ ５ １０１ ④ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１３．２）［１．９］ 灰白色 ②

１４０ ６ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１２．４）［２．４］
外）灰色
内）灰白色

④

１４０ ７ １０１ ③ 須恵器 � １／３ 外）④ 内）④ （１４．８）（８．７） ４．７
外）灰色
内）灰白色

④

１４０ ８ １０１ ① 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）④ 内）④ － （７．９） ［３．３］
外）緑灰色
内）明緑灰色

①
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

包含層

１４０ ９ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．２）［２．８］
外）灰色
内）灰白色

④

１４０ １０ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （１０．４）［２．７］
外）灰色
内）灰白色

④

１４０ １１ ９７ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１３．２）［３．５］ 灰色 ②

１４０ １２ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１３．２）［５．５］
外）灰色
内）灰白色

④

１４０ １３ １０１ ④ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）① 内）④ （２１．８）（１７．４） ３．７
外）青灰色
内）明青灰色

③

１４０ １４ １０１ ④ 須恵器 高台坏 口縁欠失 外）① 内）④ － （９．２） ［３．０］ 灰色 ②

１４０ １５ １０１ ④ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ （１４．８）（１０．６） ３．７ 青灰色 ①

１４０ １６ ９９ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．０） ９．８ ３．５ 灰色 ① （樫）

１４０ １７ １０１ ④ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１２．３）（８．８） ４．４
外）オリーブ灰色
内）青灰色

①

１４０ １８ ９９ 須恵器 高台坏 １／３ 外）① 内）④ （１２．８）（９．６） ４．０ 青灰色 ①④

１４０ １９ １０１ ④ 須恵器 高台坏 １／４ 外）① 内）④ １３．５ １０．２ ４．３ 灰色 ④ 分析

１４０ ２０ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － １０．０ ［１．６］
外）灰色
内）灰白色

④

１４０ ２１ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （７．３） ［２．７］ 緑灰色 ①

１４０ ２２ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （７．８） ［４．１］ 灰色 ①④

１４０ ２３ ９７ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．０）［３．５］
外）灰色
内）灰白色

②

１４０ ２４ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － ７．０ ［３．４］
外）灰色
内）緑灰色

①

１４０ ２５ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．１） ［２．７］ 緑灰色 ①

１４０ ２６ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）④ 内）④ － （７．２） ［２．６］ 灰色 ①

１４０ ２７ １０１ ③ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．０）（８．０） ３．０
外）灰色
内）灰白色

④

１４０ ２８ １０１ ④ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．１）（８．８） ３．４
外）オリーブ灰色
内）青灰色

①

１４０ ２９ １０１ ④ 須恵器 高台坏 １／６ 外）① 内）④ （１３．８）（５．１） ３．８ 青灰色 ①

１４０ ３０ １０１ ④ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．１）（１０．１） ３．７
外）暗緑灰色
内）青灰色

①

１４０ ３１ １０１ ③ 須恵器 高台坏 １／２ 外）① 内）④ （１３．０）（１０．５） ３．９ 灰白色 ④

１４０ ３２ １０１ ③ 須恵器 高台坏 １／１２ 外）④ 内）④ １３．０ ９．０ ４．１ 灰色 ④

１４０ ３３ １０１ ④ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［３．１］
外）オリーブ灰色
内）明オリーブ灰色

①

１４０ ３４ １０１ ④ 須恵器 高台坏 ？ 外）① 内）④ （１３．０）（９．０） ４．０
外）灰色
内）明青灰色

①④

１４０ ３５ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）③ 内）④ － （１０．２）［２．２］
外）灰色
内）灰白色

③

１４０ ３６ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．４） ［１．７］ 灰白色 ④

１４０ ３７ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － ８．８ ［１．３］ 灰色 ④

１４０ ３８ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （７．８） ［２．５］ 灰色 ①

１４０ ３９ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （９．２） ［１．１］
外）青灰色
内）緑灰色

①

１４０ ４０ １０１ ① 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［１．３］ 灰色 ①

１４０ ４１ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）③ 内）④ － （９．２） ［２．３］ 灰白色 ④

１４０ ４２ １０１ ③ 須恵器 高台坏 底部 外）① 内）④ － （１０．４）［２．１］ 灰白色 ④

１４１ １ １００ ③ 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１５．０） － ２．９ 灰白色 ④

１４１ ２ １００ ③ 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１５．３） － ３．１ 灰白色 ④

１４１ ３ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）⑥④ 内）④ （１７．７） － ［１．９］ 灰白色 ④

１４１ ４ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１８．０） － ［２．８］ 灰色 ④

１４１ ５ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／４ 外）① 内）④ １７．０ － ［２．５］
外）灰白色
内）灰色

③

１４１ ６ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ欠失 １／６ 外）⑥④ 内）④ １３．６ － ［３．２］ 灰白色 ③

１４１ ７ １００ ③ 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ １３．０ － ２．６ 灰白色 ④

１４１ ８ １００ ③ 須恵器 蓋 １／１２ 外）？ 内）？ （９．５） － ３．９ 灰白色 ③

１４１ ９ １００ ③ 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ （１２．０） － ２．３ 灰白色 ④

１４１ １０ １００ ③ 須恵器 蓋 天井部 外）？ 内）？ － － ［２．７］ 灰色 ③

１４１ １１ １００ ③ 須恵器 蓋 １／４ 外）不明 内）④ （１２．０） － ２．５ 灰白色 ③

１４１ １２ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ 外）④ 内）④ － － ［２．９］ 灰白色 ③

１４１ １３ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ 外）⑥④ 内）④ － － ［２．１］ 灰白色 ④

１４１ １４ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ 外）⑥④ 内）④ － － ［２．５］
外）灰色
内）灰白色

④
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

包含層

１４１ １５ １００ ③ 須恵器 蓋 つまみ 外）⑥④ 内）④ － － ［１．４］
外）灰色
内）灰白色

③

１４１ １６ １００ ③ 須恵器 蓋 １／１２ 外）⑥④ 内）④ １２．８ － ２．６ 灰白色 ④

１４１ １７ ９９ 須恵器 蓋 ほぼ完形 外）①⑥ 内）④ （１４．２） － １．８
外）灰オリーブ色
内）灰白色

① 転用硯 歪み大

１４２ １ １００ ④ 須恵器 壷
口縁部
肩部

１／４ 外）④カキメ 内）④ （１３．０） － ［１２．９］ 灰白色 ④

１４２ ２ ９７ ① 須恵器 短頸壷
口縁部
肩部

１／６ 外）④ 内）④ （１２．８） － ［４．１］
外）灰オリーブ色
内）灰色

①

１４２ ３ ８４ ③ 須恵器 瓶 胴部 外）④ハケ 内）④ － － ［１２．５］
外）灰白色
内）灰色

②

１４２ ４ １００ ④ 須恵器 壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［１４．１］
外）オリーブ黒色
内）灰白色

②

１４２ ５ ９９ 須恵器 壷
頸部
胴部

外）④ 内）④ － － ［１０．９］ 緑灰色 ①

１４２ ６ ９７ ② 須恵器 小壷
胴部
底部

外）① 内）④ － （５．５） ［４．８］
外）オリーブ灰色
内）明オリーブ灰色

①

１４２ ７ ９７ ② 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［２．１］
外）オリーブ灰色
内）緑灰色

①

１４２ ８ ９７ ② 須恵器 鉢 底部 外）① 内）④ － ３．８ ［２．５］
外）緑灰色
内）青灰色

①

１４２ ９ １００ ④ 須恵器 甕 口縁部 ？ 外）④ 内）④ （１４．４） － ［４．７］ にぶい黄色 ③④ 生焼け

１４２ １０ １００ ④ 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④⑦ 内）④ （１４．０） － ［５．５］
外）青灰色
内）明青灰色

②

１４２ １１ １００ ④ 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１３．２） － ［５．６］ 灰色 ②

１４２ １２ １００ ④ 須恵器 瓶 胴部 外）④⑥ 内）④ － － ［５．４］
外）青灰色
内）灰色

③

１４２ １３ ９７ ② 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１３．８） － ［２．１］ 青灰色 ①

１４２ １４ ９７ ② 須恵器 鉢 １／１２ 外）① 内）④ （１１．７）（８．６） ６．９ 青灰色 ①

１４２ １５ １００ ① 須恵器 瓶 底部 外）④ 内）不明 － （１１．２）［１．３］ 灰白色 ① 融着痕

１４２ １６ ９７ ① 須恵器 鉢 底部 外）③ 内）不明 － （８．０） ［１．９］ 灰色 ①

１４２ １７ ９７ ① 須恵器 鉢 底部 外）⑥④ 内）カキメ － （１２．２）［３．９］ 灰色 ③

１４２ １８ ９７ ② 須恵器 壷 底部 外）① 内）④ － （７．２） ［４．８］
外）オリーブ灰色
内）灰色

①

１４２ １９ ９７ ① 須恵器 壷 底部 外）④ 内）④ － （８．４） ［４．５］ 灰色 ②

１４２ ２０ ９７ ① 須恵器 壷 底部 外）① 内）不明 － － ［２．７］
外）灰色
内）オリーブ黒色

②

１４２ ２１ ９７ ② 須恵器 壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［４．７］ 青灰色 ②

１４２ ２２ ９７ ② 須恵器 壷 胴部 外）④ 内）④ － － ［５．８］
外）明緑灰色
内）青灰色

①

１４２ ２３ ９７ ① 須恵器 壷 底部 外）① 内）不明 － （９．０） ［３．３］
外）灰白色
内）オリーブ黒色

②

１４２ ２４ ９７ ② 須恵器 鉢 口縁部 外）④ 内）④ （１７．６） － ［２．０］
外）緑灰色
内）青灰色

①

１４２ ２５ ９７ ① 須恵器 瓶 胴部 外）④沈線１条 内）④ － － ［４．６］
外）灰オリーブ色
内）灰色

①

１４２ ２６ ９７ ① 須恵器 壷？ 底部 外）④ 内）④ － （１４．４）［３．７］
外）暗灰黄色
内）灰白色

①

１４２ ２７ ９９ 須恵器 壷 底部 外）①⑥沈線１条 内）④ － （１３．２）［７．５］ 灰白色 ③

１４３ １ １００ ④ 須恵器 高坏 脚部 外）④？ 内）？ － － ［９．０］ 灰白色 ①

１４３ ２ １００ ④ 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － － ［１０．５］ 灰色 ①

１４３ ３ ９７ ② 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － （９．２） ［３．５］ 明青灰色 ②

１４３ ４ １００ ④ 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － － ［６．９］
外）オリーブ灰色
内）灰色

①

１４３ ５ １００ ④ 須恵器 高坏 脚部 外）④ 内）④ － － ［４．７］ 灰色 ①

１４３ ６ １００ ④ 須恵器 高坏 脚部 ？ － － ［４．２］ 灰白色 ④

１４３ ７ ９７ ① 須恵器 甕 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （２４．０） － ［３．５］ 灰色 ②

１４３ ８ ９７ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１９．８） － ［３．２］
外）黒褐色
内）黄灰色

①

１４３ ９ １００ ④ 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２８．４）（１６．４） ６．７ 灰色 ②

１４３ １０ １００ ④ 須恵器 鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （３４．８） － ［１０．０］ 明青灰色 ③

１４３ １１ １００ ① 須恵器 ？ 底部 外）⑦ 内）不明 － － ［４．５］
外）灰色
内）灰白色

①

１４３ １２ １００ ① 須恵器 ？ 底部 外）⑦④刺突痕 内）④ － （８．８） ［２．６］ 灰色 ①

１４３ １３ １００ ① 須恵器 甕 胴部 外）⑦ 内）⑧ － － ［７．３］ 灰白色 ②

１４３ １４ １００ ① 須恵器 甕 胴部 外）⑦のちカキメ？ 内）⑧ － － ［１４．０］ 灰色 ①

１４４ １ １００ ① 須恵器 甕 口縁部 １／８ 外）④波状文 内）④ （３０．８） － ［３．１］ 灰白色 ①
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遺構 図版番号 写真図版番 種別 器種 部位 残存率 調整・技法・文様など 口径 底径 器高 色調 胎土 備考

包含層

１４４ ２ ８８ 須恵器 甕
口縁部
胴部

１／４
外）口縁－④ 胴－⑦カキメ
内）口縁－④ 胴－⑧

（２７．０） － ［５６．８］ 灰色 ③

１４５ １ １００ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２７．０） － ［２．０］ 灰白色 ①

１４５ ２ １００ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （２６．２） － ［２．８］ 灰白色 ①

１４５ ３ １００ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ － － ［３．６］ 灰白色 ①

１４５ ４ ９８ 須恵器 甕 肩部 外）⑦ 内）⑧ － － ［２０．７］ 灰色 ③

１４６ １ １００ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ － － ［３．５］ 灰白色 ①

１４６ ２ １００ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ － － ［４．１］ 灰白色 ①

１４６ ３ １００ ① 須恵器 甕 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ － － ［２．０］ 灰白色 ①

１４６ ４ ８９ 須恵器 甕 胴部 ？
外）口縁－④ 胴－⑦カキメ
内）口縁－④ 胴－⑧

（５５．６） － ［１５．７］ 灰黄色 ①

１４７ １ １００ ④ 土師器 甕 口縁部 ？ 外）④ハケ 内）④ （１９．５） － ［２．４］ 灰白色 ③

１４７ ２ ９９ 土師器 甕 体部
外）横・縦・斜ハケ
内）縦ハケ

－ （５．０）［２７．８］ 灰黄色 ② 煤付着

１４８ １ １０２ ① 灰釉陶器 ？ 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （３６．０） － ［２．２］ 灰白色 ①やや密

SD‐１
１４８ ２ ９９ 灰釉陶器 碗 １／６ 外）① 内）④ （１５．３）（４．７） ５．０ 灰白色 ①密

１４８ ３ １０２ ① 灰釉陶器 碗 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．０） － ［５．５］ 灰白色 ①密

包含層

１４８ ４ １０２ ① 灰釉陶器 碗 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１５．８） － ［３．０］ 灰白色 ①密

１４８ ５ １０２ ① 灰釉陶器 碗？ 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （１４．２） － ［３．６］ 灰白色 ①密

１４８ ６ １０２ ① 灰釉陶器 碗？ 底部 外）④ 内）④ － （８．６） ［２．６］ 灰白色 ①やや密

１４８ ７ １０２ ① 灰釉陶器 碗 底部 外）⑤④ 内）④ － （７．８） ［３．１］ 灰白色 ①密

１４８ ８ １０２ ① 灰釉陶器 碗 底部 外）⑤？④ 内）④ － （９．０） ［２．５］ 灰白色 ①密

１４８ ９ １０２ ① 灰釉陶器 皿 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［２．１］ 灰白色 ①やや密

１４８ １０ １０２ ① 灰釉陶器 碗 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１３．８） － ［３．６］ 灰白色 ①密

１４８ １１ １０２ ① 灰釉陶器 碗 口縁部 １／４ 外）④ 内）④ （１１．８） － ［３．３］ 灰白色 ①密

１４８ １２ １０２ ① 灰釉陶器 碗 底部 外）① 内）④ － （８．４） ［２．８］ 灰白色 ①密

１４８ １３ １０２ ① 灰釉陶器 碗 底部 外）① 内）④ － （８．４） ［２．４］ 灰白色 ①やや密

１４８ １４ １０２ ① 灰釉陶器 碗 底部 外）① 内）④ － （６．０） ［２．５］ 灰白色 ①密

１４８ １５ １０２ ① 灰釉陶器 碗？ 底部 外）① 内）④ － （８．２） ［２．０］ 灰白色 ①密

１４８ １６ １０２ ① 灰釉陶器 碗 底部 外）① 内）④ － （７．４） ［２．５］ 灰白色 ①やや密

１４８ １７ １０２ ① 灰釉陶器 ？ 底部 外）④ 内）④ － （１０．０）［４．０］ 灰白色 ①やや密

SD‐２ １４８ １８ ９９ 灰釉陶器 皿 １／４ 外）① 内）④ （１４．４）（８．７） ２．５ 灰白色 ①密

包含層

１４８ １９ １０２ ① 灰釉陶器 壷 底部 外）⑤④ 内）④ － （６．４） ［２．３］ 灰白色 ①密

１４８ ２０ １０２ ① 灰釉陶器 碗？ 底部 外）④ 内）④ － （４．２） ［２．０］ 灰白色 ？

１４８ ２１ １０２ ① 灰釉陶器 皿 口縁部 １／８ 外）④ 内）④ （１１．６） － ［１．４］ 灰白色 ①密

１４８ ２２ １０２ ① 灰釉陶器 ？ 底部 外）① 内）④ － （７．２） ［１．３］ 灰白色 ①密

SD‐２ １４８ ２３ １０２ ① 灰釉陶器 皿 底部 外）① 内）④ － （７．０） ［１．６］ 灰白色 ①密

包含層

１４８ ２４ １０２ ① 灰釉陶器 碗？ 底部 外）① 内）④ － （６．０） ［１．４］ 灰白色 ①やや密

１４８ ２５ １０２ ① 灰釉陶器 皿？ 底部 外）① 内）④ － （８．０） ［１．５］ 灰白色 ①やや密 内）墨痕？

１４８ ２６ １０２ ① 灰釉陶器 ？ 底部 外）① 内）④ － （８．６） ［１．６］ 灰白色 ①密

１４８ ２７ １０２ ① 灰釉陶器 皿 底部 外）① 内）④ － （８．２） ［１．５］ 灰白色 ①やや密

１４８ ２８ １０２ ① 緑釉陶器 碗 胴部 外）④ 内）④ － － ［３．４］ にぶい橙色 ①密

包含層
１４９ ８ １０２ ③ 須恵器 把手 外）不明 内）ハケ － － ［６．２］ 灰白色 ② 生焼け

１４９ ９ １０２ ③ 須恵器 双耳壷 耳部 外）？ 内）カキメ④ － － － 灰色 ②

包含層

１５２ １ 青磁 碗 口縁部 １／１２ ？ （１６．０） － ［３．８］ ？ ？

１５２ ２ 青磁 碗 口縁部 １／１２ ？ （１６．０） － ［４．０］ ？ ？

１５２ ３ 青磁 碗 胴部 ？ － － ［１．６］ ？ ？

１５２ ４ 青磁 碗 口縁部 １／１２ ？ （１３．０） － ［３．１］ ？ ？

１５２ ５ 青磁 碗 口縁部 １／１２ ？ （１２．０） － ［２．３］ ？ ？

１５２ ６ 青磁 坏 口縁部 １／１２ ？ （９．６） － ［１．８］ ？ ？

１５２ ７ 青磁 碗 底部 ？ － （５．０） ［２．４］ ？ ？

１５２ ８ 青磁 皿 底部 ？ － － ［０．９］ ？ ？

１５２ ９ 青磁 稜花皿 口縁部 １／１２ ？ （１５．０） － ［１．７］ ？ ？

１５２ １０ 青磁 碗 口縁部 １／１２ ？ （１５．０） － ［２．７］ ？ ？

１５２ １１ 染付 高台坏 底部 ？ － （３．２） ［１．６］ ？ ？

１５２ １２ １０４ ⑥ 越前焼 擂鉢 口縁部 １／１２ 外）④ 内）④ （３３．４） － ［５．３］ オリーブ黄色 ①

１５２ １３ 染付 坏
口縁部
肩部

１／１２ ？ （９．０） － ［１．３］ ？ ？

第１２節 金属器・ガラス製品
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第１５表 山腰遺跡出土瓦観察表

第１６表 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土土錘・土鈴・石製品観察表

第１７表 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土金属器観察表

遺構 図版番号 写真図版番号 種別 縦長（�） 横長（�） 厚さ（�） 内面調整 外面調整 胎土 焼成 色調

試掘 ７ ８ ３６ ② 平瓦 （６．８） （６．４） １．１ 布目痕 ケズリ ① 良 灰色

SD‐５ １５０ １ １０３ ① 平瓦（縁） （８．２） （９．４） １．８ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

SD‐２ １５０ ２ １０３ ① 平瓦（縁） （６．２） （１１．０） １．５ 布目痕 ケズリ ① 良 灰色

包含層 １５０ ３ １０３ ① 平瓦（縁） （９．６） （６．２） １．９ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

SD‐１ １５０ ４ １０３ ① 平瓦（縁） （６．９） （１０．４） １．４ 布目痕 摩滅 ① 良 灰色

包含層 １５０ ５ １０３ ① 平瓦（縁） （２．６） （３．６） ２．０ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

包含層 １５０ ６ １０３ ① 平瓦 （５．４） （５．４） １．５ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

SK‐１ １５０ ７ １０３ ① 平瓦（縁） （９．３） （７．０） １．４ 布目痕 摩滅 ① 不良 淡褐色

包含層 １５０ ８ １０３ ① 平瓦（縁） （５．４） （６．０） １．５ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

包含層 １５０ ９ １０３ ① 平瓦 （３．４） （５．２） １．７ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

包含層 １５０ １０ １０３ ① 平瓦（縁） （５．３） （５．１） １．４ 布目痕 摩滅 ① 不良 淡褐色

SD‐２ １５０ １１ １０３ ① 平瓦（縁） （５．０） （３．８） ２．４ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

包含層 １５０ １２ １０３ ① 平瓦 （２．１） （４．６） １．５ 布目痕 摩滅 ① 不良 淡褐色

包含層 １５１ １ １０３ ② 平瓦（縁） （９．０） （１１．０） １．８ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

SD‐２ １５１ ２ １０３ ② 平瓦 （８．７） （１２．０） ２．４ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

SD‐１ １５１ ３ １０３ ② 平瓦（縁） （６．６） （９．１） １．９ 布目痕 ケズリ ① 良 灰色

SK‐１ １５１ ４ １０３ ② 平瓦（縁） （１０．５） （１３．２） ２．０ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

包含層 １５１ ５ １０３ ② 平瓦 （５．１） （４．９） １．０ 布目痕 摩滅 ① 不良 淡褐色

包含層 １５１ ６ １０３ ② 平瓦（縁） （４．５） （４．２） １．３ 布目痕 摩滅 ① 不良 淡褐色

SD‐１・２ １５１ ７ １０３ ② 平瓦 （１０．５） （３．５） １．７ 布目痕 ケズリ ① 不良 淡褐色

包含層 １５１ ８ １０３ ② 平瓦 （２．９） （３．７） １．４ 布目痕 摩滅 ① 不良 淡褐色

包含層 １５１ ９ １０３ ② 平瓦 （３．３） （４．３） １．３ 布目痕 摩滅 ① 不良 淡褐色

遺跡名 遺構 図版番号 写真図版番号 種別 器種 遺存状況 直径（�） 孔径（�） 長さ（�） 重量（ｇ） 備考

大塩向山
遺跡

包含層 ４８ １ １０２ ③ 土師器 土鈴 頂部一部欠 ３．０ － ３．５ １７．８０ 内に土玉

包含層 ４８ ２ １０２ ③ 須恵器 土錘 完存 ２．４ ０．６ ４．５ ２６．９４

山腰遺跡

SD‐２ １４９ １ １０２ ③ 須恵器 土錘 一方欠 ２．１ ０．７ （６．０） ２５．７５

SD‐１ １４９ ２ １０２ ③ 須恵器 土錘 一方欠 ２．３ ０．８ （５．６） ２６．３７

SD‐１ １４９ ３ １０２ ③ 須恵器 土錘 完存 １．５ ０．４ ５．１ １２．１５

包含層 １４９ ４ １０２ ③ 須恵器 土錘 完存 １．７ ０．６ ４．５ １１．８５

包含層 １４９ ５ １０２ ③ 須恵器 土錘 完存 １．６ ０．５ ４．０ １３．０５

包含層 １４９ ６ １０２ ③ 土師器 土錘 一方欠 ２．０ ０．６ ３．３ ７．６５

SD‐２ １４９ ７ １０２ ③ 土師器？ 土錘 一方欠 １．３ ０．４ （３．４） ４．４１

包含層 １４９ １０ １０２ ③ 石製品 円石 完存 ３．４ ３．３ １．４ ２７．２６

遺跡名・地区 遺構 図版 番号 写真 番号 種別 器種 遺存状況 最大径（�） 最小径（�） 長さ・厚（�） 重量（ｇ）

山腰遺跡 包含層

１５３ １ １０４ ① 銅製品 板状 両端欠 （３．７） １．８ ０．２ ８．５８

１５３ ２ １０４ ① 銅製品 不明
（金具？）

一端欠 （２．６） （２．４） ０．５ ７．６０

１５３ ３ １０４ ① 銅製品 一端欠 （１．３） （１．３） ０．４ １．０８

向山
Ｎ SK‐３ １５３ ４ １０４ ① 鉄製品 鉄釘 頂部欠 ０．９ ０．３ ４．４ ２．８２

Ｇ 包含層 １５３ ５ １０４ ① 鉄製品 鉄釘 完存 １．４ ０．６ ３．９ ３．７１

山腰遺跡

包含層 １５３ ６ １０４ ① 鉄製品 鉄鏃 完存 ４．８ ４．４ ０．５ ４．７８

包含層 １５３ ７ １０４ ④ 鉄滓 一部欠 ４．８ ４．７ １．７ ５２．８９

包含層 １５３ ８ １０４ ④ 鉄滓 完存 ６．３ ５．１ １．６ ５６．３８

包含層 １５３ ９ １０４ ① ガラス玉 半分残 １．７ （１．６） － ６．０６

包含層 １５３ １０ １０４ ② 古銭 開元通宝 良好 ２．４ ２．４ ０．１ ２．２７

向山
Ｏ SK‐３ １５３ １１ １０４ ② 古銭 祥符元宝 やや不良 ２．４ ２．２ ０．１ １．５３

Ｏ SK‐３ １５３ １２ １０４ ② 古銭 皇？開宝 不良 ２．３ ２．２ ０．１ １．４６

山腰遺跡 包含層 １５３ １３ １０４ ② 古銭 ？？？宝 不良 ２．４ ２．３ ０．１ １．７８

向山 Ｇ SP‐５ １５３ １４ １０４ ② 古銭 熙寧元宝 やや不良 （２．１） （２．１） ０．１ １．３４

山腰遺跡 包含層 １５３ １５ １０４ ② 古銭 銭種不明 不良 ２．４ ２．３ ０．１ ２．５７

向山
Ｇ 包含層 １５３ １６ １０４ ② 古銭 銭種不明 不良 ２．４ ２．４ ０．１ ２．１６

Ｇ 包含層 １５３ １７ １０４ ③ 古銭 寛永通宝 良好 ２．３ ２．２ ０．１ ２．０７

山腰遺跡 包含層 １５３ １８ １０４ ③ 古銭 寛永通宝 良好 ２．３ ２．３ ０．１ １．１３

向山
Ｇ 包含層 １５３ １９ １０４ ③ 古銭 寛永通宝 良好 ２．４ ２．４ ０．１ ２．２９

Ｇ 包含層 １５３ ２０ １０４ ③ 古銭 寛永通宝 良好 ２．３ ２．３ ０．１ ２．２３

山腰遺跡

包含層 １５３ ２１ １０４ ③ 古銭 寛永通宝 良好 ２．４ ２．４ ０．１ ２．２７

包含層 １５３ ２２ １０４ ③ 古銭 寛永通宝 良好 ２．２ ２．２ ０．１ １．８５

包含層 １５３ ２３ １０４ ③ 古銭 寛永通宝 良好 ２．３ ２．３ ０．１ ２．１１

第５章 山腰遺跡
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第６章 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土の縄文時代の遺物

大塩向山遺跡と山腰遺跡は古代の遺物が中心ではあるが、数は少ないながらも縄文時代の遺物として

土器と石器が出土している。これは既に報告している大塩向山遺跡Ｅ地区では抽出できなかったが、今

回の調査区に含めて報告したい。

第１節 縄文時代の土器（第１５４図）

今回の調査で出土した縄文土器は、遺構に伴わず、出土量も少ないため、一括して扱うこととする。

出土遺跡・地区は、試掘調査時の大塩向山遺跡Ｅ地区（第１５４図２～５）、同じくＬ地区（第１５４図６

・１０）、同じくＧ地区（第１５４図９）、同じくＣ地区（第１５４図８）、そして山腰遺跡（第１５４図７）である。

いずれも包含層からの出土で遺構に伴うものではない。注記が不明確で出土が不明なものが１点ある（第

１５４図１）。以下、各個に説明する。

（第１５４図１）は深鉢の口頸部片である。半裁竹管状工具による弧線文を配す。地文には節が荒く斜

行する縄文ＲＬを施す。（第１５４図２～５）は深鉢胴部片であり、（４・５）は同一個体である。２条

一対の垂下沈線（５・４）や微隆帯（２・５）による直線的・曲線的な区画文を有す。区画内部には棒

状工具による刺突文を充填的に施す。（第１５４図６・７）は深鉢頸胴部片であり、同一個体の可能性が

ある。赤褐色を呈し、乳白色を呈す鉱物とともに微細な砂粒を多く含む。器面の剥離が著しい。地文に

は縄文ＲＬを施す。（第１５４図８）は深鉢胴部片で底部付近である。外面はナデ調整である。二次焼成

による赤色化が顕著であり、微細な砂粒を多量に含む。（第１５４図９・１０）は底部片である。（８）は底面

を剥離することから、厚底の可能性がある。平面形は楕円形を呈す。（９）は底面をナデ調整する。器面

の剥離や胎土の特徴は６・１０と類似する。

以上の特徴から、（１）は中期中葉の里木Ⅱ式に比定できる。（２～５）は中期後葉の大杉谷式に比定

される。（６～１０）については、時間的位置づけが困難であり保留する。 （山本孝一）

第２節 縄文時代の石器（第１５５～１５７図）

１．構成と分布

石器の構成を第 表に示す。大塩向山遺跡では、道具類に狩猟具や漁撈具・工具があり、僅かに土掘

具もある。凹石等の調理具は出土していない。石質は、チャートが９割強で、安山岩や砂岩等もある。

器種別では、石鏃等の剥片石器はチャート主体である。削器や剥片で、安山岩が僅かにみられる。石錘

や石斧類は安山岩を主とし、砂岩も用いられる。

大塩向山遺跡は、尾根単位に区分けされており、地区ごとに記す。Ｃ・Ｐ地区は、尾根の狭い平坦面

第１５４図 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土縄文土器（縮尺１／３）
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で、剥片等が僅かに散在した。Ｇ・Ｎ地区は、山裾の平坦面から西斜面にかけ、道具類中心に剥片も少

量出土した。Ｇ地区は、Ｉ地区からの流れ込みが混在すると考えられる。Ｉ地区は、尾根の狭い平坦面

から東斜面にかけて出土した。全体の２／３を占め、中心的な地区である。道具類もあるが、石核や剥

片・砕片等の石器製作による残滓が多い。Ｏ地区は、斜面で主に道具類が僅かに散在した。いずれの地

区も、斜面では崩落土から出土している。

山腰遺跡では、剥片等が少量出土した。石質はチャート主体である。いずれも水磨が著しく、散在し

た。西側の高所から流れ込んだと考えられる。

２．石器の形態

石鏃（第１５５図１～９） いずれも両面に調整されるが、基部と全体の形状から以下のように類別し

た。

１類（第１５５図１～７） 凹基無茎鏃。基部に抉入をもち、基端は尖鋭に作出される。三角形状を呈

す。２～５は、基端の突出が左右で異なる。６は基部が大きく抉入する。また、２と３は裏面、７は表

面に素材面を残す。

２類（第１５５図８、９） 平基無茎鏃。基部が平らに作出され、側縁は緩く湾曲する。ずんぐりした

形状を呈す。

削器（第１５５図１０～１２） １０は安山岩製の横長剥片、１１と１２は寸詰まりな剥片が素材。１０は、表面下

端と右側縁一部に調整される。１１は、表面下端に礫面を残し、裏面下端に調整される。１２は、素材の裏

面を石器の表面に設定し、表面の上下端に調整される。

楔形石器（第１５５図１３） 両極打法により作出される。上下にバルブをもつ両極剥離はみられないが、

表面上端と裏面下端に対向する複数の剥離面がある。また、上端に点状、下端には線状の潰れが形成さ

れる。

二次加工のある剥片（第１５５図１４～１７） １４と１５は、三角形状を呈す。１４は、右半が折断され、表面

下端と左側縁の裏面に調整される。１５は、素材の裏面を石器の表面に設定し、右側縁と下端に調整され

る。また、１４は上端、１５は右端を先端とする石鏃未製品とも考えられる。１６は両側縁一部、１７は左側縁

の裏面に調整される。また１７は、右側縁上半に刃こぼれがみられる。

使用痕のある剥片（第１５５図１８～２０） １８と１９は、共に刃器状剥片が素材で、両側縁に刃こぼれがみ

られる。また、下端は折れ面である。２０は、寸詰まりな剥片が素材で、左側縁に刃こぼれがみられる。

第１８表 石器組成表１
大塩向山遺跡 山腰遺跡
石質 石鏃 削器 ＰＳ ＲＦ ＵＦ 石核 剥片 砕片 石錘 打斧 磨斧 砥石 計 石質 剥片 砕片 砥石 計
Ｃｈ ９ ２ １ ４ ３ ６ １７６ １５ ２１６ Ｃｈ １９ ２ ２１
Ｓａ ２ １ ２ ５ Ｔｕ １ １
Ａｎ １ ３ ６ １ ２ １３ 計 １９ ２ １ ２２
Ｔｕ １ １
計 ９ ３ １ ４ ３ ６ １７９ １５ ８ １ ３ ３ ２３５

第１９表 石器組成表２
地区 石質 石鏃 削器 ＰＳ ＲＦ ＵＦ 石核 剥片 砕片 石錘 打斧 磨斧 砥石 計
Ｃ Ｃｈ ６ ６

Ｇ

Ｃｈ ３ １９ １ ２３
Ｓａ １ １ ２
Ａｎ ２ １ ３
Ｔｕ １ １

Ｉ
Ｃｈ １ １ １ ３ ６ １２１ １３ １４６
Ｓａ １ １
Ａｎ １ ４ ５

Ｎ
Ｃｈ ３ １ １ １ ２３ ２９
Ｓａ １ １
Ａｎ １ １ ２ ４

Ｏ
Ｃｈ ２ ２ １ ５
Ｓａ １ １
Ａｎ １ １

Ｐ Ｃｈ ６ １ ７

第６章 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土の縄文時代の遺物
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石核（第１５６図２１～２６） ２１は、表裏を作業面とし、上下両端から剥片剥離される。裏面から表面へ

剥離作業が進行している。また、左端に礫面を残す。２２～２４は、上端の剥離面と下端の礫面を打面に設

定する。２２は表面、２３と２４は表裏を作業面とし、剥片剥離される。また２３は、上設打面が調整され、表

面の作業面も左端から調整されている。２４は、右側からの剥離後に９０度打面転位される。２５は、上端の

剥離面と左右両端の礫面を打面に設定する。表面と右側面を作業面とし、剥片剥離されている。また、

左端から上端、右端の順で、９０度打面転位しながら剥離作業が進行している。２６は、裏面の礫面を打面

に設定する。表面を作業面とし、中央へ向け剥片剥離されている。

接合資料１（第１５６図２７～２９） ２７は、剥片２点の接合図。２８と２９は、寸詰まりな剥片で、打面や表

面下端に礫面を残す。２８、２９の順で剥離される。

接合資料２（第１５６図３０～３５） ３０は、剥片５点の接合図。いずれも縦長剥片で、打面や側面等に礫

面を残す。剥離作業は、まず上方から３１、３２、３３、次に右端へ９０度打面転位し、３４、３５の順で剥離される。

接合資料３（第１５６図３６、３７） ３６は、石核（２４）と剥片１点の接合図。右側から３７が剥離され、上下

第１５５図 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土石器（縮尺１／２）

第２節 縄文時代の石器
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第１５６図 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土石器（縮尺１／２）

第６章 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土の縄文時代の遺物
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両端に９０度打面転位して剥片剥離されている。また、３７の右端と２４の下設打面に残る礫面から復元する

と、拳大の亜円礫が素材と考えられる。

石錘（第１５７図３８～４５） ３８～４１は切目石錘。３８～４０は小形、４１は扁平な楕円礫が素材。上下端に切

目を作出。４２～４５は打欠石錘。４２～４４は小形で扁平、４５はやや大形の楕円礫が素材。表裏の上下端を調

整する。

打製石斧（第１５７図４６） 基部から刃部へ緩く開き、撥形を呈す。板状剥片が素材で、周辺に調整さ

れる。また、裏面の刃部に、左上方へ斜行する擦痕がみられる。

磨製石斧（第１５７図４７、４８） 側辺にほぼ平行する面が作出され、断面は扁平な形状を呈す。共に敲

打と研磨により作出されるが、４８は、裏面左半と左側面に敲打痕が残る。

砥石（第１５７図４９～５１） 石質から、４９は中砥、５０と５１は仕上砥と考えられる。４９は、厚手の角形を

呈す。側辺が湾曲し、器体が大きく反る。５０は、扁平な板状を呈し、側辺が湾曲して反る。表面と左側

面が砥面。５１は、小形の角柱形を呈す。上下端以外が砥面となる。

３．大塩向山遺跡における石器の製作技術と組合せ

（１）石器の形態と製作技術

石鏃は、凹基無茎鏃と平基無茎鏃に細分される。凹基無茎鏃は、基部に抉入をもち、基端が尖鋭に作

出される。平基無茎鏃は、基部が平らに作出され、側縁が緩く湾曲してずんぐりした形状を呈す。共に

薄手の剥片が素材。二次加工のある剥片の一部は、石鏃未製品とも考えられるが、積極的に認定できな

第１５７図 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土石器（縮尺１／２）

第２節 縄文時代の石器
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第１５８図 大塩向山遺跡各地区における石器の組み合わせ図（縮尺１／１，５００）

第６章 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土の縄文時代の遺物
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い。素材の剥片から石鏃へ至る調整の工程は不詳である。削器等は、寸詰まりな厚手の剥片が素材。

Ｉ地区では、石核や剥片・良好な接合資料が多く得られた。剥片剥離技術について記す。原石は、チ

ャートで拳大の亜円礫である。チャートは、日野川水系の上流域など遺跡周辺で採取できる。上下端や

側端を打面とするが、多くは礫面のままであり、作業の進行により剥離面となる。表面や表裏を作業面

とし、９０度や１８０度に打面転位しながら剥片剥離される。打面と作業面は殆ど調整されず、位置関係も

固定的ではない。剥片剥離により、寸詰まりな厚手の剥片、寸詰まりや縦長で薄手の剥片、他に多くの

不定形な剥片や砕片が作出される。これらから各器種の素材を適宜選択して用いたと考えられる。

（２）各地区における石器の組合せ

石器群はチャート主体で、石質による個体識別が容易であった。個体に分類し、各地区の構成を第

表に示した。石器群は、チャート５１個体と安山岩４個体で、計５５個体からなる。個体数は多いが、大半

の個体は少量である。また、組成の違いから個体を３類別した。１類は、石核と剥片・砕片をもつ４個

体。２類は、剥片と砕片をもつ２５個体。３類は、砕片がなく、道具類や剥片の単独個体で２６個体。石錘

や石斧等は全て単独個体である。

次に、類別した個体の構成を基に、組成の形成過程や性格について検討し、各地区を群別した（第１５８図）。

Ⅰ群 Ｉ地区で、１～３類がある。原石や石核が地区外から搬入される。ややまとまって剥片剥離され、

石核や剥片・砕片が廃棄される。調整作業は殆どされない。作出された素材は、搬出されたとも考

えられる。また、道具類も搬入され、周辺で使用・廃棄される。剥片剥離作業中心の場である。

Ⅱ群 ＧとＮ地区で、２・３類がある。原石や石核が地区外から搬入される。僅かに剥片剥離され、剥

片や砕片が廃棄される。また、道具類がまとまって搬入され、周辺で使用・廃棄される。両地区

に狩猟具があり、Ｎ地区は石鏃の形態が他地区と異なる。他、Ｇ地区は漁撈具と土掘具、Ｎ地区

は工具がある。剥片剥離作業よりも石器の使用・廃棄の場である。

Ⅲ群 Ｏ地区で、３類がある。剥片剥離はされていない。道具類が地区外から搬入され、周辺で使用・

廃棄される。狩猟具と工具があり、石器の使用・廃棄の場である。

Ⅳ群 ＣとＰ地区で、２・３類がある。剥片が搬入され、廃棄される。石器の製作・使用とも顕著でな

い。

第２０表 個体別資料組成表
地区 個体 類別 石器 石核 剥片 砕片 計 備考 地区 個体 類別 石器 石核 剥片 砕片 計 備考

Ｃ
Ｃｈ１ ２ ４ ４

Ｉ

Ｃｈ２２ ２ ３ ３

Ｃｈ単 ３ ２ ２ Ｃｈ２３ ２ ２ １ ３

Ｇ

Ｃｈ２ ２ ２ ４ ６ 石鏃２ Ｃｈ２４ ２ ３ ３

Ｃｈ３ ２ ５ １ ６ Ｃｈ２５ ２ １ １ ２

Ｃｈ４ ２ ６ ６ Ｃｈ２６ ３ ２ ２

Ｃｈ５ ３ ２ ２ Ｃｈ単 ３ ２ ２ ４ 石鏃１・削器１

Ｃｈ６ ３ ２ ２ Ａｎ単 ３ １ １

Ｃｈ単 ３ １ １ 石鏃１

Ｎ

Ｃｈ２７ ２ １ ４ ５ 石鏃１

Ｉ

Ｃｈ７ １ １ ８ １ １０ Ｃｈ２８ ２ １ ４ ５ ＲＦ１

Ｃｈ８ １ ３ ４ １ ８ Ｃｈ２９ ２ ６ ６

Ｃｈ９ １ １ ３ ４ Ｃｈ３０ ２ ４ ４

Ｃｈ１０ １ １ ２ ３ Ｃｈ３１ ２ ３ ３

Ｃｈ１１ ２ １ ２３ １ ２５ ＲＦ１ Ｃｈ３２ ３ ２ ２

Ｃｈ１２ ２ １ ９ １ １１ ＰＳ１ Ｃｈ単 ３ ４ ４ 石鏃２・削器１・ＵＦ１

Ｃｈ１３ ２ １ ６ １ ８ ＲＦ１ Ａｎ単 ３ １ １ ２ 削器１

Ｃｈ１４ ２ １ ５ ６ ＲＦ１

Ｏ

Ｃｈ３３ ３ ２ ２ 石鏃１・ＵＦ１

Ｃｈ１５ ２ １３ １３ Ｃｈ単 ３ ２ １ ３ 石鏃１・ＵＦ１

Ｃｈ１６ ２ １２ １ １３ Ａｎ単 ３ １ １

Ｃｈ１７ ２ ７ ２ ９

Ｐ

Ｃｈ３４ ２ １ １ ２

Ｃｈ１８ ２ ５ ５ Ｃｈ３５ ３ ２ ２

Ｃｈ１９ ２ ４ １ ５ Ｃｈ３６ ３ ２ ２

Ｃｈ２０ ２ ４ １ ５ Ｃｈ単 ３ １ １

Ｃｈ２１ ２ ３ １ ４

第２節 縄文時代の石器
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（３）時期と性格

土器や石器の形態・組成からみて、縄文時代中期後葉と考えられる。各地区は、尾根の狭い平坦面や

山裾に立地し、住居跡等は検出されていない。重量のある調理具もなく、定住性の低さを指摘できる。

また、地区ごとで組成の形成過程や作業内容が異なり、生業活動の違いを看取できる。大塩向山遺跡の

各地区は、狩猟や漁撈等を契機に営まれた短期的な集落と考えられる。

周辺で該期の例に上平吹遺跡がある。石鏃や剥片等の他に石皿や大形石棒もあり、集落の性格が大塩

向山と異なると推察される。また、日野川や足羽川水系の上流域では、大塩向山や上平吹のようにチャ

ート主体の石器群をもつ例が該期にみられる。九頭竜川水系は、安山岩主体の例が多く、対照的である。

（田中勝之）

第２１表 石器観察表

番 号 器 種 地区 地 点 形 態 石質 個体 器長 器幅 器厚

－１ 石鏃 Ｇ Ｅ３ ５４４ Ｃｈ Ｃｈ２ ２．８ １．７ ０．４

－２ 石鏃 Ｇ ＳＰ１１ 基部左端は折れ。 Ｃｈ Ｃｈ単 ２．４ １．７ ０．５

－３ 石鏃 Ｇ Ｅ３ ５４３ 器体が反る。 Ｃｈ Ｃｈ２ ２．２ １．５ ０．４

－４ 石鏃 Ｉ Ｈ７ １４５ 先端欠。 Ｃｈ Ｃｈ単 ２．０ １．４ ０．４

－５ 石鏃 Ｏ Ｂ３ ３ Ｃｈ Ｃｈ３３ ２．１ １．４ ０．５

－６ 石鏃 Ｏ Ｂ４ １６ 薄手に作出される。 Ｃｈ Ｃｈ単 ２．４ １．３ ０．３

－７ 石鏃 Ｎ 山谷１１トレ Ｃｈ Ｃｈ２７ ２．０ １．６ ０．５

－８ 石鏃 Ｎ Ｂ３ ５８２ 石質は白色のチャート。裏面に素材面を残す。 Ｃｈ Ｃｈ単 ２．３ １．５ ０．５

－９ 石鏃 Ｎ Ｃ６ ３１０ 両面に素材面を残す。 Ｃｈ Ｃｈ単 ２．６ １．８ ０．６

－１０ 削器 Ｎ Ｂ３ １４７４ 素材剥片は礫面打面。 Ａｎ Ａｎ単 ３．８ ７．８ １．４

－１１ 削器 Ｎ Ｆ４ １１６９ 石質が粗い。素材剥片は剥離面打面。 Ｃｈ Ｃｈ単 ３．９ ４．４ １．５

－１２ 削器 Ｉ １ 素材剥片は礫面打面。 Ｃｈ Ｃｈ単 ３．３ ３．５ １．１

－１３ ＰＳ Ｉ Ｈ９ ２０２ 表面一部に礫面を残す。 Ｃｈ Ｃｈ１４ ２．６ ０．９ ０．８

－１４ ＲＦ Ｉ Ｇ８ ２１９ 表面一部に礫面を残す。 Ｃｈ Ｃｈ１１ ２．０ ２．０ ０．８

－１５ ＲＦ Ｉ Ｉ８ １９４ Ｃｈ Ｃｈ１６ ２．２ ３．７ ０．５

－１６ ＲＦ Ｉ Ｈ８ ２０８ 素材剥片は剥離面打面。 Ｃｈ Ｃｈ１７ ２．５ １．７ ０．６

－１７ ＲＦ Ｎ Ｅ３ １６２０ 素材剥片は剥離面打面。 Ｃｈ Ｃｈ２８ ３．１ １．８ ０．６

－１８ ＵＦ Ｏ Ｃ５ １７ 素材剥片は剥離面打面。 Ｃｈ Ｃｈ３３ ４．４ ２．５ ０．７

－１９ ＵＦ Ｏ Ｂ５ １０ 素材剥片は剥離面打面。表面一部に礫面を残す。 Ｃｈ Ｃｈ単 ４．２ ２．６ １．１

－２０ ＵＦ Ｎ Ｄ４ １１４３ 素材剥片は剥離面打面。 Ｃｈ Ｃｈ単 ３．８ ４．４ １．０

－２１ 石核 Ｉ Ｇ８ ２２０ 石質が粗い。 Ｃｈ Ｃｈ８ ４．４ ９．２ ２．８

－２２ 石核 Ｉ Ｈ９ ２３ 拳大の亜円礫が素材。 Ｃｈ Ｃｈ１０ ６．２ ６．０ ４．６

－２３ 石核 Ｉ Ｉ８ ２００ 裏面に礫面を残す。 Ｃｈ Ｃｈ９ ４．８ ３．８ ３．１

－２４ 石核 Ｉ Ｊ８ ＳＫ

３

石質が粗い。 Ｃｈ Ｃｈ８ ３．９ ４．７ ３．０

－２５ 石核 Ｉ Ｈ９ ２０３ 平らな面をもつ拳大の亜円礫が素材。裏面は礫面。 Ｃｈ Ｃｈ７ ３．８ ６．６ ３．０

－２６ 石核 Ｉ Ｉ７ 表土 平らな面をもつ拳大の亜円礫が素材。裏面は礫面。 Ｃｈ Ｃｈ８ ４．８ ４．１ ３．３

－２７ 接合資料１ Ｉ 剥片（２８）→剥片（２９） Ｃｈ Ｃｈ１７ ３．２ ５．６ １．１

－２８ 剥片 Ｉ Ｈ８ １３ Ｃｈ Ｃｈ１７ ２．６ ３．７ １．４

－２９ 剥片 Ｉ Ｈ１０ ６９ Ｃｈ Ｃｈ１７ ３．０ ４．０ １．２

－３０ 接合資料２ Ｉ 剥片（３１）→剥片（３２）→剥片（３３）→剥片（３４）→剥片（３５） Ｃｈ Ｃｈ１２ ４．２ ５．３ ２．１

－３１ 剥片 Ｉ Ｈ９ １８９ Ｃｈ Ｃｈ１２ ４．５ ３．５ １．４

－３２ 剥片 Ｉ Ｈ９ ９１ Ｃｈ Ｃｈ１２ ４．２ ２．６ １．０

－３３ 剥片 Ｉ Ｇ９ ８２ Ｃｈ Ｃｈ１２ ２．２ ２．０ ０．６

－３４ 剥片 Ｉ Ｈ９ ６８ Ｃｈ Ｃｈ１２ ２．７ １．６ ０．９

－３５ 剥片 Ｉ Ｈ９ ６５ Ｃｈ Ｃｈ１２ ３．２ １．９ ０．７

－３６ 接合資料３ Ｉ 剥片（３７）→石核（２４） Ｃｈ Ｃｈ８ ３．８ ７．３ ２．９

－３７ 剥片 Ｉ Ｇ７ １３２ 石質が粗い。 Ｃｈ Ｃｈ８ ３．９ ３．４ １．８

－３８ 石錘 Ｉ Ｈ８ ９７ 切目石錘。 Ａｎ Ａｎ単 ５．７ ３．７ ２．０

－３９ 石錘 Ｉ Ｈ８ ２２２ 切目石錘。裏面上半欠。 Ａｎ Ａｎ単 ５．５ ３．５ １．７

－４０ 石錘 Ｉ Ｈ８ １８８ 切目石錘。表面一部欠。 Ａｎ Ａｎ単 ５．２ ３．１ １．８

－４１ 石錘 Ｇ Ｆ３ １００６ 切目石錘。 Ａｎ Ａｎ単 ６．９ ３．５ １．１

－４２ 石錘 Ｇ １２６０ 打欠石錘。裏面下半が未調整。 Ａｎ Ａｎ単 ５．８ ４．３ １．２

－４３ 石錘 Ｇ １１３８ 打欠石錘。表面下半が未調整。裏面一部欠。 Ｓａ Ｓａ単 ６．６ ３．５ １．８

－４４ 石錘 Ｉ Ｇ８ １５４ 打欠石錘。裏面一部欠。 Ａｎ Ａｎ単 ６．９ ３．３ １．８

－４５ 石錘 Ｉ Ｈ７ １４１ 打欠石錘。 Ｓａ Ｓａ単 ７．９ ５．５ ２．８

－４６ 打製石斧 Ｇ Ｃ５ ４９０ 両側辺中程に潰れ。刃部磨滅。 Ａｎ Ａｎ単 １８．１ ７．５ ２．１

－４７ 磨製石斧 Ｎ Ｄ４ ２３６ 基部欠。 Ａｎ Ａｎ単 ９．０ ５．３ ２．６

－４８ 磨製石斧 Ｎ Ｂ３ 表土 刃部左半に潰れ。基部欠。 Ｓａ Ｓａ単 ７．１ ４．９ ２．１

－４９ 砥石 Ｏ 表採 上下端以外が砥面。 Ｓａ Ｓａ単 １７．１ ９．８ ７．１

－５０ 砥石 Ｇ ＳＰ１５７ 砥面に斜行する擦痕。 Ｔｕ Ｔｕ単 ５．４ ３．６ ２．３

第６章 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土の縄文時代の遺物
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第７章 まとめ

遺跡の確認と遺跡名の変更について

１ 遺跡として確認するまで

大塩向山遺跡について、当初は（仮称）王子保山城跡として呼称して試掘調査から本調査まで対応し

てきた。対象となる尾根の西側山麓部には、本県でも有数の規模を誇る王子保窯跡群が展開し、試掘調

査段階でも、当初想定した山城から須恵器窯跡を想定して行った。その結果、須恵器窯跡は確認されず、

その性格は山岳祭祀（用語には問題があるが）に伴う遺跡であるとの結論に至ったことは、すでに刊行

した報告書のまとめにおいて簡単に述べた（福井県埋蔵文化財調査報告 第８７集 『大塩向山遺跡・山

腰遺跡』―国営日野川農業用水水利事業に伴う発掘調査― ２００５）。また少なくとも調査区内には須恵器

窯も存在しないことも、今回の調査でほぼ確定できたと考えている。同じ尾根の西側には大規模に須恵

器窯跡群（王子保窯跡群）が展開するのに、東側（大塩向山遺跡）には窯跡が築造されなかったか。こ

れについては十分な説明がつかない。地形の問題や原料の粘土、燃料となる森林（短期間の操業に限れ

ばかもしれないが）などについては尾根の東側と西側とも同じ条件である。むしろ製品の搬出を考えれ

ば、西側には顕著な河川がなく、東側には日野川へつながる大塩谷川があって、その水運を利用すれば

国府の推定地である現在の武生市街地への交通は利便性の高い位置にある。しかも王子保窯跡群、もし

くは同時期の窯跡群も、王子保窯跡群からさらに西側に移動し、古代後半には旧朝日町・旧宮崎村の丹

生窯跡群へ移り、最終的には旧宮崎村・旧織田町の小曽原周辺で日本六古窯の一つに数えられる越前焼

生産地を展開して中世となる。つまり須恵器生産以降の古代・中世の窯業は日野川本流の水運に頼るこ

とはなかったとも言える。ここでは発掘調査で検出されなかった須恵器窯跡について、これ以上の論及

はしないが、このような窯跡群の移動の問題は十分に説明されていないし、問題は大きいといえること

だけ触れておく。

さてこれまでも調査の経過や概要などでも述べてきたように、何度か発掘調査中に須恵器窯跡が見つ

かるものとして調査に臨み、上原真人先生（京都大学）や菱田哲郎先生（京都府立大学）のお二人にも、

現地にお出でいただきご検討いただいた。また望月精司氏（石川県小松市教育委員会）や出越茂和氏（金

沢市埋蔵文化財センター）にも状況をお話してご意見を伺った。いずれも須恵器の窯跡ではなく、山間

寺院、もしくはその修行などの行為に相当するものであろうとのご意見であった。

今回の報告ではこのような皆様のご意見を参考に、遺跡の性格は山間寺院に関連するものとしてこの

二遺跡を扱うこことした。

２ 仮称王子保山城跡から大塩向山遺跡へ

さて現地踏査、もしくは試掘の当初段階で山城が存在する可能性があり、調査の着手段階で仮にでは

あるが遺跡名称となった王子保山城跡については、発掘調査の結果、少なくとも調査区内には山城の遺

構は明確ではなかったことも、ある意味では問題である。しかし今回の発掘調査対象範囲には含まれな

い尾根頂部に二重の堀切があることは確認したが、それ以外の周辺にも山城として顕著な遺構は確認で

きず、この堀切以外に山城として顕著な遺構が確認されていないのも事実である。以下ここでは武生市

街地を望む尾根でありながら、なぜ故に明確、もしくは堀切を数本でも廻らす山城が築城されることが

なかったのかを、周辺の山城の状況を概観することによって検討したい。

中世の越前市は古代から越前の政治の中心地である。その後半の戦国時代になって、武生から離れた
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一乗谷に朝倉氏が本拠地を構えても、朝倉氏が奉行人を置くなど（府中奉行人）、その意義は重要である。

この武生の南部に位置することは越前の中心部から敦賀へ、または敦賀を迂回して近江へ行くには避け

て通れない主要道である。近くには北国街道が南北に走るなど地域的にはかなり重要な位置を占めてい

たはずであるのに、この尾根筋に曲輪を巡らす山城を築く必要性がなかったかを考えておきたい。

まず大塩向山遺跡のある尾根が南越盆地周辺で占める位置を、現地に立って交通路の視点から検討し

てみる。武生は福井平野の南部に位置し、北は日野川などの河川を通じて福井平野の中心部となら福井、

さらには九頭竜川以北の坂井平野へと続く。西は丹生山地を挟んで日本海となるが、朝倉氏の時代に整

備されたと伝えられ武生市の史跡にも指定されている「馬借街道」で河野浦とつながる。東は越美山地

からの峠越えとなって美濃と接する。しかし王子保地区に関係するのは南の敦賀、もしくは今庄経由で

の近江北部からの交通路である。越前の西部となる敦賀であるが、その間には標高７６０ｍほどの木ノ芽

山嶺があって、気候的にもこれを境として大きく異なる。敦賀から入るには海沿いに近い山中峠を越え

るルートと、木ノ芽峠を超えるルートの二つがある。また近江北部から敦賀を経由しないで、栃ノ木峠

を越えて今庄・南条と日野川沿いに下ってくるルートがあるが、このルートは途中の今庄で敦賀から木

ノ芽峠を越えるルートと合流する。上記いずれのルートとも王子保地区を通過するが、山中峠越えのル

ートは大塩向山遺跡からの見通しは悪い。また木ノ芽峠・栃ノ木峠越えは王子保付近では旧北国街道と

して知られるが、大塩向山遺跡からは正面に見据えることができるものの、街道筋の奥、つまり越前の

入り口である敦賀・近江方面への視界が利かないばかりか、大塩村に隣接する脇本（旧南条町）さえも

見えない。つまり北国街道を遠くまで見渡せることはできないほど平野部の片隅に引っ込んだ位置に大

塩向山遺跡が立地する。つまり街道筋を眼下に見下ろしたり、遮るような立地の尾根ではなく、街道筋

を抑えるには全く適さない場所であると言える。

中世城郭の立地に周辺がどのように見渡すことができるかが、防御に関する急峻な尾根であるなどの

条件とともに、たんなる地図上だけの立地だけではなく、実際に交通路などが視認できることが山城に

とって重要であろう。これを端的に示しているのが大塩向山遺跡の南にある杣山城跡である。杣山は新

田義貞が、後醍醐天皇の南朝方として足利尊氏側の北朝方に対抗して立て籠もった城として著名である

が、その城域は標高４９２ｍの頂部の周辺に限られ、西に大きく日野川に突き出た尾根には及んでいない。

日野川に沿ってある北国街道を眼下にするならこの尾根についても城域に含まれるか、こちらに城を築

くべきところである。しかしこちらまで城域が及んでいないのには、その必要がないか、築城の目的が

違うところにあったと考えられる。実はこの日野川を眼下に望む尾根では日野山から伸びる尾根が邪魔

して、武生市の市街地が見えない。杣山城跡に立て籠もった新田義貞の当面の敵対勢力は古代以来の越

前の中心地に拠点を構える北朝方の足利（斯波）高経であって、その陣を構えたと考えられる新善光寺

城が見えなくては意味のないことである。つまり山城の選地にあたっては一定の高さと防御に適した山

の形状に加え、周辺のどの地域を見渡すことができるかがが重要事項であると言えよう。つまり高さと

山の形状の問題はともかく、戦略的に必要なところを見渡すことのできない「向山」の位置には改めて

山城を築く必要がなかったと想定されるのである。もしかりに確認された二重の堀切が山城の存在を示

すものとすれば、それはこの二重堀切の南側の頂部がこの尾根では最高所で、ここから見渡すことので

きる範囲が必要となって、この部分に見張り台程度を置いたために設けられたものと考えられる。また

この逆の意味で必要なのは大塩向山遺跡の南の尾根にある矢谷山城跡である。この城は旧南条町と武生

市の境の標高２２４ｍの尾根頂部に位置し、三方向へ伸びる尾根をそれぞれ堀切で切断し、頂部に小さい

第７章 まとめ

－１９８－



ながらも曲輪を設ける。この南は急斜面で、大塩八幡神社へ至る北へ伸びる尾根は、かなりはなれては

いるがその先端を大きな堀切がある。また日野川に沿って北へ伸びるもう１本の尾根には、自然地形を

利用したと思われる大きな平坦地が三つほどあるが、堀切などの明確な構造物はない。つまり北国街道

など日野川沿いに下るルートを眼下にすることができて、「向山」などの立地よりはるかに戦略的な価

値は高い。

以上、「向山」が仮称王子保山城跡ではなく、大塩向山遺跡として城郭に関する遺跡ではないことが

周辺のことからも言えよう。

３ 古代の大塩向山遺跡と山腰遺跡の評価

これまで各遺跡の事実記載にさいして、遺構・遺物ともに概要を述べてきた。

ここで繰り返しなることもあるが、いくつかの事項について取り上げて再度確認し、両遺跡の意義付

けを行いたい。

遺構としては立地や地形などから、尾根筋のＣ・Ｉ・Ｐ地区から焼土坑が検出され、Ｇ地区からは建

物が想定されるピット群と竪穴が、Ｎ地区では掘立柱建物が検出されている。このことから前者の尾根

筋の地区は火を盛んに燃やす行為が行われ、Ｇ・Ｎ地区はその行為を補助する地区と考えた。しかし後

者について、Ｎ地区については建物が平野から見えない位置にあり、多くの遺物は別地点か出土してい

る。Ｇ地区については平坦面全体が平野部に面し、ピット群周辺で多くの遺物が出土していることなど、

遺構などから違う点が指摘できる。さらに出土遺物についても、Ｎ地区では煤が付着した土器が多く、

灯明具とされる器種が目立つ。しかしＧ地区についてそれらはなく、灰釉陶器が目立つなど、遺物から

も違いを指摘できるが、このＧ地区とＮ地区の性格の違いについては、現在のところ説明できない。

これまで越前で確認されている須恵器の様相とは大きく異なり、明らかに特殊な器種と考えられるも

のから、判断に迷うものまであって、本文中では器種分類が十分に行えなかった。大塩向山遺跡と山腰

遺跡全体について、以下の点が指摘できよう。

①墨書土器は拾数点あるものの、特殊なものが多い。特に集落遺跡で多い吉祥句と判断できるものが

ない。

②硯などは１点もないが、蓋などを転用した「転用硯」はかなり認めることができる。

③供膳具である坏・�・皿類は大量にあるものの、煮沸具である土師器の甕が非常に少ない。つまり

俗な表現であるが、生活のにおいがしない。

④鉄鉢が多く、底部をケズルなど、金属器�模倣の志向が強い土器や、仏具系の須恵器の存在が非常

に目立つ。

⑤また④とも関連するが、皿などの底部を丁寧にケズルものや、平底の甕（第４５図２）など東海地方

との交流も検討しなくてはいけない。

これらの視点から、大塩向山遺跡は全体が祭祀場を含む寺と考えられる。それはＮ地区からまさしく

「寺」の墨書土器が出土していることからも、問題ないであろう。

山腰遺跡についてはやはり特殊な土器は多いものの、大塩向山遺跡の各地区のように特徴は見出せな

い。須恵器の土器量に対して、土師器、特に煮沸具が皆無に等しいと言える状況をどのように考えるか

は、「国府」の墨書土器にそのヒントがあるように思われる。また煮沸具である土師器の長胴甕が極端

に少ないのも、逆に国府に直接関連する遺跡で煮沸具に既に鉄鍋が導入されていた可能性を指摘できる。

以上、十分ではないが最後のまとめとしたい。 （赤澤徳明）

遺跡の確認と遺跡名の変更について
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第８章 附編 大塩向山遺跡・山腰遺跡出土須恵器の胎土分析
調査の経緯などでの各所で大塩向山遺跡・山腰遺跡のある王子保地区は古代において須恵器生産が盛

んであることを述べてきた。今回の調査では当初に須恵器窯跡を想定していたが、山岳祭祀関連の遺跡

であるとの結論になった。越前では７・８世紀の王子保窯跡群から８世紀から９世紀には現在の丹生窯

跡群へ移動すると想定されている。今回の報告にあって、越前市教育委員会から王子保窯跡の発掘資料

を、越前町教育委員会から樫津をはじめ小曽原窯跡などの表採資料と提供いただき、今回の調査で出土

した大塩向山遺跡・山腰遺跡の資料を加えて、須恵器胎土の化学分析を行ったので、以下に報告してい

ただく。なお大塩向山遺跡・山腰遺跡の本文中の図版との対比は下記の一覧を参考にされたい。

（赤澤徳明）

竹原弘展（パレオ・ラボ）

１．はじめに

大塩向山遺跡・山腰遺跡より出土した須恵器について蛍光Ｘ線分析装置による元素分析を行い、これ

ら遺物の化学組成からみる材料的特徴を検討した。

２．分析試料

分析対象遺物は、大塩向山遺跡出土須恵器２４点、山腰遺跡出土須恵器２５点の計４９点である。また、比

較対象として、王子保３号窯出土須恵器４点、同９号窯出土須恵器２４点、樫津出土須恵器１１点、小曽原

出土須恵器８点、神明ヶ谷出土須恵器１３点、金比羅山登り口出土須恵器８点の各窯跡出土遺物も同時に

分析を行った。なお、神明ヶ谷出土須恵器１３点のうち、７点は焼成中に複数点が溶着してしまったと思

われるＳＭ１（図版６）より採取している。時期は考古学的編年により、山腰遺跡が８世紀から１０世紀

初め、向山遺跡が８世紀から９世紀、王子保が７世紀から８世紀前半、樫津が８世紀後半、小曽原が９

世紀後半から末期、神明ヶ谷が１０世紀初めから前半、金比羅山登り口が１０世紀前半から中頃に比定され

ている。

３．分析方法

胎土分析には各遺物よりガラスビードを作成し、それを分析試料とするガラスビード法を用いた。

まず必要量を各遺物より岩石カッターで切り取り、表面の自然釉や付着土壌などの影響を排除するた

第２２表 分析須恵器一覧表

附編図版番号 報告書図版番号 附編図版番号 報告書図版番号 附編図版番号 報告書図版番号 附編図版番号 報告書図版番号

図
版
１

上

段

山腰６ 第１２６図１

図
版
２

上

段

山腰２７ 第１０１図５

図
版
３

上

段

向山Ｇ６４ 第３４図３１

図
版
４

上

段

王子保９号

報
告
書
図
版
な
し

図
版
５

上

段

小曽原ＯＺ７

報
告
書
図
版
な
し

山腰７ 第１０２図５ 山腰２８ 第１２６図２２ 向山Ｇ６８ 第３３図１９ 王子保９号 小曽原ＯＺ８

山腰８ 第１０２図１２ 山腰２９ 第１２６図２７ 向山Ｇ７７ 第３８図６ 王子保９号

神
明
ヶ
谷

ＳＭ１

山腰９ 第１０２図８ 山腰３０ 第１４０図１９ 向山Ｇ１２９ 第３７図５ 王子保９号 ＳＭ１‐２

山腰１０ 第１２６図４ 向山Ｎ６ 第７１図１４ 向山Ｇ１３０ 第３７図９ 樫津ＫＺ１ ＳＭ１‐３

山腰１１ 第１０７図４ 向山Ｎ１０ 第７４図１ 向山Ｇ１３９ 第３２図１１ 樫津ＫＺ２ ＳＭ１‐４

山腰１２ 第１０６図５ 向山Ｎ２４ 第７３図２５ 向山Ｇ１５１ 第３５図１２ 樫津ＫＺ３ ＳＭ１‐６

中

段

山腰１３ 第１０５図１８

中

段

向山Ｎ３３ 第７３図２８

中

段

王子保３号１３０

報
告
書
図
版
な
し

中

段

樫津ＫＺ４

中

段

神
明
ヶ
谷

ＳＭ２

山腰１４ 第１２７図１３ 向山Ｎ４５ 第７５図２ 王子保３号１３１ 樫津ＫＺ５ ＳＭ３

山腰１５ 第１０３図２０ 向山Ｎ５３ 第７１図２６ 王子保３号１３６ 樫津ＫＺ６ ＳＭ４

山腰１６ 第１２７図３０ 向山Ｎ６５ 第７５図８ 王子保３号１３７ 樫津ＫＺ７ ＳＭ５

山腰１７ 第１０３図１１ 向山Ｎ８７ 第７６図１２ 王子保９号Ａ３０ 樫津ＫＺ８ ＳＭ７

山腰１８ 第１０３図１０ 向山Ｎ９２ 第７２図５ 王子保９号Ａ４０ 樫津ＫＺ９ ＳＭ８

山腰１９ 第１０３図２ 向山Ｎ１３５ 第７２図１ 王子保９号Ａ４１ 樫津ＫＺ１０ 金毘羅 ＫＰ１

下

段

山腰２０ 第９８図３０

下

段

向山Ｇ１ 第３３図２８

下

段

王子保９号Ｋ３４

下

段

樫津ＫＺ１１

下

段

金
毘
羅
山
登
口

ＫＰ２
山腰２１ 第９７図１９ 向山Ｇ４ 第３４図１２ 王子保９号Ｋ３５ 小曽原ＯＺ１ ＫＰ３
山腰２２ 第９７図３３ 向山Ｇ７ 第３７図３７ 王子保９号Ｋ３６ 小曽原ＯＺ２ ＫＰ４
山腰２３ 第９７図２３ 向山Ｇ１４ 第３７図３７ 王子保９号Ｋ３７ 小曽原ＯＺ３ ＫＰ５
山腰２４ 第９８図１４ 向山Ｇ１６ 第３７図３７ 王子保９号Ｏ４７ 小曽原ＯＺ４ ＫＰ６
山腰２５ 第１０５図３５ 向山Ｇ２０ 第３６図３６ 王子保９号Ｏ４８ 小曽原ＯＺ５ ＫＰ７
山腰２６ 第１０１図２４ 向山Ｇ６３ 第３４図３４ 王子保９号Ｏ５０ 小曽原ＯＺ６ ＫＰ８
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め、岩石カッターで表面を十分に削り取った後、精製水にて超音波洗浄を行った。乾燥後、セラミック

乳鉢で粉末にして、電気炉で７５０℃、６時間焼成した後、デシケータ内で放冷し、１．８０００ｇ秤量した。

これを、無水四ホウ酸リチウムＬｉ2Ｂ4Ｏ7と、リチウムメタボレイドＬｉＢＯ2を８：２の割合で調製

した融剤３．６０００ｇと十分に混合し、白金製るつぼに入れ、ビードサンプラー（ＮＴ‐２０００型；㈱東京科

学製）にて約７５０℃で２５０秒間予備加熱し、約１１００℃で１５０秒間溶融させ、約１１００℃で４５０秒間揺動加熱し

てガラスビードを作成した。

分析はフィリップス社製波長分散型蛍光Ｘ線分析装置ＭａｇｉＸ（ＰＷ２４２４型、ターゲットはロジウ

ムＲｈ）にて、独立行政法人産業技術総合研究所地質調査総合センターおよび米国標準技術研究所（Ｎ

ＩＳＴ）の岩石標準試料計１６種類を用いた検量線法による定量分析を行った。定量元素は、酸化ナトリ

ウムＮａ2Ｏ、酸化マグネシウムＭｇＯ、酸化アルミニウムＡｌ2Ｏ3、酸化ケイ素ＳｉＯ2、酸化リンＰ2Ｏ5、

酸化カリウムＫ2Ｏ、酸化カルシウムＣａＯ、酸化チタンＴｉＯ2、酸化マンガンＭｎＯ、酸化鉄Ｆｅ2Ｏ3、

ルビジウムＲｂ、ストロンチウムＳｒである。

４．分析結果

分析の結果、ＳｉＯ2が６３．１～７６．７％、Ａｌ2Ｏ3が１５．５～２７．８％と多く、定量元素の９０％前後を占める。

続いて、Ｆｅ2Ｏ3が２．４８～６．１８％、Ｋ2Ｏが０．９３～３．０６％、ＴｉＯ2が０．８２～１．３６％、ＭｇＯが０．６４～１．４０％、

Ｎａ２Ｏが０．０７～０．９７％、ＣａＯが０．１１～０．４５％、Ｐ2Ｏ5が０．０２０～０．３９０％、ＭｎＯが０．０１１～０．０８８％、

Ｒｂが４６～１４１ｐｐｍ、Ｓｒが３６～９７ｐｐｍであった。分析結果を表１、表２に示す。

５．考察

最初に生産地遺跡である、王子保、樫津、小曽原、神明ヶ谷、金比羅山登り口の各窯跡出土試料を相

互比較し、それぞれの化学組成上の特徴について述べる。

まず図１にＡｌ2Ｏ3‐ＳｉＯ2の分布図を見ると、すべての試料がＡｌ2Ｏ3、ＳｉＯ2の含有量の合計９０％

前後で直線的に分布している様子が見て取れる。そして、王子保はいずれもＳｉＯ2が７０％以上で図の

右下に集まり、小曽原、神明ヶ谷、金比羅山登り口は１点の例外（ＯＺ１）はあるものの殆どがＳｉＯ2

が７０％未満と少なく図の左上に集まる。樫津はＳｉＯ2６８．４～７５．６％と広く分布しているが、一部（Ｋ

Ｚ７、ＫＺ８）を除き殆どはちょうど両者の中間辺りに分布する。このことは各窯跡出土須恵器胎土の

特徴的差異といえよう。さらに、小村・藤根（２００１）は、中世東海地方の山茶碗の材料的な検討におい

て、粘土の化学組成はＡｌ2Ｏ3が比較的多く砂粒はＳｉＯ2が多いため、Ａｌ2Ｏ3とＳｉＯ2の組成比の直

線的変化は、同一材料の粘土と砂粒の混合比の変化を表しているとしている。これを適用すると、土器

材料の粘土と混和材（砂粒）の混合において、王子保は砂粒成分の量が多く、小曽原、神明ヶ谷、金比

羅山登り口は砂粒成分の量が少ないということになる。さらに、７世紀から８世紀前半の王子保から８

世紀後半の樫津を経て、９世紀後半から１０世紀中頃の小曽原、神明ヶ谷、金比羅山登り口へと、土器材

料の混和材の混合比の推移を示している可能性も考え得るが、少なくとも肉眼で観察出来る範囲におい

ては砂粒の存在比は各窯跡間にそこまで変化は見受けられなかっため、これについては今後とも検討を

重ねていく必要があろう。いずれにせよ、Ａｌ2Ｏ3、ＳｉＯ2の比率が、少なくとも王子保の試料と小曽

原、神明ヶ谷、金比羅山登り口らの試料との間に明確な差異が見られた事は事実である。

Ａｌ2Ｏ3、ＳｉＯ2以外の各元素の含有量を見てみる（図２～４）。王子保は、ＭｇＯ、ＣａＯ、Ｓｒ

において他の窯跡より含有量が多い傾向にある。なお、３号窯と９号窯の間には差異は見られなかった。

樫津は全体的に分布範囲が広い傾向にあるが、Ｋ2ＯとＲｂが他より含有量が少ないのが特徴的である。
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小曽原、神明ヶ谷、金比羅山登り口は、比較的良く似た組成をしていたが、Ｓｒにおいて神明ヶ谷がや

や含有量が多い傾向が見られた。しかし、総じて見ると、窯跡間でいずれかが重複した組成となること

が多く、明確な差異は見出し難かった。

また各窯跡の化学組成は、ある程度の窯跡特有の傾向は見られるものの完全に窯跡内で一致している

わけではないが、その中において、溶着した資料からの採取であり、きわめて同時性が高いと考えられ

る神明ヶ谷のＳＭ１‐１～ＳＭ１‐７の場合は、Ｎａ2Ｏなど一部を除いて非常によく似た組成を示し

た。このことは同一窯跡出土遺物の化学組成のばらつきは、分析装置の測定誤差や、遺物からの試料採

取量や採取位置の違いによるもの（すなわち土器一個体の不均一性）などではなく、同一窯跡出土各資

料の材料にある程度ばらつきがあったことを示していることに他ならない。そのばらつきは、工人単位

での土器材料の調製割合の個性に由来するのか、或いは粘土などの材料自体の化学組成のばらつきによ

るものなのか、そして極めて良く似た組成を示す一群の単位がどれくらいの量になるのか、今後の課題

として、ひとつの窯跡について詳細に検討してみるのも、価値があると思われる。

続いて、上述の各窯跡の化学組成上の特徴と比較して、大塩向山、山腰両遺跡出土試料を見ていくと、

まず大塩向山のＮ６、Ｎ８、Ｎ１０、山腰の№４、№９、№１１、№１７が樫津の組成に比較的近く、大塩向

山のＧ８が王子保窯の組成に比較的近い傾向がそれぞれ見られた。但し、これら消費地遺跡出土遺物は

それぞれの窯跡のデータに完全に一致しているわけではなく、必ずしも当分析で測定した各窯跡のいず

れかの生産によるとは限らないことは、当然考慮しなければならず、今後とも分析事例を増やしていく

必要があろう。また、山腰の№１０、№１５、№１９は非常に良く似た化学組成をしており、ちょうど上述の

神明ヶ谷のＳＭ１‐１～１‐７の関係に極めて近いと思われるが、各窯跡の重複領域の値を示すことが

多く、特別どの窯跡の試料の化学組成に近いという結果は見られなかった。

６．終わりに

大塩向山遺跡、山腰遺跡ならびに王子保、樫津、小曽原、神明ヶ谷、金比羅山登り口の窯跡出土の須

恵器胎土分析を行い、以下の結果を得た。

・Ａｌ2Ｏ3‐ＳｉＯ2の分布図において、ＳｉＯ2約７０％を境界に、王子保窯の試料と、小曽原、神明ヶ

谷、金比羅山登り口らの試料との間に明確な差異が見られた。樫津は両者の中間に広く分布した。

・Ａｌ2Ｏ3、ＳｉＯ2以外の各元素の含有量は、各窯跡間で多少の差異は見られるものの、全体的には窯

跡間でいずれかが重複した組成となることが多く、明確な差異は見出し難かった。

・神明ヶ谷のＳＭ１‐１～ＳＭ１‐７は、非常によく似た組成を示しており、一窯跡内でもある程度の

単位ごとのばらつきがあることが示された。今後、ひとつの窯跡について詳細に検討してみる価値が

あると思われる。

・大塩向山、山腰遺跡出土須恵器については、山腰遺跡内において互いに非常に良く似た化学組成を示

したものはあったものの、分析比較対象となった各窯跡の化学組成と比較的近い組成は見せるものの、

完全に一致するものは見出せず、産地を決定させるには至らなかった。
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第２３表 胎土分析結果（１）

遺 跡 名
遺物

№

Ｎａ２Ｏ ＭｇＯ Ａｌ２Ｏ３ ＳｉＯ2 Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ ＣａＯ ＴｉＯ2 ＭｎＯ Ｆｅ2Ｏ3 Ｔｏｔａｌ Ｒｂ Ｓｒ 遺物

№
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （ｐｐｍ）（ｐｐｍ）

大

塩

向

山

遺

跡

Ｎ地区

Ｎ１ ０．７４ ０．７２ ２３．７ ６７．８ ０．０５３ ２．９１ ０．２１ ０．８４ ０．０１８ ４．４５ １０１．５ １２８ ６６ Ｎ１

Ｎ２ ０．５８ １．１５ １８．１ ７２．８ ０．０５０ ２．２２ ０．２５ １．０４ ０．０３１ ３．６４ ９９．９ １２２ ９７ Ｎ２

Ｎ３ ０．５６ １．２０ １９．９ ７１．４ ０．０４４ ２．１７ ０．２３ １．２０ ０．０２９ ４．３０ １０１．１ １１８ ８７ Ｎ３

Ｎ４ ０．１４ ０．８１ １８．０ ７５．３ ０．０２５ １．９８ ０．１７ １．０４ ０．０１６ ３．５０ １００．９ １１０ ５６ Ｎ４

Ｎ５ ０．１６ ０．８９ ２２．４ ６９．１ ０．０４０ ０．９３ ０．１１ １．３１ ０．０２１ ５．４６ １００．４ ４６ ３７ Ｎ５

Ｎ６ ０．３２ １．１３ ２６．２ ６５．１ ０．０５６ １．４８ ０．１６ １．３２ ０．０３３ ４．９８ １００．８ ９０ ５５ Ｎ６

Ｎ７ ０．７４ １．４０ ２１．２ ６８．８ ０．０３５ ２．３２ ０．３５ １．１３ ０．０３３ ４．７９ １００．８ １２９ ９３ Ｎ７

Ｎ８ ０．３２ １．２８ ２１．８ ６８．９ ０．０４８ １．７７ ０．２５ １．１５ ０．０３１ ４．７６ １００．３ １００ ６８ Ｎ８

Ｎ９ ０．３２ １．１９ ２０．７ ７０．０ ０．０４３ １．８６ ０．２１ １．１５ ０．０２７ ４．６１ １００．１ １００ ７０ Ｎ９

Ｎ１０ ０．４５ ０．９８ １８．５ ７３．４ ０．０３７ １．８４ ０．２４ １．３６ ０．０２７ ４．３６ １０１．１ １０３ ６３ Ｎ１０

Ｇ地区

Ｇ１ ０．５１ ０．７３ ２３．７ ６７．０ ０．０７０ ２．４８ ０．１４ ０．８９ ０．０１５ ５．１３ １００．６ １１２ ５９ Ｇ１

Ｇ２ ０．７３ １．１１ １８．６ ７１．１ ０．０５９ ２．１３ ０．２１ １．１１ ０．０３３ ４．９７ １００．０ １０８ ７６ Ｇ２

Ｇ３ ０．５０ ０．９０ ２７．３ ６３．１ ０．０６７ ２．１６ ０．２５ ０．９８ ０．０１５ ５．１９ １００．６ １０４ ６７ Ｇ３

Ｇ４ ０．４５ １．２１ ２１．５ ６９．９ ０．０４５ ２．０５ ０．２５ １．２１ ０．０２７ ４．０４ １００．７ １１８ ７５ Ｇ４

Ｇ５ ０．６５ ０．７８ ２４．８ ６４．０ ０．０６２ ２．５３ ０．１８ ０．９７ ０．０１４ ６．１８ １００．１ １２２ ６９ Ｇ５

Ｇ６ ０．５１ １．１９ １８．４ ７１．８ ０．０６３ １．９９ ０．２０ １．２７ ０．０３７ ５．２５ １００．７ １０８ ８２ Ｇ６

Ｇ７ ０．６４ １．２１ ２２．６ ６７．１ ０．０４６ ２．４５ ０．１８ １．０５ ０．０２８ ５．８０ １０１．１ １３７ ６６ Ｇ７

Ｇ８ ０．６１ １．０５ １９．１ ７２．５ ０．０３５ ２．４０ ０．３５ １．２８ ０．０２８ ４．０３ １０１．４ １３１ ８３ Ｇ８

Ｇ９ ０．１５ ０．９８ １９．５ ７１．９ ０．０５７ １．８６ ０．１６ １．０５ ０．０１５ ４．４４ １００．１ １０２ ４７ Ｇ９

Ｇ１０ ０．６４ １．１４ １９．８ ７０．２ ０．０４３ ２．１６ ０．３０ １．０３ ０．０２７ ３．９８ ９９．３ １１９ ７７ Ｇ１０

Ｇ１１ ０．０７ ０．８７ １７．５ ７４．７ ０．１４５ １．６７ ０．１２ １．１０ ０．０１１ ４．３０ １００．４ ８６ ３６ Ｇ１１

Ｇ１２ ０．１４ １．１４ ２１．１ ６８．７ ０．０６６ ２．１０ ０．１９ １．１１ ０．０１９ ５．１３ ９９．７ １１９ ５０ Ｇ１２

Ｇ１３ ０．３９ １．２８ ２２．０ ６９．６ ０．１１２ ２．１９ ０．１７ １．１５ ０．０３３ ４．０６ １０１．０ １１５ ７３ Ｇ１３

Ｇ１４ ０．３１ １．１４ ２０．９ ７０．６ ０．０４３ ２．０３ ０．２２ １．１９ ０．０２０ ４．６２ １０１．１ １１２ ６３ Ｇ１４

山腰遺跡

１ ０．２０ ０．９７ ２０．５ ７１．６ ０．１８７ １．８８ ０．１６ １．２７ ０．０２５ ４．５４ １０１．３ １０６ ５４ １

２ ０．６１ １．３０ ２１．９ ７０．２ ０．１０９ ２．０８ ０．２５ １．２２ ０．０３１ ３．８６ １０１．６ １１６ ７８ ２

３ ０．４２ １．１６ ２０．７ ７０．０ ０．１５４ ２．１７ ０．１９ １．１１ ０．０３６ ３．８１ ９９．７ １１９ ７０ ３

４ ０．５２ １．０６ ２３．８ ６７．４ ０．２４４ １．３４ ０．２５ １．２８ ０．０８８ ４．２６ １００．２ ７５ ６７ ４

５ ０．２６ １．１１ ２０．９ ６９．８ ０．１９８ ２．０８ ０．１４ １．０５ ０．０３３ ４．１６ ９９．８ １１９ ６２ ５

６ ０．５１ １．２６ ２１．８ ６７．８ ０．０６７ ２．３０ ０．２８ １．０９ ０．０３６ ６．１３ １０１．３ １２７ ８３ ６

７ ０．５６ １．１０ ２０．４ ７１．６ ０．０５６ ２．４０ ０．１１ １．２３ ０．０３１ ３．９５ １０１．４ １３２ ７０ ７

８ ０．５０ １．１２ ２０．１ ７１．８ ０．０５７ ２．１９ ０．２５ １．１３ ０．０２９ ４．２２ １０１．３ １２０ ７７ ８

９ ０．３０ １．０２ ２６．７ ６６．２ ０．３９５ １．３２ ０．１７ １．３５ ０．０２２ ４．０４ １０１．５ ７５ ５３ ９

１０ ０．２３ ０．９０ １８．４ ７３．７ ０．０３８ ２．１７ ０．３０ １．０５ ０．０１５ ３．２６ １００．０ １２２ ７０ １０

１１ ０．４１ １．０６ ２５．８ ６７．１ ０．１４８ １．５６ ０．１９ １．３０ ０．０２０ ４．０４ １０１．６ ８８ ５６ １１

１２ ０．６３ １．２１ ２１．０ ６９．６ ０．１２９ ２．１５ ０．２８ １．１３ ０．０３０ ３．７３ ９９．８ １１７ ８５ １２

１３ ０．５１ １．１５ ２０．２ ７１．６ ０．０５４ ２．２３ ０．１９ １．１８ ０．０２８ ４．０７ １０１．２ １２５ ７２ １３

１４ ０．８２ １．２４ ２１．２ ７０．３ ０．０４４ ２．１８ ０．２９ １．１４ ０．０３１ ３．６０ １００．９ １１８ ７９ １４

１５ ０．２１ ０．８５ １７．９ ７４．７ ０．１６１ ２．１６ ０．２７ １．００ ０．０１６ ３．２２ １００．５ １１３ ７３ １５

１６ ０．５２ １．１９ ２０．３ ７０．５ ０．１７０ ２．０２ ０．２３ １．１７ ０．０３０ ３．９１ １００．１ １０８ ７７ １６

１７ ０．３４ １．０４ ２５．３ ６６．７ ０．１７５ １．０７ ０．１８ １．３５ ０．０６５ ４．６８ １００．８ ５９ ５３ １７

１８ ０．９０ １．３５ ２０．２ ６９．０ ０．２６１ ２．３８ ０．１６ １．１１ ０．０４６ ５．８０ １０１．２ １１２ ６９ １８

１９ ０．２４ ０．９１ １８．３ ７４．１ ０．０５３ ２．２０ ０．３０ １．０５ ０．０１４ ３．２７ １００．４ １１９ ７１ １９

２０ ０．３９ １．０４ １８．９ ７２．５ ０．１０９ ２．０８ ０．２３ １．０９ ０．０２３ ３．５０ ９９．９ １１３ ７２ ２０

２１ ０．４９ ０．７８ ２３．４ ７０．１ ０．０５７ ２．７８ ０．１４ ０．９０ ０．０１３ ２．６７ １０１．４ １３５ ６１ ２１

２２ ０．６７ １．１６ ２２．０ ６８．１ ０．０７２ ２．２７ ０．２７ １．００ ０．０２０ ４．５１ １００．１ １２０ ８０ ２２

２３ ０．９３ １．２８ ２０．５ ７１．１ ０．０５９ ２．３０ ０．２７ １．１２ ０．０２９ ４．１１ １０１．７ １２４ ８８ ２３

２４ ０．５７ １．１８ ２１．０ ６９．８ ０．０４３ ２．３０ ０．２４ １．０３ ０．０２０ ４．５３ １００．７ １２４ ７７ ２４

２５ ０．５１ １．０６ ２０．１ ７１．２ ０．１０７ ２．２８ ０．２７ １．１７ ０．０２１ ５．２２ １０１．９ １３４ ７７ ２５

－２０３－



第２４表 胎土分析結果（２）

遺 跡 名
遺物

№

Ｎａ２Ｏ ＭｇＯ Ａｌ２Ｏ３ ＳｉＯ２ Ｐ２Ｏ５ Ｋ２Ｏ ＣａＯ ＴｉＯ２ ＭｎＯ Ｆｅ２Ｏ３ Ｔｏｔａｌ Ｒｂ Ｓｒ 遺物

№（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （ｐｐｍ） （ｐｐｍ）

王

子

保

窯

３号窯

１ ０．６１ １．０３ １８．２ ７０．５ ０．０２０ ２．１３ ０．４５ ０．９８ ０．０２１ ３．１２ ９７．１ １２１ ９２ １

２ ０．４８ １．０５ １５．５ ７５．８ ０．０２３ １．５４ ０．３２ １．１４ ０．０１６ ３．１０ ９９．０ ８２ ７４ ２

３ ０．５２ １．０４ １６．９ ７４．９ ０．０２４ ２．００ ０．３６ １．０２ ０．０１６ ２．７８ ９９．６ １０８ ８１ ３

４ ０．６１ １．０２ １５．６ ７６．７ ０．０２３ １．８７ ０．３６ １．０７ ０．０１６ ２．９０ １００．１ １０３ ８１ ４

９号窯

１ ０．６１ ０．９４ １７．４ ７５．０ ０．０２３ ２．０５ ０．３８ ０．９８ ０．０１９ ２．９１ １００．３ １１４ ８５ １

２ ０．６３ １．０２ １８．５ ７３．７ ０．０２３ ２．２０ ０．４１ １．００ ０．０１６ ２．９１ １００．３ １１９ ９０ ２

３ ０．６１ ０．９９ １８．２ ７３．１ ０．０２２ ２．１１ ０．４０ ０．９４ ０．０１６ ２．９１ ９９．２ １１７ ８６ ３

４ ０．５７ ０．９９ １８．５ ７４．３ ０．０２２ ２．２３ ０．３８ ０．９５ ０．０１４ ２．８１ １００．８ １１６ ８６ ４

５ ０．６５ １．０１ １８．５ ７３．６ ０．０２２ ２．１７ ０．４１ １．００ ０．０１６ ２．９２ １００．３ １１９ ９０ ５

６ ０．６０ １．００ １８．３ ７４．４ ０．０２２ ２．２１ ０．４１ ０．９６ ０．０１５ ２．９５ １００．９ １２０ ８９ ６

７ ０．６０ １．０４ １８．７ ７２．９ ０．０２３ ２．３２ ０．４２ ０．９６ ０．０１６ ３．１５ １００．２ １２１ ９３ ７

８ ０．５８ １．００ １８．６ ７４．３ ０．０２２ ２．０１ ０．３６ １．００ ０．０１４ ２．８３ １００．７ １１３ ８６ ８

９ ０．７５ １．０９ １９．３ ７１．０ ０．０３７ ２．３３ ０．３３ １．１１ ０．０２１ ４．５４ １００．４ １２３ ８４ ９

１０ ０．７３ １．１０ １９．５ ７１．３ ０．０３８ ２．２６ ０．３３ １．１４ ０．０２１ ４．７６ １０１．２ １２３ ８４ １０

１１ ０．６０ ０．９４ １７．４ ７５．２ ０．０２２ １．８５ ０．３４ １．０１ ０．０１４ ２．６２ １００．０ ９９ ８２ １１

１２ ０．６５ １．０５ １８．４ ７４．２ ０．０２４ ２．２９ ０．４４ １．０４ ０．０１７ ３．０２ １０１．２ １２４ ９４ １２

１３ ０．５４ ０．９９ １８．４ ７３．９ ０．０２２ １．９４ ０．３７ ０．９９ ０．０１５ ３．０１ １００．１ １０４ ８３ １３

１４ ０．６２ １．０７ １９．３ ７３．５ ０．０２３ ２．２５ ０．４１ １．００ ０．０１５ ３．０７ １０１．２ １２７ ９３ １４

樫 津

ＫＺ１ ０．４０ ０．９１ ２１．１ ７０．７ ０．０５８ １．４６ ０．２６ １．２７ ０．０３０ ４．７９ １０１．０ ７０ ６３ ＫＺ１

ＫＺ２ ０．５５ ０．９３ ２２．７ ７０．８ ０．０５４ １．７３ ０．２６ １．２５ ０．０１６ ３．３６ １０１．６ ８６ ７８ ＫＺ２

ＫＺ３ ０．５２ ０．９７ ２２．４ ７０．０ ０．０４１ １．７８ ０．２３ １．２３ ０．０１６ ３．５８ １００．８ ９６ ７７ ＫＺ３

ＫＺ４ ０．４５ ０．８１ ２１．０ ７１．９ ０．０４６ １．６３ ０．１９ １．２６ ０．０１７ ４．２１ １０１．５ ８２ ６３ ＫＺ４

ＫＺ５ ０．４２ ０．８０ ２１．３ ７０．７ ０．０４７ １．５９ ０．１９ １．２５ ０．０１６ ４．３５ １００．６ ８４ ６２ ＫＺ５

ＫＺ６ ０．５０ １．０７ ２３．７ ６８．７ ０．０６３ １．８１ ０．３３ １．１７ ０．０１９ ３．８８ １０１．３ ９９ ７６ ＫＺ６

ＫＺ７ ０．６６ ０．８９ １９．７ ７２．７ ０．０２４ １．７７ ０．４０ ０．８６ ０．０１６ ２．８６ ９９．９ ９４ ９５ ＫＺ７

ＫＺ８ ０．６３ ０．７１ １８．６ ７５．６ ０．０２３ １．８２ ０．２４ ０．９０ ０．０１２ ２．４８ １０１．１ １０１ ７１ ＫＺ８

ＫＺ９ ０．４１ １．０１ ２３．１ ６８．４ ０．０５１ １．５５ ０．３３ １．２３ ０．０２３ ４．２７ １００．３ ８５ ８０ ＫＺ９

ＫＺ１０ ０．５５ １．０２ ２３．７ ６８．４ ０．０５０ １．６９ ０．３３ １．１９ ０．０２１ ４．５８ １０１．５ ９１ ８２ ＫＺ１０

ＫＺ１１ ０．２９ １．０６ ２２．５ ６８．５ ０．０５４ １．１８ ０．２１ １．３６ ０．０２０ ５．５６ １００．７ ６６ ５８ ＫＺ１１

小曽原

ＯＺ１ ０．７３ ０．７３ １８．３ ７３．９ ０．０２８ ２．３７ ０．２８ １．０６ ０．０１６ ３．１９ １００．６ １２１ ８６ ＯＺ１

ＯＺ２ ０．４７ ０．８６ ２４．８ ６７．０ ０．０５１ ２．４５ ０．２０ ０．９５ ０．０１４ ３．５５ １００．４ １１８ ７３ ＯＺ２

ＯＺ３ ０．４５ ０．８９ ２６．１ ６６．９ ０．０４１ ２．２４ ０．１９ ０．９６ ０．０１３ ３．０２ １００．８ １０７ ６４ ＯＺ３

ＯＺ４ ０．６８ ０．６８ ２５．６ ６５．１ ０．０４６ ２．６４ ０．２０ ０．９２ ０．０１４ ４．７５ １００．６ １２６ ７０ ＯＺ４

ＯＺ５ ０．６７ ０．６５ ２７．８ ６５．２ ０．０３４ ２．６７ ０．１８ ０．９８ ０．０１２ ３．４２ １０１．７ １２６ ６７ ＯＺ５

ＯＺ６ ０．６７ ０．６６ ２５．１ ６５．４ ０．０４１ ２．６２ ０．１７ ０．９１ ０．０１４ ５．４５ １０１．０ １２０ ６３ ＯＺ６

ＯＺ７ ０．７０ ０．８２ ２５．０ ６６．５ ０．０３８ ２．５２ ０．２２ ０．９４ ０．０１７ ４．４７ １０１．２ １２０ ６９ ＯＺ７

ＯＺ８ ０．７６ ０．６７ ２３．６ ６５．７ ０．０６６ ２．７９ ０．２２ ０．９１ ０．０１５ ６．０１ １００．７ １２４ ７３ ＯＺ８

神明ヶ谷

ＳＭ１

１ ０．８０ ０．７９ ２４．７ ６６．４ ０．０４１ ２．６９ ０．２８ ０．９０ ０．０１５ ４．６３ １０１．３ １２９ ７９

ＳＭ１

１

２ ０．７８ ０．８０ ２４．７ ６６．０ ０．０４２ ２．６６ ０．２７ ０．９０ ０．０１６ ４．７２ １００．８ １２７ ７５ ２

３ ０．７７ ０．８０ ２４．８ ６６．１ ０．０４２ ２．６８ ０．２７ ０．９１ ０．０１６ ４．９０ １０１．３ １３２ ８１ ３

４ ０．８０ ０．８０ ２４．５ ６５．９ ０．０４１ ２．６６ ０．２８ ０．８８ ０．０１６ ４．５９ １００．５ １２９ ８０ ４

５ ０．８０ ０．８０ ２４．９ ６６．６ ０．０４２ ２．７２ ０．２７ ０．９１ ０．０１６ ４．６１ １０１．６ １３４ ７８ ５

６ ０．８６ ０．７９ ２４．７ ６５．９ ０．０４２ ２．６１ ０．３１ ０．８８ ０．０１８ ４．６７ １００．７ １２７ ８０ ６

７ ０．９７ ０．８２ ２４．７ ６６．６ ０．０４２ ２．６３ ０．３２ ０．８９ ０．０１７ ４．４９ １０１．５ １３１ ８１ ７

ＳＭ２ ０．５５ ０．８８ ２４．９ ６６．８ ０．０４０ ２．４９ ０．２１ ０．９１ ０．０１８ ３．２６ １００．０ １２１ ７４ ＳＭ２

ＳＭ３ ０．５２ ０．８１ ２７．４ ６４．７ ０．０３１ ２．７４ ０．１３ ０．９３ ０．０１３ ４．６４ １０２．０ １３３ ５９ ＳＭ３

ＳＭ４ ０．８２ ０．６４ ２２．４ ６８．４ ０．０５１ ３．０６ ０．２４ ０．８２ ０．０１８ ４．０２ １００．５ １２８ ７５ ＳＭ４

ＳＭ５ ０．８５ ０．７７ ２３．３ ６９．３ ０．０３９ ２．８５ ０．２１ ０．８９ ０．０１４ ３．３６ １０１．６ １２８ ７５ ＳＭ５

ＳＭ６ ０．６１ ０．７５ ２４．２ ６６．４ ０．０３４ ２．７６ ０．２９ ０．９０ ０．０１３ ４．４４ １００．４ １２０ ７５ ＳＭ６

ＳＭ７ ０．７２ ０．８０ ２５．２ ６７．２ ０．０２７ ２．５１ ０．４３ １．０２ ０．０１１ ３．４４ １０１．４ １１２ ９０ ＳＭ７

金比羅山登口

ＫＰ１ ０．４７ ０．７５ ２５．１ ６６．３ ０．０３７ ２．７１ ０．１５ ０．９４ ０．０１４ ４．５１ １０１．０ １２９ ５８ ＫＰ１

ＫＰ２ ０．８０ ０．９０ ２３．４ ６６．９ ０．０４９ ２．８２ ０．３０ ０．９２ ０．０１６ ４．１８ １００．３ １３７ ８７ ＫＰ２

ＫＰ３ ０．５８ ０．７３ ２５．２ ６７．３ ０．０２９ ２．７６ ０．１８ ０．８９ ０．０１４ ３．８７ １０１．６ １３２ ６５ ＫＰ３

ＫＰ４ ０．５６ １．１５ ２６．６ ６４．７ ０．０４８ ２．４７ ０．２５ ０．９１ ０．０２３ ４．０９ １００．８ １４１ ６８ ＫＰ４

ＫＰ５ ０．６８ ０．６５ ２３．２ ６８．１ ０．０２８ ２．７１ ０．１９ ０．９４ ０．０１４ ４．５３ １０１．１ １１７ ６９ ＫＰ５

ＫＰ６ ０．５５ ０．７５ ２５．０ ６６．７ ０．０３０ ２．７４ ０．１８ ０．９０ ０．０１２ ３．８７ １００．８ １２８ ６７ ＫＰ６

ＫＰ７ ０．６５ ０．８３ ２４．４ ６７．８ ０．０３０ ２．６７ ０．２３ ０．８５ ０．０１７ ３．６９ １０１．２ １２７ ７２ ＫＰ７

ＫＰ８ ０．５０ ０．７１ ２５．０ ６６．０ ０．０３１ ２．５７ ０．１６ ０．９８ ０．０１３ ４．３６ １００．３ １２０ ６２ ＫＰ８

最大値 ０．９７ １．２８ ２７．８ ７６．７ ０．１０９ ３．０６ ０．４５ １．３６ ０．０３０ ６．０１ １０２．０ １４１ ９５ 最大

最小値 ０．２４ ０．６４ １５．５ ６４．７ ０．０２０ １．１８ ０．１３ ０．８２ ０．０１１ ２．４８ ９７．１ ６６ ５８ 最小
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あとがき

あるべきところに、あるべきものがないのは困る。ないはずのところに、ないはずのものがあるのは

さらに困る。山腰遺跡はともかく、大塩向山遺跡については先の両者ともに当てはまるのではないであ

ろうか。立地や表採資料などから須恵器の窯跡についての視点ではその前者に当てはまろう。その代り

にあったのが、建物がありそうでないところで確認された建物（Ｎ地区の掘立柱建物）や、尾根の先端

の焼土坑などである。これまでも調査の経過などで述べてきたが、試掘から本調査の間の常時、調査区

のどこからか須恵器窯跡がいつどのような状態で発見されるのか不安な状態であった。調査が終了した

地区から、開発部局に引渡し、工事が行われるのを見ながらの調査であったが、工事されているなかで

は新たな遺跡（須恵器窯跡）は確認されていない。やはり須恵器窯跡は今回の調査区には存在しないの

である。今回は須恵器窯跡の調査ではないので、須恵器の時期や編年作業は行っていない。土器の図面

と写真の記録に加えて、窯跡の資料と比較した胎土の化学分析など、たんにこの特異な事実報告に追わ

れる作業であった。今後これらの記録を使って、さらなる検討を行うとともに、様々な方々にご利用い

ただき、武生（ここではあえて）の象徴でもある日野山を取り巻く歴史について、明らかになることを

期待して文末とする。

大塩向山遺跡 Ｉ地区 Ｃ地区

山腰遺跡の調査地

工事が完了した大塩向山遺跡と手前の山腰遺跡
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大塩向山
遺跡
（仮称
王子保山
城跡）

古代の
祭祀関
連

縄文時代・古
代・中近世

掘立柱建物１棟ほ
か（Ｎ地区）・竪
穴２棟ほか（Ｇ地
区）・焼土坑ほか
（Ｃ・Ｉ・Ｐ地
区）・ピットなど
（Ｌ・Ｏ地区）

供膳具を中心と
する須恵器が中
心で、内面に煤
付着（灯心痕）
のものが多く見
られる。仏具系
の器種が目立つ。

大塩向山遺跡の東側沖
積地に山腰遺跡が隣接
し、両遺跡ともに古代
（８～１０世紀）を中心
とする。出土する土器
も特殊なものが多い。
白山信仰に伴う越前五
山の日野山を正面に見
る山岳祭祀に伴う遺跡
と想定される。

山腰遺跡 古代の
集落

縄文時代・古
代・中近世

掘立柱建物１棟・
溝５条

大塩向山遺跡と
同様な器種の須
恵器に加え、さ
らに特異な中型
の器種が目立つ。
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